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　　　プロローグ







　昨日きのう、誰だれかがてるてる坊主ぼうずを逆さまに吊つるしたのかもしれない。

　そんな埒らちもないことを思わされる、あまりにも理り不ふ尽じんな天気だった。

「……天気予報め」

　外からしきりに窓をノックする雨は、先刻よりも激しさを増していた。吊つり革かわに摑つかまってその様子を確認した玖く堂どう卓たく巳みは、バスに乗ってからもう何度目かの深い溜ため息いきをつく。

　昼ひる頃ごろから急にへそを曲げ始めた空が、とうとう癇かん癪しやくを起こしたのは、つい二〇分ほど前のことだ。学校を出た矢先、どしゃ降り、とまではいかずとも、さりとて無視する気にもなれない雨量に見み舞まわれ、卓巳はこれまでずっと避さけていたバス下校に踏ふみ切きった。

　らしくもない宗しゆう旨し替がえは、今にしてみれば痛つう恨こんのミスだったと思う。

　気が緩ゆるんでいたのだ。長年の悩なやみの種が、このところ大人おとなしかったから。

　でも、それにしたって天気予報がもう少し頼たよりになれば、こんな事態は避けられたはずだった。今日きようは終日、全国的に晴れ間が広がるという話だったのに。まったく、ひどい裏切りだ。

「…………たまらないな、くそ」

　すし詰め状態のバスのなか、卓巳は消え入りそうな声で毒づいた。意図して声量を抑おさえたわけではない。単に虫の息だったため、まともに喉のどが震ふるえなかったのだ。

　バスに乗車して僅わずか一〇分。その一〇分のあいだに、体調は悪化の一いつ途とを辿たどった。

　乗り物酔い、ともまた少し違う。バスに乗ったことがきっかけなのは確かだけれど、卓巳を酔わせているのはもっと別のものだ。そしてこの状態が暫しばらく続けば、問題はより深刻になる。

　悩みの種というよりは持じ病びよう。持病というよりは、もういっそ悪あく癖へきの類たぐいだろう。卓巳の精神こころに長らく巣食う不具合は、いつも『その瞬しゆん間かん』を今か今かと待まち侘わびている。

　一〇分。今日はよく保もったほうだけれど、さすがにそろそろ限界だった。

「くっ……！」

　最悪の始まりは、耳元で微かすかに響ひびく異音だ。

　ギッギッ、ギッギッ、と何か金属質なモノが擦こすれ合あう音。

　それは、角度を誤あやまって差し込んだネジを強引に締しめたときに聞こえる、あの耳みみ障ざわりな不協和音に似ていた。無理な挿そう入にゆうで互いの溝みぞを削けずる、雄おネジと雌めネジの嘆なげきの声だ。

『ネジの悲鳴』──いつからか脳裏で響くようになったこの幻げん聴ちようを、卓巳はそう呼んでいた。

　毎度の如ごとく得体の知れない焦しよう燥そうが胸の内で膨ふくれ上あがるも、卓巳はそれを努つとめて黙もく殺さつする。他ほかの乗客たちの目を憚はばかって、感情を露ろ骨こつに顔に出さないよう心掛けることもできた。急激に上じよう昇しようする不快指数までは、もうどうにもならなかったけれど。

　車に限らず、あらゆる乗り物は卓たく巳みにとって鬼き門もんだ。

　どこにも逃げ場がない、それはまるでカラクリ仕掛けの拷ごう問もん部屋。

　エンジンの唸うなり声ごえ。路面を擦こするタイヤ。軋きしむサスペンション。撒まき散ちらされる排はい気きガス。盛さかんに瞬まばたきする各種灯火に、音の外れたラッパみたいなクラクション──

　バスから伝わってくる、それら諸もろ々もろの無機的な息いき遣づかいが、つくづく疎うとましかった。

　いつだってそうだ。人ひ間との手になるモノたちの主張は、いつだって卓巳を追おい詰つめ、頭のなかのネジを悲鳴へと駆かり立てる。

　機械。

　バスといわず乗り物といわず、高度なものから原始的なものまで。

　人の生活に欠かせない、機械と名のつくすべての物品が、しかし卓巳にとっては幻げん聴ちようのトリガーとなり得る。この二一世紀の現代社会で、それは致ち命めい的てきともいえるハンデだった。

「…………ッ、ぅく……ッ」

　ギッギッ、ギッギッ、ギッギッ、ギッギッ、ギッギッ、ギッギッ。

　幾いくつも幾いくつも重なり合って、次第に無視できないレベルの騒そう音おんと化す『ネジの悲鳴』。

　今日きようはまた一段と酷ひどかった。さすがにノイローゼになるかと思う。

　ひたすら耐える時間が続き、バスがようやく家の近所に差し掛かったところで、卓巳はたまらずブザーを押した。もっと家に近い停留所もあったけれど、もうこれ以上は限界だった。

　ほうほうの体ていで下車した背後、バスが扉とびらを閉めてのんびりと走り去る。すると、合唱を始めていた『ネジの悲鳴』もぴたりと止んだ。

　でも、気分のほうはすぐには回復しない。卓巳は仕方なくバス停のベンチに座り、暫しばらく呼吸を整えることにした。あいにくの天気だけれど、幸いバス停には屋根が備わっていた。

　雨音が、耳の奥おくにこびりついた悲鳴を綺き麗れいに洗い流してくれる。

　濡ぬれるのは嫌きらいだけれど、雨は割と好きだった。

　世界から雑音が消え、とても静かな気持ちにさせてくれるから。

　落ち着いてきたところで辺りに目をやる余よ裕ゆうも生まれ、卓巳はなんとなしに横手に広がる閑かん静せいな住宅街を流し見た。視界に思いがけず異物が混じったのは、そのときだ。

　バス停には先客がいた。

　女の子だった。

　中学生くらいの、今の今までその存在に気づけなかったのが不思議なくらい目立つ格好をした女の子。ふわふわの髪は蜂はち蜜みつ色いろで、肌はだはバニラアイスのように白い。日本人でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。お姫ひめ様さまみたいにフリルの沢たく山さんついたドレスを着て、なぜか背中には時計を咥くわえた大きなワニを背負っている。いや、ワニの形をしたリュックだ。

　女の子は卓巳のすぐ隣となりにちょこんと行ぎよう儀ぎよく座り、身じろぎもせず前を見み詰つめていた。その横顔は人形めいて静せい謐ひつで、際きわ立だった容姿のくせに佇たたずまいは風景の一部のように馴な染じんでいる。

　視線を感じたからだろう、不意に女の子がこちらを向いた。

　くりくりした翠すい緑りよく色いろの瞳ひとみに間近から覗のぞき込こまれ、卓たく巳みは大いにたじろいだ。無ぶ遠えん慮りよに眺ながめ回まわしていた負い目もあり、慌あわててベンチを移動しようとするが、それよりも早く、

「ヒーホウ♪」

　歌うように女の子が言った。小鳥の囀さえずりを真ま似ねたかのような、そのフレーズの意味は分からない。たぶん、どこかの国の挨あい拶さつなのだろう。よせばいいのに、卓巳も反射的に応じてしまう。

「ひ、ひぃほう？」

「うん、こんにちはヒーホウ。いい天気だね」

　驚おどろいたことに、返ってきたのは流りゆう暢ちような日本語だった。卓巳は空を見上げ、首を傾かしげる。

「……いい天気か？」

「雨は恵めぐみの先さき触ぶれだもん。喜ばなきゃ。雨の日はお嫌きらい？」

「別に、嫌いじゃないけど……」

　おずおずと同意すると、女の子は「ほんと？」と嬉うれしそうに笑った。

　それまで抱いだいていたイメージが一変する、季節外れの向日葵ひまわりみたいな笑顔だった。途と端たん、どういうわけか心臓の鼓こ動どうが早まり、卓巳は知らず制服の胸元を手で押さえた。

「えへへ、気が合うね？　その点、リョウは駄だ目めなんだよ？　雨が降るたび、ぶちぶち文句言うの。髪が湿しつ気けで重たくなるから嫌いやなんだって。どう思う？」

　決して矢や継つぎ早ばやではないけれど、突とつ拍ぴよう子しもない言葉をぽんぽん向けられ、俄にわかに混乱する。

「え？　あぁ、いや……リョウ？」

「ぼくの親友。今は傘かさを買いにコンビニまで行ってるんだけど、なかなか帰って来なくてちょっと退たい屈くつしてたところなの。リョウって、びっくりするくらい方向音おん痴ちなんだよ」

　この女の子が独ひとりバス停で雨宿りをしているのは、つまりそういう事情かららしい。

「それはまぁ……その、なんだ。大変だな？」

「うん。でも、たまには待まち惚ぼうけもいいよね。こうやって奇き跡せきみたいな出会いもあるし」

　またも突拍子もない言葉。卓巳はまじまじと少女を凝ぎよう視しした。

「……そういう思わせぶりな台詞せりふは、相手を選んで言ったほうがいいと思うぞ」

「どうして？　奇跡を感じてるの、ぼくだけかな？　今、すごいドキドキしてるんだけど」

「大おお袈げ裟さだろ。たまたま隣となりに座っただけなんだし」

「そんなことないよ。出会いは全ぜん部ぶ奇跡だよ。ただ、いい奇跡と悪い奇跡があるだけで」

「………………」

　どうにも、おかしな状じよう況きようだった。

　出会ったばかりの名前も知らない女の子と、なぜか話し込んでしまっている。相手のペースに乗せられているのは承知していたけれど、どういうわけか悪い気はしなかった。

　やけに鼓こ動どうの音が煩うるさい。世界は雨に閉ざされてひっそりと沈しずんでいるのに、卓たく巳みの心臓だけが忙せわしなく早はや鐘がねを打っている。ついには頰ほおまで熱くなってきて、もしかしたら風か邪ぜを引いたのかもしれないと、頭の片かた隅すみでそんなことを思った。

　あるいは、やっぱり卓巳も奇き跡せきを感じているのかもしれない。

「──決めた」

　会話もなく暫しばらく見み詰つめ合っていると、唐とう突とつに女の子が言った。ふにゃりと相そう好こうを崩くずし、たった一言だけ囁ささやくように。その、なんてことのない一言が、妙みように卓巳の心を揺ゆさ振ぶった。

「今まで感じたことがない気持ちなの」

「？？？」

「くすぐったくて、どっかに、わ～って走り出したくなる気持ち。ずっと前にお母様が言ってた『確信』って、たぶん『これ』なんだと思う。うん、きっとそう」

　相変わらず卓巳には判じようのない、意味不明の言葉の羅ら列れつ。けれど、今、目の前で何かとてつもなく重要な決断が下されようとしていることだけは、なんとなく分かった。

「だから、貴方あなたに決めた」

　何を？　とは訊きけなかった。正しくは、訊く暇ひまがなかった。

　気づいたときにはもう、女の子のあどけない顔が卓巳の視界一杯に迫せまっていたから。

　口のなかに広がったのは、苦い怯おびえの味。

　触ふれ合あった唇くちびるは壊こわれもののように柔らかで、ひどく震ふるえていた。行為が怖こわいのではなく、受うけ容いれてもらえないことが怖い──女の子の気持ちが、はっきりと伝わってきた。

　だからだろうか？　卓巳はそのとき、すべてを受け容れようと決めた。

　女の子を傷つけたくない一心で、数多あまたある疑問や動どう揺ようは丸ごと棚たな上あげにして、自分の安易な許容が何を意味するのかも理解せず、無意識のうちに一つの選せん択たくを為なした。

　直後、瞼まぶたの向こうで光が弾はじけた。

　自然と閉じていた目を開けたそこに、あり得ないものを幻げん視しする。未いまだ卓巳と唇を重ねたままの女の子の背に、眩まばゆい一対の輝かがやきが生まれていた。

　精せい巧こうな硝子ガラス細ざい工くを思わせる、それは薄うす緑みどり色いろのチョウの翅はね。

　鼓動の音が止やんだ。雨音も消えてなくなった。世界が限りなく無音に近づく。

　そんななか、衝しよう撃げきで為なす術すべもなく固まった卓巳は、

　カチリ、と──

　どこか遠い場所で、今まで悲鳴ばかりあげていたネジが、初めて綺き麗れいに締しまる音を聞いた。




　その日は、奇くしくも五メ月イ一デ日ー。

　妖よう精せいに子供が取り替えられる日だった。













　　　第一章　晴れのち雨男、ところにより妖精







「──で、結局、相手の名前も何も分からないってわけ？」

　事の顚てん末まつを説明すると、彼女はたっぷり数分間も沈ちん黙もくしたあと、そう言った。

　腕組みしての詰きつ問もん口調だった。その指は苛いら々いらと自分の二の腕を叩たたいており、これは良くない兆候だと少女は敏びん感かんに察する。いつも怒おこっている節がある彼女だけれど、少女の経験から言うと、その怒りにもレベルがある。これは最高レベル。つまり『大だい激げき怒ど』だった。

　そんなに怒るようなことかな？　そう思いつつも、少女は必死に言い訳を探す。

「え、えへへ……な、なんだか、そのあと猛もう烈れつに恥かしくなっちゃって……」

「だから、やるだけやって走って逃げた、と？」

　かぶりを振る。ごく自然に、しかし妙みようにキマった仕草で。

「……呆あきれたわ」

「え～と、どれに対して？」

「全部によ！」

　彼女がバンッとテーブルを叩いた。次いで顔をしかめ、赤くなった掌てのひらを擦さすりながら続ける。

「……貴女あなたね。自分の立場、ちゃんと分かってるの？」

「うん、一応」

「一応じゃ困るの！　日本に来て早々、どうして次から次へと問題を起こすのよ!?」

「心外だよ。アルマンに見つかったのは、あながち、ぼくのせいとも言い切れないじゃない」

「ええ、そうね。貴女を独ひとりにしたわたしの責任だわ。貴女がホテルを勝手に抜け出したのも、どっかふらふら散歩してて保ほ守しゆ派はの連中に発見されたのも、そのせいでホテルを追い出されて、一晩、公園で野宿する羽は目めになったのも、みんなわたしのせい。おかげで、こうして場末のラブホテルに潜せん伏ぷくすることになったけど、これもわたしのせいよね？　ええ、分かってるわ」

　息つく間もない舌ぜつ鋒ぽうだった。少女は早口言葉が苦手なので、ちょっと彼女が羨うらやましい。

「挙句の果てに、見ず知らずの男にいきなりキス？　新あら手ての通とおり魔まじゃあるまいし！　ほんとにもう何を考えてるのよ!?　そういうの、日本では『行きずりの関係』って言うのよ!?」

　あ、なんだかカッコイイ響ひびき──という心の声が顔に表れたのだろう。すごい目で睨にらみつけられ、慌あわてて表情を取とり繕つくう。おっかないったらない。

「……とにかく、まずは貴女の『確信』のお相手を探さないといけないわね。早い奴やつなら一週間くらいで階かい梯ていを昇のぼり始めるから、急がないと。そいつの特とく徴ちようは？」

「ん～、とね」

　少女は頤おとがいに指を当て、昼間出会った少年の顔を思い浮かべる。たちまち笑みが零こぼれた。

「ぼくを見る目が、とっても可愛かわいい人、かな？」

「……信じられない。この状じよう況きようでのろけられたわ……」

　彼女の呆あつ気けに取られた表情は、なかなか見み物ものだった。




　　　　○




　後こう悔かいは先に立たず。もしくは、あとの祭り。

　そんな諺ことわざを玖く堂どう卓たく巳みが思い浮かべたのは、五限目の数学の時間だった。

　チョークが黒板の上を滑すべるように躍おどり、教室に規則的な音を響ひびかせている。数学教師の板ばん書しよは今日きようも驚おどろくほど丁てい寧ねいで、書き写しやすいけれど、どこか神経質なものを感じさせた。

　もっとも、卓巳は窓まど際ぎわの一番後ろの席なのをいいことに、ノートはおろか教科書さえ開いていないので、その一切がどうでもいい話ではあった。他ほかのクラスメイトたちも概おおむね似たり寄ったりの授業態度で、眠ねむ気けを誘さそう教師の公式説明を聞き流している。私立叶かのう乃の宮みや学園が一応の進学校とはいえ、まだ高校生になって一ヵ月。今の時期からカツカツ勉強に励はげむ人間はそう多くない。学生生活は長いのだから、力の入れどころと抜ぬきどころが肝かん要ようだ。

　卓巳は頰ほお杖づえをつき、ぼんやりと空を眺ながめた。

　ゴールデンウィーク明けの、五月六日の水曜日。天気は晴れ。

　温暖化の影えい響きようか、非常識なくらい暑い日だ。

　まったくアテにならない天気予報も、今日は一日じゅう快晴だと主張していた。でも、アテにはならないので、卓巳はまたハズレることを心の底では願っている。

　だって、雨は恵めぐみの先さき触ぶれだから。

「………………」

　馬ば鹿かげていた。

　こんなの全然自分らしくないと卓巳は思う。けれど、らしくなかろうがなんだろうが、五日前から胸の奥おくに居座り続けている靄もや々もやした気持ちは、天気みたいに綺き麗れいさっぱり晴れてはくれない。そういうものなのかもしれない。ただ、納得はいかなかった。

　後悔は先に立たず。あとの祭り。逃がした魚は大きいぞ──は、ちょっと違うか？

　とにかく、本当に馬鹿げていた。

「……ねぇ、玖堂くん。これ」

　不意に隣となりの席の女子に肩を叩たたかれ、くちゃくちゃに丸められたノートの切きれ端はしを渡される。三つ向こうの席では、悪友の伊い沢ざわ啓けい太たが手を振っていた。ノートの切れ端を開くと、

『最近、駅前に変なジジイが出しゆつ没ぼつするんだってよ。知ってた？』

　という、わけの分からないメッセージ。汚い字だ。

『大たい抵てい、ジジイは変なもんだ』

　適当なことを書いて再び切きれ端はしを丸め、直接、啓けい太たに投げつける。ゆるやかに放物線を描いた紙のボールは、悪友の鼻に命中した。我ながら絶ぜつ妙みようのコントロールだ。何しやがる、みたいな目で睨にらまれるけれど、もちろん卓たく巳みはそれを無視した。窓の外に視線を戻もどす。

　変なジジイに興味はない。

　卓巳が興味があるのは、五日前にバス停で会った、あの変な女の子だけだ。




「お前なー、さっきのはいったいなんなわけ？」

　授業が終わるやいなや、さっそく啓太がやって来て文句を垂れた。大おお柄がらで色黒の暢のん気きな顔をした少年で、どこか人ひと懐なつっこい熊くまを連想させる。卓巳とは小学校からの腐くされ縁えんだった。

「お前こそ、さっきの怪かい文ぶん書しよはなんなんだよ？」

「羽は々ば根ね市の都市伝説」

「噓うそつけ。小耳に挟はさんだこともない」

「いや、ほんとだって。つい最近できたんだって」

　つい最近できたものを、都市伝説と呼べるのかには疑問が残る。

「ふふん、どうやら知らないみたいだな。よし、教えてやろう。俺おれってイイ奴やつだろ？」

　正直、卓巳は本格的に関心がなかったのだけれど、話を聞くまで啓太が食い下がってくるのも分かっていた。鬱うつ陶とうしい自己アピールは、喋しやべりたくて仕方がないというサインなのだ。

「……いいよ。分かった。聞くよ。それで、その変なジジイってのはなんだ？　どのくらい変なんだ？　実はお前ん家ちのお爺じいちゃんだったってオチなら、俺はすごく愉ゆ快かいなんだが」

「俺は不愉快なんだが!?」

「なおさら愉快だな。はい、続けて」

「え？　あ、あぁ……おう。まぁ、俺も又聞きの又聞きなんで詳くわしいことまではよく分かんないんだけどな？　なんでもそのジジイ、コスプレして往来を歩き回ってるらしいんだわ」

「メイド服でも着てるのか？」

「ンなわけねー。なんつーかこう、ジェントルメン！　って感じなんだと」

　メンは複数形だ。面めん倒どうなのでツッコまないけれど。

「具体的には？」

「インバネスに山やま高たか帽ぼう、あと単眼鏡モノクル掛けてるらしい。外人だけど日本語はペラペラで、中等部には声をかけられた娘こもいるってさ。ってか、ユウちゃんからなんか聞いてねーの、お前？」

「なんにも。だいたいあのニワトリ頭じゃ、何か知ってても俺に話す頃ころには忘れてるよ」

　叶かのう乃の宮みや学園の中等部に在ざい籍せきしている妹は、割とミーハーなくせに飽あきっぽいから困る。

「──まぁ、確かに酔すい狂きような奴ではあるな。で、他ほかに何かめぼしい特とく徴ちようは？」

「ない。これで終わりだ」

「だったら奇き抜ばつな格好をしてるだけの、ただの可哀かわい想そうな爺じい様さまだろ。ほっといてやれよ」

　きっとコスプレが唯ゆい一いつの老後の楽しみなのだ。ＴＰＯは弁わきまえて欲しいところだけれど、事件性がないのであれば取とり沙ざ汰たすほどの話でもない。ただ、また外国人か、とは思った。

「うわー、超クール。ノリ悪いなぁ、お前」

「オチなしの話につき合う俺おれの身にもなれ。ほら、もうすぐチャイム鳴るぞ」

「おう。──あ、そうだ。放課後、どっか寄って帰らね？　ゲーセン行こうぜ」

　勘かん弁べん願いたかった。いや、啓太と寄り道をして帰るのは別に構わないのだけれど、ゲーセンというのが曲くせ者ものだ。あんな機械だらけの場所に行ったら、下へ手たをすれば卓たく巳みは卒そつ倒とうする。

「……ビリヤードにしないか？　じゃなきゃ、スカッシュ」

　アナログな遊び好きだねぇ、お前。そう言って啓太は自分の席に戻もどって行った。つまりＯＫということだ。アナログな遊びしか楽しめない卓巳の心情に気づいた様子はない。理由など誰だれにも話したことがないのだから、それも当然だろう。話せば、きっと頭の中身を疑われる。

　卓巳は嘆たん息そくし、机のなかを漁あさった。六限目は古文。はっきり言って苦手科目だが、今日きよう最後の授業だ。そう考えれば気持ちも楽になる。どのみち身が入らないのは目に見えているのだから、いっそ寝ねてしまってもいい。これ以上、憂ゆう鬱うつになるのはごめんだった。

　古文の教科書を発見し、なんの気なしに引っ張り出す。

「──ッ！」

　教科書の上に、何かいた。

　いや、いたような気がした。分からない。何しろ一いつ瞬しゆんのことだ。ただ、小さな生き物らしきものが教科書の表紙の上をサッと移動し、机のなかに逃げ込んだように見えた。

　虫だろうか？　でも、それにしては少しサイズが大きかったように思う。たぶん、親指くらいはあった。それに、形もあんまり虫っぽくなかった気がする。

　そうだ。虫というより、今のは──

「…………まさか。あり得ないだろ」

　馬ば鹿かげた思考を打うち払はらい、卓巳は屈かがみ込こんで机のなかを探った。試しに中身をすべて取り出し、空っぽになった机の隅すみ々ずみまでチェックしてみるが、案の定、特に異常は見つからない。変わった生き物など、どこにも存在しなかった。やはり目の錯さつ覚かくだったのだろう。

　安あん堵どする。同時に、複雑な心境にも陥おちいった。どうも最近この手の見間違いが多い。幻げん聴ちように続いて幻げん覚かくまで目まの当たりにするようになって、いよいよ自分の感覚が信じられなくなってきた。

　つい先日も、女の子の背中に『妙みようなもの』が生えるのを目もく撃げきしたばかりだ。あのときは驚おどろいたが、結局、あれも錯覚だったのだろう。他に考えられないし、そんな突とつ飛ぴな妄もう想そうをしてしまうくらい、自分は浮世離れしたひとときを味わったのだから。

　──貴方あなたに、決めた。

　脳裏でそんな一言が蘇よみがえり、知らず指で唇くちびるに触ふれていた卓巳は、どうしようもなく赤面した。慌あわてて周囲を窺うかがうが、幸い今の仕草を誰だれかに見み咎とがめられたりはしなかった。

　まったく、どうかしている。思春期の女子じゃあるまいし。

　いや、年とし頃ごろなのは否定しないけれど、それでも卓たく巳みは、やっぱりこんなの全然自分らしくないと思う。なんだか色々なことが空回りしている気分だった。




　放課後、卓巳は約束どおり啓けい太たと共に街に繰くり出だした。

　学校近くのラーメン屋で軽く空腹を満たしたあと、他愛もない会話をしながら駅前の繁はん華か街がいに向かう。喧けん騒そうが近づくにつれ、卓巳は早くもげんなりした。

　都心から電車で小一時間ほどのところにある羽は々ば根ね市は、太平洋に面した比較的大きな沿岸都市だ。立派な港こう湾わん施し設せつもあるし、埋うめ立たて地ちでは新たな経済拠きよ点てんの建設と称しようして何やら大規模な工事が行なわれていたりもする。企業の出入りも目まぐるしく、オフィス街に行けば、ずらりと整列した長身のつぽのビル群から威い圧あつ感かんたっぷりの歓かん迎げいを受けることだってできる。半年くらい前からどこかの会社が宣伝用に飛行船まで飛ばし始め、学校でもちょっと話題になった。つまり羽々根市は、そのくらいには発展した街だ。

　昔はどこも田んぼばかりだったのに、ここ数年で長閑のどかな風景にお目にかかる機会がめっきり減ったように思う。生きつ粋すいの羽々根っ子である卓巳は、そのことに一いち抹まつの寂さみしさを覚えた。

　益やく体たいもないことをつらつらと考えながら、目め抜ぬき通どおりからやや外れた場所に建つ雑居ビルのなかに入る。二階にビリヤード店があるのだけれど、その事実を知る人間は少ない。要は穴場なのだ。だから狭せまい店内は、いつもがらんとしている。

「ふふっ……今日きようこそは勝つ！　勝つからな、卓巳！」

　そう息巻いていた啓太は密ひそかに特訓でも積んだのか、事実、以前よりもよほど善戦した。

　けれど、最終的に勝ったのは、やっぱり卓巳だった。自じ慢まんではないがビリヤードは得意なのだ。母直じき伝でんの将しよう棋ぎほどではないにしろ、おいそれと負けるような半はん端ぱな腕はしていない。

　ただ、実力差を考えると、もっと圧あつ倒とうしてもいいはずだった。意外ときわどい勝負になってしまった理由は、他でもない。ゲーム中、チラチラと視界に映る『影かげ』のせいだった。

　それが虫でないのは分かっていた。その数が、一匹や二匹どころの騒さわぎではないことも。

　啓太の手前、卓巳は平静を装ったが、内心ではパニックになる寸前だった。

　まずい。症しよう状じようが悪化している。ここまで幻げん覚かくがはっきり見えるなんて、ひょっとしたら末期かもしれない。いや、そもそも自分が目にしているのは、本当に幻覚なのか？　それにしては細部がリアル過ぎる。いったい『コイツら』は、なんなんだ？

「あ～、ちくしょう。どうして勝てねーかなぁ」

　肌はだを粟あわ立だたせる卓巳を余よ所そに、啓太がキューを片づけながら能のう天てん気きに言った。

「おし、雪せつ辱じよく戦せんだ！　次はスポーツセンターに行って、スカッシュやろうぜ」

「……いや、遠えん慮りよしとく。なんか気分悪いから……俺おれ、帰るわ」

「え、マジで？　──あぁ、言われてみれば確かにちょっと顔色悪いな、お前」

　大だい丈じよう夫ぶかよ？　と気楽に心配してくる啓けい太たに、ぎこちない笑みを返す。それが精一杯だった。カウンターで二時間ぶんの料金を支払い、兎とにも角かくにも店をあとにする。

　雑居ビルを出て大通りに戻った途と端たん、街の喧けん騒そうが一気に襲おそいかかってきた。依い然ぜん、視界の隅すみでは無数の影かげがチラついており、相乗効果でますます体調がおかしくなり始める。啓太もさすがに深刻な顔つきになって、家まで送って行ってやろうかと珍めずらしく気を遣つかってくれた。だが、卓巳はその申し出を頑かたくなに断わった。理由が理由だけに甘えられなかったのだ。

「……ほんとに大丈夫か？」

「大丈夫だから、心配するな。たぶん風か邪ぜだ」

　千ち切ぎるように言って、そのまま別れる。素そっ気けない態度になってしまったけれど、もう言動に気を配る余よ裕ゆうなどなかった。後ろを振り返れば、啓太が首を傾かしげながらも遠ざかって行く。

　その背中が完全に見えなくなった頃ころ、ようやく卓巳は身体からだの緊きん張ちようを解いた。

　たちまち、世界が揺ゆれた。なんの前まえ触ぶれもなく急に足場がなくなったかのような脱力感。膝ひざから崩くずれ落おちそうになるのを、壁かべに手をついてなんとか堪こらえる。

　吐はき気けがした。目眩めまいも酷ひどい。足元もおぼつかない。

　それでも卓巳は気力を振ふり絞しぼって歩いた。早く静かな場所に行きたかった。そうすれば、視界の端はし々ばしを小こ忙ぜわしく走り回るこの気配も、どこかに消える気がする。

　通りを行き交う人々が持つ、携けい帯たい電話やゲーム機、ｉＰｏｄの電子音がたまらなく不快だった。ほんの些さ細さいな音なのに、なぜか卓巳の耳はそれらを決して聞き逃さない。ゲームセンターの前を通りかかったときなどは最悪だった。群れなす筐きよう体たいに大だい音おん響きようでがなり立てられ、頭に鈍にぶい痛みが走る。普ふ段だんならこうも簡単に体調を崩くずすことはないが、今日は厄やく日びだった。

　そして、とうとう『ネジの悲鳴』が始まる。

　ギッギッ、ギッギッ、というお決まりの幻げん聴ちよう。溝みぞを磨すり減へらすネジたちの悲ひ惨さんなコーラス。

　五日前、確かに聞いたように思った、あの小気味いい音──ネジが過あやまたず締しまる快音は、やはり気のせいだったらしい。やるせなくなって、つい人目も憚はばからず毒づいてしまう。

「…………くそっ」

　卓巳は車といわず機械全ぜん般ぱんが苦手だ。

　理由は、そのどれもが、ひどく不細工に思えてしまうから。

　もっとはっきり言ってしまえば、気味が悪いのだ。どうしてそんなに無む駄だな形をしているのか、その仕組みは本当に効率的なのか、もっと他ほかに最適な設計はなかったのか──ちぐはぐにピースの収まったジグソーパズルを見ているようで、いつも苛いら立だちを覚える。『ネジの悲鳴』が聞こえてくるのも、決まって機械に対する不ふ審しんが募つのったときだ。

　難なん儀ぎな体質だった。今の時代、どこもかしこも機械で溢あふれ返かっているというのに。

　耳元で騒さわぐ『ネジの悲鳴』を嫌きらって、卓巳は携帯電話だって滅めつ多たなことでは使わない。テレビも観ない。パソコンもやらない。極力、そういう生活を心掛けている。

　この体質が、いつの頃ころから始まったものなのかは定かではない。気づいたときにはもう、という感じだ。けれど、自分がこうなってしまった理由になら大体の予想はついていた。

　子供の頃の、ある体験が関係しているのは間違いなかった。

　思い出すのも煩わずらわしい、嫌いやな記き憶おくだ。

　卓たく巳みは夢む遊ゆう病びよう者しやみたいな足取りで通りをゆく。だんだん意識が朦もう朧ろうとしてきて、途と中ちゆうで誰だれかと肩をぶつけても会え釈しやく一つ返すことができなかった。しかし、それがまずかった。

「イテッ──おい、ちょっと待てコラ！」

　罵ば声せいを浴びせられ、現実に引き戻される。声の主を顧かえりみて卓巳は顔をしかめた。相手が見るだに短気そうな連中だったからだ。髪を染めて、アクセサリーをじゃらじゃらと身につけた私服の男が三人、こちらを睨ねめつけている。どうやら、そのうちの一人とぶつかったらしい。

「……悪い。ぼーっとしてた。謝るよ」

　声に抑よく揚ようがないのが自分でも分かった。誠意に欠ける謝罪だという自覚もあった。でも、だからといって「うるせえ」と怒ど鳴なりつけられ、いきなり殴なぐられるとは思わなかった。

　千ち鳥どり足あしのところに一発もらい、卓巳は無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついた。なんかムカつくぜコイツ、金巻き上げるついでにやっちまうか──そんな短たん絡らく的てきな台詞せりふを口にして、男たちが近寄って来る。

　立って逃げようとするも、その前にブレザーの襟えり首くびを摑つかまれた。そのまま卓巳は、ずるずると裏路地まで引きずられていく。真っ昼間から学生が暴行を受けそうになっているのに、助けてくれる人間は誰もいない。誰だって面めん倒どう事ごとに首を突つっ込こみたくはないのだ。

　街は発展したぶんだけ物ぶつ騒そうになる。人は生活が潤うるおうとそのことに味を占しめ、ときに隣りん人じんをなおざりにする。心が貧まずしいのもそれはそれで問題だけれど、何事も行き過ぎは良くない。

　やっぱり、昔の羽は々ば根ね市のほうが良かったな、と卓巳は他ひ人と事ごとのように思った。




「おら、年長者に逆らった罰ばつだ」

　殴なぐる蹴けるなどの単調な暴力を振ふるわれる。一方的に、しかも三人がかりでだ。

　卓巳は喧けん嘩かが大だい嫌きらいだけれど、矛む盾じゆんしたことに喧嘩慣れしていた。目つきが鋭するどいせいでよく絡からまれるのだ。だから、普ふ段だんならやられっぱなしにはならない。しかし、今はタイミングが悪過ぎた。何をされる前から既すでに気持ちは負けていて、手足に力が入らない。当然のようにボコボコにされた。あまりにも格好悪くて、場違いと知りつつも吹き出しそうになった。

　だから卓巳は、殴られているあいだ、もっぱら楽しいことを考えて嵐あらしが過ぎ去るのを待った。

　想起されるのは、あの女の子のことばかりだった。

　次いで、やはり愚ぐにもつかない諺ことわざが頭に並ぶ。後こう悔かいは先に立たず。あとの祭り。逃した魚は大きいぞ──いい加減にしつこい。そんなに自分に過あやまちを突きつけたいのか？

　まぁ、そうなのだろう。卓巳だって心の底では理解している。でも、こんなのは自分らしくないのだ。たかが男女の出会いを『本物の奇き跡せき』と認めるには、安っぽいプライドが邪じや魔まをする。本心ではこんなにも悔くやんでいるくせに、未練ったらしいったらなかった。

　なぜあのとき、携けい帯たい電話の番号を訊きかなかったのか？

　いや、それが無理でも、どうして名前くらい尋たずねなかったのか？

　考えれば考えるほど、失敗したという気がしてならなかった。逃げられたところで、すぐに追いかければ良かったのだ。この広い街で、もう会えるかどうかも分からないのに。

「ンだよ、お前。ガンつけてきたくせにサンドバックかよ」

　男の一人が吐はき捨すて、地面に這はいつくばった卓たく巳みの頭を蹴けり飛とばす。

　憂うさ晴ばらしがしたいなら、それこそボクシングジムにでも行けよ──せめてもの反はん抗こうに、よっぽどそう指し摘てきしてやろうかと思った。でも、やめておく。これ以上、顔に青あお痣あざを作ると、親や教師に言い訳をするとき面めん倒どうだ。

　ギッギッ、ギッギッ、と相変わらず『ネジの悲鳴』は続いていた。

　ガサコソ、ガサコソ、と性しよう懲こりもなく視界の隅すみでは何かが蠢うごめく気配。

　本当になんなんだろうな、コイツら。

　ぼうっとしたまま卓巳は目だけを動かした。今まで意識的に直視するのを避さけていた小こ粒つぶの影かげたちと、初めてまともに視線を合わせる。

　すると、不思議なことに影たちが一いつ斉せいに腰を折った。一いつ糸し乱みだれぬ所作で、さながら王様に傅かしずく家来みたいに。そして影たちは、つぶらな瞳ひとみを潤うるませてこう問うてきた。

　──懲こらしめても、いいですか？

　そのとき卓巳は、確かに声なき声を聞いた。

　──この無礼者たちを、懲らしめても、いいですか？

　幻げん聴ちよう、ここに極まれりだ。

　空耳と分かっているのだから、深く考える必要もない。卓巳は一も二もなく頷うなずいた。

「いいよ」

　次の瞬しゆん間かん、喧やかましかった『ネジの悲鳴』が止やみ、代わりに人の悲鳴が迸ほとばしった。




　ぎょっと我に返る。卓巳は伏ふせていた顔を上げた。

　日常生活で悲鳴を聞く機会なんて、そうそうない。ましてや、それが喉のどが張はり裂さけんばかりの絶ぜつ叫きようとなれば尚なお更さらだ。いったい何事かと珍ちん事じの在あり処かを探す。

　すぐに見つかった。悲鳴をあげていたのは、卓巳に暴行を加えていた三人の男たちだった。

「ッ!?」

　卓巳自身、悲鳴をあげかける。眼前で展開されていたのは、それほどの怪異だった。

　今や卓巳と同じように地面に倒れ込み、身体からだを搔かき毟むしりながらもんどり打つ男たち。露ろ出しゆつした肌はだのあちこちから、血を流していた。まるで何かにまとわりつかれているような仕草だが、どうやら彼らは自分の身に何が起こっているのか理解できていないらしい。

　男たちには、何も視みえていないのだ。

　背筋に凄すさまじい寒気が走る。卓たく巳みは思わず、かぶりを振ふった。

　視えていない……？　視えていないだって？　そんな馬ば鹿かなことがあり得るのか？

　卓巳の目には、はっきりと視える。男たちの身体からだに集たかり、圧のし掛かかり、数百数千と徒党を組んで襲おそいかかる、親指サイズの影かげの群れが。

　鉄筋コンクリートのジャングルで、いきなり軍隊アリの大移動に遭そう遇ぐうしたような気分。あるいは、何も知らずに小こ人びとの国に迷い込んでしまった哀あわれな旅行者、ガリバーの心地。

　そう、そうなのだ。

　小人なのだ。

　今、卓巳の目の前で猛もう威いを振ふるっているのは、五センチくらいしか背せ丈たけのない小さなヒトガタの群れなのだ。これが、今日きよう一日、卓巳を散々に苛さいなんだ幻げん覚かくの正体だった。

　あまり生々しさを感じさせない、二頭身ほどにデフォルメされた小人だった。皆、色とりどりの作ツ業ナ着ギを着て、手にはドライバーやスパナなどの工具を持っている。頭には安あん全ぜん帽ぼうまで被かぶっていた。造形は大おお雑ざつ把ぱの一言で、点と線だけで表現できる手抜きのような顔をしている。

　どこまでも非現実的な存在だった。漫画にでも出てくれば、笑ったかもしれない。

　けれど、その冗じよう談だんのような生き物が躍やつ起きになって工具を振るい、三人の男たちを血ち達だる磨まにしている光景を見たあとでは、到とう底てい、笑う気になどなれなかった。

　男たちは、今やカラフルな肉にく団だん子ごと化していた。もう小人に覆おおわれていない箇か所しよを探すほうが難しい。それでも未いまだに身体からだを激しく跳はねさせ、わんわんと痛みに噎むせび泣いているのは、果たして男たちの生命力が優れているからか、それとも単に小人たちが非力なだけなのか。

「だ、だずげで……だずげでぐぇ……」

　もごもごと籠こもった声で助けを請こわれる。いい気味だ、と考えなかった自分がいると言えば、もちろん噓うそになる。でも、小人たちが直後に取った行動は、さすがに卓巳も容認しかねた。

　なかなか仕留められないことに業ごうを煮にやしたのだろう。何人かの小人が、助けを叫さけんだ男の顔によじ登り、睫まつ毛げや瞼まぶたを引っ張って力ずくで目を開けさせたのだ。そして、ツルハシを手にした小人が得物を振りかぶり、男の血走った眼球に向けて、その先せん端たんを──

「よせ！」

　卓巳はたまらず制止の声をあげた。小人たちが一いつ斉せいに動きを止め、悪さの見つかった子供のように肩を落とす。危あやうく失明しかけた男は、わけが分からないまま遅おくれて顔を庇かばった。

「ふざけるなっ！　何が懲こらしめるだ！　俺おれはこんなこと望んでないぞ！」

　卑ひ怯きような言い草だった。なんとなく分かるのだ。小人たちに悪わる気ぎはない。ただ、卓巳の抱いだいた敵意に反応し、命令に忠実に従っただけなのだ。それでも、これはやり過ぎだった。

　卓巳の激しい憤いきどおりを察したか、小人たちが三人の男を解放する。そのまま小人たちは、すばしっこい動きでどこかに消えてしまった。目にも止まらぬスピードで、それこそ蜘く蛛もの子を散らすように。一いつ瞬しゆんで裏路地に静けさが戻もどってくる。

　あとに残されたのは、混乱の渦か中ちゆうにある卓たく巳みと、無む惨ざんな有様となった男たちだけだ。

　男たちは、三人とも命に関わるほどの大おお怪け我がは負っていないようだった。けれど、身体からだの至るところから出血し、嗚お咽えつを洩もらしながら蹲うずくまって身じろぎもしない。自身に降りかかった災いの正体にまったく見当がつかないのだから、打ちひしがれるのも当然だろう。

　とにかく、放置していけるような状態ではなかった。正直、卓巳も限界だ。肉体的にも精神的にも滅めつ多た打うちで、本音を言えば今すぐこの場を立ち去りたかった。それでも、なんとか自制して携けい帯たい電話を取り出し、震ふるえる指先で一一九番をプッシュする。

　いや、しようとした。しかし、それは叶かなわなかった。

「──やめておきたまえ、少年」

　背後から声が響ひびいた。僅わずかに嗄しやがれた、しかしよく通る堂々とした声音だった。

　振り返る。暗がりの先に、いつの間にか誰だれかが佇たたずんでいた。

　初老の白人男性だった。偉い丈じよう夫ふと呼んでも差し支えない体格の持ち主で、相応に年とし経へた顔立ちにそぐわない、がっちりした肩にインバネスを引っ掛けている。更さらには頭に山やま高たか帽ぼう、顔には単眼鏡モノクル、口にはパイプを咥くわえていた。つい最近どこかで聞いたような、時じ代だい錯さく誤ごな格好だ。

『コスプレした変なジジイ』──啓けい太たの言っていた噂うわさの主が、そこにいた。

　老人は語る。柔やわらかな笑みを浮かべ、硬こう直ちよくした卓巳に教おしえ諭さとすように。

「彼らは自業自得だよ。きみが気に病む必要はないし、そもそも救急車を呼ぶほどの怪我でもない。それよりも、警察に事情を訊きかれたときのことを考えたほうが良いのではないかね？」

　確かに、と動転しつつも納得してしまう。事は既すでに流血沙ざ汰ただ。救急車を呼べば、まず警察も駆かけつけて来る。そして卓巳は、この惨さん状じようの経緯いきさつを上う手まく説明できる自信がなかった。

「下へ手たをすれば、きみが疑われるぞ？　いや、それもあながち間違いではないがね」

「……見てたのか、あんた」

　老人の言い回しに引っ掛かりを覚え、卓巳は二重の意味を込めて訊いた。つまり、ただ成り行きを見守っていただけなのか、それとも小人の姿まで視みたのか。

「一部始終を」

　果たして老人は鷹おう揚ように頷うなずき、愉うれしげにパイプを燻くゆらせた。

「なかなか面白い見世物だったよ。きみの『イット』は、ユニークだな」

「イット？」

「きみが使し役えきした、あの小人たちのことだよ。分かりにくいなら『妖よう精せい』でも構わないが、しかしそれだと色々混こん同どうが起きる。いと高き方々に対して失礼に当たらぬよう、やはり『名づけられぬ不可思議なるモノ』──イットと呼こ称しようすべきだろうね」

　涼すずやかに嘯うそぶいて、老人が何気なく踏ふみ出だした。卓巳は気け圧おされ、知らず後ろに退さがる。

　いきなり現れた謎なぞの人物。しかし、この老人は説明できるのだ。

　今しがた起きた、怪かい現げん象しようの数々を。

「……あんた、何を知ってるんだ？」

「私のほうこそ問いたいな、少年。きみは、なぜ何も知らないのかね？」

　意味が分からず眉まゆを顰ひそめる。構わず老人は続けた。

「先刻からの一連の言動を鑑かんがみるに、どうもきみは多くの事柄についてあまりにも無知のように思われる。どういうわけだね？」

「知らないことが、そんなにいけないのか？」

「いけなくはないさ。だが、不可解だな。仮にも『妖精使いチエンジリング』、しかもアートレイア家のご令れい嬢じようの〈比ひ翅よくの騎き士し〉に選ばれた栄はえある人間が、何も知らないというのは少々おかしい」

「……わざと混乱させようとしてるわけじゃないよな、あんた」

「無論だとも。ただ、確認しようとしているだけさ」

　専門用語を殊こと更さらに用いて、どうやらこちらの反応を窺うかがっていたらしい。イット。妖精使いチエンジリング。アートレイア家。〈比ひ翅よくの騎き士し〉。だが、卓たく巳みには何一つピンとくる単語はなかった。

「ふむ？　その様子だと、本当に何も知らないようだね？」

　顎あご鬚ひげをさすりながら、老人がゆっくりと距離を詰つめてくる。卓巳は近づかれれば、そのぶんだけ後ろに退いた。理性が告げる。今すぐ逃げるべきだと。老人が諸もろ々もろの事情に精通しているのは分かっていたが、悠ゆう長ちように言葉を交わすには危険な相手のような気がした。

「『妖精の輪ガリトラツプ』を追ってここまで来てみたが、まったく驚おどろきの連続だな。あのお転てん婆ば姫ひめがよりにもよって〈比ひ翅よくの騎き士し〉を選定していたのも驚きなら、それが東洋人の子供だというのも驚きだ。何より当事者のきみは、ずぶの素人しろうとときた。よもや何かの事故で騎士になったのかね？」

「………………」

「答えられない、か。──残念だな。何はともあれ、私も胸が痛むぞ、少年」

　と、そこで老人は不意に声の調子を変えた。

「アルマンだ」

「え？」

「アルマン・レイニード。私の名だ。そして、きみが最後に聞く名でもある」

　さり気なくつけ加えられた言葉に戦せん慄りつする。それが意味するところは、一つしかなかった。

　老人──アルマンはあくまでにこやかに、けれど今やはっきりと険けん吞のんな空気を発しながら歩み寄って来る。わけが分からない。立て続けに起こる異常な事態に、心がまるでついて来ない。

「何も知らない若者の命を奪うばわなければならないとは、悲しいな。本当に胸が痛むよ」

「ちょっ……と待て！　なに勝手に自己完結して……っ！」

「すまんね、待てんのだ。きみに恨うらみはないが、しかしきみの立場は我々にとって目め障ざわりでね」

　アルマンが無造作に片手を掲かかげる。次いで、ひどく直ちよく截さい的てきな台詞せりふが放たれた。

「まぁ、そういうわけだ。悪いが死んでくれたまえ」

　卓たく巳みが激しい衝しよう撃げきに襲おそわれたのは、その直後だった。




　　　　○




　彼女が現場に到とう着ちやくしたのは、当事者二人が去ってからもう間もなくのことだった。

「遅おそかった……っ！」

　舌打ちし、裏路地に倒たおれ伏ふす三人の人ひと影かげに駆かけ寄よる。一見して被害者と分かる、酷ひどい状態の男たちだった。全身血ち塗まみれで意識はない。けれど、命に別状もないようだった。

　続いて彼女は、懐ふところからナナカマドの枝で作った小振りの鞭むちを取り出し、血の痕あとが点々と残る地面や、両側にそびえる薄汚れたビルの壁を、それで幾いく度ども叩たたいた。すると、たちまちそこらじゅうに無数の幾き何か学がく模も様ようが浮かび上がる。一つ一つは小さな円えん環かん状じようの紋もん章しようのようにも見え、全体が淡あわく発光していた。妖精の輪ガリトラツプと呼ばれる、イットの足そく跡せきだ。

　尋じん常じようではないその数に、彼女は下した唇くちびるを嚙かむ。どうやら、かなり特とく殊しゆなイットを付けているらしい。しかも、それとは別にもう一つ、意い匠しようの異なる大きな妖精の輪ガリトラツプが存在していた。

「マカルパインの家か紋もん……まずいわね。アルマンかしら？」

　ここで戦せん闘とうがあったのだと悟さとり、とにかく携けい帯たい電話で連絡を入れる。相手はすぐに出た。

「──見つけたわ。ええ、そう。貴女あなたの意中のお相手。まだ遠くには行ってないみたいだから、これから追って……はぁ!?　駄だ目めよ、絶対に駄目！　貴女は、そこから動かないで！」

　はしたないと自覚しつつも大声で通話しながら、再び通りに出る。被害者たちを残して行くのは少し良心が咎とがめたが、事態は急を要するのだ。救急車は呼ぶから問題ないだろう。

「悪かったわね！　方向音おん痴ちで！　妖精の輪ガリトラツプを追うんだから、いくらなんでも迷わ……迷子!?どっちがよ!?　貴女にだけは言われたく……え？　あぁ、うん……そうよ。そういうこと。もうイットを発現してるの。まだ五日しか経ってないのに、階かい梯ていの進み具合が半はん端ぱじゃないわ」

　人波を縫ぬい、足早に進む。いつしか駆かけ足あしになった。大小の妖精の輪ガリトラツプは彼女を誘いざなうように通りを抜け、そのまま繁はん華か街がいの外を目指していた。一方が追いかけ、もう一方は逃げている。

「貴女のお眼鏡めがねは確かだったってことね。でも、だからって調子に乗っちゃ駄目よ？」

　じゃ切るわ、と告げて彼女は携帯電話をしまった。それと同時、狙ねらい済ましたようなタイミングで、盛大な水柱が上がる。位置は、およそ一〇〇メートルほど先の街路だった。

　街なかで水柱──そうお目にかかれない光景だ。水道管が破は裂れつしたのかも知れないが、どのみち何者かのイットの仕業だとしても、それを奇き異いと捉とらえられる人間はいないだろう。

　そういうものなのだ。彼女は嘆たん息そくして、本格的に疾しつ走そうを始める。終点は近いようだった。




　　　　○




　分からない。何もかもが、さっぱり分からない。

　どうして自分は、こんな目に遭あっているのだろう？

「ぐっ──」

　吹き飛ばされ、転げ回り、いいように翻ほん弄ろうされる。しかし卓たく巳みは、そのたびに湧わき上あがる疑念と激痛を無理やり抑おさえ込こんで、今はただ懸けん命めいに走り続けた。

　背後には、追っ手の影かげ。アルマンと名乗った老ろう紳しん士しが、悠ゆう然ぜんと宙を滑すべって迫せまり来くる。

　そう、宙を滑ってだ。

　アルマンは、地上から一〇メートルほど浮いた状態で移動していた。

　より正確には、空中を颯さつ爽そうと駆かける奇き妙みような生き物──いや、『怪かい物ぶつ』の背に乗っているのだ。その怪物が、アルマンの言うところのイットであるのは間違いなかった。今もどこからか湧わいて卓巳の周りを取り囲み、一いつ緒しよになって走っているこの小人たちと同じ、超ちよう常じようの存在だ。

「どうしたのかね、少年！　追おい詰つめられているのだから、少しは反はん撃げきしたまえよ！」

　アルマンが無茶な要求をする。反撃などできるはずがない。事実、さきほどから再三に渡って後方から飛ばされる鉄てつ砲ぽう水みずに、卓巳も小人たちも為なす術すべもなく打うち据すえられてばかりだ。

　鉄砲水を撃ち出してくるのは、言うまでもなくアルマンの跨またがったイットだった。

　たてがみを振り乱し、蹄ひづめの音も高らかに虚こ空くうを蹴けるのは、水で構成された一頭の馬だ。

　津つ波なみを引き連れた、鮮あざやかなマリンブルーの駿しゆん馬め。

　その下半身は水すい棲せい生物のように鱗うろこで覆おおわれ、尻しつ尾ぽにはヒレまで備わっている。しなやかな体たい軀くは常にゆらゆらと揺蕩たゆたい、同じように周囲に浮いた膨ぼう大だいな水と半なかば溶け合っていた。

　水が馬の姿を取っているというより、濁だく流りゆうがたまたま馬の姿に見えている、と表現したほうがいいかもしれない。少なくとも卓巳は、そんなふうに感じた。

「こんなに騒さわいでるのに……ッ、なんで誰だれも気づかないんだよ!?」

　未いまだ場所は繁はん華か街がいだ。当然、人ひと気けは多い。けれど、あんな異様なものが自分たちの真上を猛もう然ぜんと走り回っているのに、誰も見向きもしない。青あお褪ざめた馬が勢い良く嘶いなないても、どこからともなく呼び出した水すい塊かいを路面にぶちまけても、驚おどろいたように足を止めるのは一いつ瞬しゆんだけ。すぐに何事もなかったかのように歩き出してしまう。イットが視みえないというだけではない。副次的に起こる現象まで理解できない、あるいは正しく認識できていないふうなのだ。

「無む駄だだよ、少年。他者の助力は期待できんぞ」

　水馬に乗ったアルマンが、背後から朗ろう々ろうと呼びかけてくる。

「イットはこの世の理ことわりとは別の法則で動いている。常人には視認することはおろか、イットが扱う『悪戯ミスチフ』すら満足に解かいせん。思考、記き憶おく、認識に齟そ齬ごが生まれても、自分たちが慣れ親しんだ常識でそれを上書きし、勝手に辻つじ褄つまを合わせてしまう。便利なものだろう？」

　悪戯ミスチフ──また新しい単語が出た。卓たく巳みの疑問を気配で悟さとったか、アルマンが捕ほ捉そくする。

「妖よう精せいのイタズラさ。度が過ぎる悪わる戯ふざけ。イットの持つ特とく殊しゆ能力を指す言葉だ。例えば私のイット──《氾濫せし暴れ馬スタンピード》の悪戯ミスチフは、ちょっとばかり派手な水芸というわけだ」

　こんなふうにね、という言葉と共に、突とつ如じよ、卓巳の背後で地面が爆発した。いや、アスファルトを砕くだき、その下から圧あつ倒とう的てきな量の水柱が噴ふき上あがったのだ。

　そそり立った水流の壁かべは、直後にぐにゃりと撓たわみ、逃にげる卓巳目め掛がけて倒たおれ込こんでくる。

「なっ──!?」

　避さける場所もなければ、時間もなかった。頭上から覆おおい被かぶさってくる大だい瀑ばく布ふに吞のみ込こまれ、卓巳は小こ人びとたち共々、抗あらがうこともできずに押し流される。まるで局地的に海が発生したみたいだった。無関係の通行人も巻まき込こまれ、皆が皆、仲良く激流にもみくちゃにされる。

　あり得ない。あっていいはずがない、こんな出で鱈たら目め。

　夢なら早く覚めてほしい。内心で懇こん願がんするが、これは現実で、どこまでも容よう赦しやがなかった。

　水の勢いに吹き飛ばされた卓巳は、そのまま車道に叩たたきつけられた。全身の骨が軋きしみ、目の奥おくで火花が散る。気絶してもおかしくないほどの衝しよう撃げきだった。

「こ、な……くそぉ！」

　それでも身体からだに活を入れてすぐさま立ち上がったのは、今の攻こう撃げきの煽あおりを食くった一般人が、辺りに何人も転がっていたからだ。

　不幸中の幸いか、水に流されたおかげで少し距離ができた。とにかく今は、依い然ぜんとしてこちらを追って来ているアルマンから離れなければならない。そうすれば、結果的に他者の巻まき添ぞえも回かい避ひできるはずだ。無論、何を置いても大事なのは自分の命なのだけれど。

「……分からない……どうして俺おれが、こんな目に……遭あわなきゃ、いけないんだよ……？」

　荒あらい息と共に、くだを巻く。追い詰められ過ぎて、思考がだだ洩もれになっていた。

　実際、分からないことだらけだった。自分同様、濡ぬれ鼠ねずみになって足元を駆かけて行くこの小人たちのことも分からなければ、事情通らしいあのアルマンという老人の素性も分からない。

　命を狙ねらわれる理由に至っては、もはやどこの世界の話だという感じだ。立場が目め障ざわり？　ただの高校生の何が気に入らないというのか。自分は年寄りを不当に扱あつかった憶おぼえなどないぞ。

　とりとめもないことを考えながら、それでも走る。

　やがて繁はん華か街がいを抜けると、卓巳は近くの公園に逃げ込んだ。既すでに取とり壊こわしが決まっている寂さびれた公園だ。港の近くにある海かい浜ひん公園とは、その規模も人気も比ひ較かくにならない。今日きようなどは人っ子一人、利用者が見当たらなかった。

　卓巳は人工林のなかに身を潜ひそめ、息を整える。陽はとっくに傾かたむいていて、空は茜あかね色いろに染まっていた。ふと下を見れば、剝むき出だしの地面のそこかしこで、小人たちが腹はら這ばいになり周囲の様子を窺うかがっている。まるで斥せつ候こうみたいだ。そういえば、数が極きよく端たんに減っている気がするけれど、他ほかの個体はどこに行ったのだろう？　やはり謎なぞだらけの存在だった。

　ほどなくして、アルマンが公園の入り口に現れた。

「さぁ、追いかけっこは終わりだ、少年！　出てきたまえ！」

　大だい音おん声じようが響ひびき渡わたる。誰だれが出ていくものかと歯を剝むくも、粘ねばったところでじきに発見されるのは目に見えていた。助けが来ない以上、いくら時間稼かせぎをしても意味はない。

　結局、活路は一つなのだ。

　自分の身は自分で守る。卓たく巳みが自みずからアルマンを撃げき退たいする以外、他に道はなかった。

　しかし、素手で立ち向かうのはリスクが高過ぎる。アルマンの操る《氾濫せし暴れ馬スタンピード》──あのイットとかいう存在は、喧けん嘩か慣れしている程度ではどうにもならない。同じイットなら卓巳の側にもいるが、小こ人びとは役立たずだ。鉄てつ砲ぽう水みずの一いち撃げきで、手も足も出ずに流されてしまう。

　やはり信じられるのは自分だけ。何か武器が欲しいところだった。

　──武器、ですか？

　またも幻げん聴ちよう。うるさいな、と思いつつも小人たちと視線を合わせる。

　──武器、必要ですか？

　ああ、そうだよ。必要だよ。できれば飛び道具。でも、ないだろう？

　──作ります。

　ないんだったら黙だまって…………え？

　──作ります。得意です、そういうの。ネジを締しめればいいんです。

　瞳ひとみを潤うるませて卓巳を見上げる小人たちは、減ったときと同じくらい唐とう突とつに数が増えていた。

　裏路地で男たちを襲しゆう撃げきした際の比ではない、下へ手たをすれば数万にも達するだろうマーブルカラーの小人の群れが、前衛アートの絨じゆう毯たんみたく足元に広がっていく。

　──ネジです。締めるんです。たくさんたくさん、ネジを締めるんです。

　──作ります。得意です。ボクら、役立たずじゃありません。

　宣言するやいなや、小人たちは劇的に活動を開始した。

　それは、さながらビル建設の過程を、一〇〇倍速のビデオ映像で見るような感覚だった。

　速い。とにかく速い。小人たちが音もなく散り散りになり、かと思えば、次の瞬しゆん間かんには木の枝や石ころ、輪ゴム、何かの機械部品といったゴミとしか思えない諸もろ々もろを大量に持って帰ってくる。大きなものは数人がかりで、ときには列を為なしてリレーまで行なって。そして小人たちは、どこからか見つけてきたそれらを、やはり凄すさまじい勢いで組み上げていった。

　ネジを締しめると言っていたが、実際はそんなものどこにもない。釘くぎもない。糊のりもない。紐ひもで縛しばることもしなければ、ガムテープで止めたりもしない。ただ、組み上げていく。奇き跡せき的てきに凹おう凸とつが合う形状のものばかり選んできたのか、まるで超原始的なプラモデルでも作るみたいに。

　実質、作業時間は一〇秒にも満たなかったろう。

　それが完成するのと同時、カチリ、とネジが綺き麗れいに締まる音がした。

　今、卓巳の手のなかにあるこの道具にはネジなど一本も使われていないのに、確かにどこかで数え切れないぐらい大量のネジが、寸すん分ぶん違たがわず一いつ斉せいに締しまる音がしたのだ。

　有あり体ていに言って、それはボウガンだった。

　ただし飛ばすのは矢ではなく、石つぶて。だから小型の投石器と呼ぶべきなのかもしれない。

　けれど、やっぱり大まかな形状はボウガンのそれだった。Ｔ字型のフレームに、ぴんと張られた弦つる。しかも一射ずつ矢をつがえ直すタイプではなく、本体の上に設置されたボックス状の入れ物のなかに、弾たまを一いつ括かつ装そう塡てんするらしい。引き金はなく、代わりに布の巻かれたグリップのすぐ前にハンドルがあった。これを回して、次々に石つぶてを発射する仕組みなのだろう。

　しゃがみ込んだ卓巳の傍かたわらには、ご丁てい寧ねいに加工された石つぶての弾がずらりと並べられていた。それぞれ消しゴムくらいの大きさで、すべて楕だ円えん形けいに削けずられている。

「なん、だよ……これ？」

　狂っている。殆ほとんど木ぼく石せきが材料なのに、いったいどうやったら、こんな高度なギミックが施ほどこされた道具を作れるのだろう？　しっかりとその完成までを見届けたはずなのに、まるで現実味が湧わかない。精せい巧こう過ぎて神業というより魔ま技ぎの域。これはもう立派なオーパーツだった。

　──使ってください。

　小こ人びとたちが言う。自じ慢まんげに胸を張り、嬉うれしそうに頰ほおを紅潮させて。

　──やっつけてください。ヒーホウ。

　あまりに馬鹿馬鹿し過ぎて、逆に腹も据すわった。卓巳はすぐさま弾に手を伸ばし、それをボウガンに装そう塡てんする。一一発で弾だん倉そうは一杯になった。茂しげみの陰かげから、アルマンに狙ねらいを定める。

　不意打ちに若じやつ干かんの抵てい抗こうは感じたが、四の五の言ってはいられなかった。

「当たれ……っ！」

　そう念じて、ハンドルを回す。

　途と端たん、卓巳は予想外の衝しよう撃げきに、たたらを踏ふんだ。危あやうく引っくり返るところだった。

　は？　と間抜けな声をあげ、次弾を撃つのも忘れる。その激げき烈れつな手応えが、まさか手にしたボウガンの反動だとは考えなかった。いや、考える間もなく──

「ぬぅっ!?」

　弾が、咄とつ嗟さに身を捻ひねったアルマンの真横を通り過ぎ、公園の入り口の石いし垣がきに命中した。

　ズドンッ！　という鉄球でもぶつかったかのような轟ごう音おん。石つぶての弾丸がひとたまりもなく粉々になり、そしてなぜか石垣の一部までもが盛大に崩くずれ落おちた。

「…………」

　卓巳は言葉もなく石垣を見た。アルマンも啞あ然ぜんと破は壊かいの痕あとを凝ぎよう視しする。コンクリートの石垣に、人ひとりが余よ裕ゆうで通れるくらいの大穴が開いていた。

　知らないうちに車でも衝しよう突とつしたのだろう。そんなふうに考えることもできた。いや、できるか。違う。そんなわけはない。分かっている。ただの現実逃とう避ひだ。

「……なんだね、その凶きよう悪あくな武器は？」

「お、俺おれだって知るか！」
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　アルマンの問いに、立場も忘れて怒ど鳴なり返す。実際、卓たく巳みが一番驚おどろいていた。

「あらかじめ携けい行こうしていた、というわけではないね？　隠かくし持つには、それは嵩かさ張ばり過ぎる。となると──作ったのかね？　今ここで。きみのイットが」

　卓巳の持ったボウガンを興味深げに眺ながめ、やがてアルマンは破顔した。

「ハハッ、なんともユニークだな！　それがきみのイットの悪戯ミスチフか！」

「これが、悪戯ミスチフ……？」

「うむ、そうだとも。悪戯ミスチフだとも。妖よう精せいのイタズラは、まさしく荒こう唐とう無む稽けいだろう？」

　というより、ギャグだ。生死に関わるギャグ。あまり笑えない。

「先刻、その小こ人びとたちが若者三人を襲おそっているのを見たときは、やけに手間取るものだと肩かた透すかしを食ったのだが──なるほど。そもそも方向性が違うのだね？」

「方向性？」

「イットは、その使い手たる妖精使いチエンジリングのセルフイメージの反映だ。きみは他者を傷つけることに向いていないのだよ。だから、イットも人を直接傷つける行為が苦手なのだ。人ではなく物。物を壊こわす。いや、解体するのだ。そしてまた作る。それがきみのイットの悪戯ミスチフに違いない」

　アルマンは捲まくし立たてながら両手を広げ、粉ふん砕さいされた石いし垣がきを示した。

「しかもこの威い力りよくだ。見たところ、その武器には大した素材など使われていない。だが、きみのイットは素材が持つポテンシャルを完全に引き出し、ただの理想値を現実のものにできるらしい。あぁ、まったくユニークだな。実にユニークだ。名前はもう決まっているのかね？」

「……は？　名前？」

　突とつ然ぜんのことに面めん食くらう。アルマンはさも当然とばかりに頷うなずいた。

「そう、名前だ。名前は重要だよ？　少なくとも私は拘こだわる。ただでさえイットなどと曖あい昧まいに呼こ称しようされる存在なのだ。せめて固有名詞くらい、はっきりさせたいね」

　へぇ、と適当に返事をしながら、卓たく巳みは手のなかのボウガンを意識し、続いてアルマンの跨またがった《氾濫せし暴れ馬スタンピード》を意識した。

　この武器は強力過ぎる。人に向けて撃うっていいものではない。例たとえそれが自分の命を狙ねらう相手でも、死なせたくはなかった。しかし、あの水馬が標的ならどうだ？

「その様子だと決まっていないようだね？　ならば私が名づけ親になろう。ふむ、そうだな──よし、決めたぞ。《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》なんていうのはどうかね？」

　ネジ男スクリユーマン？　いみじくも卓巳に相応ふさわしい名前だ。いや、響ひびき的にという意味であって、正しい訳かはよく分からないのだけれど。ともあれ、卓巳は覚かく悟ごを決め、再びボウガンを構えた。

「無む駄だだよ」

　アルマンの静かな忠告。その声に被かぶせるように、一発だけ撃った。

　だが、忠告は正しかった。やにわに《氾濫せし暴れ馬スタンピード》が嘶いななき、繁はん華か街がいで見せたあの水柱が再び地面から噴ふき上あがる。間かん欠けつ泉せんのように下方から撃うち出だされた水流に阻はばまれ、石くれの弾たまが軌き道どうを逸そらされて、あらぬ方向に消えた。直後、すべり台の手て摺すりがべっこりと凹へこむ。

　卓巳は動どう揺ようしつつも、立て続けにボウガンを撃った。ハンドルを回せば自動で弦つるが巻き取られ、お手軽に弾が連射される。もう《氾濫せし暴れ馬スタンピード》に狙いを絞しぼるのもやめていた。反動が強くて照準が上う手まく合わせられないし、そもそも手加減できる相手ではないと分かったからだ。

　けれど、どのみちそのすべてが、アルマンの指し摘てきどおり『無駄』ではあった。

「──きみは二つのミスを犯した。何だか分かるかね？」

　卓巳は答えなかった。答えられるはずもない。ただ、弾切れになったボウガンを力なく下ろすのみだ。全弾を難なく凌しのぎ切きったアルマンは、気分を害したふうもなく人差し指を立てた。

「一つは、最初の奇襲で勝負を決めなかったことだ。確かにその武器は強力だが、所しよ詮せんは真まっ直すぐに飛ぶだけの単純な代しろ物もの。威力さえ想定できていれば、いくらでも防ぎようはある」

　次に中指が立てられる。

「二つ目は、公園に逃げ込んだことだ。きみのイット──《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の悪戯ミスチフを考えれば、おそらく街なかのほうが真価を発揮したろう。何せ金属製品の山だからな」

　アルマンの言葉は正しかった。木や石ではなく、もっと頑がん丈じような材料を使えば、更さらに強力な武器を作ることもできたはずなのだ。巻まき添ぞえが出るのを厭いとって行動したのが裏目に出た。

「……くそ」

　将しよう棋ぎでいうところの『詰つみ』だった。ここから挽ばん回かいできる可能性が万に一つもないのは、たぶん猿さるでも分かる。

「落ち込むことはないさ。きみは善戦した。何も知らない割には、なかなかの適応力だ」

「……皮肉か？」

「いやいや、真実だとも。個人的には『一考の価値あり』と判断してもいい」

　一考の価値？　何が？　と訊きき返かえすより先に、《氾濫せし暴れ馬スタンピード》の身体からだから一条の水が伸び、鞭むちさながらの撓しなりで以もって卓たく巳みを横よこ殴なぐりにした。

　顔面を強したたかに張られ、たまらず転てん倒とうする。アルマンは何事もなかったかのように続けた。

「我々にとって、きみの立場は目め障ざわり──という話はしたね？　だが私個人は、そんな理由で若い芽を摘つむのは些いささか無ぶ粋すいという気もしているのだよ。何よりきみはユニークだしな」

「い、言ってることと……やってることが、違うだろうが……っ！」

「ハハ、どちらにしても戦せん闘とう不能の状態にまで追い込むのは変わらないさ。手心を加えて足元を掬すくわれるのも馬鹿らしい。この国には確か『窮きゆう鼠そ、猫を嚙かむ』という言葉があったろう？」

　もっともな話だった。この老人、言うことがいちいち正論で、ちょっと鼻につく。

「さて──どうしたものかな？　仕事をきっちりこなすなら、やはり〈比ひ翅よくの騎き士し〉であるきみには、ここで脱だつ落らくしてもらうのが正しい。そうすれば、彼女も少しは大人おとなしくなるだろう」

　そこで一息入る。と同時に再び水の鞭。卓巳は吹き飛び、アルマンは思案げに唸うなった。

「だが、困ったことに、それだと私は楽しくないのだよ。悩みどころだね、少年」

「──別に、悩む必要なんてないんじゃない？」

　第三者の声が割り込んだのは、まったくの出し抜けだった。

　アルマンがぎょっと背後を振り返る。二度の強打で意識が薄れかけていた卓巳も、なんとか顔を上げた。視線の先、流ながれ弾だまで歪ゆがんだジャングルジムの影かげを踏むように。

「ひさしぶりね、アルマン。ヒーホウ」

　夕暮れの公園に、気配もなく細身のシルエットが佇ちよ立りつしていた。




　誰だれだ……？　卓巳は訝いぶかり、霞かすむ視界で闖ちん入にゆう者しやを見み据すえた。

　アルマンもすぐに戸と惑まどいの表情を収め、新たな登場人物に言葉を返す。

「……これはこれは、リョウ・マサキ。確かに久方ぶりだね。うむ、ヒーホウだ」

「ええ、本当に。先日は、あの娘こが随ずい分ぶんとお世話になったそうで」

「上う手まく出し抜かれてしまったがね。そういえば、きみとは顔を合わせずじまいだったな」

　口調と声せい質しつからするに、相手は女だ。しかもアルマンと面識があるらしい。一見、和なごやかに会話をしているけれど、お互い言葉の端はし々ばしにさりげなく毒を持たせていた。

「でも、アルマン。名前の呼び方には気をつけてほしいわね。貴方あなたらしくもない」

「うん？」

「『郷ごうに入いれば郷ごうに従え』よ。わたしの名前は真ま崎さき燎りよう。間違えないで」

　彼女──真崎燎が、遊ゆう具ぐの陰かげからゆっくりと進み出た。大人おとなびた物腰だから、てっきり歳とし上うえかと思ったのだけれど、実際は卓たく巳みとそう変わらない年ねん齢れいに見える少女だった。

　長い黒髪と、切れ長の双そう眸ぼう。そして凛りんとした佇たたずまい。遠目にもすごい美人だと分かった。

　しかし『可愛かわいい』と評すのは些いささか躊躇ためらいを覚える。眼光が鋭過ぎるのだ。同じ年とし頃ごろの少年少女が持つ弱さや甘えを、意図的に捨てているような、ひどく気難しげな印象がある。

　女子としては長身の部類で、スタイルは抜ばつ群ぐんに良かった。日本人離れした手足の長さに、もしかしたらハーフなのかもしれないと思う。あと下げ世せ話わな話になるけれど、胸元の膨ふくらみもちょっと普ふ通つうではなかった。セーターにジーンズというラフな格好がやけに似合っている。

「ハハ。これは失礼をしたね、真崎燎。習慣というのは、なかなか厄やつ介かいなものだよ」

　悪びれた様子もないアルマンの物言いに、燎が呆あきれたように眉まゆ根ねを寄せた。

「……いちいちフルネームで呼ぶ癖くせは、どうにかならないわけ？」

「うむ、ならんな。これは私なりの敬意の表れなのだ」

「鬱うつ陶とうしいポリシーね」

　切って捨て、何気なくこちらとの距離を詰つめていた燎の姿が──ふっ、と消える。

　目を剝むいた。いきなり消失したようにしか見えなかったからだ。しかしアルマンは、しっかりと燎の姿を視野に収めていた。その視線の方向に気づき、卓巳も慌あわてて空を仰あおぐ。

　影かげが宙を舞まっていた。ほどなく、ふわりと卓巳の横に何かが降り立つ気配。

　燎だった。助走もなくアルマンの頭上を越え、一五メートル近い距離を一足飛びにしたのだと、遅おくれて理解がやってくる。言わずもがな、常人の跳ちよう躍やく力りよくではなかった。

「ッ!?」

「みっともなく狼狽うろたえないで。味方よ」

　ぶっきらぼうにそう告げてくる燎の姿は、数秒前と様変わりを遂とげていた。

　すっぽりと身体からだを覆おおうように、いつの間にか外がい套とうを纏まとっている。裾すそが地面に触ふれそうなほど長いそれは、あちこち鋲びようや金具のついた漆しつ黒こくのマントだった。スタイリッシュな形状のとんがり帽ぼう子しまで完備した今の彼女は、さしずめ現代風にアレンジされた童話の魔ま女じよといったところか。右手には、何やら金属の塊かたまりを握にぎっていた。
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「……想像してたのと随ずい分ぶん違うわね」

　驚きよう異いの早はや着き替がえに呆あつ気けに取られる卓巳を見下ろし、燎が怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「あの娘この『確信』の相手が、こんな無愛想な奴やつだなんて……どこが可愛いのよ、これ？」

　さっぱり分からない、というふうに首を振る。無愛想なのは、お互い様だろうに。

「あんた、いったい……？」

「話はあとよ。というか、気が散るから黙だまってて」

　自分から口を利いたくせに、ぴしゃりと会話を終わらせ、燎りようはアルマンに向き直った。

「わたしの用向きは分かってるわね、アルマン」

「もちろん。そこの少年の回収だろう？」

　アルマンが顎あごをしゃくり、未いまだに立ち上がれない卓たく巳みを示す。

「つまり我々の邪じや魔まをしようというわけだ。ひいては、私の個人的な楽しみの邪魔を」

「邪魔をしているのは、貴方あなたたち保守派のほうでしょ？」

「見解の相違だね。いや、立場の違いか。しかし──それにしても酷ひどい話だな、真ま崎さき燎。せめて老いさらばえた男の知的好こう奇き心しんくらい、十全に満たさせてくれんかね？」

「ふぅ……気づいてないみたいだから、教えてあげる」

　燎が深々と溜ため息いきをつき、おもむろに自分の顔を掌てのひらで覆おおった。まるで、イナイイナイバーでもするみたいに。そして、言葉を続けると共に、さっと両手をそれぞれ横に払はらい除のけた。

「──貴方が楽しんでいるとき、大たい抵てい、周りは迷めい惑わくしているのよ」

　手がどかされた先に、顔は存在しなかった。

　当然だ。掌で容よう貌ぼうを隠かくした一いつ瞬しゆんのうちに、燎は仮面を装着していたのだから。

　カボチャの仮面だった。ハロウィーンのシンボルである、顔型にくり抜かれたあれとそっくりだ。ただし、細部が凶きよう悪あくにレタッチされており、どこか禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

　燎が右手にぶら下げている金属の塊かたまりの正体も、もう明らかだった。

　一目で年代物と分かる、古めかしいランタンだ。ロウソクの先に灯ともされた火の色は、赤ではなく不気味に揺ゆらめく青──青白い鬼おに火びを閉じ込めた、見るからに奇き怪かいなランタンだった。

「伏ふせてなさい。死者の沼に引きずり込まれるわよ」

　仮面の奥おくからくぐもった声がした。言われるまでもなく嫌いやな予感を覚え、卓たく巳みは頭を抱かかえて丸くなる。燎りようがランタンを前に突き出したのは、その寸すん毫ごうあとだった。

　瞬しゆん間かん、夕焼け色に染まっていた空が、真っ青に塗ぬり潰つぶされた。

　耳を聾ろうする爆音。肌はだを焦こがす熱波。怒ど濤とうの衝しよう撃げきに、卓巳は悲鳴をあげた。

　ランタンのなかから飛び出した鬼火が、一気に膨ぼう張ちようして逆さか巻まく炎柱となり、アルマンといわず公園のすべてを舐なめ尽つくしたのだ。ジャングルジムが、ブランコが、鉄棒が、すべり台が──子供の手に触ふれられなくなって久しい遊具の数々が、想像を絶する熱量に焼かれてあっという間に黒くろ焦こげになり、続く爆ばく風ふうで根こそぎ吹き飛ばされた。

　実時間にすれば、僅わずか数秒ほどの蹂じゆう躙りん。けれど、破は壊かいは徹てつ底ていしていた。

　ひとしきり暴れ回った鬼火は、燎が再びランタンをかざすと、そのなかに吸い込まれて一気に火勢を弱め、再びロウソクの小さな灯火ともしびに戻もどった。そのとき卓巳は、カカカカカッ、という鬼火の笑い声のようなものを聞いた気がした。ともあれ、ようやく身体からだを起こす。

　辺りは、まさしく灰かい塵じんの様相だった。さすがに開いた口が塞ふさがらなくなる。砂場と粗あら方かたなくなった石いし垣がきの囲いが、僅かな名残なごりとして、そこが元は公園だったことを主張していた。

「やれやれ──相も変わらず凄すさまじい威い力りよくだな」

　濛もう々もうと上がる煙の向こうから、あっけらかんと声が響ひびいた。

　当たり前のように、アルマンは健在だった。見れば、《氾濫せし暴れ馬スタンピード》の姿が著いちじるしく変化している。水の幕を幾いく重えにも張はり巡めらし、それを防ぼう壁へきとして我が身を守ったらしい。

「……お褒ほめにあずかり光栄ね」

　無む傷きずでよく言うわ、と燎の唇くちびるが微かすかに動いた。仮面は既すでに消え失せていた。

「なに、謙けん遜そんする必要はないさ。だが──きみの《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》は、やはり少々品がないな。単純ゆえに強力だが、そのぶん面おも白しろ味みに欠ける」

「性分なのよ。つまらない女で悪かったわね」

「その点、そこの少年のイットは面白いぞ。とてもユニークだ」

　燎が、ちらりと卓巳に視線を落とす。次いで何か考えるような素そ振ぶりを見せ、

「なら退いて。ここで見逃しておけば、後のち々のちもっとユニークに育つかもしれないわ」

「ほう、その根こん拠きよは？」

「あの娘こが接せつ吻ぷんを授さずけたのが、つい五日前のことだから──というのでは答えにならない？」

　アルマンが顔色を変えた。卓巳も、ぴくりと肩を震ふるわせる。

　接吻。五日前。気になるキーワードだ。というか、思い当たる節は一つしかなかった。

「五日前？　それで既に第二階かい梯ていかね？　……異常なスピードだな」

　それまで蚊か帳やの外にいた卓たく巳みに、アルマンが熱の籠こもった視線を向けてくる。

「ますますきみに興味が出てきたよ、少年。ここまで長引かせた甲か斐いがあったというものだ」

「……やっぱり遊んでたんだな、あんた」

　少し考えれば分かることだ。自分を本気で殺すつもりなら、機会はいくらでもあった。

「言ったろう？　胸が痛む、とね。やはり意に沿わんものは意に沿わんのだよ」

　プロの言葉ではないがね、と息をつき、アルマンは再び馬の姿になった《氾濫せし暴れ馬スタンピード》の背に跨またがった。上空まで一息に駆かけ上あがり、一いつ旦たんそこで立ち止まって声を張り上げる。

「よかろう、少年！　きみの処しよ遇ぐうは保留とする！　先行投資というやつだ！」

　先行投資。いったい、この自分に何を期待するというのか。

「だが、すぐにまた会うことになる！　そのときまでに、せいぜいイットの使い方を勉強しておきたまえ！　自ら学んで得たことは、きみたち若者にとって貴重な財産となるのだから！」

　最後に山やま高たか帽ぼうを脱いで軽く会え釈しやくし、あとは振ふり返かえりもせずアルマンは空を駆かけて行った。

　公園に沈ちん黙もくが戻もどってくる。いや、辺りは存外に騒さわがしかった。さきほどの爆ばく音おんのせいだろう。人が集まってくる気配がある。ガス爆ばく発はつが起きた、くらいには認識されているのかもしれない。

「とりあえず、ここを離れたほうが良さそうね」

　同じことを考えたのか、燎りようが淡たん々たんと言う。卓巳もその意見には賛成だった。

「……全部、説明してくれるんだろうな？」

　今日きよう起きたことを振り返り、足元に群がる小こ人びとたちを眇すがめ見て、傍かたわらに立つ少女に尋たずねた。

「あら、この状じよう況きようで逃げ出さないとは感心ね。いいわ。聞きたいことは、すべて教えてあげる。でも、まずはここを離れるのが先決よ。あの娘こも迎むかえに行かなきゃいけないし」

「…………なあ、さっきからあんたが言ってる『あの娘』って、ひょっとして──」

　核かく心しんに迫せまる問いを放とうとした、そのとき。

「見つけたーっ！」

　やはり、第三者の声が割り込んだのは、まったくの出し抜けだった。

　一人減ったと思ったら、また一人増える。嫌いやなループだ。これ以上、面めん倒どうな奴やつは現れないでくれと、卓巳は声がしたほうに胡乱うろんげな視線を向けた。

　息が止まった。本日四人目の公園の来訪者に、目が釘くぎづけになる。

「ロロ!?　貴女あなた、なんでここにいるの!?」

　アルマンを前に一歩も引かなかった燎が、俄にわかに取り乱す。そうしていると、大人おとなびた印象が消えてすっかり歳とし相応に見えた。けれど、卓巳の目にはもう燎の姿など映っていなかった。

「待ってるの、飽あきちゃった」

「理由にならないでしょ！　今の今まで、ここにアルマンがいたのよ!?」

「じゃあ、タッチの差だ。挨あい拶さつしたかったのに。相変わらずせっかちだね、アルマン」

　燎が絶句する。そのあいだに、能のう天てん気きな受け答えをした女の子は、スキップでもするような足取りで、卓たく巳みの前までやって来た。ドレスがふわっと花のように広がる。

　しゃがみ込み、こちらと目線を合わせて、眩まぶしいくらいの笑顔で女の子は言った。

「ヒーホウ♪　また会えたね、ぼくの騎き士し」

　そして、ごく自然に唇くちびるが重ねられた。五日前の、雨のなかのバス停と同じように。

　ただ違うのは、そこに怯おびえの色は感じなかったということ。

　卓巳はもう何が何だか分からない。一期一会かもしれないと覚かく悟ごしていた相手と、思わぬところで、しかも存外あっさりと再会できてしまい、感動もどこかに飛んで行ってしまった。

「──出会いは全部、奇き跡せきなんだよ？　ただ、いい奇跡と悪い奇跡があるだけで」

　そっと唇を離し、女の子が見み透すかしたようなことを言った。奇跡だから二人が再会できるのは当然。奇跡だからキスするのも当然。そんなようなニュアンス。

「貴方あなたとの出会いは、ぼくにとって最良の奇跡だね」

　えへへ、と照てれ隠かくしに笑う。燎りようは見ていられないとばかりに、顔を真っ赤にして俯うつむいていた。

　なんだか思おもい煩わずらっていた自分が馬鹿みたいで、すべてがどうでも良くなってしまった。

　胸のつかえが下りたせいか、同時に張り詰めていた緊きん張ちようの糸も切れてしまう。一度弛ゆるんだネジを、また締しめ直なおすのは難しい。身体からだから急速に力が抜けていった。

「あれ？　眠ねむっちゃうの？」

「ああ……ちょっと、疲れた……」

「子こ守もり唄うた、歌ってあげようか？」

「寝ねるから聴きけない」

「寝ながら聴いてよ」

「変な奴やつ」

「貴方もね」

　と、そこで女の子が小首を傾かしげる気配。蜂はち蜜みつ色いろの髪がさらさらと零こぼれ落おちる音がした。

「そういえば、名前まだ聞いてないや」

「俺おれも……そっちの名前……まだ知らない」

「じゃ、せーので一いつ緒しよに言おう。いい？」

「…………ん」

「せーのっ──」




「玖く、堂どう……卓巳…………」

「ロロット・ニエンテ・アートレイア」




　消える意識の果てで思う。

　きっと、もうネジは二度と悲鳴をあげることはないのだろう、と。













　　　第二章　暗雲が立ち込めるでしょう







　冷ややかな声に呼び止められたのは、ホテルのロビーを抜けてすぐのことだった。

「聞きましたよ、アルマン・レイニード。しくじったそうですね？」

　振り返ると、廊ろう下かの角に人ひと影かげが佇たたずんでいた。タイトなスーツに身を包んだ、妙みよう齢れいの女性だ。

　なかなか見み目め麗うるわしいものの、積極的にお近づきになるのは避さけたいと思わされる、いかにもお堅かたそうな雰ふん囲い気きの女だった。セルフレームの眼鏡めがねに、アップにした黒髪。飾かざり気けは殆ほとんど皆無といって良く、左目の下の泣きぼくろが、いわば唯ゆい一いつの粋いきな装そう飾しよく品ひんか。実際、洒落しやれや伊だ達てが通じない相手なのは、アルマンもよく心得ていた。

「──相変わらず他ひ人との失敗には耳みみ聡ざといね。昨日きのうの今日きようで、まったく律りち儀ぎなことだよ」

　どこからか話を聞きつけ、さっそく小言を浴びせに来た相手に、アルマンは辟へき易えきと皮肉で応じた。しかし女は取とり澄すました表情に細波さざなみ一つ立てず、平然と話を続ける。

「報告書は私も拝見しました。ロロット・ニエンテ・アートレイアに〈比ひ翅よくの騎き士し〉がいたとは驚おどろきです。ですが、首しゆ尾び良く発見しておきながら、なぜ排はい除じよしなかったのですか？」

「単に仕損じただけさ。なかなか侮あなどれん少年でね。途と中ちゆうで横よこ槍やりが入ったのも痛かった」

　アルマンの弁明に、ご冗じよう談だんを、と女が笑った。

「生粋きつすいの同志ではないとはいえ、貴方あなたは現保守派の最高戦力の一人。名にしおうアルマン・レイニードが、妖精使いチエンジリングになって日も浅い子供に後おくれを取ったと？　下へ手たな噓うそはおやめなさい」

「私は事実を述べたまでだ。他人の言葉を端はしから疑ってかかるのは、お家いえ柄がらかね？」

　女が不快げに眉まゆ根ねを寄せる。けれど、それも一いつ瞬しゆんのことだ。

「……私は貴方を信用していません。保守派の理念に心からの賛同を寄せない貴方など、所しよ詮せんは凡ぼん俗ぞく。お歴れき々れきの憶おぼえがいいからといって、あまり図に乗らないことですね」

「ハハ、いいぞ。だんだん遠えん慮りよがなくなってきたな。形だけの敬語をやめれば、もっといい」

　快活に笑い飛ばすアルマン。暫しばしの沈ちん黙もくを挟はさみ、女は意を決したように言った。

「……いいでしょう。ならば私にも考えがあります」

「ほう、どうするつもりかね？　今回の作戦の舵かじ取とりは、私に一任されているはずだが」

「正規の人員を動かすことはできずとも、私兵なら問題はありません。違いますか？」

「私兵……？　きみが護衛と称しようして連れて来た、あのヒヨッコたちのことかね？」

「未いまだ階かい梯ていは低くとも、彼らの志こころざしに疑念の余地はありません。なりたての妖精使いチエンジリング一人消すことくらい造作もないでしょう。私が、貴方の尻しり拭ぬぐいをして差し上げます」

　言うだけ言って最後に鋭するどい一いち瞥べつをくれると、女は「失礼」と踵きびすを返した。終始、慇いん懃ぎんな態度を貫つらぬいてはいたが、立ち去る背中には決然としたものが滲にじんでいた。

　頭の固い女は、これだから困る。アルマンは人知れず溜ため息いきをついた。

「とはいえ、面おも白しろくなってきたのも確かだな。あの少年の行く手に更さらなる困難の兆きざしあり、か」

　困難とは壁かべだ。壁とは乗り越えるものだ。そして乗り越えた先には達成感が待っている。だからアルマンは困難が好きだ。人が充じゆう実じつした生を送るための必要不可欠な要素とさえ思っている。目をかけている少年が、あの雌め狐ぎつねの鼻を明かしてくれれば、なおのこと痛快だった。

「全力で抗あらがいたまえ、少年。困難はきみを育てる良薬だ」

　だから多少苦にがくとも我が慢まんすべし。アルマンはそう嘯うそぶくと、軽い足取りで歩みを再開した。




　　　　○




　五月七日。天気は晴れ。昨日きのうに引き続き、気温は高い。

　夕方頃ころから空そら模も様ようが若じやつ干かん崩くずれるらしいが、もう恵めぐみの先さき触ぶれを待つ必要はなくなった。寧むしろ濡ぬれるのが嫌いやなので、やっぱり天気予報は外れるべきだと思う。そんな木曜日だ。

　この日の玖く堂どう卓たく巳みは、朝からそわそわと落ち着きがなかった。

　朝食でパンに嫌きらいなマーマレードを塗ぬったり、歯ブラシに洗顔クリームをつけたり、冗じよう談だんじみたミスを連発した。両親はおろか妹にまで体調を心配され、さすがに少しこたえたくらいだ。

　昨日は昨日で、遠足前夜の子供みたいに、ベッドに入ってもなかなか寝ねつけなかった。ちなみに卓巳は、遠足を心待ちにした経験など一度もない。小学校の先生に「明日、休んでもいいですか？」と平気で訊きくような子供だった。でも、たぶん感じは間違っていないはずだ。

　気分が昂こう揚ようするあまり、注意力が散さん漫まんになっていたのは事実だった。

　登校しても授業は上うわの空そらで、一応、真面目に受けているフリはしたものの、それもどこまで効果があったかは分からない。心ここにあらずなのは、誰だれの目にも明らかだったろう。

　理由は色々あった。制服が少しごわごわしているとか、身体中が痛いとか、顔に張った湿しつ布ぷやバンソーコーが鬱うつ陶とうしいとか、その大半がマイナス方面に働く要因ではあったけれど。

　教師やクラスメイトの刺ささるような視線もあまりいい気はしなかったし、会うなり「不良」を連呼してきた伊い沢ざわ啓けい太たに至っては、素直にどうでもよかった。

　そう、理由は色々ある。けれど、卓巳が浮き足立っている本質的な原因は、実のところたった一つしかなくて、それ以外は差し当たって無視できる細こま々ごまとした問題でしかなかった。

　そして結局、学生の本分を全まつとうできないまま、帰りのＨＲホームルームが終わる。

　あちこち腫はれた顔のことで担任に呼び出されるかとも思ったが、杞き憂ゆうだった。進学校だから成績さえ良ければ、多少のことには目を瞑つぶってくれるのだろう。無関心もたまには悪くない。

　卓巳は鞄かばんを手に、足早に教室を出た。途中、啓太に声をかけられるが、

「お～い、不良。今日きようはスカッシュやって帰ろ──」

「パス」

「早っ！　早いよ、お前！　もうちょっと迷ってくれよ！」

　反射的に拒否が口を衝ついて出た。さすがにあんまりかと思ったけれど、今さら立ち止まるのも億おつ劫くうなので、肩越しに振り返ってフォローするに留める。

「悪いな。今日は大事な用があるんだ。今度、埋うめ合あわせするから」

「ンだとー？　女じゃねえだろーなー？」

　考えなしのくせに鋭するどい。卓たく巳みは肩を竦すくめて啓けい太たの追つい及きゆうをやり過ごし、教室をあとにした。

　昇しよう降こう口ぐちで外そと履ばきに履き替えながら、携けい帯たい電話で時刻を確認する。約束の時間には、まだだいぶ余よ裕ゆうがあった。これなら一いつ旦たん家に帰って着き替がえてからでも、充じゆう分ぶんに間に合うだろう。なんなら途と中ちゆうでバスに乗ってもいい。そのくらいの選せん択たくの自由は、今や自分にもあるのだから。

　昨晩から鳴りを潜ひそめている『ネジの悲鳴』は、間違いなくプラスの要因といえた。でも、それも今となってはどうでもいい。数年来の悩みも、解決してしまえばそれまでだ。稀まれに足元を小さな影かげがウロチョロするけれど、これだって大したことはないと笑って済ませられる。

　目に見えるすべてが、以前よりも色しき彩さいに富とんでいる気がした。

　そしてその思いは、帰宅して私服に着替え、待ち合わせの場所──あのバス停に到とう着ちやくしたとき、より確かなものになった。

　女の子は、初めて会った日と同じようにベンチに腰掛けていた。

　前をじっと見み詰つめている姿勢も同じ。時折、リズムを取るように肩を揺ゆらす仕草も同じ。ただ、服装だけが違う。ひらひらしたドレスではなく、もっとありふれた格好をしていた。

　大きめのキャスケットのなかに特とく徴ちよう的てきな色合いの髪をしまい、精せい緻ちな刺し繡しゆうの施ほどこされた可愛かわいらしいブラウスを着ている。下はミニスカートで、足には少しゴツめのブーツを履いていた。あと、依い然ぜんとして背後からワニに襲おそわれていて、後ろから眺ながめると、一いつ瞬しゆん、何事かと思う。

　待ち合わせの場所にバス停を指定したのは、卓たく巳みではなく女の子のほうだった。その気持ちは分からないでもない。だから今度は、自分から先に声をかけることにした。

「ヒ、ヒーホウ」

　女の子が振り返った。きらきらした瞳ひとみが卓たく巳みの姿を認め、一段と輝かがやきを増す。思ったとおり、ロロット・ニエンテ・アートレイアには雨よりも陽ひだまりのほうがよく似合った。

「ヒーホウ♪　早かったね。私服を着てるってことは、一回、家に帰ったの？」

「あ、ああ。そうなんだけど……ごめん。もしかして待たせたか？」
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「ううん、全然。ぼくも今来たとこだし」

　ロロットは衒てらいなく首を振り、次いでくすぐったそうに目を細めた。

「ふふ、デートのときって、ほんとにこんな会話するんだねえ。ちょっと新しん鮮せんかも」

　デート──卓巳としては身み悶もだえしそうになる単語だ。知らず顔が赤くなった。

「な、なんか妙みような気分だな。……なあ、俺おれの格好おかしくないか？」

「あれ？　それをデート相手に訊きいちゃっていいの？　ぼくがおかしいって答えたら、タクミきっと困ると思うよ？　うん、タクミの困ってるとこ見てみたい。噓うそついてもいい？」

　くすくすと、とても楽しそうに笑う。言われてみれば、そのとおりだった。

「ぼくの格好はどう？　リョウが選んでくれたんだけど、可愛い？」

「デート相手にそれを訊いちゃ駄だ目めなんだろ？」

「辛から口くちの評価は出ないだろうなー、という腹黒い計算のもと、質問しております」

　ずるい。確かにデート中、男が女の服装を貶けなすなんて、まずあり得ない。

「に……似合ってるよ。すごく」

　肯定的な答え以外、選べない状じよう況きようだったけれど、口から出たのは本心だった。

「ふっふ～ん、ぼくも捨てたもんじゃないね～」

「……分かってて言ってるだろ？」

「分かってても、女の子は褒ほめ言葉に弱いのです」

「なら、おだてまくるか」

「あ、気持ちが籠こもってないのは減点だよ？」

　言いながら、ロロットは少し勢いをつけてベンチから立ち上がった。丈たけの短いスカートがどきりとするくらい大だい胆たんに翻ひるがえり、ワニのリュックが元気良く尻しつ尾ぽを揺ゆらす。

「じゃ、そろそろ行こっか？」

　手が差し伸べられた。さっそく試練だ。卓たく巳みは掌てのひらに滲にじんだ汗あせをズボンで拭ぬぐい、怖こわ々ごわと相手の手を取る。自分の手が緊きん張ちようで火ほ照てっているせいか、握にぎった感かん触しよくはやや冷たかった。

「ちょうどいいね？」

「……みたいだな」

　お互いの温度が混ざり合って適温になる。相性ばっちりじゃない、とロロットが微笑ほほえんだ。

「タクミの手、すごくおっきいね。何かの病気？」

「失礼な。お前の手がちっちゃ過ぎるんだ」

　言い合いながら歩き出す。デートのプランは特にないけれど、とりあえず映画を観ようというのは意見の一いつ致ちで決まっていた。デートといえば映画。定番だが、そこがいいのだ。

　卓巳は、ほぅと息を吐つく。映画はひさしぶりだった。子供の頃ころ、聞こえもしない映えい写しや機きの音が気になり、観賞中に『ネジの悲鳴』が鳴り出してからは、それっきりだったけれど。

　ロロットも映画は初体験だそうだ。一度も観たことがない、と昨日きのう聞かされた。

　彼女の故郷──『妖精郷テイル・ナ・ノーグ』には、そもそも映画が存在しないのだという。
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「妖精郷テイル・ナ・ノーグって呼ばれる場所があるんだよ」

　昨日、公園で気を失った卓巳は、次に目覚めたとき市内の小さなビジネスホテルの一室にいて、そこでロロットから簡単な事情説明を受けたのだった。

「まぁ、要は『異世界』のことなんだよね。ニンゲンの人たちが住むこっちの世界の裏側に存在する、妖よう精せいたちの世界。あ、妖精って言ってもイットとは別物だよ？　あれは『本物の妖精』の接せつ吻ぷんを受けて妖精使いチエンジリングになった人だけが発現する、一種の……ん～、なんだろ？　使つかい魔ま？　みたいなものだから。ややこしいから『本物の妖精』のことは、大たい抵ていみんな『翅し族ぞく』とか『アルフ』って呼ぶね。──うん、そう。ぼくがその翅族アルフです。えへへ」

　ロロットの説明は、お世せ辞じにも上う手まいとは言えなかった。そのくせ、卓巳の傷の手当てをしていた真ま崎さき燎りようが助け舟を出すたび、自じ称しよう・妖精は「ぼくが話すからいーの！」と剝むくれるのだ。

「妖精ってさ、神話とか童話だといっぱい種類が出てくるでしょ？　でも、それは全部噓うそ。ほんとはね、ぼくたち翅族アルフ一種しか存在しないの。ぼくの見た目が普ふ通つうの人とそれほど変わらないのは……うん、まぁ元からすごく似てはいるんだけど、ぼくが今、色々と制約を受けちゃってるからなんだよね。え？　あ、違う違う！　何かの罰ばつとかじゃなくて、単にそういう決まりなんだよ。え～とね……ぼくは妖精郷テイル・ナ・ノーグの『アヴァロン』って国から、イギリスのグラストンベリにある『門ゲート』をくぐってこっちの世界に来たんだけど、そのとき身体からだに力を抑おさえるための特とく殊しゆな刻印を刻まれたの。もちろん、それはぼくだけじゃなくて、妖精郷テイル・ナ・ノーグからこっちに渡って来る翅族アルフは、みんな刻まれる。基本、ぼくたちの存在は世間には秘密なんだよ」

　つまんないよね、とそのとき少しだけロロットが表情を翳かげらせた。そのことが強く印象に残っている。だから卓たく巳みは、確か慌あわてて話題を変えようとしたのではなかったか。

「ぅえ、刻印？　…………見たいの？　………………どうしよ。ちょっと変なところに刻まれちゃったし…………ほ、ほんとのほんとに見たいの？　ま、まぁ……タクミがどうしてもって言うなら──って痛い痛い！　痛いよ、リョウ！　どうしてぶつの!?」

　お尻しりを突つき出だしてスカートを捲まくりかけたロロットが、燎りように思いっきり殴なぐられた。

「うぅ……酷ひどいヨメだよ。あ、ちなみにリョウは翅族アルフじゃないよ。アヴァロンに住んでるけど、普ふ通つうの人間。妖精使いチエンジリングになって以来、ぼくの護衛を務めてくれてる。リョウの家はね、代々アートレイア家に仕つかえてるんだよ」

「おかげで振り回されてるわ……」

　燎がどんよりした目つきで呟つぶやいた。色々と溜たまっているのだろう。

「捕ほ捉そくしておくと、アートレイア家は貴族の家いえ柄がらよ。しかも『円えん卓たく一三翅し族ぞく』と呼ばれる大貴族。王族の血筋ね。爵しやく位いはないけれど、王位継けい承しよう権けんを持っていて──」

「ちょっとリョウ、割り込まないでよ！　今はぼくとタクミがお喋しやべりしてるんだから！」

「だって貴方あなた、さっきから脱だつ線せんしてばかりじゃない」

　卓巳の手当てを終えた燎は、救急箱をてきぱきと片づけながら続けた。

「妖精郷テイル・ナ・ノーグは前時代的な世界よ。アヴァロンも未いまだに封ほう建けん制せい度どを堅持してる。でも、要所要所でこっちの世界が過去に歩んだそれとは違いがあるの。一番分かりやすいのは国主の決定法ね。歪いびつな世せ襲しゆう制せいを採用していて、要は円えん卓たく一三翅し族ぞくのなかから、王に見合った能力の持ち主が選挙で選ばれるのよ。投票権は伯はく爵しやく以上の貴族にしかないわ。あと、現在は基本的に女が国を総すべることになってる。だから、必然的に一三翅し族ぞくの当主も女性ばかりよ。細かい説明は省くけれど、昔とんでもない王様がいて、それが男だったことに由来するとだけ言っておくわ」

　長ちよう広こう舌ぜつを淀よどみなく喋ったあと、燎は僅わずかに息いき継つぎの間を置いた。

「で、なんでこんな話をするのかといえば、実は今代の女王とロロが非常に近しい間あいだ柄がらにあるからなの。ロロの接せつ吻ぷんを受けた貴方は、まずそのことを弁わきまえておく必要があるわ。──ええ、そう。現女王はアートレイア家の当主で、つまりロロのお母上なのよ」

「母上、結構ずぼらな人なのになぁ。女王なんて世も末だよ」

　役割を奪うばわれたロロットが、すっかり不ふ貞て腐くされた調子で水を差した。

「母上にも務まるなら、次期女王はぼくで決まりだと思う」

「どの口で言ってるのか知らないけど……もし仮に貴族全員がトチ狂って貴女あなたに投票したとしても、そのときはわたしが全力で阻そ止しするわよ？」

「クク、浅はか也なり。普ふ段だんの軽けい挙きよ妄もう動どうな我は、世を欺あざむく仮の姿だというのに……」

「軽挙妄動って自覚があるだけ褒ほめてあげる」

　にべもなくロロットに告げ、燎は卓巳に向き直った。

「……ね？　全然そうは見えないでしょう？　でも頭の痛いことに、この娘こが紛まぎれもなくアヴァロンの第一王女なのよ。少なくとも今のところはね」

　それから暫しばらくは、燎りようが語かたり部べを務めた。あまりに現実味のない話に、卓たく巳みは笑えばいいのか呆あきれればいいのかも分からず、ただ黙だまって耳を傾かたむけていたように思う。

　正直、疲れていたのだ。多くのことを一度に見聞きし過ぎて、頭がぐるぐるしていた。

　そして話が〈比ひ翅よくの騎き士し〉の件くだりに差し掛かった頃ころ、ついにロロットが爆ばく発はつしたのだ。

「もーっ！　今度はリョウばっかりタクミとお喋しやべりしてるじゃない！」

「なるべく手短に済まそうとしてるだけよ。貴女あなたに任せてたらキリがないし」

「そんな事務的な会話じゃ、タクミだって飽あきちゃ──そうだ！」

　ロロットが表情を輝かがやかせた。何かまた突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出しそうな気配だった。

「タクミ！　説明ならお邪じや魔ま虫むしのいないところで、ぼくがしてあげるよ！　今日きようは色々あったし、このままじゃタクミも疲れちゃうだろうから、一晩置いて明日！」

　にへへ、と蕩とろけそうな笑みを浮かべ、ロロットは卓巳に顔を寄せてこう囁ささやいた。

「明日、ぼくとデートしましょ♪」

　事の発ほつ端たんは、つまりそういうことだった。




　　　　○




　王女様ねぇ、と卓巳は対面に座ったロロットを、疑ぎ惑わくの眼まな差ざしで見み詰つめた。

　場所は行きつけの喫きつ茶さ店てんだ。客の入りは疎まばらで、今日も店は繁はん盛じようしていない。それでも淹いれてくれるコーヒーは相変わらず美お味いしいし、マスターの接客態度も丁てい寧ねいで好感が持てる。ひとえに流は行やっていないのは立地の問題だろう。例のビリヤード店と同じで、いわゆる穴場だった。

　窓の外はもう暗かった。おまけに雨が降っている。映画館を出てすぐあとに、空が大泣きを始めたのだ。タッチの差でこうして屋内に避ひ難なんすることができたのは、初めからここで休きゆう憩けいするつもりだったからに他ほかならない。店の近くのミニシアターを選んだのが功を奏したのだ。

「──でさ、最後のあれ、すごかったよね。お相撲すもうさん！」

「あぁ、あの展開は無理があり過ぎて、さすがに読めなかったな」

「マントル亀き裂れつ張り手だよ!?　強過ぎだよ！　日本は恐おそろしい国だね……」

　細かい内容はともかく、ひさしぶりに観た映画は面おも白しろかった。思ったとおり『ネジの悲鳴』も聞こえてこなかったため、最後までストーリーに集中することができた。それはロロットも同じだったようで、先刻から身振り手振りを交えつつ、ご満まん悦えつで感想を聞かせてくれている。

　そんなロロットは、やっぱり燎の言うとおり、全然、王女らしく見えなかった。

　立たち居い振ふる舞まいにどこか品があるので、育ちが良さそうなのは分かる。しかし、王女というのはどうだろう？　卓たく巳みはもっと深しん窓そうの令れい嬢じようみたいな、儚はかなげなタイプを想像するのだけれど。

　ロロットは、良くて跳はねっ返かえりのお姫ひめ様さまだ。ドレスの裾すそをたくし上げ、追って来る臣しん下かを振り切って、お城のなかを駆かけずり回まわるイメージ。試しに「習い事で一番好きなのは？」と訊きいてみると、間かん髪ぱつ入いれず「乗馬！」という答えが返ってきた。元気なのはいいことだと思う。

　自己申告によれば、年ねん齢れいはもうすぐ一四歳。卓巳の妹と同い年だ。でも、天てん真しん爛らん漫まんというか潑はつ剌らつ過ぎるというか、とにかく言動が子供っぽいせいで、もっと年下に見える。ひどく小こ柄がらなのも、そう思える要因の一つだろう。目鼻立ちはびっくりするほど繊せん細さいで、確かにいかにも貴族という感じはする。けれど、あけっぴろげな表情が、やはり一見の印象を裏切っていた。

　つまるところ、どこまでいっても普ふ通つうの──異論はあるだろうけれど──女の子なのだ。

　王女という感じではないし、実は翅族アルフと呼ばれる異世界の住人であるなど、もっと信じられない。昨日きのうの騒そう動どうと、そして今もテーブルのあちこちで適当にくつろいでいる小こ人びとたちの存在がなければ、たぶん聞いた話など端はなから一いつ笑しように付していただろう。

「わぁ、タクミのイットって可愛かわいいね。名前は《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》だっけ？」

　カラフルな作業着を纏まとった小人たちを指でつつきながら、ロロットが言う。

「名づけ親は、あの破は天てん荒こうな爺じいさんだけどな。まぁ、他にいい名前も思いつかないし」

「この子たち、タクミにちょっと似てるよ。ほら、顔とか」

「それは断固否定するけど……しかしこいつら、なんで当たり前のように勝手に湧わいて出てくるんだ？　イットっていうのは使つかい魔まなんだろ？」

　アルマンなどは、自分のイットを自在に出し入れしていたのに。

「そうだよ。妖精使いチエンジリングのセルフイメージを汲くみ取とって生まれる使い魔。じゃなければ、この世でもっとも従順な召めし使つかいだね。好き勝手に出てくるのは、まだタクミが扱あつかいに慣れていないのもあると思うけど……たぶん、この子たちの自我が普通より強いからじゃないかな？」

　言いながら、ロロットはシュガーポットから角砂糖を取り出し、小人たちに与えた。どうやら餌えづけするつもりらしい。というか、イットは物を食べるのだろうか？

「分離タイプのイットは割かし自分で考えて行動できるんだよ。もちろん、主人の意に沿うかたちでね。逆に同化タイプは命令を待つだけ。自律的な行動とかは殆ほとんど取れない」

「あ～……その分離タイプっていうのは、つまり妖精使いチエンジリングと別個になって現れるイットって解かい釈しやくでいいのか？　俺おれやアルマンみたいに。となると、同化タイプは真まさ──燎りようか？」

　真ま崎さきと口にしかけ、慌あわてて言い直す。昨日、苗みよう字じでは呼ばないでほしいと頼たのまれたのだ。

「うん。服ふく飾しよく品ひんになったり、妖精使いチエンジリングと直接融ゆう合ごうしたりするタイプだね。あと、両者のいいとこ取りで併へい有ゆうタイプなんていう、ちょっとレアなのもある」

「そんなふうにイットの種類が分かれるのはなんでだ？」

「さぁ？　妖精使いチエンジリングの内面が関係してるらしいよ？　ぼくも実はよく知らないんだけど」

　ふぅん、と一応は納得する。テーブルを見ると、小こ人びとたちは角砂糖を積み上げたり削けずったりして、やたらと出来のいいお城を建設していた。食べないらしい。

「……こいつら、セルフイメージの反映なのに、どうして『妖よう精せい』のカッコをしてるんだ？」

　翅族アルフではなく、噓うそっぱちの妖精のほうの姿をしているのはなぜか、という意味で訊きいた。さっきから質問してばかりだったけれど、まだまだ知りたいことは山ほどあるのだ。

「それねー、順序が逆なんだよ」

「逆？」

「イットが妖精に似てるんじゃなくて、そもそも妖精とイットは同じものなの。世界各地の民間伝承に残る、妖精、精せい霊れい、幽ゆう霊れい、幻げん獣じゆう──日本で言うところの妖よう怪かいなんかは、みんな過去に翅族アルフの接せつ吻ぷんで妖精使いチエンジリング化した人ひ間とのイットだったって言われてるんだよ」

　なるほど、とやはり一応の得心を果たし、そこで今いま更さらのように気がついた。

「そういえば、お前はイットが視みえるんだな？」

「だって翅族アルフだもん」

　それは理由になるのだろうか？　卓たく巳みには判断がつかない。

「……俺おれさ、最初に会ったとき、お前の背中にこう──なんというか、翅はねみたいなものが生えるのを見た気がしたんだけど、あれはなんだ？　俺の気のせいか？」

「最初？　キスしたときのこと？」

　噎むせた。飲んでいたコーヒーを危うく噴ふくところだった。不意打ちだった二度目はともかく、その場の雰ふん囲い気きに流されてしまった感のある一度目は、思い出すたび穴があったら入りたい気持ちになる。後こう悔かいはしていないけれど、会って数分でキスはさすがにやり過ぎだった。

　対するロロットも、釣つられてだんだん恥かしくなってきたのか、頰ほおを染めてはにかんでいた。甘ったるくなってしまった空気を払ふつ拭しよくするように、卓巳は勢い込んで頷うなずく。

「そ、そう！　それだ、うん」

「な、なら気のせいじゃないよ。あれが、ぼくのほんとの姿だし……」

　本当の？　ということは、妖精郷テイル・ナ・ノーグではいつも背中に翅が生えた状態なのか。

「でも、刻印とかいうので力は抑おさえられてるって言ってたろ、お前？」

「うん、それはそうなんだけど……でもまぁ、タクミの場合は仕方ないよ。寧むしろ視えないほうが問題だもの。自分の翅を確認できないなんて、そんなのおかしいでしょ？」

　意味が分からない。卓巳には翅なんて生えていないし、今はロロットの話をしているのに。

「ね、今度はぼくが質問してもいい？」

「？　そりゃ構わないけど、でも俺に訊きたいことなんてあるのか？」

「いっっっぱいあるよ！　普ふ段だんの生活とか、好きな食べ物とか、趣しゆ味みとか、こだわりとか！」

「……それ、全部どうでもいいことって言わないか？」

「お互いのどうでもいいことを知りたいって思えるの、なんだか幸せじゃない？」

　相変わらず不思議なことを言う。卓たく巳みは首を捻ひねったものの、先刻から質問攻ぜめにしていたこともあり、暫しばらくはロロットの素そ朴ぼくな疑問に答えてあげることにした。




　　　　○




「デレデレし過ぎよ、あの娘こ……」

　喫きつ茶さ店てんの正面に建つ雑居ビルの屋上で、燎りようは思わず天を仰あおいだ。

　鬱うつ陶とうしい雨だ。傘かさは差しているけれど、それで絶対に濡ぬれないかといえば、そんなことはない。髪も湿しつ気けを吸って重くなる一方で、いっそ切ってしまおうかと自や棄けっぱち気味に思う。

　双そう眼がん鏡きようの丸い小世界に映るロロットは、長いつき合いの自分でさえ見たことがないくらい大はしゃぎしていた。監かん視ししているこっちが恥かしくなってくる。燎の知る限り、今までロロットが異性に興味を示したことなど一度もなかったのに、変われば変わるものだった。

　つまり、それが『確信』を得るということなのだろう。

　超自然的な存在である翅族アルフは、ときに因果の糸を知覚する。それは、ある種の予知といってもいい。本人にも定かではない領域で、しかし確かに心が騒さわぐ瞬しゆん間かんがあるのだという。

　翅族アルフは、その感覚を無視できない。翅族アルフにとって『確信』とは、即すなわち『従うべき大きな流れ』のことだからだ。どれほど非論理的に聞こえても、それをそっくり受け容れてしまう。

　流れに逆らわず、身を委ゆだねる──翅族アルフはそれを幸いと見なし、人間はただ流されていると考える。土台、自分たちには理解できない感性なのだ。燎はそう思う。

「ったく……あんな無愛想な奴やつの、どこがいいのよ？」

　確かに顔立ちは悪くない。ロロットを前にすると目元が僅わずかに緩ゆるむので、そこもまぁ評価してやってもいい。しかし、総合的には落第だ。気が利くようなタイプには見えないし、普ふ通つうの学生が能力的に優れているはずもない。ロロットに相応ふさわしい相手とは到とう底てい思えなかった。

　唯ゆい一いつ、玖く堂どう卓巳の明確な長所といえそうなのが、妖精使いチエンジリングとしての素養だ。五日で第二階かい梯ていという成長速度は、やはり尋じん常じようではない。

　将来的に第四階梯はまず確実。もしかしたら、妖精使いチエンジリング全体でも五パーセントにも満たない、実質的な最高位である第五階梯にだって進めるかもしれない。それは認めてもいい。

　だが、その長所にしたところで、わざわざ〈比ひ翅よくの騎き士し〉にするほどのものだったかといえば、燎は半信半疑に思えてしまうのだった。

　円えん卓たく一三翅し族ぞくだけが生み出せる、特殊な妖精使いチエンジリング──〈比ひ翅よくの騎き士し〉。

　やはり、すべてはロロットの勘違いではないのか。

　彼女が抱いだいているのは『確信』ではなく、もっと当たり前の感情ではないのか。

　いや、その感情を持つこと自体は悪くないのだ。年とし頃ごろの女子なら誰だれでも一度は経験する。けれど、理由がそれだけなら、卓巳を〈比ひ翅よくの騎き士し〉に変える必要まではなかったはずだ。手元に置いておきたいなら、ただの妖精使いチエンジリングで良かった。これではデメリットが多過ぎる。

　何を考えているのよ、まったく──燎りようが双そう眼がん鏡きよう越しに無言で自らの主を質ただした、そのとき。

「ッ！」

　不意に、ジーンズのポケットが震ふるえた。

　急いでなかをまさぐると、数枚のコインが出てくる。どこの国の貨か幣へいとも知れない、大きささえまちまちな古い銀貨だ。掌てのひらの上に乗せたそれらのうち、二枚が小刻みに震しん動どうしていた。

『妖よう精せい銀ぎん』という特とく殊しゆな金属で出来たこのコインは、妖精郷テイル・ナ・ノーグで稀まれに発はつ掘くつされる大昔の翅族アルフ文明の遺産、俗ぞくに〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉と呼ばれる物品の一つだ。ランクこそ最低だが、妖精の輪ガリトラツプに反応してコイン同士が共震し合う不思議な特性を持つため、一方をどこかに設置しておけば索さく敵てき装そう置ちとして活用できる。つまり、敵が来た、ということだった。

「……案の定ね。卓たく巳みがイットの気配を消せない以上、やっぱり見つかるか」

　そう独ひとりごちると、燎はすぐさまロロットに連絡を入れた。




　　　　○




「すごい！　タクミのお母様ってチェスプレイヤーなんだ!?」

　対面のロロットが、ひときわ大きな声をあげた。卓巳は自然と笑みを浮かべる。

「元な。結けつ婚こんを機に引退して、今は普ふ通つうに専業主婦やってるよ」

　二杯目のコーヒーを口に運び、唇くちびるをやや湿しめらせてから訂てい正せいした。

「あと、チェスじゃなくて将しよう棋ぎ、プレイヤーじゃなくて棋き士しな」

「きし？　ナイトの騎士とは別の単語なの？」

「ああ。ややこしいだろうけど、音は同じでも字が違う。当然、意味もな」

「むむ、日本語は難しいね……うん、でも格好いいからＯＫだよ！」

　親指をびしっと立てて言ってくるロロットは、先刻からずっとこんな調子だ。こちらが何か質問に答えるたび、いちいち大おお袈げ裟さなリアクションを返してくれる。他ほかの客がいれば少し窘たしなめるところだけれど、閑かん古こ鳥どりが盛大に鳴いているこの喫きつ茶さ店てんなら、その心配もいらない。くるくるとよく動く彼女の表情を、ずっと見ていたい気分だった。

「タクミもその『しょーぎ』ってゲーム、できるの？」

「まあな。自分で言うのもなんだけど相当なもんだぞ？　何しろお袋直じき伝でんだし」

　元女流四段、しかも名人位戦で何度も優勝経験がある、と母は何かにつけて自じ慢まんする。そんな母親と幼い頃ころから将棋を指していたため、いつの間にか卓巳の棋き力りよくも尋じん常じようでないレベルに達してしまった。低段者くらいなら、まったく寄せつけない腕前と自負している。

「精神修業の一いつ環かんだ、とか言ってさ。もう嫌いやになるくらい対局させられたよ。おかげで胆たん力りよくやら洞どう察さつ力りよくやらは備わったけど、啓けい太たには『鉄の人』なんて呼ばれる始末だ」

「あ、また出たね、ケータさん。タクミの親友。でも、鉄の人っていうのは？」

「いい意味では『動じない奴やつ』。悪い意味では『無感動症』ってところだろうな、きっと」

　言い得て妙みようだと思う。あと、自分と啓けい太たの関係は、親友ではなく腐くされ縁えんだ。

「え、なんかイメージと違うよ？　動じないっていうのは分かるけど……」

「そうか？　他の奴にも『表情があまり変わらない』とか、よく指し摘てきされるんだが」

「でもタクミ、ぼくの前だといっぱい笑ってくれるじゃない？」

　そりゃ相手がお前だからだ、とはさすがに口に出す勇気がなかった。

　照てれ隠かくしに再びコーヒーを啜すする。何気なくテーブルに視線を落とすと、小こ人びとたちが『オマエだからだ』と書かれたプラカードを掲かかげていた。余計なことはしなくてよろしい。

「まぁ、いいさ。それより、また質問のターンを入れ替えないか？」

「うん、了りよう解かい。じゃあ、ぼくが答える番だね」

　よっしゃ来いっ、と居住まいを正すロロット。気になる事こと柄がらは多かったが、まずはこれ、というものがあったため、卓たく巳みはストレートに切り込んでみることにした。

「──〈比ひ翅よくの騎き士し〉って、なんだ？」

「ウェイトレスさ～ん！　ミルフィーユケーキ追加で～！」

「露ろ骨こつに話を逸そらしたな!?」

　けっこう真ま面じ目めに訊きいたのに、あんまりだ。

　ロロットはやって来たウェイトレスに、本当に追加注文したあと、えへへ、と笑った。

「冗じよう談だんだってば」

「お前ね……」

　疲れたように溜ため息いき。ややあってから続けた。

「なんだ？　そんなに話しづらいことなのか？」

　まぁ確かに。昨日きのうのアルマンの台詞せりふからも、〈比ひ翅よくの騎き士し〉がかなり特とく殊しゆな存在であろうことは窺うかがい知れる。燎りようがそう呼ばれないところを見ると、単にロロットの接せつ吻ぷんを受けた妖精使いチエンジリングのことを指すわけでもないらしい。けれど、依い然ぜんとして重要な部分は空白のままだ。

「自分のことなのによく分からないっていうのは、なんだか落ち着かないんだよ。踏ふん切ぎりがつかないなら、せめて触さわりの部分だけでもいい。話してくれないか？」

「う、うぅ～」

　ロロットが唸うなる。まるで子供がむずがるみたいに。いや、唸られても。

　けれど、すぐに言い逃れはできないと悟さとったか、やがて観念したように口を開いた。

「……〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、いわば変革の象しよう徴ちようなんだよ」

「変革？」

　唐とう突とつに出てきた単語に、卓巳は目を瞬しばたかせる。ロロットはゆっくりと首しゆ肯こうした。

「ずっと昔にね、世のなかの仕組みを変えようとした、すごい翅族アルフたちがいたの。かつてのアヴァロンの王様たち──つまり一三翅し族ぞくの祖先だね。彼らの願いは妖精郷テイル・ナ・ノーグの変革、偏かたよった思想に取とり憑つかれた翅族アルフ社会を改善することにあった」

「いや、待て。よく分からん。それがなんで〈比ひ翅よくの騎き士し〉と繫つながる？」

「〈比ひ翅よくの騎き士し〉が、本来なら生まれるはずのない妖精使いチエンジリングだから、かな？」

「生まれるはずの、ない……？」

　矛む盾じゆんした話だ。何しろ卓たく巳みという生きた反証がここにいる。

「そう、生まれるはずのない妖精使いチエンジリング。生まれてはいけない禁きん忌きの仔こ。でも、一三翅族の祖先たちは、その『生まれるはずのない存在』を生み出す方法を見つけてしまったんだよ。始祖王オベイロンが翅族アルフの血に遺のこした『ある呪のろい』を、超える術すべを編み出してしまった」

　そこでロロットは、なぜか肩越しに背後を見やった。

　いや、自分の背中を確認した、のか？

「──それが〈口くち移うつしの果か実じつ〉と呼ばれる、特とく殊しゆな翅族アルフの接せつ吻ぷん。今となっては円えん卓たく一三翅族だけが行なえる秘ひ儀ぎ。あのバス停で、ぼくがタクミに施ほどこした術だよ」

「………………」

　ロロットが大きく息をついた。早くも小休止、ということらしい。話しにくそうにしているあたり、やはり何か不都合があるのだろう。卓巳はその間かんに、得た情報を整理してゆく。

　始祖王の遺した呪い。それを破るために編み出された秘儀〈口くち移うつしの果か実じつ〉。そして、そうまでして生み出される〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、翅族アルフ社会を変えるための象しよう徴ちよう。

　なんだか話が大きくなってきた。上う手まく言えないけれど、そんなふうに思う。

　しかし、こうして事情の一いつ端たんに触ふれてみて、卓巳がまず気になったのは、〈比ひ翅よくの騎き士し〉の存在意義などではなく、もっと別の部分だった。

「ロロット、あのさ……」

　知らず声がかすれた。ロロットは心ここにあらずの体ていで「ん？」と応じる。運ばれて来た注文のケーキをフォークで刺しながら、どう話を続けるべきか考えあぐねているようだった。

　聞きたい。でも、聞きたくない。そんな相反する感情が胸の奥に湧わいた。

「お前にとって、俺おれは──」

　視線がぶつかる。そこでこちらの様子が何かおかしいことに気づいたか、ロロットが「あっ」と口を開けた。けれど構わない。卓巳は意を決して、言葉を続けようとした。

　が、そのときだ。

　突とつ如じよ、店内に軽快なメロディーが鳴なり響ひびいた。

　音の発生源は、テーブルの端はしに置かれたロロットの携けい帯たい電話。音楽にからっきしの卓巳でさえ聞いたことがあるその曲は、ひと昔前に流は行やった外国の有名なポップスだった。




　なんて間の悪い……っ！

　酷こくなタイミングで入った邪じや魔まに、卓たく巳みは思わず歯は嚙がみする。けれど同時に、どこかホッとしている自分がいるのもまた、動かしようのない事実だった。

　対するロロットも、それまでの気の抜ぬけた風ふ情ぜいはどこへやら、僅わずかに目つきを険しくさせていた。次いで携けい帯たい電話を手に取り、どうやらメールだったらしい内容を確認するやいなや、

「──お店出よ、タクミ」

　いきなり、そんなことを言い出す。まだ外は雨が降っているというのに。

「これから、すご～く無ぶ粋すいな人たちが来るの。その前にここを移動しなくちゃ」

「無粋？」

「そう。他ひ人との初デートを邪魔する、空気の読めない人たち」

　ピンときた。いや、ここまで言われてこないほうが、どうかしている。

「……アルマンか？」

　訊ききながら、卓巳もロロットに倣ならって席を立つ。携帯電話が鳴る直前まで自分の胸の内に湧わいていた不快なざわつきは、とりあえず棚たなに上げると決めた。

「燎りようのメールだと、本人はいないって。でも、数が一人や二人じゃないみたい」

「そういや、アルマンがどこの何者で、なんで組織立ってお前たちを狙ねらってるのか、まだしっかりと聞いてなかったな。移動しながらでいいから説明してくれ」

「え？　あ、うん……それはもちろんだけど……でもタクミ、ずいぶん落ち着いてるね？」

　当然だ。そう見えるように必死で取とり繕つくろっているのだから。内心、本当は大いに動どう揺ようしていたけれど、女の子の前で格好をつけたがるのは男の性さがだろう。

「実は、こういう展開もあるんじゃないかって、少し覚かく悟ごしてたんだよ」

　アルマンに襲おそわれたのは、つい昨日きのうのことだ。しかも「立場が邪魔だ」などという理由で。ロロットと関われば、また同じ目に遭あうかもしれないくらいの予想はつく。

「なのに、ぼくとデートしてくれたんだ？　えへへ、不ふ謹きん慎しんだけど喜んでいい？」

　顔を綻ほころばせるロロットに「どうぞ」と返し、レジで二人分の代金を支し払はらう。すると、人のいいマスターが傘かさを貸してくれた。雨が降り止まなければコンビニで買うつもりだったから、素直に厚意に甘えさせてもらうことにする。マスターに礼を言ってから店の外に出た。

「すぐに止やむって話だったけど……天気予報が嫌いやな方向に外はずれたな」

　雨足は更さらに強まっていた。やっぱり天気予報は当たるのが一番だ。空を仰あおげば、圧のし掛かかるような雲を背景に、ぽつんと飛行船が浮かんでいる。いつもより高度は下げているようだけれど、どう考えても危ない。この悪天候のなか、無理に飛ぶ必要があるのだろうか？

　ロロットが傘を差して歩き始めた。卓巳もあとに続き、赤と黒の傘が通りに並ぶ。

「どうする？　どこかに隠かくれてやり過ごすか？」

「ううん、隠れるのは無理。タクミのイットの足そく跡せきを辿たどられてるの」

　思わず足元の小こ人びとたちに目をやる。足跡というのは、おそらく妖精の輪ガリトラツプのことだろう。

「なら、お前は俺おれから離れたほうが良くないか？」

「あ、心配してくれるんだ？　でも、ぼくなら大だい丈じよう夫ぶ。こういうのは慣れっこだしね」

　翅族アルフの力は封ふうじられているはずなのに、ロロットはまるで気負った様子がない。

「タクミが気に病むことないよ。キスしたのはぼくなんだから」

「……されてもいいと思ったのは、俺だけどな」

　そう、キスされてもいいと思ったのは自分だ。それは間違いない。間違いない、はずだ。

「うん！　だから一人で気に病まないで、二人で気に病もう！」

「なんの解決にもなってないぞ!?」

「でも、とりあえず気分は楽になったでしょ？」

　かもしれない。少なくとも今は、そう騙だまされておくことにした。

「で、どうするんだ？」

「このまま逃げまくる。そのあいだに、リョウが敵をやっつけてくれるのを祈いのろう」

　普ふ通つう、人はそれをノープランと呼ぶ。しかし、他に手がないのも事実だろう。イットの姿や悪戯ミスチフが他者の目に留まらない以上、敵は場所を選ばない。更さらに小こ人びとたちが道しるべまで残してしまうのでは、もう常に移動を続けるくらいしかできることがないのだ。

　もちろん、戦うという選せん択たく肢しもある。でも、それは最初から却きやつ下かだ。話の流れからするに、追っ手はアルマンと同じ妖精使いチエンジリング、しかも複数いるらしい。勝てるわけがない。

「アルマンたちは、いったいなんなんだ？　なんでお前や燎りようを狙ねらう？」

「ん～……簡単に言っちゃえば、これはアヴァロンの政治のゴタゴタなんだよ。改革派と保守派っていう二つの派は閥ばつの争い。ぼくがこっちの世界に来た理由にも繫つながってる」

　そう言いながら先を行くロロットの足運びは、まるで向かう場所が定まっているかのように迷いがない。逃げまくる、と話していたが、あらかじめ逃走経路は決めてあるのかもしれない。

「改革派と、保守派？」

「そう。ぼくは改革派の急きゆう先せん鋒ぽうって位置づけで、アルマンたちは保守派だね」

　急先鋒とは、また似合わない単語が出てきたものだ。まぁ、ロロットの人となりはともかく、第一王女という肩書きは色々なところで影えい響きよう力りよくを持ちそうではあるけれど。

「……なるほどな。それがさっきの〈比ひ翅よくの騎き士し〉が変革の象しよう徴ちようでうんたらって話と関係してくるわけだ。じゃあ、お前たちが変えたくて、アルマンたちが守りたいものってのはなんだ？」

　一三翅し族ぞくの祖先が、かつて歪ゆがんだ翅族アルフ社会を改善するために戦った、というのは分かった。話の流れからして、ロロットの目的がそれに類するものであろうことも予想はつく。けれど、肝かん心じんの『歪んだ翅族アルフ社会』というものがなんなのか、いまいち不ふ鮮せん明めいだった。

　卓たく巳みの問いに対し、ロロットは寂さみしげな笑みを口元に湛たたえると、こう答えた。

「要はね、みんな引ひき籠こもるのはもうやめにしない？　っていうことなんだよ」

「？？？　すまん、意味がよく──」

　分からない、と続けようとした。けれど、それよりも早く、

「走って、タクミ！」

　突とつ然ぜん、ロロットが叫んだ。そして道を駆かけ出だす。何が何やら分からないまま追つい走そうを始めた卓たく巳みも、すぐに気づいた。背後、通りの陰かげから二人の若い男が姿を現し、こちらに鋭するどい視線を送っていたのだ。服装は一般的だが、やけに体格がいい。それに顔つきも厳し過ぎた。

「ッ、見つかったのか！」

「みたい！　タクミ、駆けっこに自信はある!?」

「まあまあだ！　お前は!?」

「乗馬は得意だよ！」

　つまり駄だ目めということだ。確かに見ていても分かる。動作は機き敏びんで悪くないのだが、そもそも絶対的に歩ほ幅はばが狭せまいのだ。大の男二人から逃げ切れるものではなかった。

　なので、卓巳はすぐさま決断した。ロロットに「傘かさを畳たため！」と指示し、彼女が文句も言わず従ったところで、そのちんまい身体からだをすかさず抱だき上あげる。思ったとおり、軽い。

　まだまだ子供っぽい身体つきの、しかしどこか女性らしく柔やわらかな感かん触しよくに、こんな状じよう況きようにも拘かかわらず少し恥ずかしくなる。視点が一気に高くなったロロットは、目をまん丸にしていた。

「わ、お姫ひめ様さま抱だっこだ」

「お姫様だからな！」

　そういえばそうだった、みたいな顔になったあと、ロロットは軽く咳せき払ばらいした。次いで、ちょっとお澄すまし顔になって、前方を優ゆう雅がに指し示す。

「それでは騎き士し様？　あちらのほうに向かってくださいな」




　　　　○




　目にも鮮あざやかな青い炎が視界一杯に広がり、襲しゆう撃げき者しやたちを一息に吞のみ込こんだ。

　けれど、燎りようは自分が為なした戦果を見届けることもなく、黒マントを翻ひるがえして建物の屋根から屋根へ飛び移っていく。顔にはカボチャの仮面、頭にはとんがり帽ぼう子し、手にはランタン。同化型のイット《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》を装着したその運動能力は、もはや常人の比ではない。

　地上から数十メートルの高さまでジャンプして飛びかかってきた新あら手てを、やはり出会い頭の一いち撃げきで仕留める。灰色のローブを纏まとっていたから、たぶん自分と同じタイプの妖精使いチエンジリングだったのだろう。一応、殺してはいないが、《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》は威い力りよくの加減が難しい。今のは少し焼き過ぎたかもしれない。でも、事ここに至っては敵の身を案じている余よ裕ゆうなどなかった。

「……やっぱり妙みようね」

　思わず独ひとり言ごとを洩もらす。実際、保守派の動きは奇き妙みようだった。

　ロロットに連絡を入れた直後から燎も襲しゆう撃げきを受け、こうして街なかで戦せん闘とうと相成っているのだけれど、どうにも敵が脆もろ過すぎるのだ。襲おそいかかってくるのは、せいぜい第二階かい梯ていとおぼしき連中ばかりで、それ以上のレベル──第四階梯の自分に抗こうするような相手が一人もいない。こちらの戦力のリサーチくらい済んでいるだろうに、なぜか若手ばかり揃そろえてきたらしい。

　そのくせ、意外にチームとしての連度は高く、動きに無む駄だがない。速やかに包ほう囲い網もうを作り、波状攻こう撃げきを仕掛けてくる。なのに、やることは愚ぐ直ちよくに突つっ込こむだけ。もう無茶苦茶だ。

　燎りようが特に気に食わないのは、相手の顔つきだった。仲間がやられても慌あわてず騒さわがす、それがさも当たり前であるかのような風ふ情ぜいで、無駄と分かっている攻撃を繰くり返かえす。今もまた一人片づけたが、やはり後方から追って来る敵が動じる気配はない。

　ここまでくれば、もう結論は一つしかなかった。

「つまり、わたしの足止めが狙ねらいってことね。本命はロロたちのほうか……」

　正確には、卓巳一人が標的なのだろう。基本、妖精使いチエンジリングは翅族アルフには直接手を出せない。薫くん陶とうを受けた者が、授けた側に牙きばを剝むくなどあってはならない不義だからだ。特に保守派は、そのあたりの教育が徹てつ底ていされている。もちろん、表向きは、という注ちゆう釈しやくがつくけれど。

　妖精郷テイル・ナ・ノーグに関わる人間の殆ほとんどは、翅族アルフを貴とうとい存在と崇あがめている。忠誠の裏にもっと俗ぞくっぽい思おも惑わくをどろどろと渦うず巻まかせているからこそ、おいそれと翅族アルフに逆らうような真ま似ねはしない。ましてロロットは現在の第一王女だ。危害を加えられるわけがなかった。

　しかし、だからこそロロットが〈比ひ翅よくの騎き士し〉を生んだ事実はスキャンダラスだし、そこを突かれれば決して軽くない被害がこちらに出る。もしも今、卓巳が命を落とすようなことがあれば、ただでさえ政治的に微び妙みような立ち位置にいるロロットは、間違いなく失権するだろう。

　いや、そもそもそれ以上に厄やつ介かいなのは──

「……ッ、邪じや魔まよ！」

　と、そこで思考が中断された。派手な鬼おに火びが夜や陰いんに咲き、また一人、敵を斃たおす。

　けれど、燎の心中に昂こう揚ようが生まれることはない。ただ焦しよう燥そうばかりが募つのっていく。今となっては一刻も早くロロットと合流するべきなのに、ポケットのなかのコインは更さらなる敵の援えん軍ぐんの到とう来らいを告げていた。続々と、大挙を為なして自分の元に集まって来ているらしい。

「こいつら、いったい何人いるのよ!?」

　さすがに悲鳴じみた声があがった。




　　　　○




　卓巳がロロットに指示されてやって来たのは、昨年オープンしたばかりの巨きよ大だいなショッピングモールだった。客層をファミリーやカップルに絞しぼっているから、駅前の繁はん華か街がいよりも綺き麗れいで華はな々ばなしく、有名ブランド店まで幾いくつか入っている。今日も大盛況の様子だった。

「おい、ほんとにここに逃げ込むのか？」

　自動ドアをくぐりながら卓たく巳みが訊きくと、腕のなかに収まったロロットは何がそんなに嬉うれしいのか、満面の笑みで頷うなずいた。

「うん。だって外は雨が降ってるし、ここには一度来てみたかったし」

「……ちょっと待て。あらかじめ、そういう段取りになってるんじゃないのか？」

「？？？　なんの話？」

　駄だ目めだ。想像以上に何も考えていない。

「あれ、なんか挫くじけそうになってる？　大だい丈じよう夫ぶだよ、心配しなくても」

　根こん拠きよもなく言って、ロロットがよしよしと頭を撫なでてくれる。悪い気はしないけれど、とても恥かしい。周りの目もあるので、とりあえずお姫ひめ様さま抱だっこはやめることにした。

「まぁ、外よりかは幾いくぶん逃げやすいか」

「うん。妖精の輪ガリトラツプのことがあるから、どこまで効果が期待できるかは分からないけどね」

　二人の男たちは途と中ちゆうで撒まいてやった。卓巳の土と地ち勘かんが物を言ったかたちだ。でも、すぐに追いついてくるのは間違いないし、いつまでも開けた場所にはいられない。建物のなかに入る必要があったのは確かだった。ただ、ここは少し人が多い気がする。

「下へ手たすりゃ巻まき込こむな……なりふり構ってられる状じよう況きようじゃないけど」

　両側に並ぶ様々な店てん舗ぽを尻しり目めに駆かけながら、卓巳はロロットに尋たずねた。

「なあ、ロロット。お前、仮にもお姫様なんだよな？」

「あ、ひどい！　仮にもじゃなくて、ぼくは正しよう真しん正しよう銘めいのお姫様だってば！」

「じゃあ、なんであいつらは平気でお前を襲おそってくるんだ？」

　隣となりを走るロロットは、キャスケットのつばを僅わずかに下ろし、にへっと誤ご魔ま化かすように笑った。

「ぼくは色々と問題ありのお姫ひめ様さまだからね。敵が多いんだよ。それに、ここはアヴァロンじゃない。一三翅し族ぞくの権威も霞かすんじゃうし、何が起きても大たい抵ていは事故ってことで揉もみ消けせる」

「なら、誰だれかの助けを借りろよ。同じ改革派の連中とかさ」

　要人のくせに、ロロットの身辺警護はひどく杜ず撰さんだ。卓巳が見た限り、燎りようの他ほかにお供がいるような感じはない。どういう目的があって人間社会に来たのかは知らないけれど、一国の王女が本人も含めてたった二人で異郷の地を踏ふむなど、普ふ通つうに考えればあり得ないだろう。

「言ったでしょ？　ぼくは改革派の急きゆう先せん鋒ぽうなんだよ。味方は殆ほとんどいない」

「なんで？」

「急先鋒の別名を教えてあげる。『疎うとまれ者』だよ。やり方が先を行き過ぎてて仲間内でも浮いちゃう人ってこと。まぁ、味方も皆かい無むってわけじゃないけど、そうと知らずに連れ立ってていきなり暗殺されるのも嫌いやだから、燎と二人でこっちの世界に来ることにしたの」

　あっけらかんと言うけれど、それはとても寂さびしい答えだった。つまりロロットにとって、心の底から信を置ける近しい人物は、真ま崎さき燎ただ一人だったということなのだから。

「……母親は頼たよれないのか？　今のアヴァロンの女王なんだろ？」

「女王だから無理なんだよ。母上はもう国のことを第一に考えなきゃならない人だもの」

「で、仕方なく女二人で強行軍か。いくらなんでも無茶だぞ、それは」

「今は三人になったからへーきっ！　って言ったら、ちょっと自惚うぬぼれ過ぎかな？」

　どうだろう？　現段階ではなんとも言えない。もう充じゆう分ぶんに事態の渦か中ちゆうにいる気はしたが、もし引き返す道があると分かれば、やはり簡単に心は揺らぐのかもしれない。何せ掛かっているのは自分の命だ。天てん秤びんのもう片方の皿に乗っている、ロロットに対する複雑なあれこれと比べても重さは遜そん色しよくがない。そう易やす々やすと決められる話ではなかった。

　何より今は、自分のなかに迷いがある。喫きつ茶さ店てんでの遣やり取とりから生まれたそれを、ほとほと卑ひ屈くつな感情だと理解していながら、しかし卓たく巳みはどうしても無視することができないでいた。

「……まぁ、俺おれもトリオのほうが収まりがいいとは思うけどな」

　結局、卓巳の口を衝ついて出たのは、お茶を濁にごすような回答だった。そんな言葉しか出てこないことが、なんだか堪たまらなく悔くやしい。自分の心に裏切られたような気分になった。

「ぬぐぐ……ぼくの魅み力りよくが通じていないというのか……っ！」

　ロロットが頭を抱かかえ、本気か冗じよう談だんかよく分からない調子で言う。

　充分通じてるよ。通じてるからこそ、こんなにも胸が痛い──卓巳は内心でそう応じた。

　エスカレータを使って二階に上がり、入り組んだ通路を右へ左へと進む。経営者側の思おも惑わくと店を構えている企き業ぎようらの要望の折せつ衝しよう点てんを模も索さくした結果なのか、ショッピングモールは微び妙みように複雑な造りをしていた。普ふ通つうに遊びに来たなら苛いら々いらさせられそうだが、今は好都合だ。

「これなら、燎りようが来るまで時間を稼かせげそうだな」

　思わず楽観的に口走る。けれど、応じるロロットの声は硬かたかった。

「や……なんか無理っぽい」

　え？　と訊きき返す間もなく、突とつ如じよ、凄すさまじい轟ごう音おんがモールを震しん撼かんさせた。

　慌あわてて振り返れば、今度はガラスが割れる音。一〇メートルほど後ろのアクセサリーショップのショーウィンドウを突つき破やぶり、何か巨きよ大だいな影かげが通路に躍おどり出でたところだった。

　端たん的てきに言って、それは巨きよ人じんだった。

　身みの丈たけ四メートルは下らないだろう、土つち気け色いろの肌はだをした巨人だ。

　身につけているものは腰こし蓑みのだけで、手には馬鹿げたサイズの棍こん棒ぼうを握にぎっている。体格に比して頭部がやけに小さく、髪の毛は一本も生えていなかった。顔に関しては、もう醜しゆう悪あくの一言だ。不ふ潔けつと野や蛮ばんをあるだけ詰つめ込こんで、粘ねん度どみたく捏こねたような相そう貌ぼうをしている。

　そのままファンタジー映画にでも出てきそうな、あまりにもありきたりな巨人像の具現だった。ただ、その威い容ようは圧あつ巻かんで、とてもＣＧや着ぐるみの類たぐいには見えない。

「あれは、当然……イット、だよな……？」

　周囲にいる客たちの反応からしても、それは間違いない。皆、あの巨人の姿が視みえていない様子だ。状じよう況きようを正しく認識できないまま、割れたショーウィンドウを呆ぼう然ぜんと眺ながめている。

「……うん。巨人系は結構ポピュラーだしね。トロールかな？」

　脂あぶら汗あせを流しながら囁ささやき合あい、卓巳たちはじりじりと後退する。見た目どおりあまり賢かしこくないのか、巨人は辺りに視線を這わせるばかりで、まだこちらには気づいていなかった。

　しかし、続いてアクセサリーショップのなかから現れたアジア系の小男が、目め聡ざとく卓巳たちの存在を捉とらえた。ばりばりに逆立った黒髪に、やぶ睨にらみ気味の三さん白ぱく眼がん。そして、右の眉まゆを斜ななめに縦じゆう断だんする鋭えい利りな傷きず痕あと。間違いない、街なかで撒まいてやった二人組の片割れだ。歳格好こそ日本に留学中の大学生とでもいったふうだが、

「やれ、《腕力頼みの無精者レイジフエロウ》っ！　男のほうだけを潰つぶせ！」

　こちらを指差して叫ぶ声には、はっきりと敵意が漲みなぎっていた。たまちまち巨人が卓巳とロロットに顔を向け、壮そう絶ぜつな咆ほう哮こうを迸ほとばらせる。やはり妖精使いチエンジリング。あの巨人の主人オーナーなのだろう。

「逃げよ、タクミ！」

　卓巳の手を引き、ロロットが一目散に駆かけ出だした。それと同時、背後から砲ほう撃げきのような足音が響ひびき、一般客たちの悲鳴と怒ど号ごうが飛び交う。まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼだ。

　巨人が追って来ている。だから逃げなければ。それは分かる。でも、ロロットに手を引かれる卓巳の足はもたつき気味だ。男の言い放った台詞せりふが、頭のなかを占せん領りようしていた。

「お、おい！　あいつ今、俺おれだけが標的みたいなこと言ってたぞ!?」

「うん、どうもそうみたいだね！」

　息せき切って走りながら、ロロットが事もなげに応こたえる。

「さっきは全部事故にでっちあげることもできるって説明したけど、それでも基本、翅族アルフは手が出しづらい存在だからね！　ぼくよりは〈比ひ翅よくの騎き士し〉のタクミって考えたんだと思う！」

「ば、馬ば鹿かっ！　そういうことは早く言えよ！」

　まだ〈比ひ翅よくの騎き士し〉について分からないことは多い。けれど話からするに、どうもロロットの進退に関わるほどの重要な役職ポジシヨンを意味しているらしい。だから保守派は卓巳を狙ねらい、改革派の急きゆう先せん鋒ぽうを政治的に抹まつ殺さつしようとしている──おそらくは、そういうことなのだろう。

「でも、だったらなおさら、お前は俺から離れるべきだろうが！」

　ロロットの身を案じればこそ、つい声を荒あらげてしまった。しかし、そこには多分に見み栄えの成分も含まれていたと思う。告げられた当人は「そっかな？」と暢のん気きに笑うだけだったけれど。

　背後を振り返れば、雄お叫たけびと共に猛もう然ぜんと通路を走る巨人の姿。それほど速くはないが、その突とつ進しん力りよくは驚きよう異い的てきだ。コーナーを曲がり損そこねても体当たりで角の壁かべを破は壊かいし、なおも食い下がってくる。どうやら最初に響いた轟ごう音おんは、あの巨人がどこかの壁をぶち破った音だったらしい。

　未いまだに客から大した被害が出ていないのが、不思議といえば不思議だった。せいぜい巨人に撥はね退のけられる程度で事が済んでいる。認識が阻そ害がいされている状態でも危険はなんとなく察知できるのか、客たちが自おのずと巨人の進路から退たい避ひしているのだ。

「……あのデカブツを見ろよ。明らかに頭が鈍にぶそうだ。俺だけを狙えって命令も、どこまで理解してるか怪あやしいもんだぞ？　このままじゃ、お前だって危ない」

　どう考えても二手に分かれたほうが賢けん明めいだった。それなら最悪、ロロットだけは助かる。〈比ひ翅よくの騎き士し〉である卓たく巳みが斃たおれれば立場をなくすのかもしれないが、命を失うよりはマシだろう。

　けれど、ロロットは穏おだやかながらも断固とした口調で言った。

「駄～目。ぼくたちはもう一いち蓮れん托たく生しようなんだから、一いつ緒しよに逃げるのっ」

「ッ、あのな！　そんなこと言ってる場合か!?」

　思わずカッとなる。敵の狙ねらいが自分だと知れ、さきほど考こう慮りよした『引き返す道があるなら』という仮定が一気に現実味を増した今、我が身可愛かわいさよりもロロットを優先できたのは、卓巳にとって誇るべきことだったからだ。それなのに、というもどかしさにも似た感情が湧わいた。

「この際、政治家生命なんて脇わきに置いておけよ！　今は本物の命のほうを──」

「政治家生命だけじゃないよ。もしタクミに何かあったら、ぼくはたくさんのものを失う」

　ロロットがこちらを見る。真しん摯しな瞳ひとみだった。それに、微かすかに怒いかりも孕はらんでいる。

　筋違いな庇かばわれ方をしたからこその、晴れ晴れとした怒りの発はつ露ろだった。

「想いも、夢も、信念も──翅族アルフであることの証あかしも。みんななくなっちゃう」

「………………」

「だから駄だ目め」

　息を吞のむ。小こ利り口こうな理り屈くつをすべて打うち棄やったその気高い姿勢に、卓巳はひどく落ち着かない気分になった。彼女の澄すんだ眼まな差ざしが、こちらの迷いを悉ことごとく暴あばき立たてるように思われて。

　そして事実、ロロットはさして間も空けず、こう続けた。

「ごめんね、タクミ」

「あ、え……？」

「さっきの喫きつ茶さ店てんでのこと」

　身体からだが震ふるえた。やはりロロットは、あのとき自分が何を言いかけたのか、もう分かっているのだ。そう理解して、後ろめたさと情けなさが急激にこみ上げてきた。

「あんな説明の仕方じゃ、誰だれだって嫌いやな気持ちになっちゃうよね。ぼく、順序立てて物事を話すの苦手だから、自分のことばっかりで、タクミがどう思うかなんて全然考えてなかった。ほんとに、ごめん」

「い、いや……俺おれは……」

「で～も！　タクミだって悪いんだよ？」

　必死に言い訳を探す卓巳に先んじて、ロロットが拗すねた猫のようにツンと顎あごを持ち上げた。

「いくらぼくの説明が下へ手たっぴで、あちこち杓しやく子し定じよう規ぎな言い回しになっちゃったからってさ。もう少し信用してくれてもいいのに。……タクミのばか」

　甘あま嚙がみするようになじられ、ぐうの音も出なくなる。真しん剣けんに批難されているわけではないと分かってしまったからこそ、恥じ入る気持ちも一ひと入しおだった。

　そうだ。卓たく巳みは疑ったのだ。他ほかならぬロロットからの好意の意味を。

「ぼくが必要としてるのは、あくまで『変革の象しよう徴ちょう』っていう触ふれ込こみのほうなんじゃないかって、そう思ったんだよね？」

「……っ」

「改革派のぼくが、プロパガンダのために〈比ひ翅よくの騎き士し〉を求めてるって。だからほんとは、接せつ吻ぷんの相手なんて誰だれでも良かったんじゃないかって、そう考えて怖こわくなっちゃんだよね？」

　それこそが、卓巳の葛かつ藤とうの正体。ふと魔まが差すように抱いだいてしまった、ロロットへの疑惑。

　卑ひ屈くつだ。自分に自信がないから、向けられる気持ちを疑う。胸を張ってこれが玖く堂どう卓巳だと言えるものがないから、相手との釣つり合あいが気にかかる。

　けれど、一度生まれてしまった不安は、そのあとどれだけ否定してみても心中を去らなかった。卓巳自身、ロロットとの出会いに特別なものを感じ始めていたからこそ、彼女がよく口にする『奇き跡せき』が、まさか形だけの繫つながりを指していたなどとは信じたくなかったのだ。

「…………すまない、俺おれは……」

「ううん、いいよ。おあいこだもん。それに実を言っちゃえば、ちょっと嬉うれしいしね」

　嬉しい？　知らず俯うつむいていた卓巳は、思いも寄らぬ返答に顔を上げた。ちっちゃな拳こぶしをぶんぶん振って懸けん命めいに走るロロットは、どうしてか、こそばゆそうに微笑ほほえんでいた。

「だってタクミ、ぼくのことで悩んでくれたんでしょ？　たくさんたくさん、迷ってくれたんでしょ？　だったら、それは『本気』の証あかしだよ」

　本気。迷いは本気の証？　卓巳は告げられた言葉を反はん芻すうする。

「今日きようのデート中も、ずっとそうだった。タクミってば、休む暇ひまもないくらいぼくのことばっかり考えててくれて……あぁ、この男の子の胸のなかには今、ぼくがう～んといっぱい詰まってるんだなって、そう感じられたもの。嬉しくないわけないじゃない」

「け、けど！　それとこれとは話が……」

「いいから。聞いて、タクミ」

　ロロットが表情を改める。後方から迫せまる巨きよ人じんを、幾いく度どとなく確認しながら。

「今は詳くわしく話してる時間がないけど──ぼくには目的がある。ううん、野望。おっきな野望があるの」

　野望？　と鸚鵡おうむ返しする卓巳に、ロロットが相あい槌づちを打つ。

「ぼくはその野望のために、人間世界に来た。そしてタクミと出会った。でも、あのとき、あの場所で、タクミと知り合うまで、ぼくは〈比ひ翅よくの騎き士し〉を生み出す気はなかったんだよ」

「!?　待てっ、それは……」

「タクミの顔を見た瞬しゆん間かん、ぼくのなかに『確信』が湧わいたんだ。それは、たぶんタクミだから抱いだけた気持ちだと思う。だから、ぼくはタクミに〈口くち移うつしの果か実じつ〉を施ほどこした」

　そこでロロットの目元が和やわらいだ。さっきまでとは違う、少しだけ大人おとなびた笑えみだった。

「ほんとはね、妖よう精せいの接せつ吻ぷんっていうのは、手ての甲こうとかもっと当あたり障さわりのない箇か所しよにするものなの。唇くちびるにするのは、相手の人を〈比ひ翅よくの騎き士し〉にしたいと思ったときだけなんだよ？」

　それに、とロロットは一息。どこか誇ほこらしげに続けた。

「ぼくは、ファーストキスをどうでもいい人にあげたりなんか、絶対にしない」

「──ッ！」

　もはや疑いようもない、その言葉。そこに込められた『本気』の想いを受け、卓たく巳みの胸が急速に高鳴り始める。同時に、凄すさまじい後こう悔かいの念も押し寄せてきた。

　自分の意い気く地じのなさに嫌いや気けが差す。独ひとり相撲ずもうになるのを恐おそれるあまり、根っこにある衝しよう動どうから目を背け、踏ふみ込こみを浅くして──それでいったい何が得られるつもりだったのか。

　未いまだ事情に不明な点が多い？　だからどうした。疑問はあとで解消すればいい。引き返す道があるなら？　馬ば鹿からしい。保身に気を揉もむのは大人になってからで充じゆう分ぶんだ。

　理り屈くつではない。もっと単純でいいのだ。子供らしく、もっとずっと向こう見ずでいい。

　危険を承知で今日のデートに臨のぞんだのはなぜか、それを思い出せ。自分の『本気』が何を求めているのか、頭ではなく心で把は握あくしろ。

「……どうかな？　誤解、ちゃんと解けた？」

　隣となりを走るロロットが、上うわ目め遣づかいに尋たずねてくる。暫しばらくして、卓巳は頰ほおを緩ゆるめた。

「決めた」

「え？」

　どこかで聞いた台詞せりふだと思ったか、ロロットが両目をぱちくりさせた。

「お前に、決めた」

　繰くり返かえす。今度こそ、しっかりと揺ゆるぎない意志を込めて。

　たちまちロロットの顔がふやけた。えへへ～、という、いつも以上にだらしない笑み。

「決められちゃった♪」

「ああ、決めてやったさ。覚かく悟ごしとけよ？　今日からトリオ結成だからな」

　告げながら卓巳は頷うなずく。これで己のなかに一つの指針が出来た。まだすべてを吹っ切ったわけではないけれど、それでも自分が今何をしたいのかは明確になった。もう迷いはない。

　次いで卓巳は後ろを振り返り、遂ついにコーナーで失敗して転てん倒とうしたらしい巨きよ人じんの姿を認めた。

「で、もう一回訊きくけど、やっぱり二手に分かれるってプランはナシなんだな？」

「ナシ！　すっぱり諦あきらめて、ぼくと一いつ緒しよにヒーヒー言いながら逃げ回りましょう！」

　茶化すように返され、やれやれと苦笑する。どうやら腹を据すえるしかなさそうだった。

「……分かった。諦める。お前は馬鹿だ」

「うんうん、タクミはお利口さんだね」

「けどな、こうやって逃げてるだけじゃ、そのうち──」

　と、そこで急に視界が開けたため、卓たく巳みは反射的に口を噤つぐんだ。

　吹き抜けだった。天てん井じようから豪ごう華かなシャンデリアが垂れ下がり、手て摺すりから下を覗のぞけば一階には噴ふん水すいが見える。そして吹き抜け部分を挟はさんだ正面、向こう側の通路に誰だれかが立っていた。

　二人組の追っ手のもう一方だ。ひょろりとした体たい軀くの白人男性で、やはり学生ふうを装っている。短く刈かった金髪に、鋭するどい鷲わし鼻ばな。どこか苦労人を思わせる風ふう貌ぼう。首からはドッグタグを何枚も下げていて、それが装そう飾しよく品ひんというにも少し野や暮ぼったい。そして男の両りよう脇わきには、当然のように非常識な存在が控ひかえていた。

　初めは犬かと思った。でも違う。顔は確かに犬科の動物を思わせるし、身体からだは剛ごう毛もうに覆おおわれていたけれど、首から下は人間のそれだった。しっかりと二本の足で立っている。

　獣じゆう人じん、とでも呼べばいいのだろうか？　やや小こ柄がらな体軀に皮の鎧よろいを纏まとい、腰には長剣を一本提げていた。それが二体、主の号令を待つ忠実な飼い犬そのものの風情で佇たたずんでいる。

「……あれは俺おれにも分かる。狼おおかみ男おとこだろ？」

「ぶっぶー、はずれ。たぶんコボルトだと思うよ？」

　確認しておいてなんだけれど、至極どうでもいい。今問題なのは、どうやら逃げているつもりで、まんまと敵に誘ゆう導どうされたらしいということだ。

　白人の男がやおら腕を掲かかげ、サッとそれを振り下ろした。

「男と女を引き離せ、《放し飼いの猛犬たちアンチエインズ》っ！」

　待ちに待った「よし」の合図。二体の獣人が矢の如ごとく駆かけ出だした。ときに二足、ときに四足とめまぐるしく走り方を変えながら、本能のままフリスビーでも追いかけるみたいに。

　吹き抜けは円形で、通路はその周りを縁ふち取どるように存在する。犬いぬ顔がおの獣人たちはそれぞれ左右に分かれ、挟きよう撃げきするかたちで卓巳たちの元へと迫せまっていた。引き返そうにも背後の巨きよ人じんはすぐそこだし、進もうにも前は何もない空間だ。いよいよ事態は最悪だった。

　一か八か、もう飛び降りるしかないだろう。一階までの高さは相当なものだけれど、運が良ければ骨折程度で済む。悪ければ死ぬが、このままではどのみち自分もロロットもあとがない。

　ロープか何かあればな、と卓巳は思った。でも、それはないものねだりというものだ。

　──作りましょうか？

　ところが、こちらの無理な要求に応える声があった。

　足元を見ると、つぶらな瞳ひとみで何かを期待する小人たちと目が合う。動転に次ぐ動転で、彼らの存在をすっかり忘れていた。今の卓巳たちにとって唯ゆい一いつともいえる貴重な戦力なのに。

　──ロープがお要いりなら、作りましょうか？

　卓巳のイット、《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》が再び問うてくる。無論、答えは一つだった。

「出番だ！　働け、小人たち！」

　命じれば、反応はやはり劇的かつ迅じん速そくだった。一いつ瞬しゆんで凄すさまじい数に増ぞう殖しよくした小人たちが、あっという間に視界から消え、寸すん毫ごうあとには大量の材料を手に帰き還かんを果たす。

　そして作る。ひたすら作る。すべてを手作業で、しかし機械さえも凌りよう駕がする正確さと速度で以もって、ただ無心に作る。工作という名の悪戯ミスチフ──いや、存在理由レゾンデートルのままに。

　モール内のブティックから失敬してきたらしい大量の衣服が、瞬またたく間まに元の工業繊せん維いへと分解された。そして編み変えられた縄なわ状じようの先せん端たんにはフック、逆端には安全用の自動ストッパーと地面との距離を測るセンサーが備わり、そのまま卓たく巳みの腰に装着される。更さらに衝しよう撃げきを緩かん和わするための伸しん縮しゆく性せいのベルトが身体からだとロープを固定し、いっそ味気ないほど簡単に作業は終了。

　最後に──カチリ、と前回と同様、どこかで無数のネジが一いつ斉せいに締しまる音が響ひびいた。

　開始から僅わずか五秒ほどで、高度な制御機構を持つ丈じよう夫ぶな一本のロープが完成していた。まさに荒こう唐とう無む稽けい。神でも悪あく魔までも為なし得えない、妖よう精せいならではの冗じよう談だんじみた離れ技だ。

　人間の動体視力の限界を超えて余りある職人芸に、ロロットも珍めずらしく呆あつ気けに取られた様子で顔を強こわ張ばらせていた。わななくように唇くちびるから紡つむぎ出だされるのは、シンプルな一言だ。

「すごい……っ！」

　けれど卓巳は、その一言をしかと聞く時間さえ惜おしんだ。目を白黒させているロロットを小脇わきに抱かかえ、既すでにフックが手て摺すりに掛かっているのを確認すると、迷わず虚こ空くうに身を投げる。

　一いつ瞬しゆんの浮遊感のあと、急激な落下が始まった。
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　同時、背後から迫っていた巨きよ人じんが標的を見失い、走って来た勢いのまま吹き抜けに飛び出した。また同時、獲え物ものを逃した二体の獣じゆう人じんが、正面からぶつかって互いの額を強打した。

　卓たく巳みがロロットを抱えたまま音もなく一階に着地し、大きく孤こを描いて飛んだ巨きよ人じんが噴ふん水すいに落下して、二階の通路では獣じゆう人じんが脳のう震しん盪とうで倒たおれ伏ふす──それらもまた、すべて同時だった。

　そして一転、場がしんと水を打ったように静まり返る。

　逃にげ惑まどう客たちの喧けん騒そうを、どこか遠くに感じた。ロロットがきらきらと瞳ひとみを輝かがやかせて、事態を楽しんでいる。こちらを見下ろす白人の目には、はっきりと畏い怖ふの色が宿っていた。

「貴様っ……本当に、第二階かい梯ていか……？」

　階梯など知ったことではない。けれど、確かに奇き妙みような感覚ではあった。こんな状じよう況きようなのに不思議と心は凪ないでいて、今ならどんな無茶でもやれそうな気がする。敵のイットを前にさっきまで萎い縮しゆくしていた身体からだが、ここにきて驚おどろくほど軽かった。

　もちろん、そんなものは錯さつ覚かくだろう。しかし、少なくとも自分は無力ではない。誰だれが相手でも充じゆう分ぶんに渡り合うことができる。その力がある。そう考えて、卓巳は少し嬉うれしくなった。

　ロロットを、ちゃんと自分の手で護ってやれるのだ。

「タクミ、見て！　おっきいやつが起き上がるよ！」

　腕のなかでロロットが警けい戒かいを促うながしてくる。視線を送れば、見る影かげもなくなった噴水の瓦が礫れきの山から、巨人がのっそりと身を起こすところだった。二階の通路では、同じく二体の獣人が立ち上がる気配。当然と言うべきか、大したダメージは負っていないらしい。

　卓巳は腰からロープを切り離し、再び通路を駆かけ出だした。

「どうするの？　やっぱり、このまま逃げる？」

「いや、反はん撃げきしよう。あいつらなら俺おれでもなんとかなりそうだ」

「わ、すごい自信。でも、ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？」

「言うなって。実はかなりビビってるんだから」

「だったら、ぼくから一つアドバイス。もしまた何か作る気なら、欲しい道具をなるべく細部までイメージして。余よ裕ゆうがあるなら、大まかにでも声に出すともっといいはず」

　なるほど。その意味はすぐに分かった。分離型のイットは主人の意思を汲くみ取とり、ある程度なら自律的に行動できる。が、明確に指示を出したほうが、やはり精度は上がるのだろう。

　卓巳はロロットを抱えて走りながら、群れなす小こ人びとたちに新たな命令を下した。

「働け、小人たち！　作るのは──」

　言葉を重ねながら、脳裏に必要な道具をできる限り細かく描写する。

　途と端たん、小人たちがさっきと同じ──いや、それ以上の俊しゆん敏びんさで作業を開始した。




　　　　○




　白人の男、マットレイは焦あせっていた。

　標的は自分たちと同じ第二階梯だが、まだ妖精使いチエンジリングになって日が浅い。だから赤子の手を捻ひねるより簡単に仕事は片づくものと、そう考えていたのだが、どうも雲行きが怪あやしくなってきた。

『おい、野や郎ろうは本当に第二階かい梯ていなんだろうな？』

　耳につけた無線のイヤホンから、仲間のアジア系──ブルートの声が響ひびく。自身のイットがやや鈍どん重じゆうなため、今は先行するマットレイを遅おくれて追って来ているはずだった。

「ああ、それは間違いない。お前も奴やつの妖精の輪ガリトラツプは確認したろう？」

　そう告げながらも、マットレイ自身、俄にわかには信じ難い話だと思ってしまう。

『なら、さっきのあれはなんだ？　俺おれとお前がいいように手玉に取られた、あれは？』

「センスの差だろうな。同じ第二階梯だからこそ、才能の差が如によ実じつに出る」

『くそっ、ふざけやがって。なんの訓練も受けてないガキが、俺たちより上だと？』

　通路の床ゆかの至るところに描かれた小さな妖精の輪ガリトラツプを頼たよりに、マットレイはモールのなかを走る。保険として、両りよう脇わきを固めさせた《放し飼いの猛犬たちアンチエインズ》に敵の匂においも辿たどらせていた。

『馬ば鹿かにされんの覚かく悟ごで、今から他ほかの奴らに救きゆう援えんを頼たのむか？』

「無む駄だだ。今いま頃ころもう総そう崩くずれになっている」

　標的のタクミ・クドウは与くみしやすいと考え、部隊の大部分をリョウ・マサキに回したのが失敗だった。先のイット捌さばきを見せられたあとでは、自分とブルートだけでは些いささか心こころ許もとない。

『チッ、仕方ねえ。おい、こうなったら銃じゆうを使うぜ？』

「……よせ。この国ではご法はつ度とだ。足がつく」

　イットを最大限に用いている場合なら、妖精使いチエンジリングの姿は人に正しく認識されることはない。それは記録映像、例えばこのモールのそこかしこに設置されている監かん視しカメラの録画でも問題なく適用される。だが銃はまずい。空から薬やつ莢きようや弾だん痕こんという明確な物的証しよう拠こが残る。

『心配するな。たかがガキ一人、一発で仕留めてやる』

「一発でも問題なんだ。お前は日本の銃規制に対する潔けつ癖ぺきさを知らんから、そんなことが言える。警官でさえ、よほどのことがない限り発はつ砲ぽうが許されないような国なんだぞ？」

『なら、正々堂々やり合うか？　それで任務失敗のほうがヤバイだろうが』

　任務失敗、という言葉がマットレイの両肩に重く圧し掛かった。自分たちの指揮官であり恩おん主しゆでもある『彼女』に顔向けできなくなるのは、ある意味、死よりも辛つらい。

「……分かった。ただし証拠は隠いん滅めつしろ。死体も、弾たまも、薬莢も、すべてだ」

『死体と薬莢はともかく、弾なんてどうすりゃいいんだ？』

「見失ったら、俺の《放し飼いの猛犬たちアンチエインズ》で火薬の匂いを追ってやる！　壁かべに埋うまったら、そのときはお前の《腕力頼みの無精者レイジフエロウ》でほじくり出せ！　いいな!?」

　へいへい了りよう解かい～、と適当に返事をして、ブルートが沈ちん黙もくする。まったく、いい加減な奴だ。

　それからほどなくして、マットレイは足運びを僅わずかに緩ゆるめた。妖精の輪ガリトラツプが非常口のほうへと続いていたからだ。相手は屋外に逃げるつもりなのかもしれない。そう考えると気が急せいたが、この辺りは遮しや蔽へい物ぶつが少ない隘あい路ろだ。待まち伏ふせの可能性を考慮し、やむなく慎しん重ちように進む。

　曲がり角、非常口へと伸びる最後の一本道の手前で、マットレイは立ち止まった。

「様子を探れ、《放し飼いの猛犬たちアンチエインズ》」

　まず獣じゆう人じんたちを先に行かせる。問題なしと判断してから、自分も角を曲った。

　標的の姿はどこにも見当たらなかった。人が隠かくれられそうなスペースも存在しない。となると、やはり外に逃げたか。マットレイは非常口の扉とびらに向かおうとして──ふと気がついた。

　床ゆかに妖精の輪ガリトラツプがない。ちょうど通路の角のところで、ぷっつりと途と切ぎれてしまっている。あたかも標的が、そこで煙けむりみたく消失でもしたかのように。

　作戦前に瞼まぶたに塗ぬった、妖精の輪ガリトラツプを視覚化するための秘薬の効果が切れたのだろうか？　いや、それはないはずだ。現にここより前に残された妖精の輪ガリトラツプは、今もきっちりと目に映っている。

「いったい、どうなって──…………？」

　不意に違和感を覚えた。目の前の壁かべが、どことなく気に障さわったのだ。最初は何がおかしいのか分からなかったが、手で触ふれてみるとそれは明らかだった。

　感かん触しよくが異様に軽いのだ。まるで壁そっくりの質感の紙を貼はった、発はつ泡ぽうスチロールか何かのような撫なで心地だった。

　まさかっ、と俄にわかに戦せん慄りつする。けれど、そのときにはもう、すべてが遅おそかった。

　突とつ如じよ、壁を突き破り、その向こう側から凄すさまじい衝しよう撃げきがやってきた。

「が……っ！」

　ひとたまりもなかった。マットレイは獣人たち共々なぎ倒され、床に叩たたきつけられた。それでも半ば意地で意識を繫つなぎ止とめるが、身体は殆ほとんど動かない。ダメージからではなく、何か鋼こう線せんで編まれた強きよう靭じんなネットのようなものが、自分とイットを床に縫ぬい止とめて拘こう束そくしていた。

　完全に嵌はめられたことを悟さとる。マットレイが一本道と思い込んでいた曲がり角は、その実、Ｔ字路だったのだ。ただ、非常口に続く左手側の通路とは逆、右手側の通路が本物と瓜うり二ふたつのハリボテの壁で塞ふさがれていたため、そう誤認してしまった。妖精の輪ガリトラツプが見当たらないのも当然だ。何しろ敵は、即そく席せきの壁を作り、その裏側に潜ひそんでいたのだから。

「──思ったより上う手まくいったな」

　障しよう子じみたく薄い壁に、ぽっかりと開いた大穴。その穴をくぐり、標的の少年が姿を現した。手には榴弾発射器グレネードランチヤーのような道具を持っている。ネットを射出した装置だろう。

「この調子であと一人か。結構しんどいぞ、これ」

　言いながら、少年が無造作に足を振り上げた。

　意識を刈かり取とられる寸前、マットレイは心の底から驚きよう嘆たんした。これだけ大それた真ま似ねをしておきながら興奮も何も感じさせない、少年のごくごく自然体な物言いに。




　　　　○




「マットレイ！　おい、マットレイ！　……畜ちく生しようがっ、どうなってやがる!?」

　奮ふん然ぜんと吐き捨て、ブルートは手近な壁かべを殴なぐりつけた。さきほどから相方が一向に呼びかけに応じないのだ。あの生き真ま面じ目めなマットレイが無線に出ないとなると、それだけ状じよう況きようが立て込んでいるか、でなければ既すでに本人が事切れているかのどちらかだろう。

　傍かたわらをのし歩く巨きよ人じんを盾たてにしつつ、ブルートはホルスターから自動式の拳けん銃じゆうを抜いた。

「くそっ、くそったれめ！　マットレイをやりやがったのか、あんなガキが！」

　妖精の輪ガリトラツプは二方向に分ぶん岐きしていた。一方は非常口に続いているが、こちらは古い。新しい足あし跡あとは、階段で地下の駐車場に向かっていた。ブルートは迷わず階段を降りる。

　やがて辿たどり着ついた駐車場は、深い闇やみに閉ざされていた。理由は単純だ。照明が残らず消えている。もちろん、電気系統の故障ではないだろう。ここに逃げ込んだ何者かが、意図的に潰つぶしたのだ。早く誰だれか直せよと思うが、それも期待薄うすだった。この不可解な消灯が悪戯ミスチフによって為なされたものなら、まず短時間での復旧は見込めない。

　非常灯の頼たよりない輝かがやきだけが、今や唯ゆい一いつの光源だった。いや、足元を走る妖精の輪ガリトラツプも僅わずかに明かりとして利用できるか。ただ敵も考えたもので、イットをそこらじゅう無秩序に走り回らせたのか、妖精の輪ガリトラツプの軌き跡せきに一貫性がなかった。これでは相手の居所を特定するのは不可能だ。

　障害物に事欠かない駐車場という戦場ステージ、そしてこの暗くら闇やみ──明らかに罠わなだった。

「隠かくれても無む駄だなんだよ！　猿さる知ぢ恵え働かせてないで、とっとと出てきやがれ！」

　ドスを利かせて叫さけぶも、当然だが応こたえはない。今ので少しでも怯ひるんで気配の尻しつ尾ぽを摑つかませてくれれば儲もうけものだったが、やはり効果なしだ。業ごう腹はらだが、もう認めるしかないだろう。

　ガキとはいえ、こいつは決して侮あなどっていい相手ではない。妖精使いチエンジリングとしての才能云うん々ぬん以前に、素人しろうととは思えないほど肝きもが据すわっている。罠を張り、こちらをおびき寄せ、隙すきあらば逆ぎやく襲しゆうに打って出るだけの強したたかさを持つ。マットレイも油断から、やはりこいつにやられたのだ。

　だが自分は違う。相棒と同じ轍てつは踏ふまない。見つけ次第、即そく射しや殺さつする。もう証しよう拠こ隠いん滅めつなど知ったことではなかった。ブルートは慎しん重ちように慎重を重ね、巨人と共に駐車場を進んで行く。

　と、どこかで微かすかに足音が響ひびいた。

　反射的にそちらに銃じゆう口こうを向け、しかしブルートは瞠どう目もくする。宙にぼんやりと何かが浮いていたからだ。緩ゆるく放物線を描いて飛ぶ、それは握にぎり拳こぶしくらいのサイズの鉄の塊かたまりだった。

　まさか、手しゆ榴りゆう弾だんか？　奴のイットは、そんなものまで作れるのか？

　普ふ通つうに爆ばく発はつするタイプか、あるいは鎮圧用の閃光音響手榴弾スタングレネードか。いや、どちらにしても対応は一つしかない。ブルートは咄とつ嗟さに巨きよ人じんの陰かげに隠かくれると、その場に屈かがみ込んで頭を庇かばった。

　爆ばく風ふうはこれで凌しのげる。光と音までは遮しや断だんできないが、それでも直ちよく撃げきさえ受けなければ、あとはどうとでもなるはずだ。自分の射しや撃げきの腕なら、多少の前後不覚くらい問題には──

　甘かった。判断のミスは、すぐに証明された。

　突とつ如じよ、闇やみで躍おどり狂くるう凄すさまじいスパーク。

「ぎ……ッ！」

　まともに悲鳴をあげることもできず、ブルートは思わぬ一いち撃げきに叩たたきのめされた。

　自分の身に何が起きたのか分からなかった。なんとか理解できたのは、謎なぞの投とう擲てき物ぶつが空中で火花を散らした瞬しゆん間かん、全身にとてつもない衝しよう撃げきが走り抜けたということだけだ。

　悶もん絶ぜつし、暫しばらく辺りをのた打ち回ったあと、ようやく認識が追いついてくる。相手が投じたのは確かに非殺傷用の装備だったが、撒まき散ちらされたのは光でも音でもなかった。

　電でん撃げきだ。あの手しゆ榴りゆう弾だんが、事もあろうか激しい放電現象を起こしたのだ。

　しかも、高度な訓練を受けているこの自分を一撃で無力化するほどの電圧。気絶はしなかったものの、非ひ接せつ触しよくでこの威い力りよくは常じよう軌きを逸いつしていた。距離も一〇メートルはあったはずなのに。

　こんなものを使えば、相手も無事では済まないはずだ。それとも、何か絶ぜつ縁えん性せいの防護服でも作ったか。いや、まさか指向性の電撃……？　馬ば鹿かな。それこそあり得ない。

「くそ……ったれ、がぁ……っ！」

　千ち々ぢに乱れる思考。それでもブルートは、どうにか頭を起こして銃じゆうを構える。しかし目線も照準もまるで定まらなかった。揺ゆれる視界が、自動車の陰かげから人ひと影かげが飛び出すのを捉とらえる。

　標的の少年だ。大きく腕を振りかぶり、オーバースローの体勢を取っていた。

　今の手榴弾と同じものを、もう一度投げるつもりなのだ。喰くらえば、今度こそ意識を持って行かれる。だが、そうと分かっていても手足に力は入らず、また対たい抗こう策さくも浮かばなかった。

　駄だ目めだ。打つ手がない。やられる──

　そう思った瞬しゆん間かん、少年が唐とう突とつにフォームを崩くずした。いや、投げるのをやめたのだ。

　ここまでやっておいて、土ど壇たん場ばでとどめを躊躇ためらった？　違う、そうではない。おそらく何かアクシデントが起きたのだ。ブルートはそう直感した。

　なんであれ、この機を逃がす手はなかった。

「……奴やつを蹂じゆう躙りんしろ！　《腕力頼みの無精者レイジフエロウ》っ！」




　　　　○




　卓たく巳みが駄だ目め押おしの一いち撃げきを加えようとした矢先、それは起こった。

　最初に感じたのは、ピキッという小さな破は砕さい音おん。それが幾いくつも連続して、かと思えば直後には、手のなかの手榴弾が原型も留めぬほどバラバラになった。

　分解ではない。破は壊かい──いや、自じ壊かいだ。手榴弾を構成していたあらゆるパーツが、まるで緩ゆるまった紐ひもの結び目みたいに勝手に解ほどけて、二度と再利用できないほど徹てつ底てい的てきに砕くだけ散ちったのだ。

　卓たく巳み自身、まったく予期せぬ出来事だった。あまりのことに一瞬、放心してしまう。

「……奴やつを蹂じゆう躙りんしろ！　《腕力頼みの無精者レイジフエロウ》っ！」

　そうこうしているあいだに、相手が反はん撃げきに転じた。電でん撃げきなど物ともしなかったらしい巨きよ人じんが、雄お叫たけびと共に突とつ進しんを開始する。我に返った卓巳は、泡あわを食って踵きびすを返した。

　車の合間を縫ぬって逃げながら思うことは一つだ。なぜ、手しゆ榴りゆう弾だんは急に壊こわれたのか。

　単に工作に失敗したのだろうか？　自分のイメージが足りなかったとか、あるいは小こ人びとたちが悪戯ミスチフを正しく発動できなかったとか、そのあたりの原因が理由で。

　でも、どちらの場合も釈しやく然ぜんとしないものが残る。一発目はきちんと作動したのに、二発目は不発ですらない自じ壊かいという体ていたらくは、なんだかとても納得がいかない。となれば──

「もしかして……昨日きのう、燎りようが言ってた『制約』って、これのことか？」

　イットの悪戯ミスチフは万能なものほど、使い勝手が悪くなるのだと聞かされていた。具体的には、厳守せねばならない規則や、クリアしなければならない条件が多くなるのだという。

　卓巳の《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》には、確かにある種の万能性がある。短時間で素晴らしく高度な道具を作り上げる工作の悪戯ミスチフは、使い方さえ誤らなければ、あらゆる事態に対応できるだろう。しかし、だからこそ、どこかにとんでもない落とし穴があってもおかしくはなかった。

　状じよう況きようから推察するに、たぶんタイムリミットだろう。

　小人たちが作った道具は、おそらく使用・未使用に拘かかわらず、一定の時間が経つと壊こわれてしまうのだ。何を作るかによって違いが出てくるのかもしれないけれど、少なくとも手榴弾は作成から五分ほどでバラバラになってしまった。

　五分──随ずい分ぶんとシビアな時間設定だ。これはかなり厄やつ介かいな縛しばりだろう。

　事前に道具を作っておきたくとも時間の調整が足を引っ張り、かといって敵と面と向かって作業を行なうのは、あまりにもリスクが高い。どれほど小人たちが素早いといっても、指示・工作・完成・使用と、これら必要最低限のアクションを満たすには、必ず相応の手間を要するのだ。今のように銃じゆうを持った敵が相手では、僅わずか数秒でも致ち命めい的てきなタイムラグといえた。

　と、そこで背後から、みしみしと何かが軋きしむ不ふ吉きつな音。

　走りつつも振り返れば、巨きよ人じんが一台の車を両手で軽々と持ち上げているところだった。

「噓うそだろ……っ!?」

　思わず呻うめく。考える暇ひまもなく横っ飛びで身を投げ出した直後、殆ほとんど水平に投げ飛ばされたフェラーリが卓巳の靴くつの爪つま先さきを掠かすめ、他の自動車を巻き込みながら盛大に横転した。

　次いで耳を聾ろうする爆ばく音おん。フェラーリを含め数台の車が、エンジンルームから猛もう然ぜんと火を吹いたのだ。眼前を炎の壁かべに遮さえぎられて、卓巳はなす術もなく逃げ道を失う。

「……ッ、働け小人たち！」

　反射的にイットを頼たよろうとするも、何を作るか決めあぐねているうちに、

「やらせるな、《腕力頼みの無精者レイジフエロウ》っ！」

　巨きよ人じんの後方から追いついてきたアジア系の男が、怒ど気きも露あらわに声を張り上げた。さすがと言うべきか、多少ふらついてはいたものの、もう電気ショックから立ち直っている。

　巨人が狙ねらったのは、卓たく巳みでもなければ小こ人びとたちでもない──駐車場そのものだった。

　握にぎり締しめた拳こぶしを足元に叩たたきつけ、それによって地下に激げき震しんを走らせたのだ。

　とてつもない破は壊かい力りよくだった。コンクリートの床ゆかに巨きよ大だいなクレーターが穿うがたれ、衝しよう撃げきで周囲に停めてあった車が、一いつ瞬しゆん、宙に浮いたほどだ。卓巳でさえバランスを崩くずし、膝ひざをついた。ウェイトの軽い小人たちなど、それこそオモチャのように辺りをバウンドするしかない。

「そのまま床ゆかを殴なぐり続けて、野や郎ろうのイットの身動きを封ふうじておけ！」

　続く指示も的確だった。巨人がパンチを連打に切きり替かえ、間断なく足場を揺ゆらし始める。そのたびに小人たちが、面おも白しろいように転び、宙を舞まい、そして行動を阻はばまれた。

「はっ！　形勢逆転だな、クソガキ！　好き勝手やってくれたじゃねぇか！」

　男は英語で、何やらチンピラまがいのことを捲まくし立たてているようだった。けれど言葉とは裏腹に、行動はとても慎しん重ちようだ。勝ちを急がず、銃じゆうを構えてゆっくりとこちらに近づいて来る。

「…………まいったな」

　絶体絶命だった。これはもう、ほぼ詰つんでいる。たった一度の失敗で、すべてが台無しになってしまった。悪戯ミスチフの欠点を正確に把は握あくしていなかったことが、今いま更さらのように悔くやまれる。

　逃げ場もない。イットも使えない。卓巳は車の陰かげに隠かくれていたが、今やそこから顔を出すことさえおぼつかなかった。男との距離は既すでに一〇メートルを切っている。この間合いでは、寧むしろ銃を外すほうが難しい。ちょっとやそっとのことでは、巻き返しを図れない状じよう況きようだった。

　とはいえ──

　そう簡単に死を受け容れられるほど、卓巳も諦あきらめがいいほうではない。

　一応、最後の策もあるにはあるのだ。いや、策というより、もうやぶれかぶれみたいな方法が。ただ、それにはかなり際どい綱つな渡わたりを要求される。鍵かぎとなるのは距離とタイミングだった。

　なるべく接近したい。でも、そうすると被ひ弾だんする可能性が更さらに高まる。相手の虚きよを衝つく必要があった。そのための布石は、当初の目的とは違うけれど、既に打ってある。あとは彼女が、卓巳の苦境を察してくれるのを祈いのるばかりだ。呼吸は、こちらのほうで合わせる。

　そして、その一瞬はあっさりと訪れた。

「待ちなさい！　ぼ……わたしの騎き士しに手を出すことは、何なん人ぴとであっても許しませんよ！」

　駐車場に朗ろう々ろうと響ひびき渡る声。似合わない台詞せりふを口にしたのは、もちろんロロットだ。男の背後、二〇メートルほど離れた場所に立つ柱の陰に、二人分の傘かさを持って佇たたずんでいた。

　ロロットにどこかに隠れているよう指示したのは卓巳だ。言いい包くるめるのは骨が折れたが「もしものときは相手の注意を惹ひいてくれ」と役割を与えたのが良かった。本当はそういう名目で、危険から遠ざけておきたかっただけなのだけれど、まさか最後で決め手になるとは。

「なんっ──!?」

　男が凝ぎよう然ぜんと後ろを振り返った。しかし相手が第一王女と知って、すぐに胸を撫なで下おろす。

　やはり撃うたない。ロロットは標的ではないし、何より放ほうっておいても害はないと判断したのだろう。ともあれ、そのときには既すでに、卓たく巳みは車の陰かげから身を躍おどらせていた。

　彼ひ我がの距離は、およそ七メートル。懐ふところに入るにはまだ遠い間合いだ。一いつ瞬しゆんの隙すきだけで埋うめられる隔へだたりではない。けれど、ただの人では無理でも、イットならばどうか。

　卓巳は走りながら、前まえ以もって掌てのひらに乗せておいた小こ人びとたちを、男目掛けて全力で投げた。

　狙ねらいは拳けん銃じゆう。オーダーは一つ。

「解バ体ラせ！」

　空中を渡った数体の小人は、雑な扱あつかいにも嫌いやな顔一つせず、たちまち拳銃に取りついた。

　気配を察し、男がこちらに視線を戻もどす。のこのこ姿を現した馬ば鹿かな獲え物ものを見て、口の端はしが獰どう猛もうに吊つり上あがった。そして躊ちゆう躇ちよなく引き金が引かれる。

　けれど、弾たまは発射されなかった。

　瞬まばたき一つないあいだに、小人たちが見事に仕事をやり遂とげたのだ。

　拳銃は男の手のなかで分解された。遊底スライドを外され、弾倉マガジンを抜き取られ、主要パーツを除去されて、薬室に装そう塡てん済みだった初弾さえも奪うばわれた。あとに残ったのは、銃把グリツプと最低限のフレームだけだ。引き金はそのまま残されているあたり、なんとも皮肉が利いている。

　だから男も、そうとは知らずに再び引き金を引いた。しかし拳銃は応こたえない。焦あせって何度も指を動かすけれど、やはり弾は出ない。男の目が銃じゆうに焦しよう点てんを結ぶ。そこでやっと事態を悟さとったのか、顔が啞あ然ぜんと引ひき攣つった。だが遅おそい。肉にく迫はくする時間は、もう充じゆう分ぶんに稼かせいでいた。

「この──っ！」

　駆かけ込こみざま、殆ほとんどドロップキックの要領で、男の顔面に靴くつ底ぞこをめり込ませた。プロとまともに殴なぐり合あうつもりはない。体格差を利用した、全体重を乗せての渾こん身しんの蹴けりだった。

　男が勢い良く吹き飛ぶ。次いで、卓巳も受け身を取れないまま床ゆかに落下した。

「タクミ！」

　ロロットが心配そうな顔で、こちらに走り寄って来る。背中から落ちた卓巳は、咳せき込こみながらも慌あわてて彼女を手で制そうとして──すぐにその必要がないことに気づいた。

　男は綺き麗れいに失神していた。いつの間にか、駐車場を拳こぶしで震しん動どうさせていた巨きよ人じんの姿も、どこかに消えている。主人の戦せん闘とう不能に伴ともない、イットも実体を保てなくなったのだろう。

「終わった、のか……？」

　どうやら勝ったらしい。そう理解するやいなや、急に足が震ふるえ始はじめた。今まで冷静に立ち回っていた自分が、まるで噓うそみたいだ。今いま更さらだけれど、なんだか色々なことが信じられなかった。

「すごいよ、タクミ！　大金星っ！」

　ロロットが興奮を抑おさえきれない様子で、手放しに賞賛してくれる。

　とりあえず、この笑顔が見れただけでも頑がん張ばった甲か斐いはあったな、と卓巳は思った。




　だいぶ派手に騒さわいだ。まだ他ほかに敵がいるかもしれない以上、いつまでもショッピングモールに留とどまるわけにはいかない。そう判断して、卓たく巳みとロロットは再び外に向かった。

「燎りようはなんて？」

　傍かたわらを歩くロロットに訊きく。燎と連絡を終えた彼女は、携けい帯たい電話をしまいながら答えた。

「あっちも片づいたみたい。今、ぼくたちのほうに向かってるって」

「そうか。なら、ようやく一段落だな」

「リョウ、タクミのこと褒ほめてたよ。第二階かい梯ていにしては結構やる連中だったのに、って」

「そ、そうなのか？　……なんか想像しづらいな、あいつが他ひ人とを褒めるところなんて」

　頰ほおを搔かきつつホールを抜け、入って来たときとは別の入り口から外に出る。空は相変わらず曇くもっていて、世の穢けがれを悉ことごとく洗い流さんとするかのように、世界は雨で満たされていた。

　天気予報め。そう思いながら、卓巳は高校生が持つには渋しぶ過すぎる柄がらの黒い傘かさを開く。

「──傘、律りち儀ぎに持って逃げてたんだな？」

「当たり前じゃない。貸してもらったものは返さなきゃ」

　確かに当たり前だ。生き死にの瀬せ戸と際ぎわでその当たり前を実じつ践せんできるのは、並なみ大たい抵ていのことじゃないけれど。卓巳は肩を竦すくめ、次いで気になっていたことを尋たずねることにした。

「昨日きのうからちょこちょこ耳にするけど、さっきも言ってたその『階梯』ってのはなんだ？」

「妖精使いチエンジリングの力量を表す目安──要はランクのことだよ。妖精の輪ガリトラツプの形で分かるの」

「妖精の輪ガリトラツプの形？　みんな同じなんじゃないのか？」

　卓巳は未いまだに自身のイットの妖精の輪ガリトラツプさえ確認していないから、いまいちピンとこない。

「ううん、違うよ。接せつ吻ぷんを授けてくれる翅族アルフの血筋によって、色や形に違いが出るの。有力な貴族だと家か紋もんがそのまま妖精の輪ガリトラツプになるね。で、その紋もん章しようを囲うサークル部分が階梯を示してる。だから、妖精の輪ガリトラツプを視覚化する道具を使えば、一発で相手の実力が分かっちゃうんだよ」

　まぁ、あくまでおおよそだけどね、と前置きしたあと、ロロットは更さらに続けた。

「第一階梯で認識のフィルターが取とり払はらわれて、第二階梯でどうにかこうにかイットが使えるようになる。イットを完全に御し切れるようになるのは第三階梯からで、つまりそこでようやく一いつ端ぱしの妖精使いチエンジリングの扱あつかい。あとはもうエリートだね。第四階梯はイットの力を一時的に限界まで引き出して大技が撃うてる段階で、第五階梯に至っては英えい雄ゆうクラスだよ」

「つまり、全部で五段階ってことか」

　なぜかロロットが「ん……一応」と僅わずかに返答に詰つまった。何か引っ掛かる言い回しだ。

「にしても、英雄っていうのは凄すごいな。ちょっと吹かし過ぎじゃないか？」

「全然っ。字じ面づらのとおりだよ。第五階梯は尋じん常じようじゃないよ、ほんと」

　ちょっと真しん剣けんな表情になって、ロロットが力説する。

「第五階梯は今、アヴァロンに両手の指ほどもいないんだけど、ぼく、そのうちの一人と仲良しだから、本気で力を使うところを見せてもらったことがあるもの。あれは殆ほとんど天変地異だね」

　ふぅん、と相あい槌づちを打つ。天変地異というのは、さすがに眉まゆ唾つばっぽいと思ったけれど。

「ちなみに、それってどんな奴やつ？　……男？」

　意味のない質問だった。そのうえ、最後の一言が明らかに余計だ。案の定、ロロットの顔がぱぁっと輝かがやく。でも、彼女が何を言うよりも先に、

「私だよ、少年」

　横から解答が提示された。

　はっと卓たく巳みの歩みが止まる。呼吸も途と絶ぜつし、その一いつ瞬しゆん、心臓までもが凍こおりついた。

「麗うるわしの姫ひめ殿でん下かと仲良しの第五階梯とは、即すなわちこの私のことだ。だからそう悋りん気きを燃やす必要もない。こんな年寄り相手にムキになっては、レディに愛想を尽つかされるぞ？」

　声の主が可お笑かしそうに続けた。金かな縛しばりに遭あった卓巳に代わり、ロロットが平然と返す。

「ぼくは可愛かわいいと思うよ？　男の子のやきもち」

「おや、さすがは姫。まるで息をするように、のろけるね」

　相手も気さくに応じてみせた。こちらとの距離は、思いもかけず近い。それはもう危険なほどに。なぜ、今の今まで第三者の存在に気づけなかったのだろう？

　決まっている。その男が雨のなかに佇たたずんでいたからだ。

　この豪ごう雨うのなか傘かさも差さず、インバネスや山やま高たか帽ぼうを濡ぬれるに任せ、口に咥くわえたパイプから悠ゆう然ぜんと紫し煙えんを燻くゆらせて、アルマン・レイニード──雨男の名のとおりに。

　あまりに雨が似合い過ぎていて、いっそ気き障ざとさえ取れる立ち姿だった。初めてロロットと会った際に覚えた風景の調和とは、また別種の一体感を滲にじませている。

「ヒーホウ。本日はお日ひ柄がらも良く何よりだ、ロロット姫。それに少年もな」

「うん、ヒーホウ。なんだか今日きようはいつにも増して楽しそうだね、アルマン」

「ああ、楽しいとも。手に汗あせ握にぎる好カードを観たばかりでね。少しハイになっている」

　親しげに会話を交わす二人を見て、卓巳はロロットにそっと耳打ちした。

「……お前ら、いったいどういう関係なんだ？」

「アルマンはね、ぼくの元家か庭てい教きよう師しなんだよ。礼れい儀ぎ作法や勉強の他ほかにも、乗馬とか人間世界のこととか色々教えてもらったね。あと、最近まで燎りようにイットの手ほどきもしてくれてた」

　なんてことないふうに言われて、さすがに混乱する。

「なら……なんで今は敵対してるんだよ？」

「原因など些さ細さいなことさ、少年」

　聞こえていたのか、アルマンが苦笑と共に告げてくる。

「私が教師を辞めたあと、彼女は己おのが理想を叶かなえるため改革派に所属し、そして私は元から保守派に与くみしていた。ただ、それだけのことだよ」

「そんなあっさり片づけていい問題か？　場合によっちゃ命の奪うばい合あいまでするのに」

「理解できんかね？　だが先刻の戦いぶりからするに、おそらくきみは、きみが思っている以上に簡単に『こちら側』へと踏ふみ出だせる人種だぞ？　少なくとも私は、そう感じた」

「見てたのかよ。でも、屋内なのにどうやって──」

　やおらアルマンが手を振った。いや、手に持っていた物を示したのだ。双そう眼がん鏡きように柄えをつけたようなその道具は、年代物のオペラグラスだった。透とう視し機能でもついているのだろうか？

「拝見させてもらったとも。未いまだ毛も生はえ揃そろわぬひよっこたちとはいえ、彼らは私が想像していたよりもずっと優ゆう秀しゆうだったな。途と中ちゆうで無ぶ粋すいな得物を抜ぬいたのは減点だが、順調に研けん鑚さんを積めば第三階かい梯ていは堅かたいだろう。だが、そのうちの二人を相手取り、きみは見事に勝利を収めた」

「たまたまだ。死しに物もの狂ぐるいだったしな」

　ぞんざいに応える。いつでも動けるようにと腰を落とし、相手の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注意を向けながら。もちろん、ロロットを背中に庇かばうことも忘れなかった。

　けれど、当のアルマンは鷹おう揚ようにかぶりを振って、こちらの気勢を削そぐ。

「今日きようはただの挨あい拶さつだ。これ以上、きみを追い詰める気はないよ」

「えらく余よ裕ゆうがあるんだな」

「紳しん士しだからね。まぁ、きみがどうしてもと言うなら、受けないわけにもいくまいが」

　服の裾すそがくいくいと引かれる。背後のロロットだ。言いたいことは分かっていた。

「……遠えん慮りよしておく。濡れるのはごめんだけど、雨は割と好きなんだよ」

　世界から雑音が消えるし、何よりロロットと出会ったのもこんな雨の日だったから。

「なのに、今ここであんたとやり合うと、これから先、一生、雨が嫌きらいになりそうだ」

「この天候が《氾濫せし暴れ馬スタンピード》に有利に働くと悟さとったか。ふふ、正解だ」

　アルマンは単眼鏡モノクルの向こうで目を細め、次いでこんなことを言い出した。

「失礼とは思ったが、きみのことを多少調べさせてもらったよ。名は、タクミ・クドウ──いや、これではまた真ま崎さき燎りように叱られるな。玖く堂どう卓たく巳みだ。発音は合っているね？」

「？？？　合ってるけど……なんだよ、急に？」

「昨日きのうも話したが、私はネーミングに拘こだわる性た質ちでね。そんな私の感性からすると、きみはなかなか興味深い名前の持ち主のように思えるのだよ。というより、イットのことを考えれば『駆く動どう』に『匠たくみ』とは些いささか狙ねらい過すぎなくらいだ。きっと、お父上のセンスが宜しかったのだろう」

　最後の「お父上」という部分だけ、妙な強調が為なされた。それで相手が何を言いたいのか悟り、思わず意識が沸ふつ騰とうしかける。背後のロロットが怒ど気きに中あてられ、うひっと首を竦すくませた。

　アルマンが笑みを深める。こちらの反応で、なんらかの確信を得たのだろう。

「きみのイットは、とてもユニークだ。《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》。それを生み出したきみの内面にも大いにそそられるものを感じていたが──やはり注目すべき点はそこか」

「お前……っ！」

「あぁ、待て待て。勘かん違ちがいしてはいけないぞ？　私は、きみのお父上に対して含むところは何もない。本当だ。誓ちかってもいい。今のはただの確認であって、他意はないのだ」

　いけしゃあしゃあと語るアルマンに、卓たく巳みは毒気を抜かれて黙だまり込こむ。何を言っても暖簾のれんに腕押しという気がしたからだ。こういう相手だということは、薄々察していたのだし。

「で、確認ついでに訊きくが──お父上は、きみを技術者に？」

「……まさか。親父おやじはそこまで考えてないよ。名前にしたって適当につけただけだろ」

「なるほど。だとすると、なおのこと興味深いな、玖く堂どう卓巳」

『少年』は晴れて卒業、フルネームで呼ばれるようになった。燎りようの言うとおり確かに鬱うつ陶とうしい。

「姫ひめから〈比ひ翅よくの騎き士し〉については聞いたかね？」

　突とつ然ぜんの話題変更だった。いや、あるいは繫つながりがあるのか。アルマンが、ちらりとロロットに目配せする。しかし彼女が何も答えないため、代わりに卓巳が「ああ」と頷うなずいた。

「一応な。円えん卓たく一三翅し族ぞくにしか生み出せない、変革の象しよう徴ちょうなんだろ？」

　確認がてらそう尋たずねてみるも、返ってきた反応はあまり芳かんばしくなかった。

「なんと。まだその程度かね。それでは何も分かっていないに等しいな」

　アルマンは不満げに唸うなり、しかしすぐに持ち前の自信家ぶりを取とり戻もどして続ける。

「ならば、早く自分が何者かを知りたまえ。でないと、始めるものも始められん」

「始める？　……誰だれが、何を？」

「多くの者たちが、それぞれの道を、さ」

　言って、アルマンは歩き出した。《氾濫せし暴れ馬スタンピード》に乗って騒そう々ぞうしく退場するような真ま似ねはせず、ゆったりと雨を楽しむような足取りで、こちらに己おのが背中を見せつけながら。

「私も、きみの観察をそろそろ本格的に始めたいところだ。この次に会うときは、もっと私を胸むね躍おどらせたまえ。それが、昨日きのうきみを見み逃のがした私への、唯ゆい一いつの礼となる」

　手を振りつつ言げん外がいに告げてくる。次こそ決着を先延ばしにはしない、と。

「そして、最後に忠告だ」

「？」

「きみが護まもるべき、その姫君には気をつけたまえ。彼女は稀き代だいの悪人だぞ？　しかも、自分について来れない者たちを見放すことも、そっとしておいてやることもできず、その尻しりに片かたっ端ぱしから火をつけて回る──そういうタイプの悪人だ。共に往ゆくには覚かく悟ごがいるぞ？」

　言葉に釣つられて背後を振り返る。ロロットは複雑な笑みを浮かべていた。

　卓巳が視線を逸そらしたあいだに、アルマンは立ち去った。置おき土産みやげに思わぬ爆ばく弾だんを残して。

　世界が静けさを取り戻す。寄より添そう赤と黒の傘かさの表面を、大おお粒つぶの雫しずくが間断なく叩たたく。

　雨は割と好きなほうだけれど、今ばかりは晴れてほしいな、と卓巳は思った。













　　　第三章　強風にご注意、悪の華散らし







　長い沈ちん黙もくの末に発せられた第一声は、まるで虫けらを前にした者の言い草だった。

『──無ぶ様ざまだな』

　だが、その端たん的てきな酷こく評ひようをきっかけに、身体からだの緊きん張ちようが僅わずかに解ける。床ゆかに跪ひざまずいた姿勢で対たい峙じ者しやの言葉を待ち続けていた彼女は、今ようやく面おもてを上げることを許されたのだ。

「……申し訳ありません」

『私が求めているのが謝罪だと思うか？』

　いくぶん険を増した壮そう年ねん男性の声が、仄ほの暗ぐらい空間に微かすかな雑音を伴ともって響ひびく。そこは市内のとあるマンションの一室、有事の際に備えて用意された隠れ家セーフハウスの一つだった。

　室内に彼女の他ほかに人ひと影かげはない。代わりに部屋の中央には、一ひと抱かかえほどもある水すい晶しよう球だまが台座に据すえられて置かれている。ちゃちな占うらないの小道具じみたそれが、姿なき男の声の出で所どころだった。

『おあつらえ向きの仕事をくれてやったつもりだったのだがな。人間世界そちらで遊ゆう興きように耽ふけるばかりの王女を「正道へ導く」と豪ごう語ごしたのは、いったい誰だれだった？』

「…………申し訳ありません」

『くどい。馬ば鹿かの一つ憶おぼえのように、同じ台詞せりふを繰くり返かえすのはやめよ』

　尊そん大だいな口調と共に淡あわく発光する水晶球は、いわば高度な長距離用通信装置だ。異なる世界の壁かべさえ越えて音声や映像を他者に届けられる、Ｄランク相当の〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉。もっとも今は素す性じようの露ろ見けんを嫌きらう相手方の都合で、こちらに伝わるのは声だけに制限されていたけれど。

『貴様がそれでは、諸処に不安を覚えるわ。例の件は本当に手て抜ぬかりないのだろうな？』

「はい、そちらは滞とどこおりなく。御おん方かたの計らいどおり、目標施し設せつの制圧は未明には完了しています」

『でなければ困る。この私の労苦をフイにするような真ま似ねは許さんぞ』

　彼女は平へい伏ふくし続ける。こちらに相手の顔は見えずとも、向こうはこちらの様子を余すことなく観察しているはずだからだ。貴き賤せんの差を考えれば、己の取るべき態度に迷いはなかった。

『だが、思わぬ収しゆう獲かくもあった、か。──ふん、よりにもよって〈比ひ翅よくの騎き士し〉とはな。まったく無ぶ様ざまなことよ。我らが敬愛せし王女殿でん下かは、ついにご乱心あそばれたか』

「詳しよう細さいは不明です。事前の調査では、そのような行動に及およぶ兆候は見られなかったのですが」

『ただの思いつきだとしても驚おどろかん。アレの型かた破やぶりはいつものことだ』

　なかでも今回は極めつけだがな、と男の声に薄く喜き悦えつの色が混じった。第一王女を「アレ」呼ばわりする不ふ遜そんさには、さすがに眉まゆを顰ひそめそうになったが、なんとか堪こらえて無表情を保つ。

『とまれ、これで王女に関する障害は粗あら方かた消えた。自ら爆弾を身の内に呼び込んでくれたのだ。利用せぬ手はあるまい。喜べ、貴様に挽ばん回かいのチャンスをやるぞ』

「では、やはり〈比ひ翅よくの騎き士し〉を？」

　それ以外にないとは思うが、一応の確認を試みる。連絡は徹てつ底ていして控ひかえろ、とあらかじめ念押しされていたからこそ、昨日きのうは部下を使って独断で動いたが、それで失態を演じた以上、ここから先は慎しん重ちようになるべきだ。彼女にはもう、あとがない。

　しかし、こちらの予想に反して男は、何か考え込むような素そ振ぶりを見せた。

『……ふむ、そうさな』

「？　いかがされました？」

『いや、少しな。──ときに貴様、〈比ひ翅よくの騎き士し〉について、どれほどの知識を持つ？』

「は？　い、いえ、さほどのことは。何しろ伝説にして禁きん忌きの存在です。私如ごとき凡ぼん百びやくの身では、円えん卓たく一三翅し族ぞくの秘ひ奥おうに爪つめの先さえ触ふれるのが難しく……」

『ふっ、随ずい分ぶんとへりくだったものだな。が、まぁそうであろうよ。でなければ、貴様が率先して〈比ひ翅よくの騎き士し〉を狙ねらうとは考えにくい。やはり、すべては無知ゆえのことか』

　男は独白めいた呟つぶやきと共にくつくつと笑い、不意に声の調子をガラリと変えた。

『「奇き跡せき」が欲しいか？』

「……ッ」

　浅ましくも生なま唾つばを吞のむ。奇跡──それは魔ま法ほうの言葉だった。

　口にされたが最後、彼女の内からあらゆる思し慮りよが失われる。どれほど露ろ骨こつに鼻先にぶら下げられた餌えさであろうとも、彼女はその魅み力りよくに逆らえない。いや、そもそも逆らう意思がない。

『欲しいのであれば、私の役に立て。命を賭としてな。労には必ず報むくいてやる』

　必ず、という言げん質ち。その、なんと希望に満みち溢あふれたことか。

　俄が然ぜん、志気も高まる。彼女は決意も新たに頷うなずくと、一度前に伸ばした手を握にぎり込こんでから胸に当てる、という動作を行なった。所属している組織の符ふ丁ちようともなっている敬礼法だ。

　それは、あたかも樹に生なる林檎りんごをもぎ取らんとするかのように。

「──紅あかき果実をこの手にっ」

『うむ。紅き果実をこの手に』




　　　　○




　五月八日。天気は晴れ。

　昨日きのうの気き紛まぐれな大雨は、結局、深夜まで続いた。今日は全国的に快晴で、天気予報も地図にお日様のマークをずらりと並べていたけれど、果たしてどこまで信じていいものやら。

　相変わらず暑くて、相変わらず授業に集中できない、相変わらずの金曜日だった。

　六限目は日本史で、内容がいつの間にか奈良時代から戦国時代にワープしていた。たぶん教師の趣しゆ味みなのだろう。信のぶ長ながの幼少期を熱く語られても、正直、卓たく巳みはあまり興味が持てそうにない。なので、性しよう懲こりもなく窓から外を眺ながめてやり過ごした。いい加減、ノートくらい取るべきだと理性は告げていたが、どうしてもそんな気分にはなれなかったのだ。

　そうこうするうちに、本日の授業はすべて終了。信長好きの日本史教師が去り、暫しばらくすると担任が教室に現れた。帰りのＨＲホームルームも恙つつがなく進み、ほどなく解放感溢あふれる放課後へ。

　卓巳が帰り支度を終えて席を立つと、伊い沢ざわ啓けい太たがやって来た。

「お～い、今日きょうどっか──」

「パス」

「早っ！　やっぱり断わるの早いよ、お前！　なんとなく予想してたけどっ！」

　テンドンだ。同じネタは二回までなので、たぶん次はやらないと思う。

「悪いな。今日も用がある。今度、埋うめ合あわせに何か奢おごらせてやるから、それで許せ」

「埋め合せなのに俺が奢るのか……どんな奴ど隷れい根性だよ」

　くだらない遣やり取とりだった。まぁ、いつものことだ。

　不満たらたらの啓太に見送られながら、卓巳は教室をあとにした。用があるのは事実だけれど、今日はさりとて急ぐ必要もない。だから、のんびりと廊ろう下かを進んだ。

　昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえ、校舎の外に出る。帰路につく他ほかの生徒たちに混じって、ほどなく正門を抜けた。背後から誰だれかに呼び止められたのは、そのときだった。

「足の運びが遅おそいわね。見ていて苛いら々いらするから、もう少しちゃっちゃっと歩きなさい」

　いや、呼び止められたというより、もう難なん癖くせをふっかけられたのに近かった。冷ややかな声に振り返れば、思わずたじろぐほどの距離で、凍こおれるような美び貌ぼうと相あい対たいする。

　真ま崎さき燎りようだった。腕組みした姿勢で、門柱に凭もたれかかるようにして佇たたずんでいる。通りかかる生徒たちの好奇の視線など欠片かけらも意に介かいしていないのか、泰たい然ぜんとした居住まいだった。
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　格好は一昨日おととい見たときと大差ない簡素なパンツルックなのに、ただ普ふ通つうに立っている姿が驚おどろくほど様さまになっている。細身で長身だから、おそらく何を着ても似合うのだろう。そのくせ、組んだ腕に押し上げられた、とある部分の膨ふくらみだけが妙みように肉感的だ。

「──遠えん慮りよなく人の胸を見るものね。いっそ清すが々すがしいわ」

　知らず視線が吸い寄せられていたらしい。卓たく巳みは殴なぐられたような勢いで顔を逸そらした。

「す、すまん。つい……」

「いいわ、別に。慣れてるから。ロロにも言いつけないでおいてあげる」

　にこりともせずに告げ、燎は門柱から背を離した。そして、こちらに一声かけることもなく歩き出す。展開についていけず棒立ちになっていた卓巳も、慌あわててそのあとを追った。

「ちょ、ちょっと待てっ。お前、なんでこんなところにいる？」

「分かり切ったことを訊きくわね。貴方あなたを迎むかえに来たに決まってるでしょ？」

「いや、迎えにって……俺おれ、昨日きのう、場所は分かるって言わなかったか？」

「言ったわね。でも、朝からロロが迎えに行きたいって、うるさかったのよ」

　非常に男らしく、きびきびした動作で道を進みながら燎が言う。

「あの娘こを一人で出歩かせるわけにはいかないし、かといって二人で来るのも馬ば鹿からしいでしょ？　だから代わりにわたしが来たの。わさわざ、貴方のために、こうしてね」

「そ、そうか……そりゃ、世話をかけたな」

「ええ、まったく。下校時間が分からないおかげで、随ずい分ぶんと待たされたわ」

　たぶん──いや、間違いなく自分は悪くないはずだ。そもそも迎えなど頼たのんでいないし、事前にメールを入れることもできたはずなのだから、寧むしろ落ち度は燎のほうにこそあるだろう。

　しかし、それなのになぜか無性に謝らなければいけない気がしてくる。理り不ふ尽じんだった。

「え～と……その、なんだ……わ、悪かったな？」

「あら、しどろもどろね。わたしは別に怒おこってないのよ？」

　そう言ってこちらを一いち瞥べつする燎の怜れい悧りな視線に、わけもなく背筋が震ふるえた。いちいち言動が棘とげ々とげしくて、まるでハリネズミを相手にしているような気持ちになる。初見から彼女に対してなんとなく感じていた苦手意識は、ここにきて揺ゆるぎないものになりつつあった。

「……あ、歩きで来たのか？」

　それでも、めげずに会話を試みようとするあたり、自分も大たい概がい人が好いいと卓巳は思う。

「いえ、タクシーを使ったわ」

「タクシー？　バスじゃなくてか？」

　なんともブルジョワな話だった。それほどの距離でもないだろうに。

「バスだと降りる場所を間違えそうだったから。まだ不慣れなのよ、この辺り」

「は？　いや、でもお前、この街に来てから暫しばらく俺おれを探してたんだろ？」

　卓たく巳みがロロットから接せつ吻ぷんを受けたのが、五月一日。燎りようと児童公園で邂かい逅こうしたのは、五月六日の夕方だ。つまり、およそ五日間、燎は卓巳を探して街をうろついていた計算になる。卓巳の着ていた制服や、ロロットと出会ったバス停の場所から、かなり捜そう索さく範囲も絞しぼれたはずだ。この辺一帯を重点的に五日も歩き回っておいて「不慣れ」というのは、少し納得がいかなかった。

「……何よ」

　と、こちらの疑問を気配で感じたのか、燎が足を止めて振ふり返かえった。

「わたしが方向音おん痴ちだとでも言いたいわけ？」

「い、いやいやいや……そんなことはこれっぽっちも思ってないけどさ」

　否定しつつも、内心で舌を巻く。なかなか鋭するどい。

「屈くつ辱じよくね。このわたしが、貴方あなたなんかに軽んじられるなんて」

「や、だから俺は別に何も言ってないだろ？」

「いいわ。だったら証明してあげる」

　人の話をまったく聞かず、どこか死地に赴おもむくような気配すら漂ただよわせて燎は続けた。

「帰りもタクシーを使おうと思っていたけど、徒歩にしましょう。わたしがいかに方向感覚に優れた女か、とくと見せてあげるわ。ついてらっしゃい」

　そんな大おお袈げ裟さな宣言と共に、燎は肩を怒いからせて歩き出す。ひどく頑かたくななその様子に、なんだか卓巳はとても嫌いやな予感を覚えた。そして事実、五〇メートルも行かないうちに、

「って、おい！　なんで初しよっ端ぱなから角を逆に曲がる!?」

　いきなり見当違いの方向に突つき進すすみ始めた燎を、卓巳は大声で制止する羽は目めになった。




　その無人の館やかたは、ありがちだけれど、近きん隣りん住民から『幽ゆう霊れい屋や敷しき』と呼ばれていた。

　場所は住宅街の中心──といっても、卓巳の家があるのとは別の住宅街だ。駅を越えた先、郊こう外がいの森にほど近い一角で、そこは古式ゆかしい洋館が建ち並ぶ小高い丘おかの上だった。

　羽は々ば根ね市は港町だ。だから昔は外来の客も多かった。この辺りは、かつて船で日本にやって来て、そのまま羽々根に居着いてしまった外国人たちが住んでいたのだという。無論、今では普ふ通つうの住居のほうが圧あつ倒とう的てき多数を占しめるし、洋館の半分くらいは取とり壊こわされたり、買い取った日本人が住んでいたりするのだけれど。

　ともあれ、そんな住宅街のど真ん中に、件くだんの幽霊屋敷はひっそりと佇たたずんでいた。周囲の家々に年季の差を見せつけるように。あるいは、時流から取り残された骸むくろのように。

　館自体はかなり重厚な造りで、さぞ昔は立派だったろうことを思わせるが、今はただただ古ぼけた印象しかない。広い庭では雑草が好き放題に背せい比くらべをし、頑がん丈じような鉄てつ柵さくは錆さびが浮いてあちこち歪ゆがんでさえいた。門もん扉ぴは閉ざされているものの、確か柵さくのどこかに大きな穴が開いていたはずだ。実のところ卓たく巳みは、子供の頃ころ、啓けい太たや妹と一いつ緒しよにこの屋敷に忍しのび込こんだことがある。

「……相変わらずの惨さん状じようだな。懐なつかしいけど」

　幽ゆう霊れい屋や敷しきというネーミングは捻ひねりがないけれど、確かにそれ以外、似つかわしい表現も思い浮かばなかった。長らく放置されていたこの屋敷に、まさか今さら買い手がつくとは驚おどろきだ。

「で、本当にここなのか？」

　尋たずねると、傍かたわらで不ふ機き嫌げんそうに腕を組んでいた燎りようが「ええ」と頷うなずいた。

「よりにもよって、なんでこんなボロ屋を買ったんだよ？」

「だって破格だったもの。造りも悪くないし。まぁ、多少リフォームする必要があるのは確かだけれど、それでも掘ほり出だしものの物件だわ。どうしてあんなに安かったのかしら？」

　そんなもの、曰いわくがあるからに決まっている。というか、幽霊屋敷という俗ぞく称しようを聞けば誰だれだって大方の事情は察しそうなものだ。この館やかたの不気味さは、何も外観に限った話ではない。

「引っ越してきた家族が次々に一家心中とか、取とり壊こわしの業者に降りかかった謎なぞの悲劇とか……この屋敷にまつわる逸いつ話わなら、いくらでも語ってやれるぞ。聞きたいか？」

「あぁ、そういうこと。みんな愚かね。そんなオカルトじみた噂うわさに踊おどらされるなんて」

　真理なのかもしれないが、妖精使いチエンジリングの言う台詞せりふか、と卓巳は半眼で燎を見み据すえる。

「とにかく、なかに入りましょう。ロロも待ちくたびれてるだろうし」

「ロロットが待ちくたびれてるとしたら、それはいったい誰のせいだ？」

　陽ひは既すでに大きく西に傾かたむいていた。逢おう魔まが刻ときに幽霊屋敷なんて、ちょっと出来過ぎのシチュエーションだけれど、別に狙ねらったわけではない。すべて燎の恐おそるべき迷走ぶりの為なせる業だった。

「……嫌いや味みったらしい男ね。仕方ないでしょう？　このへんの地理に疎うといんだから」

「知ってるよ。だから俺おれが、何度も道を教えてやったじゃないか」

　しかし、燎は忠告を聞き入れなかった。『いいえ、こっちのほうが近道よ』『そうね。でも、わたしなら左に行くわ』などと意い固こ地じになり、卓巳を連れまわして散々に道に迷ったのだ。

「挙句、途と中ちゆうで迷子になりやがって。もう一生、辿たどり着つけないかと思ったぞ」

「迷子!?　わたしが!?　馬鹿言わないで、あれは貴方あなたが迷子になったんでしょ！」

　ムキになって反論してくる燎は、呆あきれるくらい子供っぽかった。なんだか彼女を苛いじめているような気分になり、卓巳は嘆たん息そくする。責任の所在など、もうどうでもよくなってしまった。

「分かった、分かったよ。そういうことにしといてやるから。ほれ、行くぞ」

「…………納得いかないわ。何よ、その訳知り顔……」

　ぶつぶつと憤ふん懣まんやる方ない様子で愚ぐ痴ちりながら、燎が門扉に手をかける。

　と、荒あれ放題の庭に足を踏ふみ出だした矢先、

「いらっしゃい、タクミ！　ヒーホウ！」

　上から歓かん迎げいの挨あい拶さつが降ってきた。見れば、屋敷の二階の窓からロロットが身を乗り出し、こちらに手を振っている。今日きょうは春らしい色合いのワンピースを着て、ふわふわの髪を上品なレースのリボンで一本に纏まとめていた。来客タクミを意識したのか、なかなか気合いの入った格好だ。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪を風に靡なびかせ、夕ゆう陽ひを浴びて微笑ほほえむその姿は、遠目にもとても絵になっていた。

「ヒーホウ。お邪じや魔まさせてもらうぞ」

「うん、あがってあがって！　ぼくの新居にようこそ！」




　屋敷のなかは、比較的、綺き麗れいに片づいていた。燎りようが目につくところだけ、とりあえず掃そう除じしたのだという。卓たく巳みが昔使った侵しん入にゆう経路も、既すでに塞ふさがれていた。一階の割れた窓をガムテープとダンボールで補強するだけという、すごいやっつけ仕事だったけれど。

「とはいえ、やっぱりそこかしこ傷いたんでるな」

　元がいいからか、ガタがきているというほどではない。今までの住人たちが、そのつど手を入れていたおかげもあるだろう。しかし現状、人が快適に住める空間ではなかった。

「移るなら、リフォームしてからにすりゃ良かったんじゃないか？」

　ウグイス張りでもないのに、たまに小鳥が鳴く廊ろう下かを進みながら、卓巳は燎に尋たずねた。

「そうね。でも、これ以上、ビジネスホテルで過ごすのは限界だったから」

「なんで？　一つところに長く留まるのがまずいって理由なら、ここも同じだろ？」

「忘れてるみたいだから教えてあげる。ロロはあれでも第一王女なのよ？」

　つまり環境が悪いということか。いや、この屋敷も結構酷ひどい有あり様さまだから、どちらかといえば体面の問題なのかもしれない。ただ、そういう事情を差し引いても、家を一いつ軒けん、ぽんと気軽に買ってしまえる感性は、やっぱりブルジョワだった。この街に長期滞たい在ざいする予定だとは聞いていたし、この洋館が格安だったのも確かだろうけれど、それでも浮世離れしている。

「応接間はまだ使えないから、ロロは二階の自室にいるわ。一人で大だい丈じよう夫ぶよね？」

「は？　いや、お前はどこに行くんだよ？」

「お茶を淹いれて来るわ。貴方あなたは一応、お客様だしね」

「……迷子になるなよ？」

「…………黙だまらないと、そこらの壁かべに生きたまま塗ぬり込こめて、屋敷の新しい怪かい談だんにするわよ？」

　物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐はいて燎が去っていく。怒いかりのほどを表明するように、ずかずかと足音を立てながら。ポーの怪奇小説みたいな目に遭あうのは嫌いやだから、今後、軽口は控ひかえることにしよう。

　卓巳は溜ため息いきをつき、階段で二階に上がった。一階と同じく赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた板張りの廊下、その両側にずらりとドアが並んでいた。どれがロロットの部屋だろう？

　悩んでいたら、ふと足元で影かげがよぎった。毎度の如ごとく忽こつ然ぜんと現れた小こ人びとたちだ。色しき彩さい豊かな作業着を纏った小こ粒つぶのイットたちは、さながらゼリービーンズで出来た人形のよう。十数体あまりがちょろちょろと廊下を駆かけて行き、すぐに一つのドアの前で集合した。

　──ここです。この部屋から人の気配がします。

　──浮かれてます。歌を口ずさんでます。ヒーホウ。

「自分のイットに言うのもなんだけど……お前ら、ちょっと便利過ぎるからな？」

　呆あきれ半分、感心半分で呟つぶやく。褒ほめられたと思ったか、小こ人びとたちが一いつ斉せいにバンザイをした。

　指示されたドアの前まで行くと、確かに部屋のなかから歌声が聞こえてきた。





　　　ちっちゃな娘むすめがいたってさ

　　　おでこの真んなか可愛かわいい巻き毛

　　　良い子のときはとてもとても良い子

　　　でも悪い子のときはぞっとする






　イギリスの伝統的な童どう謡よう、マザーグースだった。どうやら今日きようもお姫ひめ様さまは、すこぶるご機き嫌げんらしい。卓たく巳みがドアをノックすれば、すぐに応おうが返ってきた。

「──合あい言こと葉ばは？」

　ただし、予想の斜ななめ上うえを行く感じで。このあたりの突とつ飛ぴさは、さすがと言う他ほかない。

「え、え～っと…………せ、先生っ！　急きゆう患かんです！」

「なんと、それは大変だ！　すぐにオペに取りかかるから、さぁ入りなさい！」

　何やってんだか、と苦笑しつつ卓巳はドアを開けた。多少ドキドキしたけれど、それも仕方がない。何せ女の子の部屋に入るのなど、妹を除けば生まれて初めての経験なのだから。

　しかし、室内は卓巳の期待を大きく裏切り、ひどくがらんとしていた。

　真新しいベッドやクローゼット以外、めぼしいものは何もない。差し当たって必要な家具だけを一通り揃そろえたのか、どうにも殺風景な部屋だった。殊こと更さらファンシーな情景が展開されるのを望んでいたわけではないけれど、もう少し物があってもいいように思う。

「なんにもなくて、びっくりした？」

　こちらの反応を楽しむような声。問いかけてきたロロットは、窓際の椅い子すに座っていた。すぐ脇わきには椅子とセットの机が置かれている。その机だけは、なぜか古い品のようだった。

「ま、引っ越してすぐなんてこんなもんだろ。実家から何か取り寄せたりはしないのか？」

「うん、しない。だって遠いもん。色々と手間だよ」

「だから必要なものは現地で調達か。けど、それじゃ金が掛かるだろ？」

「だいじょーぶ。ぼくは王女様だから、割とリッチなのです。パンがなければ買えばいいのだ」

　道理だった。目からウロコが落ちそうだ。

　次いで卓巳はロロットの元まで進んで行くと、彼女のポニーテールを新しん鮮せんな気持ちで眺ながめた。

「その髪型、よく似合ってるよ。外に出ないときは、いつもそんなふうに纏まとめてるのか？」

「ううん、日によってまちまち。今日のこれは、女の武器を最大限に活かすための工夫なの」

　女の武器？　と卓たく巳みが訊きき返かえせば、ロロットはしたりと笑んで俯うつむき加減に首を倒たおし、

「──どお、タクミ？　ぼくのうなじ、色っぽい？　グッとくる？」

　と、リボンで結った髪をやおら持ち上げてみせた。普ふ段だん、陽に当たることがない、首筋から肩けん甲こう骨こつにかけてのえもいわれぬ白さに不意打たれ、卓巳はたちまちのぼせ上がる。

「えへへ、どうやら効こう果か覿てき面めんだね？　ほら、実はこの服も『タクミ籠ろう絡らく作戦』に一役買ってるの。襟えりがおっきく開いてるから、背中だけじゃなくて鎖さ骨こつもいい感じに見えるでしょ？」

「わ、分かった！　分かったから、襟えり元もとをぱたぱたさせるな！」

　座っているロロットを立って見下ろしているから、角度的に鎖骨どころか、ぺたんこの胸まで覗のぞけてしまってもう大おお慌あわてだ。無防備なお姫ひめ様さまは、その点にはまったく気づいてなかった。

「ぼくはリョウみたいにおっぱい張ってないからさ。別の魅み力りよくでアピールしようかと」

「……いや、しなくていいから。もう籠絡作戦は充じゆう分ぶんに成功してるから」

　脱だつ力りよくして告げ、なんとか話題を変えようと辺りを見回す。と、すぐそこにある机に目が止まった。先刻から気になっていた、あの年代物らしき品だ。卓巳はその表面に軽く手で触ふれる。

「そういえば、この机だけ妙みように古ふる臭くさいな？　もしかして前の住人の忘れ物か？」

「みたい。でも、ぼくはわざと置いていったんだと思う」

　ロロットが手招きする。顔を近づけてみると、机の隅すみっこに何かが彫ほられていた。日づけと人の名前だ。それも一つではない。七人分の姓せい名めいが、年代順に並んでいた。

「きっとさ、このお屋や敷しきと一いつ緒しよに、色んな人に大事に使われてきた机なんだよ」

「へぇ。つまり、ここに書かれてる名前が、歴代の家主たちでもあるってわけか。うわ、すごいな。最初の日づけなんて明治だぞ？　やっぱり初めの所有者は外人だったんだな」

　一番上だけが筆ひつ記き体たいで書かれた英名で、あとはすべて日本人の名前だった。

「なんかあったかいよね、こういうの。ぼく、このお屋敷のこと気に入っちゃった」

「そりゃ結構だけど……でもお前、アヴァロンじゃ城とかに住んでたんだろ？　それを考えると、この屋敷は狭せまくて不便なんじゃないか？」

「そんなことないよ。寧むしろあっちは広過ぎて困っちゃうくらいだったもの」

　贅ぜい沢たくな悩みだ。けれど、どうやら周りに気の置けない友人が少ないらしいロロットにとっては、案外、切実な悩みなのかもしれない。何しろ彼女は王族、しかも現在の第一王女だ。権けん謀ぼう術じゆつ数すう入り乱れる広い宮中で殆ほとんど味方もおらず、というのは確かに心細いものがあるだろう。

「タクミ、どうかした？　なんだか表情が昏くらいよ？」

「……いや、なんでもない。それより知ってるか？　この屋敷、幽霊が出るらしいぞ？」

「え、ほんと!?　すごい！　ぼく、幽ゆう霊れいってまだ見たことない！」

　だから、イットだって大差ないだろうに。まぁ、上う手まく誤ご魔ま化かせたからいいけれど。

「楽しそうね、貴方あなたたち」

　と、そこで声がした。いつの間にか、燎りようが戸口に立って呆あきれたようにこちらを見ていた。

「賑にぎやかなのはいいけれど、開けっ放しは感心しないわね」

「あ、ドアか……悪い。俺おれが閉め忘れた」

「不作法な男ね。減点一よ。一〇溜たまったら、アートレイア家の家訓に則のつとって折せつ檻かんするわ」

　無茶苦茶なことを言う。ロロットに目線で問いかけると、

「ほんとだよ。リョウ、いつもちっちゃな鞭むちを持ち歩いてて、それでお尻しりを叩たたかれるの」

「ロロのお尻は可愛かわいいけど、貴方あなたのは硬かたそうだから、できればやりたくないわ」

「なら、やるな。主あるじの客に鞭打ちかます護衛がどこにいる？」

　卓たく巳みの反はん駁ばくを無視して、燎りようが室内に入ってくる。手には丸い盆ぼんを持っていた。まだ食器は揃そろえていないらしく、盆に乗っているのはコンビニとかで売っていそうな白い紙コップだった。

「ロロ、そろそろ本題に入りなさい。卓巳を招いたのはお喋しやべりするためじゃないでしょ？」

　湯ゆ気げを立てる紙コップを机の上に置きながら、燎りようがしっかりと釘くぎを刺さす。そう、卓巳が今日きようこうしてロロットの新居に足を運んだのには、ちゃんとした理由があるのだ。

「うん……〈比ひ翅よくの騎き士し〉について、だね」

　ロロットが吐と息いきするように呟つぶやく。どこか躊躇ためらいを感じさせる声音だった。




　燎が退室したあと、ロロットは暫しばらく無言だった。

　語り部がそんな調子だから、必然的に卓巳も黙だまって話が始まるのを待つことになる。そのあいだ、燎りようの淹いれてくれたアールグレイをちびちび飲んだけれど、味なんてよく分からなかった。ロロットから、そこはかとない緊きん張ちよう感かんがずっと伝わってきていたせいだと思う。

　そうして、どれくらい経った頃ころか、

「──アヴァロンの古い伝承にね、こんな一節があるの」

　いつもとは打って変わった訥とつ々とつとした口調で、ロロットが語り始めた。

「『其そは〈比ひ翅よくの騎き士し〉。生まれざる矛む盾じゆんにして禁きん忌きの寄より翅ば。授かりし知ち恵えの実を食はみ、貴たつとき種に並ばんと踠もがく者なり』って」

「……禁忌、か。そういえば昨日きのうも似たようなこと言ってたな？」

「うん。翅族アルフ社会にとって〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、その存在自体がエラーなんだよ。ぼくは変わり者だから全然へっちゃらだけど、普ふ通つうの翅族アルフは〈比ひ翅よくの騎き士し〉のことが……きっと、すごく怖こわいんだと思う。だからオベイロン王も、『呪のろい』を遺のこさずにはいられなかったんだろうし」

　オベイロン、という名前には聞きき憶おぼえがあった。確かアヴァロンの始祖王で、翅族アルフという種になんらかの『呪い』をかけた張本人だったはずだ。〈比ひ翅よくの騎き士し〉を生み出す〈口くち移うつしの果か実じつ〉も、元はその『呪い』を破るために開発された、という話ではなかったか？

　卓巳が確認を取ると、ロロットは軽く顎あごを引いて肯こう定ていの意を示した。

「〈口くち移うつしの果か実じつ〉は、オベイロン王が生きてた時代からずっとあとになって、円えん卓たく一三翅し族ぞくのご先祖様たちがようやく完成させた術じゆつなんだって。妖精郷テイル・ナ・ノーグの在あり様ようを変えるために、ご先祖様たちは変革の象しよう徴ちようである〈比ひ翅よくの騎き士し〉が、どうしても必要だったみたい」

　このあたりの事情は昨日も聞いたことだ。もっとも、アルマンに言わせれば「まだ何も知らないに等しい」段階の話でしかないらしいけれど。そんな上うわっ面つらの部分だけでロロットの気持ちを曲解した自分の狭きよう量りようさは、一日経たった今も卓たく巳みの胸をチクチクと刺さし続けていた。

　だからこそ、卓巳はもう二度と過あやまたないために、覚かく悟ごを持って事態の深部に踏ふみ込こんでゆく。

「じゃあ、その『呪のろい』っていうのは、具体的に何を指してるんだ？」

「すごく言い方が悪くなるけど……翅族アルフが劣れつ化かした妖精使いチエンジリングしか生み出せないようにするための措そ置ち、かな。すべての翅族アルフの血に、そういう悪あく趣しゆ味みな仕掛けが施ほどこされてるんだよ」

　意外な答えに目を丸くする卓巳に、次いでロロットはこう訊いてきた。

「ねえ、タクミ。なんで妖精使いチエンジリングには、階かい梯ていなんてものが存在してるんだと思う？」

「え？　いや、なんでって……実力を量る目安なんだろ？　昨日、そう言ってたじゃないか」

「うん、そう。今ではそれが主な理由ってことになってる。でも、よく考えてみれば分かると思うけど、そもそも階梯っていうのは『階きざはし』のことなんだよ？」

　階きざはし──上へ上へと続く昇のぼり道。階梯が妖精使いチエンジリングの辿たどる道程を示しているなら、その頂いただきにはいったい何が待っているのだろう？

「妖精使いチエンジリングの成長は、普ふ通つう、どんなに頑がん張ばっても第五階梯でストップしちゃう。翅族アルフにかけられた『呪い』が、生まれてくる妖精使いチエンジリングから前まえ以もって可能性の芽を摘つみ取とっちゃうんだよ。……でも、ほんとは違う。まだその先が存在するの。〈比ひ翅よくの騎き士し〉だけが至れる、歴史上でもほんの一ひと握にぎりの人間しか辿り着けなかった、幻まぼろしの最高階梯が」

　ロロットは続けた。間を置かず、掠かすれた声で、まるで罪でも告白するみたいに。

「それが第六階梯──人ヒ間トが、翅族アルフになるための座だよ」

「っ!?」

　一いつ瞬しゆん、我が耳を疑う。単なる聞き違いか、でなければ何かの比ひ喩ゆかと思い、ロロットの顔を穴が開くほど見み詰つめるけれど、彼女は一向に笑おうとしなかった。

「妖精使いチエンジリングっていうのは、本来そういうものなの。翅族アルフから奇き跡せきを分け与えられて、同じ翅族アルフを目指す存在。真実はもう闇やみのなかだけど、ひょっとしたらぼくたち翅族アルフも、元はみんな人間だったのかもしれない。そんな説を唱える人もいる」

　確かに。翅はねの生えた人間そっくりの生命体が最初から存在したと考えるより、人間が後天的に変じたものが翅族アルフであるとしたほうが、考え方としては自然かもしれない。

「けど、それも遠い昔のこと。妖精郷テイル・ナ・ノーグに変革を齎もたらすとされている〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、今じゃただの御お伽とぎ噺ばなしのなかの登場人物になってる。〈口移しの果実〉なんて古い業わざ、もう行なう一三翅し族ぞくは殆ほとんどいないんだよ。少なくともぼくは、近代になってから〈比ひ翅よくの騎き士し〉を生み出した一三翅し族ぞくを、ぼくの他に知らない」

　となると、バス停で初めて会ったあの日、ロロットはどれだけの決意を秘めて卓巳に〈口くち移うつしの果か実じつ〉を施ほどこしたのだろう？　直前まで〈比ひ翅よくの騎き士し〉を生み出す気はなかった、と語っていたが、前例の少ない秘術にいきなり踏ふみ切きるからには、相当の勇気が必要だったはずだ。

「〈比ひ翅よくの騎き士し〉が廃すたれた理由は色々ある。でも、大きなものでは二つだね。一つは、オベイロン王が翅族アルフに『呪のろい』をかけたことにも関係してるんだけど……要は、ある種の選せん民みん思想なんだよ。自分たちが特別な存在だと思い込みたいんだ。そして、ぼくとしては甚はなはだ気に食わないことだけど、それが今のアヴァロンないし妖精郷テイル・ナ・ノーグ全体の主流の考え方にもなってる」

「……保守派、だな？」

「そう。翅族アルフは妖精郷テイル・ナ・ノーグに閉とじ籠こもって自尊心プライドばっかり逞しくして、その翅族アルフに召めし抱かかえられた妖精使いチエンジリングも、すぐに一般の人を持たざる者扱あつかいして見下すの。……ほんとのところ、翅族アルフの殆ほとんどは兵隊欲しさに妖精使いチエンジリングを生むだけだし、妖精使いチエンジリングのなかにもそれを分かってて逆に翅族アルフを利用しようと考える人たちがいる。誰だれも彼も、特権って言葉に目が眩くらんでるんだよ」

　分かりやすい構図だった。表向き歩調を合わせていても、その実、裏では損そん得とくを巡めぐって腹の探り合いを繰り返している──妖精郷テイル・ナ・ノーグに限らず、どこでもよく見かける関係だ。

　保守派が守りたくて、改革派が変えたいもの。翅族アルフ社会の問題が、ようやく分かってきた。

「なるほどな。翅族アルフの側からすれば、たかが人間が自分たちと肩を並べるなんてこと、あっちゃいけないわけだ。だから〈比ひ翅よくの騎き士し〉はタブー視されて、いつしか風化した……」

　さきほどロロットが口にした『元は翅族アルフも人間だった』という説が本当なら、なおさら翅族アルフは〈比ひ翅よくの騎き士し〉を容認できないだろう。人より優れた種であるという思想が、根本から崩くずれてしまう。〈比ひ翅よくの騎き士し〉が変革の象徴とされている理わ由けも、たぶんそこにあるのだ。

「アルマンが言ってた『俺の立場が目め障ざわり』って意味が、やっと理解できたよ」

「……うん。〈比ひ翅よくの騎き士し〉なら誰でも第六階かい梯ていになれるってわけじゃないんだけどね」

　まぁ、そうだろう。でなければ、『幻の最高階梯』なんて大おお仰ぎような呼ばれ方はしないはずだ。

「ちなみに、今まで第六階梯に到とう達たつできた人間って、どれくらいいるんだ？」

「歴史上、たったの二人だけって言われてる」

　さすがに驚おどろいた。少ないだろうとは思っていたけれど、まさかそれっぽっちとは。狭せまき門にもほどがあるだろうに。それでは、やはり人間は翅族アルフになどなれないと結論するしかない。

「それで、これが〈比ひ翅よくの騎き士し〉が廃れた二つ目の理由なんだけど……第六階梯まで行ける人が殆どいないにも拘かかわわらず、〈口くち移うつしの果か実じつ〉を行なった一三翅し族ぞくは、例外なくあるリスクを負うことになるんだよ」

「……穏おだやかじゃないな。なんだよ、そのリスクって？」

　卓たく巳みが促うながせば、ロロットはいつになく神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、一三翅し族ぞくが生しよう涯がいのうちに一人しか生み出すことができないの。それはなぜかっていうと、当事者のあいだで『翅はねの共有』が起きるからなんだよ」

「翅の、共有……？」

　思わず呻うめく。意味が分からなかった。

「今は視みえないけど、ぼくの背中には確かに翅はねがある。この翅は種しゆの証あかしであるのと同時、ぼくたち翅族アルフの力の源でもあるんだ。そして〈口くち移うつしの果か実じつ〉は、その翅の力の大半を見み初そめた相手に渡すことで、妖精使いチエンジリングに成長の袋ふくろ小こう路じである第五階かい梯ていの壁かべを突とつ破ぱさせる」

　ロロットは背中に手を回し、自分の肩けん甲こう骨こつの辺りを撫なでながら言った。

「ぼくの翅はね？　今、タクミの翅でもあるんだよ？」

　卓たく巳みも釣つられて背中に手を回した。

　肩けん甲こう骨こつの付近を探るけれど、もちろんそこには何もない。

　混乱する。ロロットの翅が自分のものでもあるなんて理屈、どう納得すればいいのか。

「なら、リスクっていうのは……？」

「翅が消えてなくなっちゃうっていうこと」

　あっさりした回答だった。少なくとも表面上は。

「より正確に言うと、もしタクミに何かあれば、ぼくは翅族アルフじゃなくなるんだよ。それも当然だよね？　だって翅の力の殆ほとんどは、今、タクミの側がわに置いてあるんだから。タクミの負ったダメージは、〈口くち移うつしの果か実じつ〉で作った繫つながりを通して、そのままぼくの翅のダメージになる」

「……それが、〈比ひ翅よくの騎き士し〉が一人に限られている理わ由け、か」

「うん。いくら翅族アルフでも、翅の数まではどうにもならないからね」

　二の句が継つげなかった。雲を摑つかむような話に、思考が上う手まく纏まとまらない。

　どうやら知らないあいだに、自分は随ずい分ぶんと重たいものを背負わされていたらしい。正直、弱ったな、と思う。とぼけた感想だけれど、他ほかに適切な言葉も見つからなかった。

　寧むしろ卓巳が気になったのは、ロロットの心情だ。

　会って間もない人間に、己の存在意義を預けてしまえる、その感性。

　はっきり言って想像がつかない。ロロットが「卓巳だから」という理由で自分を必要としてくれたのはもう分かっているが、今度は彼女の『本気』の方向が微び妙みように判じ難かった。一世一代の冒ぼう険けんに出てもいいと割り切れるほど、ロロットは卓巳のどこを評価してくれたのだろう？

　確かめたい、と思った。昨日きのうのように蟠わだかまりを残したまま前に進もうとすれば、どこかで大切な一歩を踏み間違う気がするから。今ここで、しっかりと答え合わせをしたい、と。

　なぜ、自分なのか。

　どうして、玖く堂どう卓巳を選んだのか。

　お互い相手を特別に捉とらえているのだとしても、卓巳のなかにある『本気』と、ロロットのなかにある『本気』、その二つはひょっとしたら──

「同じだよ？」

　不意に、ロロットが言った。まるで、こちらの心の動きを透すかし見みていたかのような、あまりにも完かん璧ぺきすぎる先回りだった。卓巳は質問しようとした口の形のまま、固まるしかない。

「ぼくも、タクミと同じ気持ちだよ？」

　ロロットが繰くり返かえす。ゆっくりと、胸に掛かった鍵かぎを一つ一つ開けてゆくように。

「一いつ緒しよにいたい。手を繫つなぎたい。ぎゅ～ってしてほしい。またデートして、映画を観に行きたい。あと、ちょっと恥かしいけど……キスも、たくさん、したい」

　軽やかながらも切々とそう語り、ロロットは僅わずかにはにかんだ。

「──ね？　おんなじでしょ？」

　おんなじだった。本当に、それこそ奇き跡せきみたいに。

「タクミでないと駄だ目めだったわけじゃない。タクミでないと嫌いやだったんだよ。じゃなきゃ、ぼくがこれから進む道を『一緒に歩いて』なんて、とてもお願いできないもの」

　じんわりと、胸の奥おくで温かいものが広がった。ロロットの瞳ひとみが微かすかに揺ゆれていることに気づいてしまったから、なおさらその温ぬくもりが深いところにまで沁しみるようだった。

　どれほど直観力に優れていても、彼女だって自分と同様「そうであって欲しい」という不安とは無む縁えんでいられないのだ。初めて口づけを交わしたあの日、卓たく巳みに拒こばまれることを恐おそれていたように、すれ違いを危き惧ぐする女の子らしい脆もろさが、ロロットにも当然あるのだ。

　翅族アルフだからといって、何もかもお見通しなわけではない。そんな当たり前のことに、今いま更さらのように気づかされた。いったい自分は、いつから色いろ眼鏡めがねを通して彼女を見ていたのだろう？

「……タクミ、怒おこってない？」

「怒る？　何が？　気持ちは同じなんだろ？」

「うん、でも……同じだとしても、やっぱり許せないことってあるよ。ぼく、タクミに〈比ひ翅よくの騎き士し〉のこと、なかなか打ち明けられなくて、ずっと話題を避さけてたもの」

　だろうな、と相あい槌づちを打つ。もしこれが逆の立場だったら、卓巳も切り出すのに苦労したろう。

「──びっくりしてるよ。ただの一いつ介かいの学生になんてもの押しつけやがる、とも思ってる。けど、不思議と怒ってはいないな。というか、そもそもそんな筋合いがないんだ」

　その意味をすぐに察したか、ロロットが昨日きのうの会話をなぞるように言った。

「いきなりキスしたのは、ぼくなのに？」

「でも、されてもいいと思ったのは俺おれなんだよ」

　つまり、そういうことだった。答えなど、五月一日の時点で既すでに出ていたのだ。ただ、過程をすっ飛ばしていきなり結論に至ってしまったため、自分の心境の変化にこれまで随ずい分ぶんと翻ほん弄ろうされてしまった。本来なら悩む必要など、どこにもなかったはずなのに。

　だって、二人の気持ちは同じなのだ。卓巳が『翅族アルフのお姫ひめ様さまだから』ロロットに惹ひかれたわけではなかったように、ロロットも『価値を見出したから』卓巳を選んだわけではなかった。大切なのはその一点のみで、〈比ひ翅よくの騎き士し〉なんて結局は単なるオマケに過ぎないはずだ。

　だからこれは、おそらくもっとシンプルな話──世界中どこにでも転がっている、ありふれた『奇跡の出会い』の物語なのだろう。

「あぁ、でも一個だけ言わせてくれ」

「な、何かな？」

「──第六階かい梯ていについては、あんまり期待するなよ？　史上三人目の希け有うな事例になれとか言われても、困るからな？」

　ロロットが、やっといつもの笑みを浮かべた。華はなのような、と形容するにはあまりに明あけ透すけで眩まぶし過ぎる、王女にあるまじき赤道直下みたいな笑顔だった。

　卓たく巳みも頰ほおを緩ゆるめた。これじゃまるで不器用なプロポーズだ。確かくたる意思の表明が必要だったとはいえ、改めて宣言するのは、やはり些いささか面おも映はゆいものがあった。

「にへへ、遠回しな誓ちかいの台詞せりふだね？」

「いいんだよ。だって、ちゃんと通じてるだろ？」

　玖く堂どう卓巳は、ロロット・ニエンテ・アートレイアの〈比ひ翅よくの騎き士し〉になることを誓う。

　今いま更さらといえば今更の、しかし決しておざなりにはできない最初の一歩だった。
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「あ～、やってらんねぇやってらんねぇ。ったくよぉ、冗じよう談だんじゃねえっての」

　先刻から相棒の悪態が止まらない。屋や敷しきから三キロメートルほど離れたマンションの屋上で監かん視し任務に就いていたマットレイは、仕方なく手にした小型の望遠鏡から目を離した。

「……しつこいぞ、ブルート。いい加減、頭を切り替えろ」

「切り替えらんねーよ。こんなしょうもない任務に駆かり出だされたんじゃあな」

　ブルートは苛いら立だちも露あらわに吐はき捨すてた。暇ひまそうにしているのは、監視対象までの距離があり過ぎて通常の装備が役に立たず、本当にすることがないからだ。そのため、マットレイが今構えている骨董品アンテイークじみた望遠鏡──部隊に少数支給されている、ランク外の〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉の一つ──を二人で使い回して、交代で屋敷を見張っている次第だった。

「内容がなんであれ、任務は任務だ。俺たちには全まつとうする義務がある」

「けっ、戦せん闘とう用のイットを持つ妖精使いチエンジリングが、二人で仲良く出で歯ば亀がめかよ。アホらしい」

「……昨日きのうのミスがあるからな。軽く見られても文句は言えん」

　妖精使いチエンジリングになり立ての子供に敗北し、あまつさえ情けをかけられ生かされたのだ。是ぜ非ひの余地はない。けれど、ブルートは納得がいかないらしく、なおも言いい募つのってきた。

「これが俺らにだけ課されたペナルティっつーなら、トサカにゃ来るが仕方ねえって気にもなるさ。けどな、チームの殆ほとんどの奴やつがガキの遣つかいをやらされてるのはどういうわけだ？　あの第四階梯の巨きよ乳にゆうに生焼けレアにされた連中は、きっちり役目をこなしたじゃねーか」

　ブルートの指し摘てきは正しい。昨日の任務でリョウ・マサキと交戦した隊のメンバーたちは、目的であった彼女の足止めを過不足なく果たし、なおかつ全員が無事に生せい還かんしたのだ。にも拘かかわらず、現在はマットレイたちと同様、それぞれが木こっ端ぱ仕事に従事させられている有様だった。

「連帯責任と言やぁ聞こえはいいが、要は部隊ぐるみで除のけ者ものにされてるだけだぜ、これ」

　相棒の腹立ちが何に起因するものか、実のところマットレイも既すでに分かっていた。

「……やはり、例の極秘作戦とやらが絡からんでいるんだと思うか？」

「他ほかにねーだろ？　ったく、日本行きが決まってから妙みように姉あね御ごのテンションが高いんで、トラブルの予感はしてたんだが……まさかのアルマゲドン級とはな。聞いた話じゃよ、ブリーフィングもそこそこに、ピクニック行くみてえなノリで施し設せつの制圧に踏ふみ切きったそうじゃねえか」

　マットレイたち二人は、今け朝さ方がた未明に決行された『らしい』その作戦には参加していない。というより、所属部隊の大半のメンバーが、『極秘』と判押しされた虫食いだらけの作戦資料を、事が終わったあとでぽんっと投げ渡されただけだったのだ。

「なのに、制圧は電でん撃げき的てきに完了。戦せん闘とうと呼べる戦闘さえなし、か……」

　件くだんの施設の重要性とその防備を鑑かんがみれば、埒らち外がいの手て際ぎわといえる。実働部隊に加わった数少ない仲間たちの口を割らせたところ、どうも素性の知れない連中が内部から手引きしたらしい。

「どうせ『ミスターＸ』の差し金だろ。歴代のなかでも、ぶっちぎりにクセぇ野や郎ろうだよ」

　ミスターＸ、とはマットレイたちの指揮官たる『彼女』が、頻ひん繁ぱんに雇用主クライアントを替かえることから隊内で使われるようになった呼こ称しようだ。彼女は雇こ用よう関係についての一切を身内にさえ明かさない。

「どのみちあと数時間もすれば、俺おれたちも施設のほうに回されるんだ。ミスターＸの正体は無理でも、計画の全容はそのとき彼女の口から語られるさ」

「だから今は辛しん抱ぼうしろってか？　ハッ、悠ゆう長ちようなこと抜ぬかしやがる」

　ブルートの懸け念ねんは明白だった。自分たちを計画から極力排はいし、彼女に外と様ざまの人間を使わせたのがミスターＸなら、『すべてが明かされる段階』とは即すなわち『もはや計画に狂いが生じない局面』を指している可能性が高いからだ。動くなら今しかない、と相棒は言いたいのだろう。

「どっかのアホの空ハ腹ラを満たすために、姉御が自前の卵を割って目玉焼きを作らされてるかもしれねえんだぞ？　本人がＮＧに気づけないなら、誰だれかが指し摘てきしてやるしかねえだろうが」

「……だとしても、俺たちだけでいったい何ができ──ッ!?」

　突とつ然ぜん、背後から肩を叩たたかれて仰ぎよう天てんする。咄とつ嗟さに腰の後ろのホルスターに手を伸ばして振ふり返かえったマットレイは、しかしすぐに胸を撫なで下おろした。そこにいたのが仲間だったからだ。

　ぼさぼさの金髪とそばかす、きょとんとしたような表情が特とく徴ちよう的てきな、一〇歳くらいの男の子だった。ボーイスカウトみたいな格好で、なぜかぼろぼろの毛布ブランケツトを大事そうに抱かかえている。

「ラ、ライナス、てめぇ！　前まえ触ぶれもなく湧わいて出て来んなって、いつも言ってんだろうが！」

　同じく肝きもを冷やしたらしいブルートが唾つばを飛ばして喚わめくも、ライナスはどこ吹く風だ。この最年少の同部隊員チームメイトは、所持しているイットの特性上、条件さえ満たせばどこにでも現れる。

「悪いのそっち。気を抜くの良くない。要警けい戒かい」

　ぶつ切りの口調、感情の薄い声色。いつもながら読めない少年だ。

「どうした、定時連絡にはまだ早いぞ。彼女のそばを離れていいのか？」

「きな臭くささ倍増。だから抜け出して来た。相談に乗って欲しい」

　マットレイとブルートは鋭するどい視線を交わした。ライナスは歳の割に目め端はしが利く。だが、自発的な行動はあまり取らない。その彼が相談を持ちかけてくるとなると、よっぽどのことだ。

「……何があった？」

　そう促うながしつつもマットレイが生来のまめまめしさから監かん視しを再開すれば、ちょうど屋や敷しきのテラスに二つの人ひと影かげが出て来るところだった。
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　話が一段落ついたあと、卓たく巳みとロロットは一いつ旦たん河か岸しを変えることにした。

　理由は特にない。ただ、なんとなくそういう流れになったのだ。

　もっとも、河岸を変えるといっても屋敷から出たりはしなかった。ロロットの部屋と同じ二階にある、談だん話わ室しつのテラスに移動しただけだ。その間かんに燎りようが二杯目の紅茶を運んで来てくれたけれど、今日きょうは説明はロロットに任せると決めているのか、またすぐに席を外してしまった。

「うひゃ～、なまあったかい風！　五月とは思えないね！」

　夕焼けのなかで、ロロットがはしゃぐ。彼女は半ば手て摺すりにぶら下がるようにして、テラスから見渡せる景色に視線を注いでいた。その隣となりに立った卓巳も、同じように外を眺ながめる。

　荒あれた庭も、街並みも、全部が全部、赤く染まっていた。暮れなずむ夕陽はもう半分ほど彼方かなたに沈しずみ、じきに訪れる夜の闇やみから逃れるように、うっすらと暗くなり始めた空の裾すそを飛行船がゆく。時間が、とても穏おだやかに流れている気がした。

「──ぼくがこの街に来た理由、まだ教えてなかったよね？」

　ふとロロットが言った。相変わらず唐とう突とつな話の切り出し方だった。もう慣れたから、卓巳もすぐに首しゆ肯こうを返す。だいたい見当はつくけどな、と前置きしたあとで、

「ただの観光だろ？　この放ほう蕩とう娘むすめめ」

「ちっが～う！　そういう意い地じ悪わる言う人には、あとでリョウにお仕置きしてもらうからね！」

　ロロットがほっぺたを膨ふくらませた。お尻しりを叩たたかれるのは、ちょっと勘かん弁べん願いたい。

「冗じよう談だんだ。──長く滞たい在ざいする予定ってことは、やっぱり羽は々ば根ねに何かあるのか？」

「うん、正解。実はこの街ってさ、アヴァロンの王都と姉し妹まい都と市しの関係にあるんだよ」

「……すまん、よく聞こえなかった。なんだって？」

「だから、姉妹都市」

　異世界に存在する国、アヴァロン。そのアヴァロンの首都と姉妹都市の街、羽々根。

　斬ざん新しん過ぎる異文化交流だ。いったい、なんの冗談だろう？

「あっ、すごい懐かい疑ぎ的てきな目。ほんとだってば」

「俺おれ、生まれたときから羽は々ば根ねに住んでるけど……寝ね耳みみに水だぞ？」

「それはそうだよ。大っぴらにすることじゃないし」

　表おもて沙ざ汰たにできないような関係を、普ふ通つう、姉妹都市とは呼ばない。けれど、ロロットはその点を気にした様子もなく、考えを整理するように自分のこめかみを指でつつきながら続けた。

「え～っと──姉妹都市になったのは、ちょうど五年くらい前かな？　ほら、この街の埋うめ立たて地ちで、今、海洋都市の建設が進んでるでしょ？　知ってるよね？」

　知っている。というか、この街に住んでいて知らない人間はいないと思う。

　卓たく巳み自身はあまり興味がないけれど、現在、羽々根市の埋め立て地では大規模な経済区画の建設が行なわれている。歴れつきとした国家事業で、確かキャッチコピーは『アジア圏けんの新たな玄げん関かん口ぐち』だったか。日本は元より各国からも注目が集まっていて、この話が持ち上がったおかげで、ただの一地方都市に過ぎなかった羽々根市が今こん日にちの発展を見たのだ。

「……そういえば、プロジェクトが始まったのも五年くらい前だったな？」

　なんだか突とつ然ぜんの話で、当時はすごく驚おどろいたのを憶おぼえている。説明会に出た両親から概がい要ようを聞かされた折など、この不景気によくやるなぁ、と子供心に少し呆あきれたものだ。

「けど、今の話の流れで出てくるってことは、ひょっとして──？」

「そういうこと。っていうか、建設中の都市の名前を考えれば一発じゃない？」

　名前？　なんだっけ？　これまで『ネジの悲鳴』のせいで情報媒ばい体たいが新聞に限られていたため、卓巳は微び妙みように世情に疎うといところがある。首を捻ひねって記き憶おくを探り、ほどなく思い出した。

「……あぁ、『フェアリーガーデン』」

「ね、まんまでしょ？」

　ロロットが笑う。してやったりと、なぜか得意げな顔で。

「フェアリーガーデン・プロジェクト──略りやく称しようはＦＧＰ。アヴァロンは、この計画の最大の出資者であるのと同時に、発ほつ頭とう人にんでもあるの。もちろん、公にはされてないけどね」

「つまり、アヴァロンが日本に計画を持ちかけたってことか？　でも、なんでそんなことを……いや、それ以前によく話なんて通ったな？」

「アヴァロンに限らず、妖精郷テイル・ナ・ノーグは間接的にだけど色々なかたちで人間社会に関わってるから、ぼくたち翅族アルフの存在も知ってる人はちゃんと知ってるんだよ。日本との交こう渉しようは、計画の出資とは別に稀少金属レアメタルをいっぱいプレゼントしたら、とんとん拍びよう子しで話が進んだんだって。確か日本円にして、ざっと五兆円ぶんくらいは渡したって母上は言ってたかな？」

　危うく口から魂たましいが抜ぬけかけた。いや、実際のところ少し抜けたかもしれない。

「ちょ、兆？　億じゃなくて兆？　お前、日本語を間違えてないか？」

　桁けたが違うにしても大たい概がいだ。というか、そんなに稀少金属レアメタルがどこにあるのだろう？

「だって、アヴァロンは鉱物資源の宝庫だもの。錬れん金きん術じゆつなんて分野もあるし、そういう方面に秀ひいでた悪戯ミスチフのイットを持つ妖精使いチエンジリングもいるしね。金きんがなければ作ればいいんだよ」

　ファンタジー理論だった。目からウロコが落ちそうだ。

　そういえば、この不景気によくやるなぁ、と子供心に少し呆あきれた頃ころくらいから、急に景気が上向きになり、日本は経済的に持ち直したのだけれど、つまりはそういうことなのだろうか？

「さっきとは別の意味で話が大きくて、俺おれ、倒たおれそうなんだけど……」

「深く考えたら負けだって。ほら、流して流して」

「そういうわけにいくか。だってお前、姉妹都市だぞ？」

「うん。でもまぁ、それは仕方ないよ。ＦＧＰの目的を考えれば、アヴァロンと羽は々ば根ね市の提てい携けいは必ひつ須すだもの。ぼくはまだ会ったことがないけど、この街の市長さんってアヴァロンから派は遣けんされた翅族アルフらしいしね。噂うわさだと、けっこう位くらいの高い貴族みたい」

　またも驚おどろきの新事実だった。いと高き方々は、案外、身近なところにおわすらしい。

「出で不ぶ精しようの翅族アルフが人間の街で市長をしてるんだから、アヴァロンの本気が窺うかがえるよね」

「じゃ、じゃあ……その『ＦＧＰの目的』っていうのは？」

「サミット」

「へ？」

「だから、サミット。妖精郷テイル・ナ・ノーグの主要国首脳会議が、フェアリーガーデンで開かれるの」

　かくんっ、と卓たく巳みは顎あごを落とした。遂ついにトンデモ話もここまできたか、という感じだった。

「……さみっと？　羽々根の目と鼻の先で、妖精郷テイル・ナ・ノーグのサミット!?」

「おのれ、なんたる国際社会！　って叫さけんでもいいよ？」

　ロロットはどこまでも軽い。卓巳の動どう揺ようなど一〇分の一も伝わっていないようだった。

「もう開かい催さい日びだって決まってるんだから。今から二年後、つまりフェアリーガーデンが完成した直後だね。主な議題は『妖精郷テイル・ナ・ノーグと人間世界の今後の関係について』」

「ま、待て。なんか話がおかしくないか？　だって、翅族アルフっていうのは基本、外に意識を向けることをしない連中なんだろ？　なのに人間世界でサミットって……」

「それはほら、議題が議題だもの。人間との関係を論じる会議を、妖精郷テイル・ナ・ノーグから一歩も出ずにやるのもあれだし、当事者たちの意見を無視するのもどうなの？　って話になったんだよ」

「当事者たちの意見……って、まさか人間も参加するのか、そのサミット？」

「偉えらい人がわんさかね。合衆国ステイツの大統領とかも来るよ？」

「……ごめん。俺、今度こそ倒れるわ」

「えへへ。子こ守もり唄うたと膝ひざ枕まくら、どっちがお好き？」

　できれば両方お願いしたいところだった。もちろん、口には出さないけれど。

「それに、サミット自体の重要性もあるんだよ。何十年かぶりに開催される、ほんとに大事な会議だから。翅族アルフと人間、両種族の歴史の節ふし目めになるんじゃないか、って言われてるくらい」

　だから半はん端ぱな真ま似ねは許されない、ということか。けれど、何十年かぶり？

「長いこと中止にしてたサミットを、どうして今になって？」

「アヴァロンに限らず妖精郷テイル・ナ・ノーグの国はどこも内ない向こう的てきなんだけど、それでも最近になってようやく少し風向きが変わってきてね。このままでいいのか、って考える翅族アルフたちがちょっとずつ増えてきたの。……と言ってもまぁ、消極的な改革賛成意見が殆ほとんどだけど」

「つまり、そういう風潮だったってことか？」

「そう。要は、改革派と保守派の妥だ協きよう点てんを模も索さくするのが狙ねらいなんだよ。アヴァロンがＦＧＰの構想に着手したのも、元はそれが理由だったの。翅族アルフがこれまでどおり裏方に徹てつするにしても、積極的に人間と関係を持つにしても、まずは足掛かりが必要だろうってことで」

　なるほど。フェアリーガーデンは当初、人間世界への橋きよう頭とう堡ほと見なされていたわけだ。

「ただ、七年前、サミットを人間世界でやることに決まったとき、ＦＧＰにもっと大きな意味合いが出てきた。アヴァロンがサミットを主導で行ないたくて、『うってつけの開催地を提供する』って名目で、各国にフェアリーガーデンを薦すすめたんだよ」

　国際政治の場でのリーダーシップ取りたさにね、とロロットは苦笑する。

「なんたって翅族アルフだもん。人間世界じゃ右も左も分からない『おのぼりさん』みたいなものだから、なるべく安全な、できれば同族の息が掛かった開催地がベストだったんだよ」

「なら、どうして羽は々ば根ね──いや、なんで日本なんだ？」

「アヴァロンが自分たちに都合のいい下地作りをするにあたって、必要とした条件は二つ」

　言いながら、ロロットはぴっとＶサインをしてみせた。

「第一に、アジアの先進国であること。第二に、妖精郷テイル・ナ・ノーグの他国がどこもまだ唾つばをつけていない国であること。──一つ目の条件は簡単。要はアジア圏けんの拠きよ点てんが欲しかったんだよ。アヴァロンはこれまでヨーロッパに掛かり切りだったからね。もう少し視野を広く持とうかって話になった。で、二つ目の条件も簡単。巣を張るなら、お邪じや魔ま虫むしはいないほうがいいでしょ？」

　滑なめらかにロロットの説明が続く。昨日きのう、「物事を順序立てて話すのは苦手」と語っていたけれど、今日きようはやけに舌の回りがいい。政治が彼女の専門分野だからだろうか？

「──ふぅん。じゃあ、最近まで翅族アルフは日本にノータッチだったのか」

「日本と因いん縁ねん深い『ホツマ』が、事故でもう三〇年も国交断絶状態だからね。暫しばらくは負い目を感じてどこも手を出さなかったけど、この際だからってアヴァロンが抜ぬけ駆がけしたんだよ」

　ホツマ、というのは妖精郷テイル・ナ・ノーグの国だろうか？　アヴァロン以外の国名が初めて出てきた。

「あと、ぼくが母上にさりげな～く日本を推おした事実も、ここで明かしちゃいます」

「そりゃまたなんで？」

　んふふ～、とロロットは含み笑いを洩もらして、

「昔、リョウがよく日本の話をしてくれてね。以来、ずっと憧あこがれてたんだよ。どんな国なのかな？　タタミってなんだろ？　スシ～、テンプラ～、スモウレスラ～？　何それ、みたいな」

「……なんか色々と間違ってないか？」

「うん、お寿す司しはイギリスにもあったね。あと、お相撲すもうさんはやっぱり強過ぎだと思う」

　いや、そういう話ではなくて。というか、知識が偏かたより過ぎだ。

「それに何より、胸の内に『確信』があったから。あぁ、ぼくは日本に行かなきゃいけない。でないと、大切な運命を逃がす──そんな気がしたんだよ」

「よく分からんが……根こん拠きよになるのか、それ？」

「なるよ。だって、ぼくはこの街に来てすぐに、タクミと出会えたんだもの」

　とっておきの宝物を自じ慢まんにするように、童顔を目一杯、紅潮させてロロットが言った。

　くらくらした。見ているだけで変になりそうな笑顔だった。

「え、え～っと、だな……」

　何度か深呼吸して、気を落ち着かせる。頭を茹ゆだらせている場合ではない。

「──それで、お前個人の目的はいったいどこにあるんだ？」

「うん？　ぼく個人の目的？」

「この街に来た本質的な動機だよ。ＦＧＰやらサミットやらの話は分かったけど、それだけじゃ燎りようと二人で無理を押して羽は々ば根ね市にやって来る理由にはならないだろ？」

　ロロットは昨日きのうこう言った。自分には野望がある、と。そして先刻はこうも言った。サミット開かい催さいの主眼は二つの派は閥ばつの妥だ協きよう点てんを模も索さくすることにある、と。ならば、保守派につけ狙ねらわれるほどの過激な改革派であるロロットの目的は、更さらにその先にあるはずなのだ。

　卓たく巳みの質問に、ロロットは「鋭するどいね」と微笑ほほえんだ。次いで、う～んと伸びをしたのち、

「──アヴァロンは、平和な国なんだよ」

　急にそんなことを言い出した。意味が分からず、卓巳は眉まゆを顰ひそめる。

「ほんとに、すごく平和な国。飢うえも貧困も殆どなくて、封建制度に近い社会だけど民の権利もきちんと保証されてて、妖精郷テイル・ナ・ノーグでも有数の強国だから戦争だってもう何十年も起きてない。翅族アルフと人間の関係も不和が目立つほどじゃないし、内戦も遠い昔にあったきり」

「それは……いいこと、なんじゃないのか？」

　けれど、ロロットの口振りはとてもそんなふうには聞こえなかった。

「うん、そう。ほんとはいいことのはず。まさにアヴァロンこそ理想郷だって、みんな口を揃そろえて言ってるもの。ぼくもそう思う。ここは、まるで『夢の国』みたいだって」

　でもね、とロロットは吐と息いきするように続けた。

「夢は所しよ詮せん、ただの夢なんだよ。長く観続けていれば、いずれは飽あきちゃう」

「………………」

「アヴァロンには、熱がないの」

「……熱？」

「みんな、ずっと夢のなかで微睡まどろんでるんだよ。今があんまり気持ちいいから、そこで全部ストップしちゃってる。何か新しいものを作り出そうとする意欲がないし、何かを変えようとする意志もない。だから誰だれも熱ねつ狂きようしない。誰も一生懸けん命めいにならない。心の底から怒おこることもなければ、悲しむこともない。喜びだって、たぶん噓うそだ。当たり前になった幸せのなかで、嚙かみ締しめるものもないまま、ただ漫まん然ぜんと日々を送ってる。サミットは確かにきっかけにはなるかもだけど、それで翅族アルフたちが揺ゆり籠かごを手放せるかって言ったら、正直、かなり疑問だよ」

　赤あか々あかとした夕陽の光が、真っ直ぐ顔に照りつけてくる。だから、俯うつむいて堰せきを切ったように言葉を紡つむぐロロットが、今どんな表情を浮かべているのかは判じようがなかった。

「……平和なだけで満足できないぼくは、どうしようもなく傲ごう慢まんなのかもしれない。その日のご飯を食べるのさえやっとな人たちからすれば、ただの道楽貴族に見えるのかもしれない」

　語ご尾びが掠かすれた。テラスの手て摺すりを摑つかむロロットの手は、微かすかに震ふるえていた。

「でも、我が慢まんできないんだよ。誰だれになんと言われようと、嫌いやなものは嫌なんだよ。ぼくは今のアヴァロンが、妖精郷テイル・ナ・ノーグが、翅族アルフという種の在り方が……歯は痒がゆくてしょうがない」

　強烈な熱気を肌はだで感じた。卓たく巳みは気け圧おされ、身動きも取れなかった。ロロットの小さな背中から発される凄すご味みは、奇くしくも彼女自身が言及した『翅族アルフにないもの』に他ほかならなかった。

「だからぼくは、この街にやって来た。フェアリーガーデンを、正しく翅族アルフと人間の架かけ橋はしにするために。サミットを、本当の意味で二つの世界の垣かき根ねを壊こわす引き金にするために」

　それが、彼女の野望。彼女の夢見る、変革のカタチ。

「──寝ねぼすけたちを叩たたき起おこして、誰も彼も揺り籠に戻もどれないようにしてやるんだ」

　とてつもなく手前勝手な理り屈くつを、ロロットは昂こう然ぜんと誇ほこらしげに言い切った。

　音もなく燃え上がる世界の中心で、やがてロロットがゆっくりと顔を上げる。

　彼女は、笑っていた。

　愉たのしくて愉しくて仕方がないといったふうに、くすくすと。

　ひどく幼い仕草のくせに、受ける印象は普ふ段だんの無む垢くなそれとはかけ離れていて、いっそ蠱こ誘わく的てきにさえ感じられる笑い方だった。
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　唐とう突とつに思い出す。さきほどロロットが口ずさんでいた、マザーグースの歌詞を。





　　　良い子のときはとてもとても良い子

　　　でも悪い子のときはぞっとする






　くらくらした。確かに、今の彼女はぞっとするくらい美しかった。

「アルマンも言ってたでしょ？　タクミ」

　人ヒ間トでなしの翅族アルフの姫ひめが、自らの本性を明かす。

　嬉き々きとして、でも寂さみしげに、歌うように。

「ぼくは、筋金入りの悪党なんだよ？」

　出会った当初から卓巳を振り回し続けてきた彼女は、おそらく非の打ちどころのない共犯関係こそを望んでいたのだろう。爛らん々らんと輝かがやく一対の碧へき眼がんが、最後に無言で訴うつたえかけてきた。

　親愛なる騎士パートナーを更さらなる深みに誘さそう、それは蜜みつのたっぷり詰つまった毒リンゴ。

　──ねぇ、ぼくと一いつ緒しよに世界を振り回してみない？

　齧かじれば甘いのは、目に見えていた。




　暫しばらく言葉が出なかった。

　正直、圧あつ倒とうされてしまって、何を言えばいいのか分からなかったのだ。

　一見、能のう天てん気きそのものに思えるロロットの内に、まさかこれほどの熱量が秘められていたとは。背徳的ともいえる告白と誘ゆう惑わくに、頭が強く痺しびれて見けん当とう識しきさえ遠ざかりそうだった。

　けれど、卓たく巳みがそのまま一分近くも硬こう直ちよくしていたからだろう。艶えん然ぜんと微笑ほほえんでいたロロットが、急に憑つき物ものでも落ちたみたいに顔つきを変え、小首を傾かしげて呟つぶやいた。

「あれ？　反応薄いね？　……っかしいなぁ。今の決きめ台詞ぜりふだったのに」

　がっくりと肩を落とす。あまりにも気の抜ける発言に、否応もなく現実に引ひき戻もどされた。言いたくはないが、それこそ夢から覚めるように、だ。

「お前……ほんとは全部、計算づくなんじゃないだろうな？」

　予想していた質問だったか、ロロットが口元を綻ほころばせた。

「さ～てね。タクミは、どう思う？」

　分からない。色々と嵌はめられているような気もするし、やっぱりロロットは行き当たりばったりという気もする。普ふ段だんの天然ぶりも、今しがた垣かい間ま見みせた奸かん智ちに長たけた婀あ娜だとした風ふ情ぜいも、どちらも彼女の『ほんとう』に思えた。でも、そんなことってあるだろうか？　どう考えても矛む盾じゆんする要素だ。それとも翅族アルフは、その矛盾さえ違和なく飲のみ干ほしてしまう存在なのか。

「……駄だ目めだ。さっぱり分からん」

　女は魔ま物もの、みたいな表現はよく耳にするけれど、なかでもロロットは取り分け手て強ごわい気がする。こういう方面の経験がゼロである卓たく巳みでは、もう完全にお手上げだった。

　しかし逆にロロットは、常以上にあどけなく笑むと、下から覗のぞき込こむようにこちらを見た。

「もしかして、幻げん滅めつした？」

「いや、それはない」

「あ、即そく答とうしてくれるんだ？　じゃあ、惚ほれ直なおしたんだね」

　参ったなぁ、と照れるロロット。どうして二に者しや択たく一いつなのかは、もう面めん倒どうなのでツッコまない。

「いいんだよ、タクミ。分からなくてもいいの。だって、それが普ふ通つうなんだから」

「気持ちは、同じなのに？」

「それは大前提の部分だけ。そこがブレなければ問題ないんだよ。だいたい、何もかも同じだったらつまらないもの。気になる男の子に飽あきられたら、女の子は死んじゃうんだよ？」

　ほんとにもぅ。どうしたらいいんだ、このお姫ひめ様さま。

　なんだかひさしぶりに、腹の底から笑い出したい気分だった。

「というわけでっ！　相互理解を深めるためにも、次はぼくの質問に答えてちょーだい！」

「また唐とう突とつな……っていうか、だいたいのことは昨日きのう、喫きつ茶さ店てんで話してやったろ？」

　血液型とか誕生日とか、基本的にどうでもいいことばかりだったけれど。

　そういえば、『ネジの悲鳴』のことも一応は話したのだったか。まぁ、自分は翅族アルフの第一王女ほど込み入った背景を持つ人間ではないので、答えてやれることなど所しよ詮せんはその程度だ。

　しかし、ロロットはやんわりと首を横に振った。

「ううん、まだ教えてもらってないことあるよ。ぼくが聞いていい話なのかどうかは、ちょっと判断がつかないんだけど……うん、きっと大事なこと」

　妙みように歯切れが悪かった。〈比ひ翅よくの騎き士し〉について説明していたときと同様、どこか二の足を踏ふむ気配。やっぱりロロットのこういうところが、すべて演技とは思えなかった。

「なんだよ？　遠えん慮りよするなんてらしくない」

「うん……あのね？　昨日、アルマンと話してたでしょ？　その……」

　ロロットは一いつ旦たん口を閉じ、おっかなびっくりといった調子で言葉を継ついだ。彼女がアルマンの名前を出した時点で、卓巳にもその先はおおよその見当がついた。

「タクミの、お父様のこと……なんだけど」

　合点がいく。まぁ、あれだけ思わせぶりな会話をすれば、気になるのも当然だろう。

　さて、と卓巳は腕を組む。いったい、どこから話したものやら、と。




「──意外だったわね」

　帰りの道すがら、燎りようがふと思いついたように呟つぶやいた。

　屋や敷しきをあとにしてすぐ、まだ住宅街の緩ゆるい下り坂を降りている途と中ちゆうのことだった。街灯と家の明かりのおかげでちっとも暗さを感じない夜道を進みながら、卓たく巳みは片かた眉まゆを立てる。

「何が？」

「貴方あなたのことよ。ロロから事情を聞いたくせに、えらく簡単にあの娘こを受け容れたじゃない」

　すぐ隣となりを歩く燎は、こちらに目線一つ寄よ越こしはしなかった。冷たい横顔、冷たい動作、冷たい言葉。彼女の卓巳に対する態度は、会ったときから一いつ貫かんしている。だからこそ、濡ぬれたカラスの羽みたく艶つややかな黒髪から、時折、いい匂においが漂ただよってくるのが少し癪しやくだった。

「まるで、受け容れちゃいけなかったみたいに聞こえるな」

「別にそうは言ってないわ。でも、普ふ通つうならもっと迷って然しかるべきでしょ？」

　かもしれない。でも他ひ人とは他ひ人と、自分は自分だ。それに、卓巳だって燎が言うほど容易たやすく決断したつもりはない。迷った時間は短くとも、費やしたエネルギーの量は相当だったと思う。

「それとも、単に想像力に乏とぼしいだけなのかしら？　だとすれば笑うわね」

「……どうしてそう、いちいち突つっかかってくるかね。っていうかなんだ？　わざわざそんなことを言うためだけに、ついて来たのか？」

　なぜ燎とこうして道連れになっているかというと、卓巳が屋敷を出る間ま際ぎわ、彼女が急に送って行くと言い出したからだ。てっきり嫌きらわれていると思っていたから、燎が自主的に送り役を買って出たときは少し驚おどろいたのだけれど、どうやら忠告が目的だったらしい。

「そうよ。じゃなきゃ、誰だれが貴方なんかと」

　ここまできっぱり断言されると、逆に感心してしまう。よく自分の気持ちを包つつみ隠かくさず、こうもずけずけと物を言えるものだ。形だけでも仲良くしようとか思わないのだろうか？

　と、そこまで考えたところで、不意に気づいた。

「お前……まさかとは思うけど、嫉しつ妬としてるのか？」

　燎が静止する。まるで足に釘くぎでも打たれたような止まり方だった。

　仕方なく卓巳も立ち止まる。こちらを見た彼女は、なぜか微笑ほほえんでいた。その透すき通とおるような笑みに、不覚にも見み蕩とれてしまう。そして燎は、どこからか寸足らずの鞭むちを取り出した。

「さぁ、お尻しりを出しなさい？」

「嫌いやだよ！」

　なんて顔で、なんてことを要求するのか。信じられない。

「だったら、妄もう言げんを吐はくのは金こん輪りん際ざいやめることね」

　燎が笑みと鞭を収めて歩みを再開する。卓巳も戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、そのあとに続いた。

「──別に、貴方の覚かく悟ごを疑ってるわけじゃないわ」

　ひんやりと耳心地のいい声が耳じ朶だを打つ。こちらに背中を向けたまま、燎りようは更さらに言った。

「でも、これまで普ふ通つうに生活していた人間の『覚悟』なんて、どうせたかが知れてるとも思ってる。状じよう況きようが切せつ羽ぱ詰つまれば、あっさり覆くつがえってもおかしくないわ」

「……信用ないな、俺おれ。まぁ、それも当然か」

　燎が言いたいことは分かるつもりだ。覚悟という行為は尊とうといが、それだってピンキリ。人間世界と妖精郷テイル・ナ・ノーグの双方に大きな変革を齎もたらそうとしているロロットについて行くのは、生なま半なかなことではない。燎が憂ゆう慮りよしているのは、ここぞというときの卓たく巳みの変節なのだろう。

「この場合、『大だい丈じよう夫ぶだ』とか『任せろ』とか、そういう言葉にはなんの価値もないよな」

「そうね。分かってるじゃない」

「なら、これからの行動で示すよ。お前にも信しん頼らいしてもらえるよう努力する」

　やはり価値のない言葉だった。燎が求めているのは、たぶん誠意ではない。でも、これが今の卓巳の限界なのだ。実績のない者が他ほかに何を述べたところで、気休めにもならないだろう。

　けれど、果たして燎は再び立ち止まった。やや驚おどろいたような面おも持もちで、肩越しにこちらを見み詰つめてくる。たまに彼女が見せるこういう素の表情は、本当にびっくりするくらい幼い。

「……意外ね」

「またそれか。どうも俺は、思いのほか意外性のある男らしいな」

「ええ、まったく。貴方あなたはもっとこう……エゴイストなタイプかと思ってたわ。わたしの不審なんて知ったことかって、そんなふうに突つっぱねるものとばかり」

　かなりショックだった。どうやら今まで、あんまりな印象を持たれていたらしい。

「ひょっとして、貴方にはロロと同じものが視みえているのかしら？」

　それは、ひどく抽ちゆう象しよう的てきな問いだった。卓巳は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「同じもの？」

「『確信』よ」

　確信？　なのに、それを視みる？　なおさら要領を得ない。

　しかし燎は、こちらの追つい及きゆうを封ふうじるように「……いいの。忘れて」と前言を撤てつ回かいした。

「ま、せいぜい頑がん張ばりなさい。わたしも期待しないで待ってるから」

　燎がまた歩き出す。相変わらず酷ひどい言い草だった。けれど、どういうわけか不思議と反発する気持ちは湧わいてこない。たぶん、彼女の声から、心なしか角が取れていたからだろう。

　そうやって緊きん張ちよう感かんのある会話を楽しみながら進むうち、いつしか駅前に辿たどり着ついた。仕事帰りの人たちで混雑する周囲を見回し、卓巳は「ここでいいよ」と燎を呼び止める。

「もう話も特にないんだろ？　だったらロロットの護衛に戻もどったほうがいい」

「あら、殊しゆ勝しようね。遠えん慮りよしなくても家まで送ってあげるわよ？　もちろん、嫌いや々いやだけど」

「一言多いなぁ……あいつを長いこと放ったらかしにしとくのは、まずいだろ？」

「そうね。でも、危険というなら貴方のほうがよっぽど危険だわ」

　保守派に優先して命を狙ねらわれているのは卓巳なのだから、燎りようの言うことももっともだった。

「貴方あなたがロロの〈比ひ翅よくの騎き士し〉である以上、ロロを十全に護ろうと思ったら、わたしは貴方の身の安全も護らなきゃいけないの。そのあたり、ちゃんと理解できてる？」

「分かってるよ。けど、いくらなんでも昨日きのうの今日きようで襲おそわれたりはしないって」

「二日立て続けに襲われた人間の言う台詞せりふかしら、それ」

　燎は半眼になり、それから自分の腕を抱だいて不服そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「……というか、なんでそんなに帰って欲しそうなのよ？」

　卓巳のことを嫌きらっているくせに、こういうときだけ拗すねるのはズルイと思う。腕に押されて胸元がむっちりと凶きよう暴ぼうに盛り上がるものだから、なんだか色々な意味でひどい罪悪感だ。

　ロロットに対する執しゆう着ちやくといい、実は案外、寂さびしがり屋なのだろうか？　他ひ人とに邪じや険けんに扱あつかわれるのに慣れていないとか……？　いや、あり得ない。妄もう想そうにもほどがある。

「だってお前、俺おれの家うちがどこにあるか知らないだろ？　下へ手たしたら……その、あれだ」

　迷うかもしれない。という心ない発言は、さすがに胸の内だけに留めた。けれど、どのみち燎には完かん璧ぺきに意図が伝わってしまったらしい。案の定、瞳ひとみに強情そうな色が浮かぶ。

「──是ぜが非ひでも送って行くわ」

「あぁ、くそっ。なんて分かりやすい反応だ……いいから、帰れって！」

「人の厚意を無む下げにする気!?　最低ね！　ガタガタ抜ぬかさず、家まで送られなさい！」

「ありがた迷めい惑わくなんだよ！　今ならまだ間に合うから、考え直──」

「こっちよ！」

「どこに行く!?」

　なんで場所を知らないのに、平気で道を先導できるのだろう？　ある意味、得難い才能だ。

　往来を行く人々が、痴ち話わ喧げん嘩かでも始まったのかと邪じや推すいの視線を投げかけてくるなか、卓巳は恥かしさを抑おさえて急ぎ燎のあとを追った。方向音おん痴ちのくせに足だけは速いから、既すでに彼女の後ろ姿は見える範囲にはない。このままだと、また昼間のようにはぐれかねなかった。

「もうっ！　どうして行き止まりなのよ!?」

　雑ざつ踏とうの向こうから、ちょっと泣きそうな声だけが響ひびいてきていた。
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　目的の屋や敷しきには、インターフォンが存在しなかった。

　だから不ぶ躾しつけとは思いつつも、門を開けて無断で敷しき地ち内に入り、玄関の金具をノックした。木製の扉とびらはいい音を奏でたけれど、これだけ広い屋敷で果たしてノックの音が住人にまで伝わるのか不安だ。しかし、すぐに扉の向こうで足音が聞こえたため、どうやら杞き憂ゆうのようだった。

「は～い、どちら様？」

　無む邪じや気きともいえる誰何すいかの声に、彼女は艶つややかに微笑ほほえむ。

「──貴女あなたがた翅族アルフの、真まことのしもべですわ」

　暫しばしの沈ちん黙もくを挟はさみ、恐おそる恐おそるといった感じでドアが開いた。現れたロロット・ニエンテ・アートレイアは、その身分を鑑かんがみれば粗そ末まつと評しても差し支えないだろう、下げ賤せんな者たちの衣服を身に纏まとっていた。あってはならないことだ、と彼女は痛ましげに眉まゆ根ねを寄せる。

「うわ、これはまた団体さんでいらっしゃったね？」

　第一王女が言っているのは、彼女の背後に控ひかえた二〇人近い数の妖精使いチエンジリングだった。

　彼女直属の部下たちだ。様々な理由から妖精郷テイル・ナ・ノーグで居場所をなくした子供たちを、彼女が拾って育て上げ、こうして私兵として使っている。命令には忠実だが、いかんせん隊員の殆ほとんどが若者で階かい梯ていも低い。本来なら主あるじから貸し与えられた兵たちを連れて来たかったのだが、こちらは数が少ないため、制圧下に置いた施し設せつの警備から外すわけにはいかなかったのだ。

「お気になさらずに。私わたくしの護衛ですので」

「え？　ただの護衛なの？　その割には物々し過ぎるけど……」

　ロロットは身の危険など露つゆとも感じていない様子で、きょとんと訊きき返かえしてきた。

「まぁいいや。とりあえず、お名前を聞かせてください」

「これはとんだご無礼を。私、このたび日本に配属されましたアヴァロンの外務書記官、ミューニシア・マクネリーと申します。ヒーホウですわ、王女殿でん下か」

　ミューニシアが如じよ才さいなく頭こうべを垂れると、ロロットも屈くつ託たくなく「ヒーホウ♪」と返してくれた。

「ご丁てい寧ねいにどーも。それで、今日きようはどんなご用件で家うちに？」

「殿下をパーティにご招待するために参りましたの」

「あ～……やっぱりそう来るかぁ。ということはつまり、ミューニシアさんは保守派──それもさっきの口振りからすると、もしかして翅族アルフ信しん奉ぽう者しやの人なのかな？」

　はい、と自信を込めて返答する。この世でもっとも貴とうとき血統、その末す裔えなるお方の記き憶おくに、少しでも自分の存在が残るようにと願いながら。

「私どもが内々で開く、ごく小さなパーティですが、きっと殿下にもご満足頂けますわ」

「う～ん……今、屋や敷しきにいるのはぼくだけなんだけど、このタイミングでミューニシアさんが訪たずねて来たのは偶ぐう然ぜんじゃないよね？　タクミとリョウもパーティに連れてっていいのかな？」

「ええ、もちろん。ですが、お二ふた方かたを待つ必要はありませんわ。あとから会場に足をお運び頂けるよう、手て筈はずは整えてありますもの」

「なら、もしぼくが出席を拒きよ否ひしたら？」

「不本意ではありますが、そのときは些いささか乱暴な方法で殿下にご足そく労ろう願ねがわなければなりません。私の部下が多少の失礼を働くかもしれませんが、ご寛かん恕じよを」

「……やると決めてるくせに、そうやって予防線を張るほうが、よっぽど失礼だよ」

　ロロットが諦てい観かんの面おも持もちで溜ため息いきをついた。ミューニシアは再び恭うやうやしく一礼する。

「申しわけありません。ですが、これも殿でん下かのためを思えばこそ。ご理解ください」

「あっ、恩着せがましい！　ぼくは、そんなこと頼たのんでないよ？」

「なればこそ、ですわ。殿下が誤った道に進もうとしているなら、例たとえ誰だれに頼まれなくとも自発的に動き、正しい方向に導いて差し上げねばなりませんもの」

「……すっごい屁へ理り屈くつ。相変わらず信しん奉ぽう者しやの人たちは、ちょっとおかしいね」

　その『おかしさ』は、ミューニシアにとって誇るべき『おかしさ』だ。損得勘かん定じようばかりして上うわ辺べだけ翅族アルフに傅かしずく恥知らずどもにも、いずれ真の忠義を教え込まねばなるまい。

「ご自愛ください、殿下。御おん身みは貴女あなた一人のものではありませんわ」

　得意満面で語るミューニシアとは逆に、ロロットは辟へき易えきと顔をしかめた。
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「ちくしょうめ！　マジかっ、くそ！」

　マンションの屋上で望遠鏡を構えながら、ブルートは思わず叫さけんでいた。それでおおよその成り行きを悟ったのだろう、傍かたわらのマットレイがいつも以上にむっつりした表情になる。

「……ライナスの言ったとおりか？」

「ああっ！　姉あね御ごの奴やつッ、マジでお姫ひめ様さまを攫さらっちまいやがった！」

　今しがた屋や敷しきで行なわれた誘ゆう拐かい劇げき、そのすべてを余さず目もく撃げきしたブルートは、望遠鏡を怒いかり任せにコンクリの床ゆかに叩たたきつける。既すでに仮設本部から帰き還かんの指示は出ていたが、それを無視して監かん視しを続けた甲か斐いは確かにあった。しかし、この展開は到とう底てい歓かん迎げいできるものではない。

「僕も、何かの間違いならいいと思ってた。でも、間違いじゃなかった。残念」

　平へい坦たんな声でそう言ったのは、背後に佇たたずむライナスだ。月明かりの下、毛布を手に呆ぼうと突つっ立たっているこの幼い同どう僚りようこそ、ブルートたちに王女が誘拐されることを知らせた張本人だった。

「──確かなんだな？　ライナス」

　マットレイが肩越しに振ふり返かえり、ひどく強こわい声で彼に向かって尋たずねる。

「王女の身み柄がらを押さえて……このあと、彼女が『やろうとしていること』というのは？」

「確か。ミューニシア様と、黒い服を着た変な奴らが話してるのを、ちゃんと聞いた」

「……チッ、その連中が雇い主ミスターＸの回し者ってわけかよ。施し設せつを襲やるときに現れたっていう例の」

　ブルートは苦虫を嚙かみ潰つぶした。まったく、冗じよう談だんではない。現時点でも既に事はのっぴきならないというのに、ライナスの言葉が正しいなら状じよう況きようはここから更さらに酷ひどくなるのだ。自分たちの主人──ミューニシア・マクネリーは、とうとう見境さえなくしてしまったというのか。

「僕は、そろそろ戻もどらないといけない。ミューニシア様や王女を、施設に連れて行かなきゃいけないから。二人だってこれ以上、帰還命令を無視すると怪あやしまれる」

　ライナスは部隊の輸送係だ。彼の有するイットは、人員や物資を遠くまで一いつ瞬しゆんで運ぶことができる。王女を拉ら致ちしたミューニシアたちと、これからどこかで合流する予定なのだろう。あと三時間ほどで、ブルートたちも他ほかの仲間らと共に、ライナスの手によって施し設せつに運ばれる段取りとなっている。確かに、もうあれこれ考えている暇ひまはなさそうだった。

「──てめぇが決めろ、マットレイ。ここが分岐点ボーダーだ。動くのか、それとも動かねぇのか」

　ブルートは相棒に下げ駄たを預けることにした。どのみち、自分一人が何を騒さわいだところで、できることなどたかが知れているのだ。まずこの堅かた物ぶつが重い腰を上げなければ話は始まらない。

　マットレイはきつく瞼まぶたを閉じ、手でしきりに胸元のドッグタグを弄いじっていた。十数枚にも及ぶそれらが、今は亡きかつての戦友たちの認にん識しき票ひようであることを、ブルートは知っている。

「兵隊は黙だまって命令に従っていればいい──それが俺おれの自論だったんだがな」

「抜ぬかせ。そいつは優等生サマのお言葉だ。俺らみたいな愚ぐ連れん隊たいにゃ似合わねぇんだよ」

　こういう言い方をすれば、普ふ段だんならすぐさま口くち喧やかましい反論が返ってくるところだ。しかし、今ばかりはマットレイも異を唱えなかった。ドッグタグからそっと指を離すと、

「……そうだな。何も一いつ緒しよに汚れてやるだけが忠誠じゃない、か」

「はん、分かってんじゃねえか。姉あね御ごに軽くヤキ入れてやろうぜ？」

　口角を歪ゆがめて言えば、相棒も珍めずらしく漢おとこ臭くさい笑みで応じてくれた。ライナスも無表情ながら、どこか嬉うれしげだ。ぱちぱちと拍はく手しゆまでしているのは、さすがにどうかと思うけれど。

「方針が固まって何より。男の友情は美しい。でも、具体的には？」

「お前はとりあえず戻もどれ。あと三時間は大人おとなしくしていていい。ただし──」

「分かってる。黒い奴やつらから目は離さない。あと、部隊のみんなは？　声かける？」

「……いや、何人か引き込みたいところではあるが、事が事だけに賛同者は慎しん重ちように募つのりたい。今はまだ待て。そのあいだに、俺たちが助すけっ人とを連れて来る」

「あん？　助っ人？」

　いたかそんな奴、とブルートは首を捻ひねる。それがいるのさ、とマットレイは肩を揺ゆすった。

「思いどおり動いてくれるかどうかは分からんがな。何しろ鬼札ジヨーカーだ。場に投入すれば、少なくとも一方的なゲーム展開は阻そ止しできる。──まぁ、そこから先は運次第だな」




　　　　○




　燎りようから電話が掛かってきたのは、夕食を終えてすぐのことだった。

　二階の自室に戻って着き替がえを持ち、これから風ふ呂ろに入ろうとしていた卓たく巳みは、部屋を出る寸前で味気ない着信音に機先を制された。机の上で騒ぐ携けい帯たい電話のディスプレイを見て、たちまち嫌いやな予感が鎌かま首くびをもたげる。それも仕方がない。だって相手が相手だ。

　なので卓巳は、電話に出るやいなや、開口一番にこう尋たずねた。

「迷ったのか？」

『燃やすわよ！』

　捻ひねりのない罵ば声せいが返ってきたため、やや訝いぶかしむ。なんだか余よ裕ゆうがない感じだ。

「あのな？　心細いのは分かるけど、あんまり取り乱すな。まずは深呼吸しろ。で、それから交番に行け。なんなら、俺おれが迎むかえに行ってやろうか？」

『だから違うわよ！　屋敷にはもう着いたの！　ちゃんと一人で帰れたわ！』

　自じ慢まんすることではないと思う。でも、だとしたら何をそんなに慌あわてているのだろう？

　疑ぎ問もん符ふを浮かべつつも、どこか暢のん気きに構えていた卓たく巳みだったが、

『……ロロが、保守派に攫さらわれたわ』

　続く燎りようの言葉には、さすがに色を失った。

『帰って来たら、玄げん関かんにメッセージが置いてあったのよ。ロロの身み柄がらは預かったって』

「…………おい」

　声が硬くなる。だから一人にするなとあれほど言ったのに、という批難が喉のど元もとまで出かかった。それを堪こらえたのは、そもそもの原因が自分にあるからだ。燎がロロットを屋敷に残したのは、〈比ひ翅よくの騎き士し〉である卓巳を護まもるための、やむを得ない判断だった。足を引っ張っている自分がとやかく言える義理はない。彼女一人では、できることに限界がある。

　ただ、それにしたところで展開があまりに急過ぎた。よほどのことがない限り、ロロット自身に累るいが及およぶことはないという話だったのに、なぜいきなり……？

　なんにしろ、ここであれこれ考えていても始まらない。とにかく今は燎と直じかに会って、もっと詳くわしく状じよう況きようを聞くべきだろう。

「──今から超特急でそっちに向かう。少し待ってろ」

　卓巳は携けい帯たい電話を切って、今度こそ部屋を出た。




　急ぐ必要があったので、妹に頼たのみ込こんで自転車を貸してもらった。

　ごくごく平凡なママチャリで、玖く堂どう家けでは主に妹の通学と母の買物に使われている。一応は妹の所有物なのだけれど、一家全員が乗れるようにと比ひ較かく的てきサイズの大きいものを父が誕生日に買い与えたのだ。だから、卓巳でも多少無理をすれば乗れないことはなかった。

「大事に使ってよ？　ちょっとでも傷つけたら、明日からお兄にいのお弁当に納なつ豆とう入れるからね」

　ひどい妹だ。納豆は好きだけれど、弁当にまで入れてほしくはない。

　とはいえ、今は安全運転第一というわけにもいかなかった。だから、場合よっては明日あした、悪あく臭しゆうを放つ弁当を食べる覚かく悟ごを決めながら、卓巳は一心不乱に自転車のペダルを漕こいだ。

　その甲か斐いあってか、奇き跡せき的てきなタイムが出た。自宅からアートレイア邸ていまで、僅わずか二〇分だ。

　柵さくの前に自転車を止め、門をくぐる。燎は玄関の前にへたり込んでいた。

「……ほんとに早かったわね」

　この二〇分でなんとか落ち着きを取とり戻もどしたのか、燎の声音は低く抑おさえられていた。ただし、今度は覇は気きというものに欠けている。一目で意い気き消しよう沈ちんしているのが分かった。

「何があった？」

　言葉少なに尋たずねれば、燎りようは手に持っていた紙きれを渡してきた。なんと羊よう皮ひ紙しだ。おそらくこれが保守派の残したメッセージなのだろう。ただ、文面はすべて英語だった。読めないこともないけれど、今は時間が惜おしい。卓たく巳みは努力を放ほう棄きして、燎に訳を頼たのんだ。

「『第一王女は当方主催のパーティに出席するため、一足先に会場に向かわれた。開始は明あ日すの正午を予定している。付つき添そいのお二方も、是ぜ非ひご出席されたし』──以上よ」

「パーティ？　人ひと攫さらいが、なに気取ってんだ」

　つまりロロットを餌えさにして、こちらをおびき出そうという魂こん胆たんなのだろう。明日の午後一二時に特定の場所に来いと、そういう意味だ。まったく馬ば鹿かげている。

「……甘かったわ。まさか相手がこんな思い切った真ま似ねをするなんて」

　燎が不可解そうに呟つぶやくけれど、卓巳にとっては彼女の言葉のほうが不可解だった。

「敵が紳しん士し的てきに振ふる舞まってくれるなんて、結局、ただの幻げん想そうだったってことだろ。人間世界で何が起きても大たい概がいは事故で済ませられるって、ロロットもそう言ってたしな」

「ロロが？　まぁ、確かに真実の一いつ端たんは衝ついてるけど……でも、それは極論よ。一口に保守派と言っても色々いる。今回の相手は歴れつきとしたアヴァロンの正規部隊で、あのアルマンにしたって表向きの役やく職しよくは軍事顧こ問もんだもの。そうそう間違いは起こらないはずなのよ。本来なら、ね」

　は？　と卓巳は目を点にする。意外なことを言われた気がしたからだ。

「あいつらは、改革派のロロットを失権させるのが狙ねらいだったんじゃないのか？」

「それもあるわ。けど、ちゃんとした任務が他ほかに存在してる。フェアリーガーデンの完成に先んじてこの街に入り、計画を妨ぼう害がいしようとする他国の工作員を抑よく止し、あるいは排はい除じよするっていう正式な王命を連中は受けてるの。だから下へ手たを打てば、自分たちの首だって締しめかねない」

　ならなんで、と卓巳は呻うめく。燎は「分からない」とかぶりを振った。

「おかしいのよ、絶対。いくら直接の危害を加える気がなくても、ロロを誘ゆう拐かいするなんて普ふ通つうじゃないわ。保守派の有力な貴族が個人で雇やとった兵とかならともかく、正規の部隊がこんな危ない橋を渡るはずないのに……それに、なんだかアルマンのやり口とも違う気がするわ」

　それに関しては卓巳も同感だった。自分たちが不在のときを狙って屋や敷しきに押し入り、そのうえロロットを人質に取るなど、いかにも姑こ息そくだ。何をするにしても、アルマンならもっと堂々とやるだろう。高笑いでもしながら平へい気きの平へい左ざで、毛ほども悪びれることなく。

「昨日きのう、襲おそってきた連中……よく仕込まれてはいたけど、みんな妙みように階かい梯ていが低かったのよね」

　燎が独ひとり言ごとのように呟いた。その話は卓巳も聞いていたので、すぐに意味するところを悟さとる。

「つまり、正規部隊のなかに毛色の違う奴やつらが紛まぎれ込こんでるかもしれないってことか？　そいつらが、ロロットを攫さらった？」

「ええ。それならあり得る、と思うけど……でも、やっぱり妙ね」

「なんで？」

「だって指定された場所、アヴァロンの大使館よ？」

　そうなのか。確かにネズミの隠れ家にしては、ちょっと大だい胆たんだ。けれど気を取り直し、

「とにかく、ロロットを助けに行こう。敵の居場所は分かってるんだ。パーティの開始時間なんか無視して乗り込んじまえばいい。つまりは奇き襲しゆうだ」

「……正論ね。大使館にすんなり辿たどり着つけるなら、って条件がつくけど」

　分かっている。大使館というからには、当然、警備はすこぶる厳重だろう。おまけにこちらの戦力は、たったの二人。援えん軍ぐんも見込めない。そう上う手まく事が運ぶはずもなかった。

　しかし、卓たく巳みのそうした懸け念ねんは、燎りようが感じている困難とはまた別であるらしかった。

「違うわ。そうじゃなくて、物理的に行くのが難しいって言ってるのよ」

「物理的……？　ちょっと待て。その大使館ってのは、いったいどこにあるんだ？」

　燎がやおら腕を掲かかげた。ぴんと立てられた人差し指は、真っ直ぐに上を示していた。

　卓巳も顔を上げる。言うまでもなく、そこには空があった。今夜は雲が少なくて星がよく見えるけれど、それだけだ。他ほかには半月が浮かんでいるくらいで、大使館などどこにもない。

「おい、からかってるのか？」

「……暗いから少し見えにくいかしらね。昼間と違って広こう告こく塔とうとしての役割を果たす必要もなくなったから、今はかなり高度を上げてるだろうし」

　広告塔。高度を上げる。それらの単語から、卓巳は「まさか」と顔を強こわ張ばらせた。

　再び頭上を仰あおぐ。注視すれば、ほどなく夜空に浮かぶ数個の赤い点を発見した。ゆっくりとだが移動している。もちろん、それが何かは分かっていた。夜間飛行のための識しき別べつ灯とうだ。

「飛行船……？」

　殆ほとんど呆ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで呻うめく。いくらなんでも反則だった。

「世間にまともに認知もされてない国の力なんて、例たとえトップと話がついてても、どこまで人間社会で通用するか分からないでしょ？　だから、大使館とか領事館とか、そんないかにもな名前がついたアヴァロンの隠かくれ蓑みの的てきな施し設せつが、今の日本には山ほど存在してるのよ」

　淡々と燎が説明する。その目線は、卓巳とは逆に地面に注がれていた。

「アヴァロン第三大使館『ロイヤルハント号』──大使館なんて言ってるけど、その実態は街を監かん視しするための保守派の空中要よう塞さいよ。もちろん、保有している企き業ぎようはダミー」

　垂れ下がった長い黒髪の隙すき間まから、泣き笑いじみた表情が覗のぞく。

「どう？　今やロロットは、翅はねもないのに空の上よ」

「……なんだよ、それ…………」

　文字通りの天てん上じよう人びとだった。これでは手が出せない。

「な、なら！　あの飛行船が地上に降りて来たところを狙ねらおう！　ロロットが攫さらわれて、まだそう時間も経ってない！　飛行船に連れて行くためには、どこかで必ず──」

「無理よ。あのフネは地上に降りて来ないわ」

　そんな馬ば鹿かな。卓たく巳みの記き憶おくに間違いがなければ、あの飛行船は半年くらい前から羽は々ば根ね市の上空にあったはずだ。まさか、そのあいだじゅう、ずっと浮きっぱなしだったのか？

「空中要よう塞さいっていうのは、空中にあるから意味があるの。陸おかに上がれば、ただの鉄クズよ。そんな致ち命めい的てきな弱点を、保守派が理解していないと思う？」

　言いたいことは分かる。でも燃料はどうなる？　乗員たちは飛行船で寝ね泊とまりしているのか？　休む間もなく稼か動どうさせ続けたら、エンジンだってすぐに焼きついて──いや、待て。そうか。

「イットか！」

「正解。人員や燃料を自由に特定の座標に転送したり、物の劣れつ化かを完かん璧ぺきに抑おさえたり──そういう悪戯ミスチフを発揮するイットさえいれば、諸問題はだいたい解決できる。ああいう移動型の施し設せつには必ず配備されるのよ、その手のイットを持つ妖精使いチエンジリングが」

　頭を抱かかえる。最悪だった。これでは本当に、お手上げではないか。

　卓巳は、恨うらめしげに自分の背中を見た。

　そこに翅はねはない。当然だ。だって卓巳は翅族アルフではないのだから。

　例たとえ〈比ひ翅よくの騎き士し〉でも、今はただの人間でしかない。

　ロロットから第六階かい梯ていの話を聞いたとき、卓巳は翅の生えた自分をイメージして、内心で少し笑った。あまりにも滑こつ稽けいな姿だったからだ。けれど、今は心の底から翅が欲しかった。

　空を飛んでロロットを助けに行くために、翅族アルフの『翅ちから』を渇かつ望ぼうした。

　しかし、だからこそ、

　──ハネが、要りますか？

　ふと足元からそんな声が聞こえたとき、卓巳は自分の馬鹿さ加減に笑い出しそうになった。

　まったく、どうかしている。なれるかどうかも分からない翅族アルフの力なんか欲するより先に、まず今の自分に何ができるかを正しく把は握あくするべきだろうに。

「ロロットを助けに行くぞ」

　燎りように向かって言う。彼女は急に活気づいたこちらを見て、怪け訝げんそうに眉まゆを上げた。

「どうやって？」

「空を飛ぶ」

「だから、どうやってよ？」

「ハネを使う」

「人間に翅なんてないわ」

　そう、自分の背に翅はない。けれど空を飛びたい。ならば、玖く堂どう卓巳の結論は一つだろう。

「──これから作る」

　卓巳の台詞せりふに呼応して、足元に集つどった小こ人びとたちが鬨ときの声をあげた。













　　　第四章　おでかけの際には翅を忘れずに







　卓たく巳みの父は、生きつ粋すいの技術屋だ。

　今でこそ仲間たちと興おこした会社は大きくなったが、昔は小さな町まち工こう場ばでさしたる稼かせぎもないまま、毎日、汗あせみずくになるまで働いていた。

　この歳としになって白状するのは少し勇気がいるけれど、卓巳は根っからのお父さん子だ。幼い頃ころはかなりの甘ったれで、いつも父にべったりだったように思う。

　特に、父の手が好きだった。

　がちがちに皮ひ膚ふが固まり、あちこち油が染しみ込こんで黒ずんだ、無骨な職人の手が。

　休みの日になると決まって工作を始める、魔ま法ほうじみて繊せん細さいに動く手が。

　ネジ一つ締しめるのにも実はコツがいるんだ、そう言って鮮あざやかに工具を操る父の手が。

　とても、好きだった。

　でも、だからこそ──

　その手が永遠に失われることになったとき、卓巳はひどく裏切られた気分になったのだ。




　父の手は、機械に喰くわれた。

　たまたま工場の見学に連れて行ってもらった卓巳の眼前で、父の技術屋としての腕とはまったく関係なく、動作不良を起こした工作機械に──味方であったはずの機械に、貪むさぼり喰われた。

　裏切りだった。途と方ほうもない裏切りだった。

　絶対に赦ゆるせない、背信行為そのものだった。

　だって、本当にそうなのだ。

　幼い卓巳にとって、機械とは父の言うことならなんでも聞く、いわば技師の相棒のような存在で。それがいきなり掌てのひらを返して牙きばを剝むくなどという事態、あってはならなかったのだ。

　一本だけで済んで幸いだった、と父は病院のベッドの上で気弱げに笑った。

　自分の不注意だった。もっと気を遣つかうべきだった。卓巳の頭を残った右手で撫なでながら、そんなふうに機械を弁護するようなことばかり口にしていた。

　卓巳は納得できなかった。煮にえくり返る腸はらわたを、どうしても冷ますことができなかった。

　だから、ある日の夜。卓巳は事故があった件くだんの工場に、こっそりと忍しのび込こんだ。

　そして沈ちん黙もくする裏切り者たちの電源を片かたっ端ぱしから入れ、ヴンヴンと獰どう猛もうな唸うなり声ごえをあげるその中心に佇たたずんで、床ゆかにこびりついた血けつ痕こんを眺ながめながら、一晩中、まんじりともせず考え続けた。

　それは、機械を『物』と見なすために必要な行為だった。

　味方ではない。まして敵でもない。なんの期待も持つべきではない、ただの物。

　使用者が優れていようが、定期的に点検を行っていようが、壊こわれるときは壊れる。人間に仇あだなすときは仇なす。そういうふうに設計され、作られた、血も涙もない単なる物。

　機械なんてその程度の存在なのだと、自分を納得させる必要があったのだ。

　いつしか怒いかりは消えた。憎にくしみも失せた。

　ただ、機械に対する根強い不信感だけが、熾おき火びのように残った。




　それから、どれほど月日が経った頃ころかは分からない。

　なんの脈みやく絡らくもなく、唐とう突とつに『ネジの悲鳴』が始まった。

　ギッギッ、ギッギッ、ギッギッ……という極めつけに不快な、あの音が。

　在りし日の父が回すネジは、いつも嬉うれしそうに歓かん声せいをあげていた。でも、卓たく巳みは幻げん聴ちようが始まった頃には、もうすっかりネジの締しめ方を忘れてしまっていたのだ。

　父が、せっかくコツを教えてくれたというのに。

　仕方がない、と思った。

　だって機械は、卓巳の目からすれば、どれこれも欠けつ陥かん品ひんばかりだ。

　人類の叡えい智ちの結けつ晶しようなんて痴おこがましい。ときに人を傷つける、ただの不細工な『物』だ。

　機械を毛け嫌ぎらいするようになった息子を、たまに父はとても悲しそうに見み詰つめるけれど、卓巳は自分のなかのネジが、もう一生、上う手まく締まらないと分かっていた。

　父が片腕を失ったとき、玖く堂どう卓巳という人間も、どこか致ち命めい的てきなまでに歪ゆがんだのだ。

　歪いびつな機械のネジが、正しく締まらないのは当然だった。

　だから卓巳は、自分にもある種の見切りをつけることにした。

　欠陥品に用はない。動作不良を起こす機械など、まったく信用に値しない。

　学んだ真理──いや、自らに課したそのルールに従って、卓巳は己のなかの何かを諦あきらめた。

　理性はそれを違うと叫さけんでいたけれど、感情は決して裏切りを赦ゆるそうとはしなかった。一度、凝こり固かたまってしまった思考は、もう自分でもどうすることもできなかったのだ。

　以来、卓巳のネジは延々と悲鳴をあげ続けてきた。

　まるで、誰だれかに助けを求めるように。




　救いの手が差し伸べられたのは、それからずっとあとのこと。

　ロロット・ニエンテ・アートレイアが、卓巳にネジの締め方を思い出させた。




　　　　○




　目を開けると、まず馴な染じみのない天てん井じようが視界に映った。

「……ん」

　額に浮いた汗あせを手ての甲こうで拭ぬぐい、ロロットはベッドから身を起こす。昔から寝ね覚ざめはいいほうだから、初めはどんよりと濁にごっていた思考も、何度か瞬まばたきを繰くり返かえすうち鮮せん明めいになった。

　夢を観ていた。

　卓たく巳みの、子供の頃ころの夢だった。

　より正確に言えば、昨日きのう、屋や敷しきのテラスで聞いた卓巳の昔語り──そこからロロットが無意識のうちに連想したらしい当時の情景が、夢のなかで生々しく展開されたのだ。

　ただのイメージ映像のくせに、やけにリアルな夢だった。機械の群れが奏でる駆く動どう音おんは臨場感たっぷりで、その中心に独ひとり佇たたずみ、じっと血けつ痕こんを見下ろしている幼い卓巳の姿は、言葉にならない哀あい情じように溢あふれていた。思い出すと、胸に締しめつけられるような痛みが走る。

　無性に卓巳に会いたかった。しかし現状、それが叶かなわない願いだということも、ロロットはよく弁わきまえていた。視線を横に流せば、窓の外には澄すんだ青一色の光景が広がっている。

　宣むべなるかな、ここは空の上だ。

　羽は々ば根ね市の上空、高度一五〇〇メートルを漂ただよう巨きよ大だいな飛行船のなか。

　昨晩、ロロットは屋敷に押しかけてきたミューニシア率いる一団に拉ら致ちされ、そのままイットの悪戯ミスチフによる瞬しゆん間かん移動で、このロイヤルハント号まで連れて来られた。その後、「暫しばらくここでお寛くつろぎください」とミューニシアに客室を宛あてがわれたのだけれど、一向に催もよおし物ものは始まる兆きざしを見せず。あまりにも退たい屈くつだから、そのうち飽あきて不ふ貞て寝ねしてしまったのだ。

「う～ん……この図太さは、我ながらびっくりだね」

　独白して辺りを見回す。賓ひん客きやく用ようなのか、室内はとても豪ごう勢せいな造りをしていた。スペースが限られる飛行船にこんな上等な部屋を設しつらえても、使い道はあまりないように思われる。ＶＩＰがそう頻ひん繁ぱんに空へ足を運ぶはずもなし、王女の自分にしたって拐かどわかされたのだから例外だろう。

「まぁ、人ひと攫さらいご用よう達たしのフネだっていうなら話は別だけど」

　ともあれ、ロロットは立ち上がった。部屋の扉とびらにそろそろと近づき、試しにノブを回してみる。案の定、鍵かぎが掛かっていた。覗のぞき窓まどから通路を確認すれば、見張りまでいる。強こわ面もての男が二人、短機関銃サブマシンガンを手に立っていた。泣き落としに訴うつたえても、効果は薄そうな気配だ。

　次に窓を調べてみた。けれど、こちらはそもそも開かない構造になっていた。いや、仮に開いたとしても、翅はねがない今の自分では落ちるだけだ。やっぱり、ここからも逃げられない。

　こうして、あっさりと打つ手はなくなった。逃走不可能という動かし難い事実が、再確認できただけだ。まぁ、この部屋は昨日も散々に調べたのだから、当然の結果だろう。

　さて、どうしたものか──腕を組んで思案に耽ふけっていると、不意にドアが開いた。

「ヒーホウ、王女殿でん下か。昨晩はよくお休みになられましたか？」

　そう言って部屋に入って来たのは、ミューニシアだった。最後に見たときと変わらない一分の隙すきもないスーツ姿で、いかにも官かん僚りようといった空気を纏まとっている。

「うん、ヒーホウ。それなりにね」

　当たり障りのない返答をする。ミューニシアは「何よりですわ」と微笑ほほえんだ。

「でも、さすがにそろそろ手持ち無ぶ沙さ汰たかな。この部屋、なんにもないし」

「景色はお気に召めしませんでしたか？　風ふう光こう明めい媚びだと思いますが」

　的外れなフォローだった。ロロットは思わず苦笑いをこぼす。

　どんな素晴らしい景色も、変わり映えしなければ、いずれは飽あきてしまう。綺き麗れいなものさえあればそれで良しとできるミューニシアの思考は、紛まぎれもなく翅族アルフ信しん奉ぽう者しやのものだ。条理の外にある奇き跡せきの力に魅み了りようされ、骨ほねの髄ずいまで妖精郷テイル・ナ・ノーグの選民思想に囚とらわれている。大たい抵ていの人間は自分の利益を優先して動くけれど、稀まれに翅族アルフに狂的な憧しよう憬けいを寄せるこういった者が生まれるのだ。

　いつまでも変わらないこと──それはロロットにとって一種の拷ごう問もんだった。

　しかし、その理わ由けを話したところで、おそらくミューニシアには理解できないだろう。昨日、本人の口から語られた彼女の『目的』、それを知った今だからこそ、なおさら無理だと思う。

「昨日の夜、ミューニシアさんが言ってたことって……やっぱり全部、本気なんだよね？」

　一晩経たっても、まだ微び妙みように信じ切れず、つい改めて確認してしまった。

「もちろんですわ。殿でん下かにわざわざこうしてご足労願ったのも、すべては私わたくしたちの計画を正しく理解して頂き、そのうえでご協力を賜たまわりたかったからですもの」

「うん、確かにちゃんと理解はした。したけどね？」

　でも、ちょっと協力はできそうにないな、と思う。何しろミューニシアの狙ねらいは、保守的思想の極きよく致ちとでも呼ぶべき頑がん迷めいなそれなのだ。どうしたって手を貸せるはずもなかった。

「最近の翅族アルフ信奉者の人たちって、すごく大それたこと考えるんだね。知らなかったよ」

「俄にわか信者たちや、他たの教団らには無理でしょう。ですが、私どもは違いますわ」

「あ、やっぱりミューニシアさんも、どっかの教団に所属してるんだ？」

　教団、というのは、翅族アルフ信奉者たちが各々で勝手に作った互ギ助ル会ドのことだ。今では妖精郷テイル・ナ・ノーグ各地に相当数存在しており、大抵は無害な零れい細さい組織なので見逃されているけれど、なかには本気で秘密結社めいたものまである。そういう教団は、アヴァロンでもたまに事件を起こすのだ。

「けど、それにしたってこれは少しやり過ぎだよ。なに、そんなにすごい教団なの？」

「今はまだお答え致いたしかねます。今回の作戦が成功した暁あかつきには、ぜひ私どもと一いつ緒しよに教団本部へいらしてください、殿下。そうすれば何もかも明らかになりますわ」

　いえ、普ふ通つうにノーサンキューです。だって行ってもつまんなそうだし。

　という本音は心の内だけに留とどめ置おき、ロロットは気を取り直して話題を変えることにした。

「まぁいいや。それより、パーティはいつになったら始まるのかな？」

「もう暫らくお待ちください。開始は正午を予定しておりますので」

　壁かべに掛かった時計を見る。互いに追い抜き追い抜かれる宿命を背負った兄きよう弟だい針ばりは、朝の六時半を示していた。他ひ人との部屋を訪れるには少し早過ぎる時間だけれど、ミューニシアが現れたタイミングから見て、室内に監かん視しカメラでも設置されているのかもしれない。

「タクミたちは、どうやってこのフネまで来るの？」

「地上で落ち合ったこちらの使者が、速やかにお二方をエスコートしますわ」

　たぶん使者というのは、ロロットを瞬しゆん間かん移動で飛行船まで運んだ、あの妖精使いチエンジリングのことだろう。確かミューニシアからは、ライナスと呼ばれていたか。まだ年とし端はもいかない男の子だった。

「ミューニシアさんの護衛って、ずいぶん若い人たちばっかりなんだね？」

「皆、元は孤児ですの。ある種の事故で妖精使いチエンジリングになり、その後、行き場を失ったアヴァロンの厄やつ介かい者ものたちですわ。塗と炭たんの境きよう遇ぐうを見かね、今は私が拾って使ってやっておりますの」

　言葉のニュアンスで、すぐに分かった。彼女は、彼らのことをなんとも思っていない。

「……悲しいね」

「ええ、とても哀あわれな者たちですわ」

　貴女あなたが、だよ。

　そう思ったけれど、やっぱり口には出さなかった。

「若いというなら、殿でん下かの護衛も相当なものですわ」

「うん。でも、リョウはぼくの幼なじみだから」

　暗に「ただの護衛ではない」と告げる、ミューニシアは微かすかに眉まゆのあいだに皺しわを作り、

「では、タクミ・クドウは？」

「え？」

「彼は、殿下にとってなんなのでしょう？　ただの〈比ひ翅よくの騎き士し〉ですか？」

　質問の意図を悟さとり、ロロットは口端を上げる。あえて挑ちよう発はつ的てきな仕草になるよう心掛けた。

「違うよ。タクミは、かけがえのない人だよ。なんたって、ぼくのもう一枚の翅はねだからね」

　自然と顔が綻ほころぶ。言っているうちに、だんだん自分でも恥かしくなってきた。

　逆にミューニシアの表情は、ひどく不快げなものに変わっていた。ロロットの手前、一応は露ろ骨こつになり過ぎないよう気を遣つかっているらしいが、柳りゆう眉びは極限まで顰ひそめられている。

「……失礼ながら、今の殿下は卑ひ俗ぞくな人間社会に些いささか毒され過ぎのように思われます」

「そうかな？」

「幼少の砌みぎりに教育係を担当したという、あのアルマン・レイニードの悪あく影えい響きようですわ」

「あ～、確かにアルマンの影響は大きいね。ミューニシアさんからしたら、ぼくのこういうところも『正さなければならない誤った道』になるのかな？」

　はい、と感情を押し殺して返答するミューニシア。ロロットはさっぱりと笑った。

「だったら、これは荊いばらの道だね」

　分かっていたことだ。自分の拙せつ速そくなやり方を、妖精郷テイル・ナ・ノーグは決して認めない。翅族アルフ信しん奉ぽう者しやのミューニシアでさえそうなのだから、ここから先は更さらなる激げき烈れつな反感が待っているだろう。

　だからこそ、ロロットはいつもの調子で、にへっ、と笑みを零こぼした。

「すごく進み甲が斐いがあるよ。大切な人と一いつ緒しよに歩く道が、この上なく波は乱らん万ばん丈じようなんて、なんだか映画みたいで燃えるシチュエーションじゃない？」

　ミューニシアが絶句する。わなわなと唇くちびるが震ふるえて何か言葉を紡つむごうとするも、適切な語句が見つからない様子だった。だからその隙すきに、ロロットは更さらに言った。

「パーティの開始時刻、少し早めたほうがいいんじゃないかな？」

「……は？」

　急な話の転てん換かんにミューニシアが面めん食くらう。けれど、ロロットは気にも留めなかった。

「リョウってさ、実はかなりのせっかちさんなんだけど……それってたぶん、タクミもなんだよね。何しろ二人とも、こんな勇み足の第一王女につき合ってくれるくらいなんだから」

　だからさ、と続ける。悪党らしく不ふ遜そんに構え、さながら宣戦布告でもするような気持ちで。

「──覚かく悟ご、しておいたほうがいいと思うよ？」

　卓たく巳みたちは、きっともうすぐ自分を助けに来る。

　信じるでもなく、願うでもない。ただの事実として、ロロットはそう思っていた。




　　　　○




　五月九日の土曜日。天気は晴れ。頭上には、綺き麗れいな青空が広がっている。

　時刻は午前六時を回った。空に一点、まるで青いシーツに零れた染みのように浮かぶ飛行船を見上げながら、卓巳は時間を確認し終えた携けい帯たい電話をポケットにしまう。

　早朝にも拘かかわらず、周囲は騒さわがしかった。輸送用の大型トラックが何台も行き交い、荷運びをする作業着の男たちが辺りを忙いそがしそうに走り回っている。何車線もある道路の両りよう脇わきにはずらりと倉庫が並び、遠くには首くび長なが竜りゆうもかくやといった威容のクレーンが幾いく本ほんもそびえていた。

　倉庫街だ。港こう湾わん施し設せつの端、工業地帯の目と鼻の先に存在している。市の中心街へと続く途と上じようには海かい浜ひん公こう園えんがあり、埠ふ頭とうに行けばたぶん建設中のフェアリーガーデンも見えるだろう。

　卓巳は、ひしめき合うプレハブ倉庫の一つ、その屋根部分に佇たたずんでいた。

　背後には、卓巳を抱かかえてこの高さまで一足飛びした燎りようが控ひかえている。既すでに自らのイット《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》を身に纏まとい、臨戦態勢を整えていた。

　焦あせっているのだろう。その気持ちは分かる。見通しの悪い夜に事を起こせば、逆に自分たちが足元を掬すくわれかねない──そう提案して時間を先延ばしにした卓巳自身、いい加減、我が慢まんの限界だった。もう完全に夜も明けたし、そろそろ頃ころ合あいだろう。

　振り返って燎に目線で合図すれば、カボチャの仮面が小さく首しゆ肯こうする。

「いつでもいいわ。大おお口ぐち叩たたいたんだから、しっかりやりなさい」

　彼女の飾らない言葉を、今だけは頼たのもしく感じた。

　卓たく巳みも頷うなずく。そして大きく息を吸い、腕を前に伸ばして、厳おごそかに告げた。

「──働け、小こ人びとたち」

　途と端たん、倉庫の屋根が波打った。いや、気配も何もなく瞬またたく間まに足元で増ぞう殖しよくした小人たちが、下された命令に従って速やかに活動を開始したのだ。

　卓巳のイット、《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》。有する悪戯ミスチフは『工作』。

　思い描くとおりの道具を完かん璧ぺきに作り出す、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの生きた工具リビングツールたち。

　この小人たちが卓巳の内に眠っていたのは、おそらく必然だ。父の事故を契けい機きに機械を信じられなくなった自分にとって、これほど相応ふさわしいイットは他ほかにないだろう。

　悪戯ミスチフを発動させるにあたって倉庫街を選んだのは、ここが鉄鋼資材の山だからだ。これから作る物のことを考えると、大きくて頑がん丈じような材料は、どれだけあっても困らない。

　そしてどうやら、その目もく論ろ見みは当たったようだった。小人たちは目にも止まらぬ速さで駆かけて行き、あっという間に大量の資材を持って帰って来る。

　作るのが場所を取るうえ目立つ道具だから、ぶっつけ本番の工作になることを少し懸け念ねんしていたのだけれど、ここまでは期待どおりの展開。いや、普ふ段だんとなんら変わらない働きぶりだ。

　しかし、問題が発生したのはこのあとだった。

「……おい、どうした？　しっかりしろ！」

　突とつ然ぜん、小人たちの動きが目に見えて鈍にぶくなり始めたのだ。

　精せい彩さいを欠いている、というより、どこか戸と惑まどうような気配がある。いつもなら部品となる材料を運んで来て、すぐに仕事に取りかかるのに、今は殆ほとんどの小人たちがボルトや鉄骨を持ったまま所在なさげに辺りをうろうろしていた。

　完成品のビジョンは見えている。そこに行き着くまでの道筋も分かっている。ただ、こちらの要望に十全に応こたえるには、技量がまったく足りていない──そんなふうに見えた。

　そのまま一分近く待ってみるも、状じよう況きようは一向に変化しない。これまで常に一〇秒前後で作業を終えてきた小人たちの手際を鑑かんがみれば、これは異常事態だった。たまらず卓巳は叫さけぶ。

「くそっ、なんで!?」

「……無理よ。たぶん、それが今の貴方あなたの限界なんだわ」

　背後の燎りようが言った。衣きぬ擦ずれの音がしたのは、たぶん彼女が首を横に振ったからだろう。

「将来的にはどうか知らないけど、少なくとも現段階では貴方が考えているような大掛かりな道具は作り出せないのよ。たくさんの修練を積んで、階かい梯ていを上げないと……」

「馬ば鹿か言ってんな！　そんな時間がどこにある!?」

　諦あきらめ漂ただよう口調で告げてくる燎に、振り向きもせず怒ど鳴なり返す。ただし視線だけは、困り果てたふうにこちらを見上げる小人たちから、片時も離さなかった。

　卓巳は目元に力を入れ、ゆっくりと語りかける。それ以外にできることがないから、自分と魂たましいを同じくする分身たちに向けて、ひた向きに言葉を送った。

「なあ、頼たのむ……頼むよ。今こそ、お前らの力が必要なんだ。無茶を言ってるのかもしれないけど、それでも俺おれはロロットを助けたいんだよ」

　ロロット。今は手の届かない場所にいる女の子。

　彼女は、卓たく巳みを変えようとしてくれている。

　過去のトラウマから、まるで義務のように『ネジの悲鳴』を浴び続けていた卓巳の価値観を不意打ちのキス一発で破は壊かいして、一いつ緒しよに前に進もうと強引に手を引いてくれている。

　変わらないことは、つまらないこと。みじめったらしく現イ在マに縋すがりつく奴やつの都合なんて、知ったことじゃない──そう、言わんばかりに。

　あまりの傲ごう慢まんさに笑ってしまう。さすがはお姫ひめ様さまだな、と感心する。

　卓巳は、ずっと『変わること』は罪なのだと思っていた。忘れてしまうことは、ただの惰だ性せいなのだと考えていた。機械の裏切りを赦ゆるせば、今度はそれが父や昔の自分の想いを裏切ることになる気がして、どうしても変化を前向きに捉とらえられなかった。

　けれど、もういいのかもしれない。

『ネジの悲鳴』なんて、本当はいつだって止めようと思えば止められた。ただ、なかなかきっかけが摑つかめなかった。踏ふみ出だす勇気が持てなかった。でも、それを与えてくれた人がいる。

　だから、もう変わってもいいのかもしれない。

　忘れても、許されるのかもしれない。

　夜の工場で機械に囲まれて泣いている幼い自分も、隻せき腕わんになった今でも時折嬉うれしそうに機械弄いじりをする父も、たぶんそれを望んでいる。

　何よりロロットが、卓巳の前進を願ってくれている。

　だから、卓巳は言った。

「──好きなんだ」

　衝しよう動どう的てきに、けれど偽いつわらざる気持ちで。

「ロロットのことが、好きなんだ」

　想いは、口に出した途と端たん、舌の上で綿わた菓が子しみたく溶とけて消えるかのようだった。でも、決してなくなったりはしない。溶けて、全身に広がって、確かな実感となって卓巳を衝つき動うごかす。

「あいつを助けたいんだ。でも、そのためには、どうしてもハネがいる。だから……頼む。ネジを回してくれ。あの歓かん声せいを、また俺に聞かせてくれ」

　卓巳は、もうネジを上う手まく締しめるコツを思い出せない。けれど、小こ人びとたちは──卓巳の心の奥おく深ふかくからやって来た、この小さな職人たちは、父の教えをちゃんと踏とう襲しゆうしているはずなのだ。

　果たして、こちらを見上げる小人たちの瞳ひとみに、徐じよ々じよに力が戻もどり始める。

　──ヒーホウ。

　まず、応じる声が一つあがった。続いて二つ、三つ、と次第に声が増えてゆく。

　──ヒーホウ。頑がん張ばります。

　──ヒーホウ。やってみます。期待に応えます。

　──上う手まくいくかどうかは分かりませんが。

　──いえ、きっと成功します！　させてみせます！

　──大だい丈じよう夫ぶです！　ネジを締しめます！　ヒーホウ、ヒーホウ！

　士気の高まりは、まるで津つ波なみのようだった。卓たく巳みの想いは、正しく小こ人びとたちに伝わったのだ。

　初めて素直に、自分自身と向き合えたような気がした。長らく深海の底で息を止め続けていた意地の塊かたまりみたいな玖く堂どう卓巳が、やっと表層に浮かび上がって来るのを感じた。

　刷さつ新しんされた胸の内に、たらふく空気を取り込む。工業地帯から漂ただよってくる油の臭においが入り混じったそれは、なんだか懐なつかしい味がした。卓巳は力強く笑み、再度、命令を下す。

「さあ、働け！　小人たち！」

　未いまだ興奮冷めやらぬ様子の小人たちが、再び作業を開始する。

　初め、その手つきはひどく拙つたなかった。普ふ段だんの仕事ぶりと比べれば、それこそ天と地ほどの差があったろう。けれど、遅ち々ちとした速度だが、着実に作業効率は上がっていく。いつもの勘かんを取とり戻もどすように──いや、工作をしながら職人として更さらなる高みを目指すように。

　屋根の上に、卓巳の思い描いた『ハネ』が、正確無比に形作られていく。

「そんな、噓うそでしょう……？　妖精の輪ガリトラツプの形状が変わって……」

　慄おののくような呟つぶやきに振ふり返かえれば、燎りようが半なかば怯おびえの色さえ見せながら、小人たちを凝ぎよう視ししていた。その視線は、正しくは小人たちではなく、その足元のあたりに注がれている。

「ッ、あり得ない！　たった一週間かそこらで第三階かい梯ていなんて、そんなこと……っ！」

　その断片的な言葉だけで、今、自分の身に何が起きているのか、だいたい理解できた。

「──いや、あり得るさ」

　卓巳は自信を込めて断言する。ここにいない少女と、頷うなずきを交わすように。

「俺おれとロロットは、出会いからして奇き跡せきだったんだ。なら、これからも奇跡は続く。何度だって起こる。これくらい、あり得るさ」

　無茶な理り屈くつだ。でも世界は、きっとこの程度の『ありふれた奇跡』を許せるくらいには、寛かん容ようなはずだ。少なくともロロットなら、そう言うだろう。

　小人たちの作業は、休むことなく続く。機械のハネが、少しずつその全ぜん貌ぼうを露あらわにする。

　やがて──カチリ、と耳元で響ひびく、大量のネジが一いつ斉せいに締まる音。

　昔、父が工具を手に奏でたものとまったく変わらない、心地良い『ネジの歓かん声せい』。

　卓巳は子供のように笑った。大仕事を成なし遂とげた小人たちも、みんな揃そろって笑顔の花を咲かせていた。解放された心が、想いが、溢あふれて叫さけびとなって口から飛び出す。

「俺っ、今、すごくロロットに会いたい！」

　ハネは手に入った。さあ、お姫ひめ様さまを迎むかえに行こう。




　　　　○




『やってくれたね、ミューニシアくん。見事に一杯食わされたよ』

　それが男の第一声だった。

　一杯食わされた、という割には、言葉に咎とがめるような響ひびきはない。寧むしろ状じよう況きようを楽しんでいるかのような、どこか弾はずんだ声音だった。無線機越しの会話では相手の顔まで確認できないが、きっと男は毎度と同じように余よ裕ゆうぶった笑みを浮かべていることだろう。

　部下から通信が入ったという報告を受け、ロイヤルハント号の艦橋ブリツジまでやって来たミューニシアは、鼻持ちならない相手の言い様に顔をしかめた。

「……相変わらず暢のん気きなことですね、アルマン・レイニード。それとも、それは単なるポーズですか？　悔くやしいのなら、はっきりとそう口にしたらどうです」

　僅わずかに優越感を滲にじませて言うが、地上のどこからか通信しているらしいアルマンは、なんらこたえた様子も見せなかった。やはり飄ひよう々ひようと返してくる。

『紳しん士しは、いつ何なん時どきであっても慌あわてんものさ。まぁ、部下の造ぞう反はんを見み抜ぬけなかった手前、ただのポーズと思われても仕方がないがね』

「造反？　愚おろかなことを。我々こそが真の愛国者だというのに」

『フフ、翅族アルフ信しん奉ぽう者しやらしい理り屈くつだ』

　何を言う。自分の部隊に、その信奉者が紛まぎれ込こんでいることにも気づけなかった無能が。

　そう思うも、アルマンはこちらの考えを読んだように続けた。

『きみが信奉者かもしれないという疑いは持っていたよ。これは初耳だろうが、きみは本国の憲兵団にマークされていた。その情報は、あらかじめ私のところにも届いていたのでね』

　確かに初耳だ。けれど、大したことではない。翅族アルフ信奉者は年々増加しており、大教団ともなれば政府の内うち懐ふところに必ず信者を潜入させている時代だ。憲兵団が過か敏びんになるのも当然だろう。

「なら、すべて承知の上で私を泳がせていたと？」

『さすがにこんな大おお事ごとを引き起こすとは予想していなかったがね。本隊を離れての独断専行、第一王女の誘ゆう拐かい──このあたりまではまだしも、まさか大使館を占せん拠きよするとは』

「人聞きの悪い言い方はやめてほしいものですね。我々は──」

『あぁ、能書きはいい。平行線だ。主張はどうあれ、きみたちは武力でロイヤルハント号を制圧した。世間一般の認知からすれば、そういう輩やからはテロリストと呼ばれるのだよ』

　テロリスト。崇すう高こうな目的を持つこの自分を、言うに事欠いてテロリスト？

『送られてきた声明文も既すでに読ませてもらった。なんというか、恐おそろしく陳ちん腐ぷな内容だったが……要するにあれだ。サミットの開かい催さいが気に入らないわけだ、きみたちは』

「当然でしょう。妖精郷テイル・ナ・ノーグと人間世界が交わるなど、そんな馬鹿げた話は許容できません」

　翅族アルフは人間よりも遥はるかに上位の存在だ。その彼らと共に歩くのは、一ひと握にぎりの選ばれた者たちだけでいい。劣れつ等とう種族やその文明と、妖精郷テイル・ナ・ノーグが手を取り合うなど考えられない。

「仮に翅族アルフと人間が大々的に接せつ触しよくするにしても、それは貴き賤せんに則のつとった関係であるべきです」

『つまり翅族アルフによる支配、かね？　保守派も行き着けば極右と変わらんな』

「支配ではなく庇ひ護ごです。卑いやしき者たちが翅族アルフに護られ管理される、そのどこに不都合が？」

　無線機の向こうでアルマンが笑う。酷ひどい珍ちん解かい答とうを返して寄よ越こされたかのような失笑だった。

『──実を言えば、だ。きみたちの声明はまだアヴァロンには通達していないのだよ。陛へい下かのお耳みみ汚よごしになるのでね。私の一存で差し止めさせてもらった』

　ぎりっ、と奥おく歯ばが鳴る。国家レベルの問題を、個人がどうこうしようなど馬鹿げている。

「大だい胆たんな真ま似ねを……ッ、状じよう況きようが理解できていないのではありませんか？」

『いやいや、充じゆう分ぶんに心得ているとも。きみたちの要求はサミットの中止。それが聞き入れられない場合は、ロイヤルハント号をフェアリーガーデンに墜おとす──だろう？』

　語られる内容の重大さに反して、アルマンの口調はいっそ不ふ謹きん慎しんなほど軽かった。

『大国アヴァロンの大使館が占せん拠きよされた挙句、彼かの地に突つっ込こんだとなれば、確かに妖精郷テイル・ナ・ノーグ各国は人間世界への渡と航こうを尻しり込ごみせざるを得なくなるだろうな。おまけに第一王女も飛行船と運命を共に、とあってはサミットの開かい催さいは間違いなく危あやぶまれる』

「……我々が王女殿でん下かを犠ぎ牲せいにする、と？」

　違うのかね？　とアルマンに逆に問われ、ミューニシアは思わず返答に詰つまった。けれど、すぐに否定を口にする。意図して高たか飛び車しやなふうを装い、相手の的外れな見解を嘲あざけるように。

「まさか。我々はただ殿下に錦きん旗きの役割を担になって頂きたいだけですよ。道を踏ふみ誤あやまりつつある妖精郷テイル・ナ・ノーグの現状に一いつ石せきを投じるには、誰だれの目にも明らかな旗はた印じるしが必要なのです」

『ふふん、いよいよ言い様がテロリストづいてきたな。そんなものは、ただの建前だろうに』

　強者ゆえの驕おごりか、アルマンはまるで余よ裕ゆうを崩くずす気配がない。忌いま々いましい限りだった。

『ともあれ、これほどの事態だ。きみの背後にいるのが単なる一教団とは考えにくい。おそらく黒幕は貴族、それも相当な大物だろう。そして翅族アルフ自身が率いる信しん奉ぽう者しやたちの組織となると、これは非常に希け有うかつ厄やつ介かいな手合いだ。声明文に署名の類たぐいは見当たらなかったが、もしきみの口からその詳しよう細さいが語られるなら、アヴァロンにとって有益な情報になるのは違いない』

「……迂う遠えんですね。何が言いたいのですか？」

『今投とう降こうすれば、罪が軽くて済むという話さ。さきほども言ったとおり、きみたちの声明はまだ本国には伝えていないのでね』

　暫ざん時じの沈ちん黙もく。艦橋ブリツジで捕ほ虜りよの船員クルーたちを働かせていた部下が皆、動きを止めてこちらを見る。

　一様に歳若い彼らの顔に、何かを期待するような表情が浮かんでいた。自分の顔色を窺うかがう、不安と困こん惑わくの同居した視線の群れ。ミューニシアの苛いら立だちが増す。

　主あるじより貸たい与よされた兵たちは、今この場にはいない。大使館フネの制圧の手引きもした彼らは、部下というよりは寧ろお目付け役オブザーバーに近いのだ。常時そばにいられると鬱うつ陶とうしいので、捕ほ虜りよのなかに何人か妖精使いチエンジリングがいたこともあって、そちらの監かん視しに回してしまった。でも、失敗だったかもしれない。彼らが艦橋ブリツジにいれば、統率の乱れなど一ひと睨にらみで静めてみせたろうに。

「……投とう降こう？　あり得ませんね。我々は何一つ間違った行いなどしていないのですから」

　揺ゆらぐ部下たちに、言い聞かせるように告げる。アルマンは『結構』と笑った。

『ならば私も相応の対処をすることにしよう。正味の話、なんの山場もなく無む血けつ開かい城じようというのも風ふ情ぜいに欠けると思っていたのでね。腕を振るう機会に恵めぐまれて何よりだ』

「自信家ですね。空の上ここまで来られるおつもりで？」

『年寄りには些いささか酷こくだがね。行かねばなるまい。──ただ、案外、別の誰だれかがきみに引いん導どうを渡してくれるかもしれん。そんな気もしているよ』

　意味が分からない。ミューニシアは反射的に質ただそうとして、

「ッ!?」

　しかし、それよりも早く、異変は起こった。

　突とつ如じよ、ロイヤルハント号を激しい揺れが襲おそったのだ。初めは強風に船体が煽あおられただけかとも思ったが、揺れは断続的に続き、そのたびに何か爆ばく音おんのようなものまで響ひびいてくる。まるで、どこからか砲ほう撃げきでも受けているかのようだった。ミューニシアは部下に鋭するどく問いかける。

「何が起きているの!?　敵てき襲しゆう!?」

「わ、分かりません！　レーダーには今のところ……」

「なら、歩ほ哨しようは!?　奴やつらは何をしてるの!?　居い眠ねむりでもしていたと言うの!?」

　艦橋が俄にわかに騒さわがしくなり始める。そんななか、未いまだ交信中の無線機から垂れ流されるアルマンの声だけが、場違いに朗ほがらかだった。

『おや、号ごう砲ほうだ。パーティ開始の合図かな？　どうやら予定が繰くり上あがったようだね』

　初めからこの展開を予期していたかのような口振りで、彼は更さらに続けた。

『なぜかな、ミューニシアくん。私にはその号砲が、きみの破は滅めつの音に聞こえるよ』




　　　　○




　ロイヤルハント号をつんざく震しん動どうと爆音は、ロロットの客室にも伝わっていた。

　何かが起きている。それは間違いない。ロロットは、矢も盾たてもたまらず窓に駆かけ寄よった。その際、ミューニシアの勧すすめで着き替がえた豪ごう奢しやな純白のドレスが動きを阻そ害がいしたので、監視カメラがあるのも忘れて、スカートの裾すそを大だい胆たんに捲まくり上あげる。

　窓から見えるのは、相変わらず空ばかりだった。飛行船が高度を上げているから、角度的に地上は見下ろせないし、逆に頭上を仰あおいでもゴンドラを吊つり下さげる巨大な気き囊のうが視界の邪じや魔まをする。風ふう光こう明めい媚びと呼ぶには、やはり変化に乏とぼし過ぎる光景だ。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、その変わり映えしない空を飾かざるように、いきなり幾いくつもの爆ばく炎えんが飛行船の周囲で花を咲かせた。

「……あっ！」

　思わず声をあげ、目を凝こらす。距離があるため分かりづらいが、何かが物もの凄すごいスピードで空を飛び回っていた。爆ばく発はつは、その謎なぞの機体から発射された円えん筒とう形けいの物体──白煙の尾おを曳ひくミサイルのようなものが、飛行船に着弾するたびに起きていたのだ。

　戦せん闘とう機き、だろうか？　確かに翼つばさらしきものが遠目にも確認できる。でも、それにしてはやけにサイズが小さい。軽自動車の半分も大きさがないように思える。それに機体の形状も少しおかしかった。そして何より、ちょっと信じられないくらいに速い。

「ひょっとして、ＵＦＯ!?」

　すごい。だとしたら大発見だ。うん、たぶん違うけれど。

　そうこうするうちに、謎の機体が複雑な軌き道どうを描きながら、徐じよ々じよにこちらに近づいて来た。距離が詰つまるにつれ、その姿も詳つまびらかになっていく。

　端たん的てきに表すなら、それは『二枚の翼と尾び翼よくを有す水上バイク』とでも呼ぶべき代しろ物ものだった。

　鋭えい角かく的てきなラインを描くボディは、さながら鏃やじりのよう。保護色を狙ねらったのか、カラーリングはスカイブルー。リアにはジェットノズルのようなものが存在しており、そこから青白い炎を勢い良く噴ふん出しゆつさせていた。コックピットはなく、代わりにシートとステアリング、そしてフロントに申しわけ程度に風防が備わっている。必然的に、搭とう乗じよう者しやは殆ほとんど剝むき出だしの状態になる。

　そして、その搭乗者こそが、ロロットにとっては重要だった。

「タクミ！」

　窓があるため、こちらの声は届かない。でも嬉うれしくて、つい叫んでしまった。

　空飛ぶバイクに乗っていたのは、卓たく巳みだった。彼の腰に手を回すようにして、シートの後ろには少し顔を青あお褪ざめさせた燎りようも跨またがっている。

　やにわに、バイクもどきの速度が落ちた。飛行船のゴンドラと並んで飛ひ翔しようしながら、卓巳がサッと横に手を振る。下がっていろ、の合図だ。ロロットが後退すると、バイクもどきの側面から何かが発射され、彼と自分を隔へだてていた邪じや魔まっけな窓と壁かべを吹き飛ばしてくれた。

　途と端たん、轟ごう々ごうと唸うなりをあげる風。凄すさまじい寒気が室内に飛び込んできて、たまらず肩を抱だく。それでも、胸の内は熱く火ほ照てっていた。ロロットは風の音に負けじと声を張り上げる。

「ヒーホウ！　騎き兵へい隊たいみたいに駆かけつけてくれたのは嬉うれしいけど、ちょっと遅おそいよぉ！」

　バイクもどきのハンドルを器用に捌さばく卓巳が、茶目っ気のある笑えみを浮かべた。

「あんまり簡単に助けても締しまらないだろ！　少しくらい焦じらさないとな！　あと、こういうときは『白馬の王子様みたい』って言うもんだ！」

　なんだか彼のテンションが高い。ロロットまでウキウキしてくる。

「えへへ。ちゃ～んとおめかしして、お待ちしておりましたのよ。王子様？」

「ああ、そのドレス似合ってるよ！　まるで、お姫ひめ様さまみたいだ！」

「ぶぅ！　お姫様だもん！」

　卓たく巳みが笑う。ロロットも吹き出す。燎りようはなぜかうんざり気味だ。

　次いでバイクもどきが、ぎりぎり一杯までこちらに機体を寄せて来た。スカートの裾すそを風にはためかせるロロットに向けて、卓巳が不安定な体勢になるのも顧かえりみず手を伸ばす。

「おいで、ロロット！」
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　もちろん、迷う理由は何一つなかった。下へ手たをしたら地面まで真っ逆さまだけれど、今はちゃんと自分の翅はねがここにある。例たとえ落ちても、卓巳が受け止めてくれる。

　だからロロットは、差し伸べられた手を取ろうと、一歩前に踏ふみ出だして──

「離れなさい、卓巳っ！」

　緊きん迫ぱくした声で警告を発したのは燎だった。

　ロロットが振り返ると同時、扉とびらを蹴け破やぶって部屋になだれ込んできた男たちが、手にした火器を卓巳たちに照準する。

「──ッ、駄だ目め！」

　咄とつ嗟さに、ロロットは両手を広げて、自分の身体で射線を塞ふさいだ。

　男たちが引き金を絞しぼるのを僅わずかに躊ちゆう躇ちよする。その隙すきに、卓巳たちの乗ったバイクもどきは、翼つばさを翻ひるがえして上空へと退たい避ひした。その姿は気き囊のうの陰かげに隠かくれて、すぐに見えなくなる。

　ロロットは、ほっと息をついた。男たちは舌打ちし、逃げた敵てき影えいを追って壁かべに開いた大穴に駆かけ寄よる。最後に、優ゆう雅がな足取りでミューニシアが室内に入ってきた。

「いけませんわ、殿でん下か。あんな賊ぞくの口車に乗せられ、勝手に退たい艦かんしようとなさるなど」

　臆おく面めんもなく言う彼女に、ロロットは初めて強い怒いかりを覚えた。

「賊？　どっちが？」

　言葉に険が交じる。こんな不ふ機き嫌げんそうな声、ひさしぶりに出したなと思った。

「いくらなんでも、いきなり撃うつのは酷ひどいんじゃない？　ミューニシアさん」

「……お叱しかりはあとで幾いくらでも。とりあえず今は場所を移しましょう。ここは危険ですので」

　艦橋ブリツジに案内しますわ、と告げて踵きびすを返すミューニシア。まだまだ言い足りない気分だったけれど、彼女の部下に背後からせっつかれたため、ロロットも仕方なく歩き出す。

　微かすかに指先に残る、卓たく巳みと触ふれ合あった際の感かん触しよくを、逃がさないようにしながら。




　　　　○




　首しゆ尾び良くロロットを見つけたときは心のなかで喝かつ采さいをあげたのだけれど、どうやら事はそう上う手まくは運ばないらしい。卓巳は嘆たん息そくして、一気にスロットルを開いた。

「やれやれ……仕切り直しか」

《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の悪戯ミスチフで作った飛行機械が、ぐぐっと速度を上げる。下方には、距離感がおかしくなりそうなくらい巨きよ大だいな飛行船の姿があった。まるで空を泳ぐクジラだ。

「気を抜ぬかないで！　連中、撃ってくるわよ！」

　シートの後ろに跨またがった燎りようが鋭するどく叫さけぶ。この水上バイク型の飛行機械は、《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》の鬼おに火びを推進力として利用しているため、こうして飛んでいるあいだ、彼女は戦せん闘とうに参加できない。従来の方法で二人分の重量と機体を高速で飛ばすとなると、どうしても膨ぼう大だいな熱量が必要になるため、敵の誘ゆう導どう兵器を警けい戒かいすれば、この方式を採用するしかなかったのだ。イットの悪戯ミスチフによって発生するエネルギーなら、熱感知型のセンサーは無視できる。

　つまり、ここでなんとかするのは卓たく巳みの役目ということだった。

「とばすぞ！　しっかり摑つかまってろ！」

　怒ど鳴なるように返し、機体を水平に滑すべらせるようにして、飛行船目掛けて逆さか落おとしを仕掛ける。荒あれ狂くるう烈れつ風ぷうが耳じ朶だを打つなか、機械のハネは雲うん霞かを切きり裂さき、迅じん雷らいさながらに急降下した。

　直後、無数の火線が迸ほとばしった。飛行船のあちこちから、いつの間にか野太い銃じゆう身しんが突き出している。普ふ段だんはダミー企き業ぎようの宣伝用にカモフラージュされていても、その本来の用よう途とは翅族アルフが街を監かん視しするための空の要よう塞さい。やっぱり平和的に非武装、などということはないらしい。

　卓巳はハンドルを目まぐるしく操作して、機き銃じゆうの狙ねらいを外してゆく。上から攻せめれば比ひ較かく的てきに安全かとも考えたが、飛行船の気き囊のう部分にも銃座は設置されており、死角がない。常識で考えれば、ここは弾だん雨うを躱かわしながら、じりじりと肉にく迫はくするのが吉きちだろう。しかし──

「どうするつもり!?　もうじきタイムリミットよ!?」

　風にいいように弄もてあそばれる長い黒髪を鬱うつ陶とうしそうに手で払いながら、燎が時間を憂ゆう慮りよする。

　そう、卓たく巳みの《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》には、『作った道具がすべて五分で壊こわれる』という厄やつ介かいな制限が存在するのだ。確かに、あまり猶ゆう予よは残されていなかった。

「当初の予定どおりだ！　直接あっちにお邪じや魔まして、ロロットを助け出す！」

「ちゃんと間に合うんでしょうね!?　乗り込む前に空中分解なんてオチはごめんよ！」

「なんとかする！　だから、ちょっと強引に突っ込むぞ！」

　言って、そこで暫しばらく考えたのち、卓巳はこう付け足した。

「あとな！　お前、あんまりべったり引っつくな！」

「な──っ!?　何よそれ！　しっかり摑つかまってろって言ったのは、貴方あなたでしょ!?」

「別に嫌いやとかそういうわけじゃない！　ただ、その……状じよう況きよう的てきにまずいんだよ、色々と！」

　意味が通じなかったらしく、燎が首を傾かしげた。いい加減、さっきから背中に押しつけられている二つの膨ふくらみの存在に気づいてほしいものだ。集中力を乱されてしょうがない。

「あぁもう！　わけの分からないこと言ってないで、とっととなんとかしなさい！　というか、どこでもいいから早くわたしを降ろして！」

　妙に切せつ迫ぱくした訴うつたえだった。そういえば先刻から顔色が優すぐれない。まさか、と卓巳は思った。

「お前……方向音おん痴ちのうえに、高所恐きよう怖ふ症しようなのかよ……？」

「ち、違うわよ！　でも、物には限度ってものがあるでしょう!?　ここは高過ぎるの！」

　分かりやすい反応だ。この飛行機械も燎も限界だということが、よく理解できた。

　卓巳は、更さらにスロットルを開けた。背後の燎もなんだかんだで再び仮面を被かぶり、飛行機械の後部に設置された装置──そこに差し込まれたランタンの柄えに手を伸ばす。彼女が全力で《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》を発動すれば、ノズルから吐はき出だされる蒼そう炎えんが一段と激しさを増した。

　そして始まる爆ばく発はつ的てきな加速。卓巳たちの乗る飛行機械は、いよいよ危険な速度領域へと踏ふみ込こんでいく。もはや旋せん回かい・減速を極力控ひかえ、眼下のロイヤルハント号に向けて、まっしぐらに。

「い、いくらなんでも、これは無理が……っ！」

　身体からだに掛かる急激なＧのせいか、燎の悲鳴はひき潰つぶれたように掠かすれていた。

　だが、構わない。時間が押しているし、何より二タ人ン乗デりムなのだ。曲芸飛行なんて真ま似ねができない以上、もう速度に物を言わせるしかない。それに今も機き銃じゆうの掃そう射しやは続いてるから、どのみちここで止まれば蜂はちの巣すになるのは目に見えている。この機体は様々な理由から可能な限り小型軽量化を図ったため、ひどく脆ぜい弱じやくだ。下へ手たな被ひ弾だんの仕方をすれば一発でも、お陀だ仏ぶつだった。

「とはいえ、やっぱり無茶は無茶だな！　発煙装置スモーク・デイスチヤージヤーくらいは積んどくべきだったか！」

「あ、貴方あなた……ッ、怖こわくないわけ!?」

　もう澄すまし顔を保つ余よ裕ゆうも失ったか、燎りようが涙声で訊きいてくる。

　実を言うと、それほど怖こわくなかった。修しゆ羅ら場ばの只ただ中なかにいるというのに、殆ほとんど恐きよう怖ふを感じない。あまりに度を逸いつした状じよう況きようを前に、逆に心が麻ま痺ひしてしまったのだろうか？

　いや、そうではない。ただ、耳元で『ネジの歓かん声せい』が聞こえるのだ。自分のなかで、ネジが正しく締しまり続けているのだ。そして、行く手にはロロットが待っている。それだけのことだ。

　何も不思議はない。怖がる必要など、どこにもありはしなかった。

　銃じゆう弾だんが装そう甲こうの表面を荒あら々あらしく撫なでる。自じ壊かい寸前の機体が不ふ吉きつな軋きしみをあげる。視界が溶とけ、時間の流れが歪ゆがんでゆく。卓たく巳みは、それでも速度を緩ゆるめなかった。

「今まで長いこと立ち往生してたからな！　もう止まってられないんだよ！」

　そして、遂ついに敵の牙が城じようが視界一杯まで迫せまった。

　卓巳は咄とつ嗟さにハンドルを切り、気き囊のうの傍かたわらをすり抜けるようにして船体の真下に出る。狙ねらうのはゴンドラの最後部、格納庫へと繫つながるハッチだ。

　格納庫目掛けて一直線に自機を疾はしらせながら、卓巳はハンドルの手前にあるレバーを引いた。すると機体の先せん端たんから、ラグビーボールそっくりの形と大きさをした鉄球が射出される。それほど勢いはなく、当然、分厚いハッチを貫通できるような威い力りよくもない。しかし、その鉄球は着ちやく弾だんの寸前で真っ二つに割れ、中に詰まっていたもの──小こ人びとたちを外へと吐はき出だした。

「やれ！」

　言葉少なに命じる。慣性のまま宙を飛んだ小人たちは、狙ねらい過あやまたずハッチに取りついた。

　卓巳は、その間かんも減速しない。何やら背後では、燎りようが大声で意味不明なことを喚わめいていたけれど、「突つっ込こむぞ！」と一声かけるだけに留め、あとは無視した。

　卓巳たちの乗った飛行機械が格納庫に飛び込むのと、小人たちが電気系統に細工してハッチをこじ開けるのは、ほぼ同時だった。

　まだ完全にハッチが開き切る前に、半なかば無理矢理、隙すき間まに機体を捻ねじ込こむ。左右に開くタイプだったから、突とつ入にゆうの際、両りよう翼よくをもぎ取られたが、もはや卓巳は頓とん着ちやくしなかった。ハンドルから手を放して振り返ると、燎に覆おおい被かぶさり、彼女を庇かばうように身体からだを丸める。

　直後、凄すさまじい衝しよう撃げきが走り抜けた。

　胴どう体たい着陸を決めた瞬しゆん間かん、シートの下に内蔵されていたエアバッグが、卓巳と燎を包み込むように展開。けれど、それだけでは襲おそいかかるショックを完かん璧ぺきに緩かん和わするには至らない。機体が何度も床ゆかをバウンドし、がりがりと鋼同士がこすれ合う嫌いやな音が格納庫に谺こだました。

　永遠にも等しい時間が流れる。そのあいだ、卓巳は燎をきつく抱だき締しめたまま、極度の緊きん張ちように身を委ゆだね続けた。死の存在を間近に感じてしまい、さすがに生きた心地がしなかった。

　やがて、次第に揺ゆれが弱まり、いつしか機体が停止する。

「……………………？」

　卓巳は、恐おそる恐おそる顔を上げた。

　生きている。身体からだの節々が痛むも、目に見えるような怪け我がは負っていない。燎りようも無事だ。シートに蹲うずくまって小こ刻きざみに震ふるえていたけれど、それは単に恐きよう怖ふの余よ韻いんが残っているからだろう。

　次いで首を巡めぐらす。目の前に、だだっ広い空間が横たわっていた。視界の端はしには、コンテナや緊急用の水上機が確認できる。どうやら、格納庫に間違いなさそうだった。

　大事なく着艦できたらしい──そう理解した途と端たん、全身からどっと冷ひや汗あせが出た。

　まったく、正しよう気きの沙さ汰たではない。飛んでいるあいだは何も感じなかったけれど、冷静に立ち返って考えてみると、とんでもない話だ。よく死ななかったものだと心底から思う。

　と、ここでようやく燎が顔を上げた。

「……不思議ね。どういうわけか、生きてるわ」

　さすがだ。あれだけ身も世もなく大おお騒さわぎしていたくせに、もう持ち直している。目元に微かすかに涙の跡あとが残っていたけれど、彼女の高潔さに敬意を表して、卓たく巳みは気づかないふりをした。

「思ってた以上に、荒あらっぽいフライトになったな。謝るよ」

「まるで気持ちが籠こもってないわね。これが航空会社だったら、クレーム担当がノイローゼになるまで抗こう議ぎの電話を入れてるところよ」

「だから悪かったって。次からはもっと快適な空の旅を提供できるよう努力するから」

「馬ば鹿かなこと言わないで。次があってたまるもんですか」

　その後もねちねちと小言を述べたのち、燎は溜ため息いきを一つ。ややあって続けた。

「それとね──貴方あなた、いつまでわたしのことを抱き締めてるつもり？」

　言われて気がついた。慌あわてて彼女の腰から手を放す。

「す、すまん。つい……」

「つい？　いつもそれね。抱だき心地が良かったんだって正直に白状したら？　この節操なし」

「そういう冗じよう談だんはやめてくれ……ほんと。対応に困るから」

　卓たく巳みが紅こう潮ちようした頰ほおを隠かくすように顔を逸そらせば、逆に燎りようは慈じ母ぼの如ごとき笑えみを浮かべた。

「ふふ。今、初めて貴方あなたのことを『可愛かわいい』と思ったわ」

「……あぁ、そうかい。俺おれは初めから、お前のことを『可愛くない』と思ってたよ」

　あらそう？　と、すっかりいつもの調子に戻って嘯うそぶき、燎は大破した飛行機械のシートから、ひらりと飛び降りた。卓巳も彼女に倣ならい、静かに格納庫の床ゆかを踏ふむ。

　と、そこで通路のほうから複数の足音が聞こえてきた。敵が侵しん入にゆう者しやを排はい除じよしにやって来たらしい。燎は飛行機械から引き抜いたランタンを掲かかげ、双そう眼がんに険けん吞のんな色を宿した。

「いいタイミングね。誰だれかさんの乱暴な運転のせいで、ちょうどストレスが溜たまってたのよ」

　空そら恐おそろしいことを言う。というか、女の子がそういう表情を浮かべるのは、やめてほしい。

　卓巳は哀あわれな子こ羊ひつじたちの末路を思い、うろ憶おぼえの般はん若にや心しん経ぎようを胸の内で一心に唱えた。




　　　　○




「敵勢力の侵入を許したですって!?　どこまで失態を重ねれば気が済むの、貴方あなたたちは！」

　通路に備えつけられた艦内電話の受話器を叩たたきつけるように戻もどし、ミューニシアが苛いら々いらと髪を搔かき毟むしる。その様子を傍かたわらで見ていたロロットは、さすがに彼女が気の毒に思えてきて、嫌いや味みでなく本心からこう言ってしまった。

「降参しなよ、ミューニシアさん。もう無理だよ、これ」

　一見した限り、彼女の部下はその大半が第二階かい梯てい、あとは第三階梯の妖精使いチエンジリングがちらほらいるばかりだ。飛行船という優位性アドバンテージも、敵に乗り込まれてしまえば用を為なさない。そして卓たく巳みはともかく、閉所で燎りようの《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》を相手取ることは自殺行為を意味する。どんなに数を揃そろえてみても、低階梯の妖精使いチエンジリングだけでは対処し切れない状じよう況きようだろう。

　なのに、ミューニシアは敗北など意地でも受け容れないとばかりに、かぶりを振った。

「まだ……まだです。まだ終わりません。この程度のことで……っ！」

　次いで彼女は、部下の一人を切りつけるような目で睨にらみ据すえ、

「彼らはっ？　Ｈ小隊と連絡は取れたの!?　捕ほ虜りよの見張りをさせていたはずでしょう！」

「そ、それが……他ほかの隊に確認に行かせたところ、持ち場にはいなかったと……」

「なら今すぐ探させなさい！　彼らがいれば侵しん入にゆう者しやをなんとかできるわ！」

　そんな大わらわのやり取りに、むむっとロロットは顔をしかめた。なるほど、趨すう勢せいが決まったと判断するのはまだ早いらしい。燎と伍ごするとなると、第四階梯の妖精使いチエンジリングがいるのか。

　徹てつ底てい抗こう戦せんとかされたら嫌やだなぁ。そう思いながら、一応、ミューニシアに釘くぎを刺さしておく。

「なんだったら、ぼくを盾たてにしてみる？　たぶん無む駄だだと思うけど」

　彼女が、はたと動きを止めた。振り返って、こちらをまじまじと見み詰つめてくる。

「……あの二人が殿でん下かを見捨てると？」

「火に油を注ぐだけって言ってるの。タクミとリョウは、絶対、ぼくを助けてくれるよ」

　ただのハッタリにしか聞こえなかったのだろう。ミューニシアが胡う乱ろんげな顔をする。でも、ロロットはどこまでも本音で喋しやべっていた。真の信しん頼らいとは、そういうことだからだ。

「……とにかく艦橋ブリツジへ向かいます。ご同行を」

　有無を言わせる気などないくせに、律りち儀ぎに断わりを入れてからミューニシアが歩き出す。ロロットも不承不承そのあとに続いた。後ろには、武装した若者たちが、ずらりと連れ立つ。

　やがて暫しばらく進むうち、一ひと際きわ大きな扉とびらの前に辿たどり着ついた。たぶん、ここが艦橋なのだろう。

　ミューニシアが近づくと、扉が音もなく開いた。どうやら自動式らしい。さすがはアヴァロンの大使館と言うべきか、無む駄だなところにまでお金がつぎ込んである。

　しかし、扉をくぐったところで、急にミューニシアの身体からだが引きつけを起こしたように震ふるえた。いきなり立ち止まられたから、ロロットは危うく彼女とぶつかるところだった。

　訝いぶかしげにミューニシアの背中を見上げる。表情は分からずとも、その後ろ姿が何よりも雄ゆう弁べんに彼女の戦せん慄りつのほどを物語っていた。

　どうしたのだろう？　ロロットが問いかけようとした、そのとき。

「やあ、ミューニシアくん。お邪じや魔ましているよ」

　部屋のなかから、妙みように気取った調子の声が響ひびいた。

　聞き覚えのある声だった。それでロロットも大方の事情を察し、石のように固まってしまったミューニシアの横から艦橋ブリツジのなかを眇すがめ見みる。

　コンソールが所ところ狭せましと並ぶ室内。ブリッジクルーたちの、なんともいえない微び妙みような表情を笑顔で黙もく殺さつしながら、その人物は悠ゆう然ぜんとロロットたちを待ち構えていた。

「ヒーホウ。今日は快晴だね、お嬢じよう様方。まったく憂ゆう鬱うつなことだよ。雨に煙けぶる伊だ達て男おとこが、こんな日に遊覧飛行だなんて洒落しやれにもならない。そうは思わんかね？」

　肩から無造作に引っ掛けたインバネス。頭の上には山やま高たか帽ぼう。口に咥くわえたパイプからは紫し煙えんをたなびかせ、ただそこにいるだけで圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ男──

「ま、これから血の雨を降らせれば、少しは胸が透すくかもしれんがね」

　アルマン・レイニードの登場だった。




　　　　○




　ミューニシアの混乱は頂点に達した。ただでさえ、たった二人の妖精使いチエンジリングに引ひっ搔かき回され、精神的に追い詰められていたというのに、ここにきて絶対に直接対たい峙じしてはいけない男が現れたのだ。しかも、なんの前まえ触ぶれもなく、それこそ降って湧わいた災難のように。

「駄だ目めだよ、アルマン。そんなこと言っちゃ」

　動どう揺ようのあまり後あと退じさりするミューニシアに代わり、前に進み出たのはロロットだった。

「血の雨だなんて……そんなふうに女の人を怖こわがらせるのは、紳しん士しのすることじゃないよ」

　物もの怖おじしないが、どこかズレたその指し摘てきに、しかしアルマンはにんまりと破顔した。

「フフ、姫ひめにかかれば私も形無しだな。せっかく用意周しゆう到とう、お膳ぜん立だてまでして舞ぶ台たいに上がったというのに、まさかいきなり駄目出しされるとはね。──あぁ、失敬。確かにそのとおりだ。女性は敬うやまわなければいけないね。例たとえ、それがどんな相手でもだ」

　アルマンが何気ない仕草で、こちらを見る。特に睨にらみつけられたわけでもないのに、その眼光のなかに潜ひそむ苛か烈れつな何かを嗅かぎ取とって、ミューニシアは心しん胆たんから震ふるえた。

「ど、どうして……ここに……？」

「違うな、ミューニシアくん。質問を間違えているぞ？　訊きくならば『どうやって』だ」

　そうだ。そのとおりだ。アルマンが、このロイヤルハント号に来るつもりなのは、初めから分かっていたことだ。ただ、その方法が彼には存在しなかったはずなのだ。

　アルマンの《氾濫せし暴れ馬スタンピード》は、宙を駆かけることはできても高々度まで上じよう昇しようするほどの飛行能力は持たない。また、ヘリや航空機といった従来の移動手段は、確保するまでに時間が掛かる。つい数分前、無線で遣やり取とりしたときは、電波は確かに地上から発信されていたのだ。これほどの短時間でロイヤルハント号に乗りつけるのは、実質、不可能と言っていい。

　考えられるとすれば、瞬しゆん間かん移動の悪戯ミスチフを有す他者のイットの力を借りた場合だろうか？

　いや、それもどこか釈しやく然ぜんとしない。普ふ通つう、その手のイットは、移動先に必ず目印としてマーキングを施ほどこすものだからだ。そうしなければ、目的地に『跳とべない』のだという。もし自由に座標から座標へ転移できるとなれば、それは高位の妖精使いチエンジリングに限られるだろう。けれど現在、日本に駐ちゆう屯とんしているアヴァロンの正規部隊に、そんな希け有うな人材はいなかったはずだ。

「いったい、どんな手品を使ったのです!?」

「なに、簡単だよ。要は『このフネにマーキング済みの妖精使いチエンジリング』がいればいいのだろう？」

　アルマンは人差し指をくるくると回し、あっさりと種明かしをした。

「きみの部下が、私をここまで運んでくれたのさ」

「なっ……!?」

「ほら、彼だよ。あの少年。確かライナスくん、とか言ったかな？」

　そんな馬ば鹿かな。ライナスが裏切った？　部隊で最年少の、あの子が？

　ミューニシアは感情的に否定しようとしたが──しかし、それよりも早く気づいてしまった。視界のなかに、ブリッジ要員ではない部下が二名、紛まぎれ込こんでいることに。

「……マットレイ。ブルート」

　震ふるえる声で彼らの名を呼ぶ。一昨日おとといの作戦で、玖く堂どう卓たく巳みの排はい除じよを任せた二人だ。任務には失敗したものの、部下のなかでも取り分けミューニシアに忠実な若者たちだった。

　なのに、そんな彼らが今、なぜ侵しん入にゆう者しやの迎げい撃げきにも当たらず、この場にいるのか。

「裏切ったと言うの……？　ライナスと同様、この私を？　拾ってやった恩も忘れて？」

　マットレイとブルートは何も答えなかった。ただ、気まずそうに下を向くばかりだ。

　二人に代わって答えたのは、アルマンだった。

「それは誤解だ、ミューニシアくん。彼らもライナスくんも、別にきみを裏切ったわけではない。私と共きよう謀ぼうした者は他にも何人かいるが、皆、きみのためを思って行動したのだよ」

「よくも抜ぬけ抜ぬけと……っ！　私の部下を、どうやって手て懐なずけたのです！」

「だから誤解だと言っている。彼らは、きみに馬鹿げた真ま似ねをやめさせるため、私に取り引きを持ちかけたのさ。身み柄がら確保に協力する代わり、きみの罪を軽減してほしい、とね」

　馬鹿げた真似？　罪を軽減？　なんてふざけた言い草だろう。ミューニシアは悔くやしさの余り歯は軋ぎしりするが、アルマンはこちらの怒ど気きをそよと流し、傍かたわらの二人に軽く目配せして続けた。

「ちなみに、きみの頼たのみの綱つなも既すでにすっぱり断たってある。援えん軍ぐんは期待するだけ無む駄だだ」

「ッ、なんですって……!?」

　見たまえ、という彼の台詞せりふに合わせて、マットレイたちがコンソールの陰かげから何かを引きずり出す。それを見て、ミューニシアは喉のどの奥おくで小さく悲鳴をあげた。聖職者を彷ほう彿ふつとさせる黒い衣装を身に纏まとった男が一人、白目を剝むいて力無くそこに横たわっていたからだ。

　行方ゆくえ知れずになっていたＨ小隊のメンバーだった。捕ほ虜りよの監視を任せていたはずの、教団からの出向者だ。手足には枷かせ、首にはイットを封ふうじるための特殊な器具チヨーカーを嵌はめられている。

「まさか私が単身でこのフネに乗り込んで来た、などと思っていたわけではあるまい？」

　絶句するミューニシアに、アルマンは自らの手て際ぎわを誇ほこるふうもなく涼すずしい顔で語る。

「後ご詰づめに高階梯の妖精使いチエンジリングが控ひかえているという話だったのでね。生はえ抜ぬきを何人か一足先にフネに遣やって、早々に無力化させてもらった。昏こん倒とうしているそこの彼以下七名、既すでに全員の身み柄がらを拘こう束そく済みだ。今この瞬しゆん間かんまで隠おん密みつに事を運びたかったので、やむなく捕虜の救出は後回しにしたが──まぁ、そちらも今いま頃ごろはライナスくんたちが上う手まくやっているだろう」

「うわっ。アルマンってば、ずっこい。タクミたちの殴なぐり込こみ、陽動オトリに使ったでしょ？」

　ロロットが唇くちびるを尖とがらせて指し摘てきする。アルマンは「ご明察だね、姫ひめ」と微笑ほほえみ、次いで足元に転がる黒衣の男を矯ためつ眇すがめつしながら言葉を連つらねた。

「とはいえ、私ももう少してこずるかと思っていたのだよ。部下の報告によれば、それなりにやる連中ではあったようだが……ふむ、この程度か。少々アテが外れたな」

　それはこちらの台詞だ、とミューニシアは思う。教団で過か酷こくな修練を積んだ、対妖精使いチエンジリング戦闘の専門家スペシヤリストと聞かされていたのに、まるで話が違うではないか。

　ロロット、アルマン、マットレイとブルート、他ほかの部下たち──皆が皆、哀あわれむような目で自分を見ている気がした。ミューニシアは鼻筋に深く皺しわを刻み、奮ふん然ぜんと喚わめき散ちらす。

「なぜっ……なぜ分からないのです!?　私こそが正しい行いをしているというのに！」

「言ったろう？　それは、ただの建前だ。確かにきみは翅族アルフ信しん奉ぽう者しやだし、人間世界と馴なれ合あいつつある妖精郷テイル・ナ・ノーグの未来を憂うれいているのかもしれないが、しかし今回こんな暴ぼう挙きよに出たのは、そういった主張や理想とはまったく別の動機──単なる『腹いせ』のはずだぞ？」

　すべて見み抜ぬかれている。そう悟さとった瞬間、ミューニシアは膝ひざから崩くずれ落おちそうになった。

　なんとか堪こらえるも、足元が定まらない。ぐらぐらと視界が揺ゆれていた。アルマンの言葉は、それほど適格にミューニシアの急所を刺さし貫つらぬいていた。

「きみの雇やとい主ぬしが誰だれかは知らないが、性根を見抜かれ、いいように利用されたな？」

「……どういうこと？　アルマン」

　傍らでロロットが尋たずねる。彼女にはどうでもいい話のはずなのに、その声音は真しん剣けんだった。

「聞いたとおりさ。腹いせだよ。口さがなく言いい換かえれば、ただの不幸自じ慢まんとしてもいい」

「ち、違う！　私は……っ！」

「もう『正しさ』の威いを借かるのはやめたまえ、見苦しい。──彼女はね、姫ひめ。いつまで経たっても自分を妖精使いチエンジリングに変えてくれない翅族アルフたちに、ただ不満をぶち撒まけたいだけなのだよ」

　ロロットが、はっとこちらを見る。ミューニシアは俯うつむき、血が滲にじむほど下した唇くちびるを嚙かんだ。

「マクネリー家は元々、さる有力な翅族アルフの貴族に仕える由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらだった。が、かつては尊とうとばれていた主従関係もいつしか壊こわれ、彼女の父親の代でマクネリー家は用済みとばかりに捨てられた。しかし、それでも彼女は諦あきらめ切きれず、新たな主人を見つけては翅族アルフに仕え続けた。労ねぎらいの言葉はなく、通ずるものもない。捨てられたら、また別の主人に乗り換える。そうやって翅族アルフになら誰だれにでも尻しつ尾ぽを振ふった。彼女は、どうしても『選ばれた者』になりたかったのさ」

　選ばれた者。翅族アルフの寵ちよう愛あいを受けし者。奇き跡せきの担にない手て。妖精使いチエンジリング。

「だが、彼女に接せつ吻ぷんを授さずける翅族アルフは現れなかった。誰もが、彼女を使い捨ての駒こまと見なした。──その結果が今の状じよう況きようだ、姫。彼女は大声で叫さけびたくなったのだよ。自分の価値を」

「だから、なの……？」

　ロロットが呟つぶやいた。すべてに合点がいったと、その瞳ひとみには理解の色が宿っていた。

　翅族アルフの王女が、世間知らずのお姫様が、いったい自分の何を『理解』するというのだろう？

「だから、ミューニシアさんは部下の人たちを道具扱あつかいするの？」

　そうだ。何が悪い？　奴やつらは孤こ児じだが、妖精使いチエンジリングだ。ミューニシアがなりたくてなりたくてしょうがない存在に、さしたる労苦もなく、なった者たちだ。自分と同じように翅族アルフに捨てられたくせに、自分のほうがずっと翅族アルフに献けん身しん的てきなのに。拾ってやっただけ、ありがたく思え。

「ふん。積もり積もった鬱うつ憤ぷんのはけ口というわけだ。相当、酷こく使ししていたのだろうね？」

「……理解できないよ。みんな、ミューニシアさんに感謝してる。その気持ちに噓うそはない。本当に貴女あなたの力になりたいと思ってる。そんなこと、部外者のぼくにだって分かるのに……」

　ミューニシアは嗤わらった。もう嗤うしかなかった。他ほかにできることもない。

「今の私は、私を捨てた翅族アルフと同じ──とでも仰おつしやるつもりですか？」

　図ず星ぼしだったらしい。ロロットが押おし黙だまった。しかし、すぐにまた可か憐れんな唇くちびるを開き、

「なんで、そこまでして妖精使いチエンジリングになりたいの？　それって、そんなに重要なこと？」

　その瞬しゆん間かん、目の前の第一王女に、狂おしいまでの殺意が湧わいた。

　彼女が禁句タブーを口にしたからだ。翅族アルフに対する真の忠誠──そんな欺ぎ瞞まんで覆おおい隠かくしていた昏くらい感情が、今やはっきりと曝さらけ出だされる。

　できることはまだあった。この夢見がちな小こ娘むすめに、現実の厳しさを教えてやることだ。

　だからミューニシアは、懐ふところから抜ぬいた拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを、ロロットの首筋に押しつけた。

「ッ！」

　ロロットの身体からだが竦すくむ。いい気味だ。引き金は引かなかったが、彼女の怯おびえた様はミューニシアの荒あれた心を少なからず慰なぐさめた。アルマンが、やれやれと首を振ふる。

「あ～、私が言うのもなんだがね。今のは姫も悪いと思うぞ？」

「……分かってる。翅族アルフのぼくが、おいそれと口にしていい台詞せりふじゃなかったね」

「黙だまりなさい！」

　ミューニシアは一いつ喝かつし、素早くロロットを引き寄せると、彼女の身体からだを盾たてにしながら後退する。今しがた自分たちが入ってきた扉とびらに向かってだ。後ろに退がったミューニシアと入れ替わりに、控ひかえていた部下たちが前に出た。そう、これこそ正しい道具の在り方だ。

「いい加減にしろ、テメェら！　状じよう況きよう分かってんのか!?」

　間違った道具が何か叫んでいた。ブルートだ。続いてマットレイまで知った顔でほざき出す。

「もうよせ、お前たち。銃じゆうを捨てて、ミューニシア様を拘こう束そくするんだ」

「黙れ、恥知らずが！　どんなことがあっても彼女について行くと誓ちかったのを忘れたか！」

「……忘れてないさ。だが、それでは彼女は永遠に救われないままだ」

　お笑いだ。ついには道具どもが勝手にいがみ合いを始めた。死ぬまでやっていろと思う。

　部下たちが前に出たおかげで、俄にわかに人垣バリケードができた。今ならアルマンの視界は遮さえぎられている。この機に乗じれば、逃げられるかもしれない。ミューニシアは更さらに後ろに退さがった。

　けれど、数歩も行かないうちに、はたと足を止める。

　どこからか、爆ばく音おんが聞こえたからだ。同時に、床ゆかから微かすかに震しん動どうも伝わってくる。さきほど飛行船が敵てき襲しゆうを受けたときとは違い、今度の爆発は明らかに内部で起こっていた。

　艦橋ブリツジにいる全員が固かた唾ずを吞のんだ。爆発と震動が、徐じよ々じよに近づいて来ていたからだ。やがて銃じゆう声せいや怒ど号ごうまで聞こえ始め、皆が自然と一方向に注意を傾かたむける。左さ舷げん通路に続く、小さな扉だ。

　アルマンだけが、この状況下でも愉たのしそうにしていた。

「ふふん。どうやら遅おくれていたパーティの出席者が、ようやく到とう着ちやくしたようだぞ？」

　気き障ざったらしい台詞。それに合わせたようなタイミングで、突とつ如じよ、轟ごう然ぜんと扉が吹き飛んだ。

　爆ばく炎えんが、ミューニシアの視界を舐なめる。

　幽ゆう玄げんと燃ゆる、青い鬼おに火び。

　前まえ以もって認識のフィルターを取とり払はらう秘薬を飲んでいなければ、常人のミューニシアには視みることが叶かなわなかったろう、それは悪戯ミスチフによる炎だった。

　バックファイアもかくやという猛もう火かの波に乗って、通路で交戦していたらしい数人の部下たちが艦橋ブリツジの壁かべに叩たたきつけられた。そして一いつ拍ぱくののち、どこか間の抜ぬけた男女の会話が響ひびく。

「アチッ、アチチ！　──おいっ！　もうちょっと加減しろよ!?」

「やってるわ。だって、わたしは熱くないもの」

「俺おれが熱いんだよ！」

　ミューニシアは口こう角かくを歪ゆがめた。気に入らない連中が、とうとうここまでやって来たのだ。

　自分と同じく翅族アルフに仕える家の出でありながら、主人に『幼なじみ』として扱あつかわれる少女。第一王女の気き紛まぐれで〈比ひ翅よくの騎き士し〉に選ばれたくせに、妖精使いチエンジリングとしての才能に溢あふれた少年。

　ミューニシアにとって、ある意味もっとも許し難い人種と言える、あの二人が。

「タクミーっ！　リョウーっ！」

　ロロットが、喉のどよ裂さけろとばかり彼らの名を呼ばわった。

　その声に応じるように、ほどなく艦橋ブリツジに二つの人ひと影かげが姿を現す。

「ヒーホウ、人ひと攫さらいども。本日はパーティにお招きいただき、どうもありがとう」

　まず玖く堂どう卓たく巳みが、挑ちよう発はつ的てきな目つきで一同を睥へい睨げいした。

「でも、ごちそうが見当たらないわね。ここにいる奴やつらを全員平たいらげろって意味かしら？」

　次にとんがり帽ぼう子しとマント姿の真ま崎さき燎りようが、カボチャの仮面を手で搔かき消けしながら凄せい愴そうに笑えむ。

　そして二人は、異口同音に続けた。

「「──売られた喧けん嘩かを買いに来たぞわ」」

　役者が揃そろった。




　　　　○




　卓巳は素早く室内に視線を走らせた。

　ロロット。ロロットを盾たてにしているスーツの女。アルマン。アルマンの脇わきを固める、ショッピングモールで襲おそってきた二人組。捕ほ虜りよとおぼしきクルーたち。他ほか、銃じゆうを構えた有う象ぞう無む象ぞう。

「──なんだか、ややこしい展開になってるな。誰だれが敵で、誰が味方だ？」

「わたしたちに味方なんているわけないでしょ。ロロ以外、みんな敵よ」

　ぶっきらぼうな燎の言葉に頷うなずく。まぁ、それもそうか。

　次いで卓巳は、その場に集つどった面々の誰ともなしに呼びかけた。

「事情がよく分からないんだが、誰だれか説明してくれる親切な人はいるか？」

「よし、ぼくに任せとけ！」

「うん、ちょっと静かにしててな？　──で、誰か説明してくれる親切な人はいるか？」

　ひどくない!?　と叫さけんだのは、もちろんロロットだ。銃を突つきつけられていても闇やみ雲くもに元気だけれど、本当に大だい丈じよう夫ぶなはずがない。緊きん張ちように震ふるえる肩が、それを証明していた。

　一刻も早く助けなければ、と逸はやる気持ちを、しかし卓巳はポーカーフェイスで覆おおい隠かくす。

「やあ、パーティにようこそ。玖堂卓巳、真崎燎。きみたちの出席を心より歓かん迎げいしよう」

　続いて語りかけてきたのは、アルマンだった。自分が主しゆ催さい者しやでもないくせに、相変わらずの気取り屋だ。ただ、この男のでしゃばり癖くせも今だけは都合がいい。卓巳は彼に向き直った。

「アルマン、あんたでいい。ざっくり頼たのむ」

「ふむ、仕方ないね。──姫ひめを盾に取っているのが、ミューニシア・マクネリー。銃を構えた若者たちの首しゆ魁かいだ。私の部下として日本入りし、しかし反逆を起こしてロイヤル・ハント号を占せん拠きよした。サミットの中止を求めて、場合によってはフネをフェアリーガーデンに墜おとすとアヴァロンを脅おどしている。こちらの二人は、それを止めるため敢あえて主あるじに牙きばを剝むいた好こう漢かんだよ」

　サミットの中止？　飛行船を墜おとす!?　呆あつ気けに取られるも、やはり動どう揺ようは表には出さない。

「……そりゃまた険けん吞のんな。つまり、彼女がこの騒さわぎの元げん凶きようってことか？」

「まさか。ミューニシアくんは実行犯だが、あくまで傀かい儡らいに過ぎんよ。操あやつり糸いとを辿たどれば、その先にはもっと別の大きな影かげがある。私の本来の目的は、そちらを釣つり上あげることでね」

　などと喋しやべりながら、アルマンがやおら妙みような動作を行った。腕を前に伸ばして拳こぶしを作り、それを引ひき戻もどしたあと胸に当てる──なんだか樹に生なっている果物くだものでも取るような仕草だ。

「で、確かここで唱えるのだったかな？　紅あかき果実をこの手に、と」

「そんなっ……!?」

　皆が揃そろって疑ぎ問もん符ふを浮かべるなか、唯ゆい一いつ、劇的な反応を示したのは、さきほどから槍やり玉だまに挙あげられている件くだんの彼女、ミューニシアだった。卓たく巳みは眉まゆを顰ひそめ、続けてアルマンに訊きく。

「……アヴァロンで流は行やってる、おまじないか何かか？」

「いいや。とある翅族アルフ信しん奉ぽう者しやたちの教団で用いられる、いわば秘密の合図みたいなものさ」

　アルマンがちらりと視線を横に流す。なぜかそこに、神父みたいな格好の男が倒たおれていた。

「私も詳くわしくは知らんがね。妖精郷テイル・ナ・ノーグ全土で不ふ逞ていを働く奴やつ儕ばらのくせ、なぜか未いまだに組織名すら浮かんで来ない困った害虫なのだよ。得られている情報といえば、せいぜい教団であることと、今言った組織内の符ふ丁ちよう──あとは、アヴァロンに本ほん拠きよを置くらしいということくらいだ」

「ッ、なぜ貴方あなたがそんなことまで知っているのです!?」

　ミューニシアが髪を振り乱して叫さけんだ。まるで途と方ほうもない例外を目の当たりにしたような口振りだ。けれど、アルマンは彼女に一いち瞥べつさえくれず、至し極ごく簡単に答えてのける。

「私の主人のお手て柄がらだよ。歳としの割に耳の良い方なものでね」

「？　イグレンシアお婆ばあちゃんが？」「……イグレンシア様が？」

　ロロットと燎りようが同時に呟つぶやいた。どうやら二人は、そのイグレンシア某なにがしと面識があるらしい。アルマンの主人、ということはつまり、彼に接せつ吻ぷんを与えた翅族アルフということなのだろうか。

　まぁいい。そのへんの細かい話は。とにかく、おおよその事情は吞のみ込こめた。それに、わざわざここまで会話を長引かせた目的──時間稼かせぎもそろそろ充分だった。

「じゃあ、とりあえずマクネリーさん。今すぐロロットを放してくれ。こっちも相当頭に来てるが、できれば争いは避さけたい。今なら少し痛い目に遭あわせる程度で許しておいてやる」

　燎がぎょっと目を見開いた。相手の神経を敢えて逆さか撫なでするような卓巳の物言いに、肝きもを冷やしたのだろう。ロロットに拳けん銃じゆうを突つきつけている彼女が、いつ暴ぼう発はつしてもおかしくない精神状態にあるのは、誰だれの目にも明らかだったのだから。そして事実、

「誰が……っ！」

　ミューニシアは激げつ昂こうした。なぜか親の敵かたきでも見るような目でこちらを睨にらみつけ、続けて自分の部下たちに「何をしているの!?　早く撃うちなさい！」と吼ほえ猛たける。

　三さん竦すくみの状態に浮き足立っていた男たちが、その叫さけびでようやく平静を取とり戻もどした。半数がアルマンと二人組を警けい戒かいし、残る半数が卓たく巳みたちに銃じゆう口こうを向ける。しかし、この時点で既すでに卓巳は自分のするべきことを終えていた。

　強気な発言は、あくまで相手の気を惹ひくためのブラフだ。その隙すきに人知れず展開させておいた《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》が、射しや撃げき体勢を取った男たちの銃じゆう器きに素早くまとわりついていた。

　燎の説明によれば、卓巳の使し役えきする小こ人びとたちは、他たのイットと比べても頭ず抜ぬけてすばしっこく、また隠おん行ぎように長けているらしい。だから、例たとえ同じ妖精使いチエンジリングでも集中していなければ、その存在を案外簡単に見落とす。結果、彼らも握にぎった機き関かん銃じゆうや腰に下げた拳けん銃じゆうが徹てつ底てい的てきに分解されるまで、異常に気づけなかった。

「「「「「────っ!?」」」」」

　やはり銃把グリツプと最低限のフレームだけは手のなかに残されていたから、男たちは引き金を引いても弾たまが出ないことに愕がく然ぜんとなった。すぐには武器の状態を把は握あくできなかったのだろう、「なんだ、故障ジヤムか!?　一いつ斉せいに!?」と、そう顔に書いてあった。

　無論、ミューニシアの拳銃もバラバラだ。卓巳は、この機を逃がすまじとロロットを奪だつ還かんするため前に出かけたが──しかし、それよりも早く率先して動いた者たちがいた。

「やれ、《放し飼いの猛犬たちアンチエインズ》っ！」

「ぶっ潰つぶせ、《腕力頼みの無精者レイジフエロウ》っ！」

　アルマンの傍かたわらで控ひかえていた、あの二人組だ。一方がのっぽで、もう一方は小男だから、凸でこ凹ぼこコンビと呼ぶべきか。彼らのイット、二頭の獣じゆう人じんと醜しゆう悪あくな面相の巨きよ人じんが速やかに顕けん現げんし、武器を失って狼狽うろたえていた男たちに襲おそいかかったのだ。

「マットレイ、ブルート……っ！　道具の分ぶん際ざいで、どこまで私に逆らえば気が済むの！」

「……貴女あなたが改心なさるまでです」

　鼻白むミューニシアに、のっぽのマットレイが静かに答えた。小男のブルートが追つい随ずいする。

「姉あね御ごだって知ってるだろ、俺おれらの素行の悪さ！　道具は道具でも不良品なんだよ！」

　その言葉にマットレイが、「……俺の素行は悪くないぞ」と渋じゆう面めんになったけれど、まぁそれはいいだろう。ミューニシアが歯は軋ぎしりし、獣人と巨人に翻ほん弄ろうされていた部下たちに叫ぶ。

「貴方あなたたち！　私が逃げるまでの時間を稼かせぎなさい！」

　酷ひどい命令だ。しかし彼女の部下たちは、その命令に従う気のようだった。各々がイットを出し、マットレイとブルートに応戦し始める。これまで銃じゆうを使っていたのは、単に敵の排はい除じよという観点から見た場合、効率が良かったからだろう。でも、悪戯ミスチフを介かいさない通常兵器は、寧むしろ卓巳にとっては与くみし易やすい。だから初手で武装を奪うばい、一気に決着を図りたかったのだけれど──

「くそっ！　あの凸でこ凹ぼこコンビ、余計なことを！　乱戦になっちまったじゃないか！」

　同じ釜かまの飯を食った仲間だから、と息巻いたのかもしれないが、どう考えても邪じや魔まだ。彼らが戦い始めたのが、ちょうど卓巳たちとミューニシアを分断する位置だから、これでは迂う闊かつに手が出せない。この状じよう況きようを打開する道具などすぐには思いつかないし、燎りようもイットが強力過ぎるため動くに動けなかった。下へ手たに鬼おに火びを放てば、ロロットまで巻まき添ぞえにしてしまう。

「ミューニシアさん、もうやめよう！　こんなの辛つらくなるだけだよ！」

　人ひと垣がきの向こうから、ロロットがミューニシアを説得する声が聞こえた。

「いいえ、そうはいきませんわ。王女殿でん下かには今暫しばらく私と踊おどって頂きます」

　まずいな、と臍ほぞを嚙かむ。二人の声が思ったより遠くから聞こえたからだ。もう距離がだいぶ離れている。ミューニシアが、ロロットを連れて向こう側の通路を戻もどり始めたのだ。

「アルマン！　貴方あなた、さっきから何をぼさっと突っ立てるのよ！　あの女を止めなさいよ！」

　焦しよう燥そうに駆かられた燎が、アルマンを批難した。確かに、彼の《氾濫せし暴れ馬スタンピード》なら犠ぎ牲せいを出ずに事を収められるだろう。けれど、アルマンは先刻から我関せずを決め込んでいた。

「きみたちに味方はいないのだろう？　さっき自分でそう言っていたではないかね、真ま崎さき燎」

「あの女は貴方の部下でしょう!?　手ずから不始末をどうにかしようって気はないの!?」

「ふむ、一理ある。まぁ、初めは私もそのつもりだったのだがね？」

　しかし、とアルマンは鷹おう揚ようにかぶりを振ふった。

「やはり駄だ目めだな。私の最大の関心事がここに来てしまった。姫ひめには悪いが、もはやミューニシアくんのことなどどうでもいい。あとはそちらでなんとかしたまえ」

　やっぱりそうくるか、と卓たく巳みは思わず舌打ちした。

　分かっていたことだ。アルマンとはショッピングモールで交わした『約束』があるし、何より艦橋ブリツジに到とう着ちやくしてからというもの、彼はこちらしか目に入っていない様子だったから。

「ふざけないで！　貴方っ、仮にもアヴァロンの正規部隊を率いておきながら……っ！」

「言っても無む駄だだ、燎りよう。マクネリーはたぶんもう、与えられた役目を終えてるんだ」

　アルマンの本命がミューニシアの背後に控ひかえている組織なら、彼女は餌えさとして恣し意い的てきに泳がされていた可能性が高い。だとすれば、より有益な情報を持っている相手──今も艦橋ブリツジで眠りこけているあの黒衣の男が釣つれた時点で、ミューニシアには価値がなくなっているはずだ。

　卓巳が燎を制して一歩前に進み出れば、アルマンがよく通る声で呼びかけてきた。

「次に会ったとき、きみの観察を本格的に始めると言ったのを憶おぼえているかね、玖く堂どう卓巳」

「……ああ。できれば忘れたかったけどな」

　嫌いや々いやながらも首しゆ肯こうし、たぶん無駄だろうとは思いつつも、とりあえず提案だけはしてみる。

「ただ、今はこんな状況だ。ロロットを助け出すまで、なんとか待てないか？」

「残念ながら私は堪こらえ性しようがなくてね。それに猶ゆう予よならば、既すでに一度与えたはずだぞ？」

　なるほど。つまり、どうあってもロロットの元へは向かわせてくれないらしい。それが分かったため、卓巳はやむなく決意を固めた。次いで、なるべく軽い仕草で燎の肩を叩たたき、

「お前はロロットを追え。距離ができたし、今なら少しくらい炎を出しても大だい丈じよう夫ぶのはずだ」

「ッ、ちょっと！　まさか、アルマンと一人でやり合うつもり!?」

「無茶は承知してる。でも仕方ないさ」

　何しろ初めて会ったとき、見逃してもらった礼がある。いや、いきなり襲おそってきたのはアルマンのほうなのだから、それもおかしな理り屈くつだけれど。とにかく、再び相あい見まみえたとき、彼を心の底から楽しませるというのが『約束』だ。約束は守らなければいけないだろう。

「本音を言えば逃げたいところだけどな。でも、こっちにも意地がある」

「意地？」

「ロロットを悪党呼ばわりして、俺おれに覚かく悟ごのほどを訊きいたんだよ、あいつ」

　これからロロットと共に進む以上、おそらく自分は多くの面で多くのものに試される。そしてアルマンは、たぶんその最初の試練なのだ。ならば、やはり逃げるわけにはいかなかった。

「そういうわけだから、ここは俺がなんとかする。お姫ひめ様さまのほうは任せた」

　燎りようが表情を曇くもらせた。けれど、迷っている暇ひまはないと判断したか、最後には納得する。

「……分かったわ。でも忠告させて。いい？　絶対にまともに戦っては駄だ目めよ？　アルマンは本物の怪かい物ぶつ。正面からぶつかれば、わたしを入れた二人がかりでも歯が立たないわ」

　さすがに闘とう志しが萎なえかける。自分だけならともかく、燎と共きよう闘とうしてもまったく勝負にならないほどアルマンは強いのか。かつて教え子だったという彼女の言葉には、やはり重みがあった。

「あと、ロロットを悲しませたりしたら、例たとえ貴方あなたがあの世にいても焼きに行くわよ？」

　死んでから再び火か葬そうされるのはごめんだ。だから「……肝きもに銘めいじておくよ」と神しん妙みように返す。

「──さて、作戦会議は終わったかね？」

　卓たく巳みと燎が話しているあいだ、辛しん抱ぼう強づよく待っていたアルマンが、肩を回しながら続けた。

「そろそろ童心に戻もどった気分で、血ち湧わき肉にく躍おどる展開といきたいのだがね」

「よく言うわ。いつだって年とし甲が斐いもないくせに」

　せめてもの抵てい抗こうにと言い返し、続いて燎りようは未いまだ混戦状態の男たちへと向き直った。

「そこの凸でこ凹ぼこコンビ！　死にたくなかったら、どきなさい！」

「あぁ!?　誰だれが凸でこ凹ぼこだ、クソアマ！　テメェこそ凹おう凸とつの激しい身体からだつきしてやがるくせに！」

　ブルートの揶や揄ゆに、燎がスッと双そう眸ぼうを据すわらせた。それに気づいたマットレイが慌あわてて相棒の襟えり首くびを摑つかんで退たい避ひする。直後、仮面を被かぶり直なおした燎が、危ういタイミングで鬼おに火びを放った。

　轟ごう音おん。一応、狙ねらいは外したらしいが、八つ当たり気味に撃うち込こまれた炎えん弾だんが、敵方の男たちを木の葉のように吹き飛ばす。煽あおりを食くったらしいマットレイとブルートも、一いつ緒しよくたになって宙を飛んだ。濛もう々もうと上がる白煙。辺りが静かになる。のち、誰かの弱々しい声が聞こえた。

「……こ、殺す気か……？」

「チッ、しぶといわね」

　マットレイだったらしい。非情な燎の呟つぶやきに、彼が怯おびえたように口を噤つぐむ。

　続いて燎は、敵が一通り昏こん倒とうしているのを確認したあと、立ち込める煙を搔かき分わけ、仲良く部屋の隅すみで縮こまっていたマットレイとブルートに近寄った。

「答えなさい。貴方あなたたちの仲間に、転移型のイットを使う妖精使いチエンジリングがいるわね？」

「だ、誰だれがテメェなんかに教え……って、アチッ！　アチぃって！」

「黙だまりなさい、クソガキ。わたしが何か訊きいたときの返事は『イエス・マム』よ」

「イ……イエス・マム！　おります！　一人だけ！　ライナスという者が！」

　恐きよう怖ふを刷すり込こまれたのだろう。マットレイが立ち上がり、直立不動の体勢で叫さけんだ。

「なら、貴方たちはそいつと一いつ緒しよに、今すぐ退たい艦かんの準備を始めなさい。このフネに乗っている人間を全員逃がすの。分かるわね？」

「あぁ？　そりゃどういう──イ、イエス・マム！　どういう意味でありましょうか！」

　遂ついにはブルートまで陥かん落らくした。涙を誘さそう光景だ。対岸の火事だけれど。

「いいから黙だまって。そして聞きなさい。これから、このフネでアルマンが戦うの。第五階かい梯ていの妖精使いチエンジリングのなかでも、飛び抜けて周囲の迷めい惑わくを顧かえりみないことで知られる、あの『雨曝しノーアンブレラ』が」

　二人が押し黙る。燎りように対するものとは別種の戦せん慄りつが、彼らの総身を走り抜けたように見えた。

「──このフネはもう駄だ目めよ。じきに墜おちるわ。だから、仲間を救いたければ今すぐ言われたとおり行動しなさい。さぁ、早く！」




　燎が外野と共に艦橋ブリツジを出て行った。マットレイとブルートはもちろん、気を失った男たちやブリッジクルーたちも含め全員を連れて。あとに残されたのは、卓たく巳みとアルマンだけだ。

「急に静かになってしまったな。ギャラリーがゼロというのも、些いささか寂さびしい話だ」

　アルマンが言った。たぶん本気でそう思っているのだろう。卓巳は口をへの字に曲げる。

「目立ちたがり屋め。ちょっとは冷や水を被かぶれよ。もしくは馬に蹴けられて死んでくれ」

「フフ、私はきみの恋こい路じを邪じや魔まする無ぶ粋すい者ものか。しかし残念だったね。冷や水も馬も私の領分だ」

　どこからともなく大量の水が発生し、アルマンの隣となりで速やかに一頭の馬を形作った。水すい棲せい生物の特とく徴ちようを取り込んだ異い形ぎようの駿しゆん馬めだ。言わずもがな、アルマンの《氾濫せし暴れ馬スタンピード》だった。

「で、本当に良かったのか？　俺おれなんかにかまけて、あとのこと全部、部下に丸投げにして」

　相手の挙動に目を光らせながら卓巳が訊けば、アルマンは「もちろん」と頷うなずいた。

「何しろ私にとってこの状じよう況きようは、またとない好機だったのでね」

　案の定の回答だった。やはり卓巳の予想どおり、この男は一挙両得を狙ねらっているらしい。

　保守派のアルマンには、正規の軍事行動の他ほかに『ロロットの失権』という第二目的が存在する。大手を振って王女と敵対するのが難しい立場にいるからこそ、テロの渦か中ちゆうという何が起きてもおかしくない今のシチュエーションを、徹てつ底てい的てきに利用するつもりなのだ。

　まぁ、テロ事件でロロットが直接害されるような事態になっては、さすがにアヴァロンの面子めんつ問題にもなりかねないが──しかし、兎とにも角かくにもまず混乱に乗じて〈比ひ翅よくの騎き士し〉を消してしまおうという判断は妥当だろう。平時ならば、ある程度は覚かく悟ごしなければならない周囲からの批難を封殺できるうえ、アルマンの傍はた迷めい惑わくな趣しゆ味みともこの上なく合がつ致ちしている。

「……つまり、あんたにとっちゃ色々な意味で都合が良かったわけだ。マクネリーの反乱は」

「そのとおり。ミューニシアくんが格好の舞ぶ台たいを用意してくれたおかげで、私もこうして第三階かい梯ていに至ったきみと思うさま拳こぶしを交えられる。彼女に感謝だな」

　次いでアルマンは、卓たく巳みの足元で屯たむろする《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》を眺ながめ、嬉うれしそうに言った。

「この短期間によくぞ、といったところだ。ひょっとすれば、きみは妖精使いチエンジリングの階梯踏とう破はレコードを更こう新しんしたかもしれんぞ？　まぁ、第三階梯までの、という条件がつくがね」

「そりゃ何より。ロロットに先せん見けんの明めいありって証あかしになる」

「では訊きくが──きみは第六階梯になりたいのかね？　至高の存在、翅族アルフに」

　アルマンの問いに、卓巳は肩を竦すくめて正味のところを述べる。

「さてね。それに関しちゃなんとも言えないよ。正直、自信もまったくないし」

「だが、きみがどう思おうと、きみの存在は脅きよう威いだ。周囲は捨て置くまい。規格外に成長スピードの早い妖精使いチエンジリング、しかも〈比ひ翅よくの騎き士し〉となれば、目の色を変える輩やからも出てくるだろう」

　アルマンは一いつ旦たんそこで間を空け、ふと思いついたように続けた。

「そういえば、『恋は盲もう目もく』なんて言葉が日本にはあったな」

　彼が何を言わんとしているのか一いつ瞬しゆんで悟さとり、卓巳は知らず目を据すわらせる。

「きみの姫ひめに対する気持ちは本物だろう。しかし悲しいかな、万物は移ろいゆくものだ。人の想いもまた然しかり。すべてのものは、いずれ必ず色いろ褪あせる。愛は世界を救うかね？　まぁ、そうかもしれん。だが、当事者の二人まで救ってくれるとは限らんぞ？」

「……俺おれが一時の気の迷いで、まともな判断力を失ってるって言いたいのか？」

「私と出会ったとき既すでに〈比ひ翅よくの騎き士し〉だったきみに、選せん択たく肢しが少なかったのは認めよう。しかし、だからといって姫につき従う以外の道がすべて閉ざされてしまったわけではあるまい。もし今からでも考えを改めると言うのであれば、私のほうから保守派の御お大だい尽じんたちに口くち添ぞえしてもいい。久方ぶりに生まれた〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、徒いたずらに変革を望む者ではない、とね」

　アルマンが値ね踏ぶみするような目でこちらを見る。説教臭くさい老人だ。おまけに事ここに至って、逃げ道まで用意してきた。卓巳が首を縦に振ふれば、絶対に落らく胆たんするくせに。

「あんたは、寧むしろ『変わること』を肯こう定ていするタイプだと思ってたんだけどな」

「確かに、今の妖精郷テイル・ナ・ノーグの在り方は私も大いに不満だ。しかし、それでも姫のやり方には賛同しかねるね。変えるにしても時間をかけるべきだ。大多数マジヨリテイの意見を無視すべきではない」

「だから保守派に与くみしてるわけか。老い先短いくせに気が長いな」

　嘆たん息そくする。暫しばらく考え、そして尋たずねた。

「あんた、誰だれかを好きになったことはあるか？」

「無論、あるとも。私もかつては身を焦こがすような恋をしたものだ」

　恥かしいな。身を焦がすような、とか素すで言わないでほしい。

「なら、そのとき周囲の目を気にして、いちいち立ち止まったりしたか？」

　アルマンが笑えみを深める。それが卓巳の答えだったからだ。

「──後こう悔かいすることになるよ？」

　果たして、それは誰だれのことを言っているのか。

「しないさ。俺おれはあんたとは違う」

「なぜそう言い切れる？　未さ来きのことなど誰にも分かりはしないのに」

「ネジだよ、アルマン」

　卓巳はやおら自分のこめかみに指を突つきつけた。アルマンが怪け訝げんそうな顔をする。

「俺の頭のなかで、今、ネジが歓かん声せいをあげてるんだ。これまで聞いたことがないくらいの大声でさ、嬉うれしい嬉うれしいって、そう叫んでる。ロロットに会ってからずっとだ」

　こちらの言葉をどう受け止めているのか、アルマンはじっと耳を傾かたむけていた。

　卓巳は続ける。破は綻たんした理り屈くつと思われようが、構いはしなかった。

「俺にとってはそれがすべてだ。要は設計思想だよ。玖く堂どう卓巳は、そういうふうにできてる。だから──何があっても後悔なんてするもんか」

　アルマンは、再び試すような眼まな差ざしを向けてきた。でも、それも長くは続かない。

「やれやれ、慣れないことをするものではないね。これでは珍しく老ろう婆ば心しんを出した私が馬鹿のようだ。きみは、私が思っていたよりもずっと短たん慮りよで無分別で命知らずらしい」

「どれも若者の特権だな。もちろん、褒ほめ言葉なんだろ？」

　腰を落としつつ卓巳が訊きけば、アルマンも身構えを取りながら「まあね」と肩を竦すくめる。

　いつしか会話は途と絶だえ、二人は黙もく然ぜんと正面から睨にらみ合あった。

　問答の時間は終了。あとは火ひ蓋ぶたを切って落とすだけだ。いつ始まってもおかしくない死し闘とうの、ひりつくような感覚が卓巳の肌はだを刺さす。まるで腹の底に幾いくつも錘おもりを投げ込まれたみたいだった。

　しかし、卓巳は内心の気き後おくれなどおくびにも出さず、さも今閃ひらめいたふうを装って告げる。

「っと、そうだ。最後に一ついいか？」

「なんだね急に、これからというところで。締しまらないではないか」

「いや、大したことじゃないんだけどな」

　そう自然に受け答えしながら──卓巳はいきなり前に出た。

　不意打ち。燎りようの「まともに戦うな」という忠告に従ったかたちだ。けれど、この程度の小細工がアルマンに通用しないのは分かっていた。いや、寧むしろ彼は全身に怒ど気きを漲みなぎらせると、

「愚ぐ直ちよくすぎるわ！　思い上がったか！」

　地力が違う相手に正面から突っ込んだ卓巳に向け、壮そう絶ぜつな咆ほう哮こうを浴びせてきた。その眦まなじりは吊つり上あがり、口元には憤ふん激げきの意が宿る。こちらに期待をかけていただけに、お門かど違ちがいではあっても失望を禁じ得なかったのだろう。けれど、そんな事情など卓巳の知ったことではなかった。

　アルマンが手を振り払う。《氾濫せし暴れ馬スタンピード》が激しく体たい軀くをうねらせた。そして次の瞬しゆん間かんには、卓巳の行く手を阻はばむように巨きよ大だいな水すい塊かいが生み出される。壁かべにするつもりか、はたまたこちらを溺でき死しさせるつもりか──構わない。どちらにしてもやることは同じだった。

　卓たく巳みは走りながら腰の後ろに手を回すと、ジーンズに挟はさんでおいたパック状の品を引き抜いた。アルマンとの対決を想定し、飛行船の一階で医務室の前を通りかかったとき、あらかじめ入手しておいた物だ。封ふうを切って水すい塊かいに投げ込めば、なかでサァッと赤い液体が広がった。

　効果は覿てき面めんだった。それまで形を保っていた水塊が、たちどころに崩くずれて四散したのだ。

「ッ、輸血パックだと!?」

　アルマンが瞠どう目もくした。卓巳は会心の笑えみを口元に湛たたえる。

　やはりアルマンが扱あつかえるのは水のみ──酸素と水素の化合物に限定されるらしい。純水である必要はないのかもしれないが、さすがに血液は対象外だったか、悪戯ミスチフの制御が狂ったのだ。

　卓巳は俄にわかにできた水のアーチをくぐり、アルマンの懐ふところに入り身した。そして拳を振り上げ、駆かけ込こみざまの一いち撃げきを叩たたきつける。顔面を強打されたアルマンが、仰のけ反ぞって膝ひざをついた。

　なんて硬かたい面つらの皮だろう。殴なぐったこちらの手のほうがおかしくなりそうだ。卓巳は顔をしかめたが、それでも言うべきことは言っておくことにした。

「調子に乗るのも大たい概がいにしておけよ、アルマン。紳しん士しだかなんだか知らないけどな、敵である俺を前にいつまで気取ってるつもりだ？」

　舐なめられっ放しは性に合わない。この男の上から目線には、いい加減、苛いら々いらしていたのだ。

「認めろよ。ロロットの〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、ちゃんとお前を脅おびやかしてやれるんだぞ」

　馴なれ合あいじみた先の会話から一転、刃のような台詞せりふを向けられ、アルマンが呆ぼう然ぜんとこちらを見上げる。鼻を押さえた指のあいだからは、どろりとした血の雫しずくが幾いく筋すじも垂れていた。

「はっ──」

　アルマンが笑う。手をどかし、真っ赤に染まった顔の下半分を喜き悦えつに歪ゆがめて。

「ユニークだ……っ！　とてもユニークだぞ、玖く堂どう卓巳！」

　全身の産うぶ毛げが逆立つ。怒いかりや憎にくしみといった負の感情を一切挟まない、歓かん喜きのみで構成される肉食獣のような笑みというものを、卓巳は生まれて初めて見た。

「私の目に狂いはなかった！　やはり、きみは底抜けにユニークな男だ！」

「……あんたのその口くち癖ぐせも、そろそろ聞きき飽あきたな」

　疲れたように首を振って、直後、卓巳はまたもや唐とう突とつに駆け出した。ただし、今度はアルマンにではなく、逆──自分が艦橋ブリツジにやって来た左さ舷げん通路に向けて。

「ッ!?　今度は逃げを打つのかね！」

　目を剝むいたアルマンに、卓巳は鼻を鳴らして「賢けん明めいだろ？」と返した。

「追って来いよ、アルマン！　俺と遊びたいならな！」
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　床ゆかが断続的に揺ゆれている。どうやら船内のあちこちで、激しい戦せん闘とうが繰くり広ひろげられているようだ。いよいよアルマンや燎りようといった高こう階かい梯ていの妖精使いチエンジリングたちが、本格的に暴れ始めたらしい。

　もはや一刻の猶ゆう予よもならなかった。羽は々ば根ね市の上空に君臨してきた空の要よう塞さいも、こうなってしまえばそう長くは保もたない。なり振り構わず、今すぐフネを降りるべきだろう。

「……なのに、私はいったい何をやっているのでしょうね」

　ミューニシアは通路を駆かけながら、自じ嘲ちよう気味に笑った。なぜか可お笑かしくてたまらなかった。

「ねぇ、これからどうするの？　ミューニシアさん」

　と、そう尋たずねてきたのはロロットだった。ミューニシアに手を引かれて小走りにあとをついて来ている彼女は、思いのほか従順で、どういうわけか先刻から逃げる素そ振ぶりを見せようとしない。ミューニシアは既すでに新しい銃を入手していたけれど、凶きよう器きが怖こわくて言いなりになっているというふうでもなかった。人質という自覚があるのだろうか？

「さて、どうしましょうか。殿でん下かに何かご希望はおありで？」

　ふざけた調子で応じる。飛行船の通路を進むのは、今やミューニシアとロロットだけだった。残った部下たちは、すべて反乱分子や侵しん入にゆう者しやたちを鎮ちん圧あつするために投入してしまったのだ。

「……逃げられると、本気で思ってる？」

「まさか。仮に逃げられたとしても、どのみち私には帰る場所などありませんわ」

　そう、ミューニシアの破は滅めつは既に決まっている。何をどうしたところで、もう自分は終わりだ。ならば、あとはどう破滅するかが問題だった。

「いっそのこと、このまま殿下と一いつ緒しよに地じ獄ごくまで逃げてみるのも一いつ興きようかもしれませんわね」

　世界一豪ごう勢せいな心中だ。翅族アルフの王女を道連れに、というのは、なかなか魅み力りよく的てきな案に思えた。

「それは嫌やだなぁ。ぼく、まだ死にたくないし」

「あら、酷ひどい。私を死なせたくないから、とは言ってくださらないのですね」

「ぼくはそこまでお人好しじゃないよ。そんな自じ暴ぼう自じ棄きな考えには、つき合えない」

　穏おだやかな口振りで、しかし確しかと告げてくる。死にたいなら独ひとりで死ね、と。

　ミューニシアは足を止めた。必然的にロロットも立ち止まる。

「なら──何にならつき合うと？　殿下が私に接せつ吻ぷんを授けてくださいますか？」

　言いながら銃を向ける。ロロットの肩が一いつ瞬しゆんだけ震ふるえた。けれど、こちらを見上げる彼女の双そう眸ぼうは小揺るぎともしない。ミューニシア自身、答えなど聞かずとも分かっていた。

「ごめん。それもできないや。ぼく、妖精使いチエンジリングにするのはタクミとリョウだけって決めてるから。それに、ミューニシアさんのこともあんまり好きになれそうにないし」

　生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを握にぎられた状じよう況きようで、ずけずけと物を言う。大したタマだった。

「ぼくにしてあげられことがあるとすれば、それはミューニシアさんがもう一度頑がん張ばれるようにお手伝いすることくらいかな？」

「頑張る？　私が？　……ハッ、何を馬ば鹿かなことを」

　それを言うなら、これまでだってずっと頑張ってきた。しかし、それでもミューニシアを認めなかったのは翅族アルフたちのほうだ。なのに、まだ報われもしない奉ほう仕しを続けろと？

「自ら進んで同どう胞ほうを苦境に追い込み、世界を引っくり返そうとしている貴女あなたが、よりにもよって私の『お手伝い』ですか。さすがは王女殿でん下か、お優しいことですわね」

「ミューニシアさんが、ほんとのほんとに望んでこんなことをしてるなら、ぼくだって何も言わないよ。でも、そうじゃないでしょ？　翅族アルフに腹いせなんて、実はやりたくないと思ってる」

　銃じゆう口こうをロロットの額に強く押しつける。ゴリッ、と硬かたい感かん触しよくがした。でも、彼女はやはり怯ひるまなかった。どこまでも真っ直ぐに、ミューニシアを見み詰つめ返してくる。

「……何を根こん拠きよに？」

「だってミューニシアさん、さっきから全然楽しそうじゃないもの」

　慮りよ外がいの指し摘てきを受け、ミューニシアはきつく眉び宇うを寄せた。楽しむ？　わけが分からない。

　けれど、それについてロロットを問とい質ただす前に、またしても飛行船が派手に揺ゆれた。今度はかなり大きい。そのうえ、どこかからか鋭するどい風切り音のようなものまで聞こえた気がした。

「わわ、なに今の？」

　ロロットが目をまん丸にして呟つぶやくなか、更さらに謎なぞの音が連続する。風切り音の出所は天てん井じようの裏側──ついさきほど自分たちが降りて来たばかりの、艦橋ブリツジが存在する上階からだった。

　不ふ吉きつな予感を覚え、ミューニシアは銃じゆうを下ろしてロロットの手首を摑つかむと、再び通路を駆かけ出だす。第一王女は、今となっては自分が自由にできる唯ゆい一いつのモノだ。彼女を人質にしたところで、もはや状じよう況きようは覆くつがえらないとはいえ、他者に奪うばわれるのだけは我が慢まんならなかった。

「ッ、ここよ！　早く入りなさい！」

　ようやく目的の部屋に到着し、扉とびらを開けてロロットをなかへと押しやる。そこはミューニシアの自室だった。室内の中央には、大きな水すい晶しよう球だまが台座に据すえられて置かれている。

「……通信水晶球コミユボール？　ううん、ちょっとおっきいや。もしかして〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉？」

　驚おどろくロロットを余よ所そに、ミューニシアは扉を閉めて室内に入ると、さっそく水晶球に近づいた。Ｄランク相当の〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉──これを劣れつ化か複製した通信水晶球コミユボールという装置が、現在、妖精郷テイル・ナ・ノーグで通信手段として普ふ及きゆうしているため、基本的に両者とも同じ名前で呼ばれる。

「妖あ精つ郷ちの誰だれかとお話するの？　ひょっとして……ミューニシアさんの今のご主人様？」

　答えない。代わりに短い文もん言ごんを唱え、通信水晶球コミユボールを起動させた。

「……やめなよ。妖精郷テイル・ナ・ノーグから出て来もしない相手が、助けてくれるわけないじゃない」

「でしょうね。けれど最後に一つ、どうしても確かめておきたいことがありますの」

　確かめておきたいこと？　ロロットはそう言って、う～んと両のこめかみに指を当てると、

「その翅族アルフってさ、どこの誰だれさん？　アヴァロンの貴族なんだよね？」

「さぁ、私には見当もつきませんわね」

「もう！　後ろでのうのうと見てるだけの薄はく情じようなひとに、まだ肩入れするの？」

　相手に義理立てしてシラを切っていると思ったのだろう。彼女が少し怒おこったように言う。

　ミューニシアはたまらず失笑した。彼女の勘かん違ちがいに。何より己おのれのあまりの道化ぶりに。

「いいえ、単に知らないだけですわ」

「え？」

「相手の顔も名前も知らないのですよ、私は。何しろ直じかに会ったことさえないのですから」

　ロロットが、今度こそ絶句した。こちらの言葉が意味する、その関係の歪いびつさに、はっきりと表情を凍こおりつかせた。よく知りもしない相手の甘かん言げんに乗せられ、妖精使いチエンジリングなりたさにここまで身を持もち崩くずす人間がいるなど、翅族アルフのお姫様には想像もつかなかったに違いない。

「でも……だったらなおさら、そんな翅族アルフにもうこれ以上、何か期待するのは止よしなよ」

「誰だれも期待などしていませんわ。今も言ったとおり、ただ本人の口から聞いて確かめたいことがあるだけですもの。それに繰くり返かえすようですが、どのみち私はもう助かる気など──」

　と、そこで口を噤つぐむ。台上の通信水晶球コミユボールが、突とつ然ぜん、ぼぅと燐りん光こうを放ったからだ。

　ロロット共々、息を吞のんだ。ほどなくして室内に響ひびく、無感動な壮そう漢かんの声。切り出しは、やはりすべてを突つき放はなすような、あの一言からだった。

『──無ぶ様ざまだな、マクネリー』
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　狭せま苦くるしい左さ舷げん通路の壁かべを片かたっ端ぱしから打うち壊こわし、強引に戦せん闘とうスペースを確保しながら、二人の妖精使いチエンジリングは鎬しのぎを削けずる。辺りを飛び交う水の砲ほう弾だんの量は、今や驟しゆう雨うもかくやの有様だった。

　そう、飛び交っている。あにはからんや、水の砲弾は双そう方ほう向こうから生じていたのだ。

「ハハッ、いいぞ！　なかなか考えるものだな！」

　アルマンは笑う。笑いながら《氾濫せし暴れ馬スタンピード》に命令を与え、生み出した水を砲弾となして次々に撃うち込こんでいく。だが、それと同時、相手側からも迷いのない応おう射しや。やはり一ひと塊かたまりとなった水が間かん断だんなくこちらに迫り、あわよくば間合いを詰つめようとしたアルマンの出で鼻ばなを挫くじく。

　まるで《氾濫せし暴れ馬スタンピード》のお株を奪うばうような水の猛もう攻こうだ。敵がそんな攻こう撃げきを可能にしている理わ由けは、既すでにアルマンも大方の見当がついていた。先刻、遮しや蔽へい物ぶつの陰かげから垣かい間ま見みえた玖く堂どう卓たく巳みの手に、何やら長大なライフルのようなものが握にぎられていたからだ。そのライフルのストック部に、長いホースらしきものが繫つながれているのも、アルマンは見逃さなかった。

　上う手まいやり方だ、と掛け値なしに思う。

　膨ぼう大だいな水を操るアルマンの《氾濫せし暴れ馬スタンピード》に接近するのは避さけ、なるべくアウトボクシングに徹てつする。しかし通常の火器では、弾たま切ぎれのたびに弾だん丸がんを精製し直さなければならないため、どこかで必ず射しや撃げきが途と切ぎれる。だから卓巳は、こちらの攻撃を自分の攻撃に利用することで、その隙すきをなくしているのだ。何せ《氾濫せし暴れ馬スタンピード》の水は無む尽じん蔵ぞう。通路は既に辺り一面が水みず浸びだしだ。その水を弾代わりにできれば、弾だん幕まくを張り続けることなど造作もない。

　卓たく巳みが今使用しているのは、おそらく消火活動の際などに用いられる、レスキュー隊の特とく殊しゆ装備と同じものだろう。単純に水を放出する消火ホースではなく、圧力をかけた水すい塊かいを高速で射ち出すことで、火はおろか邪じや魔まな家具や瓦が礫れきまで蹴け散ちらす代物だ。無論、本来ならこれほどの威力はないし、連射などもできないはずなのだけれど、イットの悪戯ミスチフで作った道具なら常識外れの性能も頷うなずける。《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の面めん目もく躍やく如じよといったところだった。

「──とはいえ、こうしていつまでも埒らちの明かない撃うち合あいを続けるというのは、少し彼らしくないな。もっと我が武む者しや羅らに私の首を獲とりに来ても良さそうなものだが」

　卓巳のやり方にしては、遠距離戦一いつ辺ぺん倒とうというのは些いささか手て微ぬ温るいように感じられた。よもや流れ弾でこちらを仕留められると思っているわけでもあるまいに。

　何か狙ねらいがあるのだろうか？　まぁ、そうだろう。寧むしろ無策というほうが考えにくい。

　次に卓巳がどんな手を打ってくるのか、興味がないでもなかった。しかし、このまま素直に出方を窺うかがって後手に回るというのも面白味がない。そろそろ本気の刃を抜ぬいてみる頃ころ合あいか。

　そう考えたアルマンは、攻こう撃げきの手を一いつ旦たん休めると、

「聞きたまえ、玖く堂どう卓巳！」

　腹の底から大音声をあげた。水煙で卓巳の正確な位置は分からず、また返答もなかったが、声は届いているはずだ。アルマンは相手からの射しや撃げきを水の壁かべで防ぎながら、更さらに続ける。

「私はこれより自らの戒いましめを解き放つ！　覚かく悟ごするように！」

「……戒め？」

　不意に射撃が止やんだ。やがて水みず煙けむりが晴れれば、通路の角から顔を半分だけ覗のぞかせた卓巳が視界に映る。なんとも用心深いことだ。アルマンは笑い、彼に見えやすいよう手を掲かかげてみせた。

「これのことだよ」

　言って、おもむろに着けていた手て袋ぶくろを外す。卓巳の眉まゆ根ねが僅かすかに寄った。アルマンの手ての甲こうに描かれた、妖精の輪ガリトラツプによく似た意い匠しようの複雑な紋もん様ようを見み咎とがめたからだろう。

「翅族アルフの技術の一つで刻印という。その顔だと、どうやら知っているようだね？」

「ちょっと待て。それは確か、翅族アルフの力を抑おさえるための枷かせだろ？」

「そのとおり。だから私のこれは、厳密には別物だ。人間の世界にやって来る第四階かい梯てい以上の妖精使いチエンジリングにのみ施ほどこされる術だが、実質的な拘こう束そく力りよくはないに等しい。力を持ち過ぎた者は、ゆめ自じ戒かいを怠おこたるな──というわけさ。ゆえに、その解除も各自の判断に任されている」

　こちらの言葉の意味を正しく理解したのだろう。卓巳の顔が一段と険しさを増す。

「おい、まさか……それは……」

「きみは誇ほこっていい」

　わななくように紡つむがれた卓巳の台詞せりふを遮さえぎり、アルマンは厳おごそかに告げた。手の甲に刻まれた紋様の一部を、もう片方の手でなぞり、これ見よがしに消し去りながら。

「このアルマン・レイニードに、第四階梯の使用を踏み切らせたのだから」

「────ッ！」

　卓たく巳みの反応は素早かった。得物を捨て、脇わき目めも振ふらず逃げ出したのだ。自分の戦力分ぶん析せきが、大きく的を外していたことに気づいたのだろう。ここは一度退くしかないと判断したらしい。

　けれど、それを許すアルマンではなかった。第四階かい梯ていの力を司つかさどる刻印をすべて手ての甲こうから除去し終えると、次いで《氾濫せし暴れ馬スタンピード》に命じて頭上に巨きよ大だいな水の球を作り出す。

「上う手まく避よけたまえ。これは掠かすっただけでも命に関わるぞ？」

　遠ざかる背中に一声かけ、アルマンは胸の前でぐっと拳こぶしを握にぎった。その動きに連動するように、直後、天てん井じよう付近に浮いていた水の球が、一いつ瞬しゆんで野球ボールほどのサイズにまで縮小する。

　アルマンは言ことの葉はに力を乗せた。必殺を期す、その技の名を。

「【アッハ・イーシュカの洸こう剣けん】」

　瞬しゆん間かん、閃せん光こうが通路を満たした。




　　　　○




『──無ぶ様ざまだな、マクネリー』

　熱の失せ切ったその一言だけで、ロロットは相手が典型的な保守派の翅族アルフであることを悟さとった。通信水晶球コミユボールに顔は映し出されないものの、浮かべている表情まで容易に想像がつく。きっと妖精郷ティル・ナ・ノーグで飽あきるほど見た、万事すべてが下らないとでも言いたげな、あのしかめ面だろう。

『満足に芸もできぬ駄だ犬けんが、今さら私になんの用だ』

　侮ぶ蔑べつも露あらわなその言い様に、ミューニシアは青あお褪ざめた唇くちびるを微かすかにわななかせて応じる。

「……もう、すべてご存じなのですね」

『教団員の一人がさきほど連絡を寄よ越こしおったわ。アルマンの手勢の侵しん入にゆうを許し、もはや計画の続行は不可能、とな。直後に交信が途と絶だえたことを考えれば、事の次第など嫌いやでも察しがつく。──それで？　役目も果たせなかった貴様は、おめおめ私に泣きつこうというわけか？』

「……いいえ。もう貴方あなたに傅かしずく気はありませんわ。この通信にしたところで、まさか呼び出しに応じてくださるとは思っていませんでしたもの。試してみるものですわね」

『ふん。元飼い主として、粗そ相そうをしでかしたペットが最後に何を吠ほえるか、些いささか気になったまでのこと。しかし、情け欲しさでないとすれば、いったい何用だ』

　一いつ貫かんして高圧的な相手の言葉には、ミューニシアをもう用済みと見なすニュアンスが平然と含まれていた。ミューニシアもまた、心中はどうあれ、それに関して批難を口にはしない。挽ばん回かい不能のミスを犯した以上、自分が切り捨てられることは承知の上だったのだろう。

　代わりに彼女は、もっと別のことを言った。何かに耐たえるように、じっと息を詰つめたあと、

「一つ──」

『？』

「そう、たった一つだけでいいのです。私の問いに答えてください。……貴方あなたは、いったいどの時点で私を『捨てる』と決めたのですか？」

『……なんだと？』

　完全に予想外の質問だったのだろう。通信水晶球コミユボール越しに男の困こん惑わくが伝わってきた。

「計画が水すい泡ほうに帰きしたと知ったときですか？　それとも、初めから捨すて駒ごまとして扱あつかうつもりだったのですか？　労に必ず報むくいると仰おつしやってくれたあの言葉……あれも偽いつわりでしたか？」

　ミューニシアの語り口は無む味み乾かん燥そうとしていて、それがロロットにはやるせなかった。極寒の地に独ひとり取り残された救難者のような、行き詰まった諦てい観かんの気配だけがそこにあったから。

「どうなのです？　答えてください。私は、貴方にとって──」

　けれど、その痛々しい訴うつたえも、最後までは続かない。突とつ然ぜん、通信水晶球コミユボールの向こうで、弾はじけるような哄こう笑しようが巻き起こったからだ。同時、カリカリと何か細こまかな音も聞こえてきた。

『くくっ、ふははははははははは！　よもや、そのような愚ぐにもつかぬことを訊きくために、私の元に通信を寄よ越こしおったか!?　これは思わぬ余よ興きようよっ！　それほどまでに奇き跡せきを欲ほっしていたか、貴様！　夢破れてなお真しん偽ぎを質たださずにいられぬとは、つくづく意地汚い女よな！』

　百ひやく万まん言げんを尽つくすより遥はるかに明快な疑問の解となったろうその大たい笑しように、ミューニシアのなかにあった最後の『何か』が粉々になった。それが、ロロットには分かってしまった。

　何も通じていなかったのだ。ミューニシアの翅族アルフに対する献けん身しんの根底にあるものも、彼女が欲していた奇跡が本当はなんなのかも、男にはまるっきり通じていなかった。

　簡単なことなのに。傍はたで話を聞いていただけの自分でさえ、すぐに分かったのに。

　ミューニシアは、たぶん妖精使いチエンジリングになりたいわけではないのだ。

　ううん、なりたいのだろうけれど。彼女自身もそれがすべてだと、今は思い込んでいるのだろうけれど。でも、本当は違うのだと思う。長く心を放浪させ続けたせいで、自分でも気づかないうちに過程と結果がごっちゃになってしまっただけで、根っこのところでミューニシアが求めているのは、たぶんもっと別のものなのだろうと思う。

　だから、ロロットが彼女の代わりにそれを口にした。通信水晶球コミユボールの前に一歩進み出て、

「──分からないの？　マクネリーさんは、翅族あなたと友達になりたかったんだよ」

　笑い続けていた貴族と、打ちひしがれていたミューニシアが、揃そろってハッと息を吞のむ。おそらく前者は、通信水晶球コミユボールが映す部屋の角度の関係上、こちらの存在に気づいていなかったのだろう。そして後者は、まるで自分のもっとも脆もろい部分を鷲わし摑づかみにされたような顔をしていた。

　だが、ロロットが更さらに続けるよりも早く、

「「っ!?」」

　先刻から聞こえていた例の風切り音が、これまでにないほど間近で鳴なり響ひびいた。それと同時、ロロットとミューニシアのあいだを、何かが横一線に駆かけ抜ぬけてゆく。

　顔に盛大に降りかかる水みず飛沫しぶき。状じよう況きようを理解する間もなく、その一いつ瞬しゆんあとには正面に立っていたミューニシアの姿が──がくんっ、と激しい揺ゆれと共に上方にズレた。

　いや、ロロットのほうが位置を下げたのだ。立っていた部屋の床ゆかの一部が、そっくりそのまま下の階に向けて傾かたむいたらしい。慌あわてて周りを見回せば、室内の壁かべや天てん井じようにぐるりと一本の深い切れ目スリツトが刻まれている。あたかも強力な熱線か何かで、部屋を輪切りにしたかのように。

　上の階でアルマンが、何かとんでもない真ま似ねを始めた──そう遅おそまきながらも理解したときには、更さらなる風切り音が到とう来らい。正体不明の攻こう撃げきが、室内を無秩序に切きり裂さいて回る。

　ミューニシアが咄とつ嗟さに壁かべ際ぎわまで退さがった。ロロットも慌てて通信水晶球コミユボールにしがみつく。でも、無む駄だだった。天井はなんとか保もったものの、足場のほうが耐たえ切きれなかったのだ。

　床が抜けた。まるでパズルのピースみたいにバラバラになって。

「きゃっ──!?」

　満足に悲鳴をあげる暇ひまさえない。ミューニシアの啞あ然ぜんとした顔が遠退き、内臓がせり上がるような感覚が身体からだを襲おそう。直後、ロロットは逃れようもなく、真っ逆さまに重力の虜とりことなった。




　　　　○




　第四階かい梯ていの封を切ったアルマンが、絶大なる自信を込めて放った一いち撃げき。それによって思いがけず災難に見み舞まわれたのは、何もロロットとミューニシアだけではなかった。

「っ！　なんの音!?」

　自らの幼なじみを探して船内を奔ほん走そうしている最中さなか、いきなり背後で風切り音と轟ごう音おんがあがり、燎りようは反射的に足を止めていた。来た道を振り返れば、天井の一部が盛大に崩くずれ落おち、瓦が礫れきで通路が完全に塞ふさがっているではないか。落下した構造物はどれも大きいが、何かの衝しよう撃げきで砕くだけたという感じではない。全部が全部、異様なほど鋭えい利りな切り口を晒さらしていた。

　尋じん常じようではない破は壊かいの痕あと。けれど、燎はそれらの痕こん跡せきにはっきりと見覚えがあった。思い出されるのは、一時期、イットの扱あつかい方を学ぶため師事していた男の自信過か剰じような面構えだ。

「アルマンの奴やつッ……本気で好き放題やってるわね!?　こっちはいい迷惑よ！」

　そう吐はき捨すてる暇もあればこそ、今度は立て続けに風切り音が唸うなり、他ほかの天井部分も次々に崩ほう落らくを始める。降り注ぐ鋼材の雨のなか、燎は舌を鳴らして、ただちに疾しつ走そうを再開した。

　破片が散さん弾だんよろしく弾はじけ飛とび、剝むき出だしの二の腕や太ふと股ももに浅く切り傷を作る。しかし、燎はそれらを一切顧かえりみない。マインツトトで我が身を護まもる些さ細さいな手間さえ、今ばかりは惜おしんだ。

　鮮せん血けつが散る。肌はだが痛みに疼うずく。だが何より、耐たえ難がたい焦しよう燥そうが胸の内を炙あぶっている。

　だから燎はひた走った。手のかかる主人を、一刻も早く見つけ出すために。

「貴女あなたは憎にくまれっ子なんだから、ちゃんと世に憚はばかりなさいよ、ロロ……っ！」




　　　　○




　相次ぐ激しい揺ゆれに、船体がミシミシと軋きしむ。周囲は苦鳴と不安の声に満たされていた。

　船内の各所で戦せん闘とうが始まってから、まだ大して時間は経っていない。けれど、捕ほ虜りよを見張るための監かん房ぼう代わりに使われていた展望室は、もはや惨さん憺たんたる様相を呈ていしていた。

「ほらよっ、負傷者追加だ！」

　怪け我がをしたチームメイトを介かい抱ほうしていたマットレイは、その荒あらっぽい声に振ふり返かえる。相棒のブルートが、ちょうど展望室に駆かけ込こんで来るところだった。彼の傍かたわらには、敵味方問わず大勢の負傷者を担いだ《腕力頼みの無精者レイジフエロウ》の巨きよ体たいもある。思わず泣き言が口を衝ついて出た。

「またか!?　次から次へと！」

「はんっ、こんなもんは戦場の風物詩だろ！　俺おれらにゃ馴な染じみの光景じゃねえか！」

　展望室に今や捕虜の姿はない。そちらは既すでにライナスが地上まで運んでくれたのだ。が、代わって現在では、戦闘で傷ついた兵たち──主にミューニシア側の──が、室内のそこかしこに横たわっている。正直、未いまだに死人が出ていないのが不思議なくらいだった。

「言っとくが、まだまだ増えるぜ！　あの紳しん士し気取りが何かやらかし始めたからな！」

「チッ……リョウ・マサキの懸け念ねんどおりか！　戦せん況きようのほうは!?」

「姉あね御ごの側についた連中が、意外と善戦してやがる！　あいつらも意地だな！」

　怒ど鳴なり合う必要はないのだけれど、精神的余よ裕ゆうのなさが自然と二人の声を大きくさせていた。

「馬ば鹿か野や郎ろうどもが……っ！　もうそんな場合じゃないだろうに！」

　ミューニシアの安否が気き遣づかわれる。マットレイがアルマンと交わした契けい約やくは、あくまで彼女の『罪を軽減すること』であり、身み柄がらの保護までは確約されていないからだ。取り立ててその点を強調しなくても、重要参考人であるミューニシアは生いけ捕どりにされるものと思い込んでいたのが、そもそもの間違いだった。アルマンたちにとって彼女の優先順位がさほど高くないと知れた今、もはや安心できる要素はどこにもない。

「──また怪け我が人にんが増えてる」

　と、そこで横から声がした。介抱を続けながらそちらを見やれば、毛布を手にした金髪の男の子が、いつの間にか突つっ立たっている。例によって例の如ごとくいきなり現れたライナスだった。

「みんな大変そう。でも、僕だって負けてない。正直、しんどい……」

　とてもそうは見えないが、実際、ライナスの疲労は相当なものだろう。部隊で唯ゆい一いつの転移型イット保持者である彼は、先刻からフネと地上を何度も往復していて働き詰めだった。

「僕の《弱虫の最終手段エスケープ・ブランケツト》は、一度にたくさんの人は運べない。少し休ませてほしい」

「へばんな二等兵！　ガッツを見せろ、ガッツを！　昇しよう進しんしたくねぇのか!?」

「僕らの部隊に階級なんてない。だから、どう頑がん張ばっても昇進は無理」

「だったら功労賞に、あとで何か奢おごってやる！　とにかく今は働け、ライナス！」

　三者三様の声が、展望室に騒さわがしく響ひびく。事態は寸刻みで悪化の一いっ途とを辿たどっていた。




　　　　○




　ごうん、ごうん、と下腹に響ひびく重々しい音が、空間すべてを圧している。伝わってくる振しん動どうと、鼻を刺す油の匂においが、ここが飛行船の機関部にほど近い場所なのだと教えてくれた。

「……わぁ、びっくり。日ひ頃ごろの行いが悪くても、ツイてるときはツイてるものなんだねえ」

　ロロットは仰あお向むけのまま呟つぶやき、たった今、自身が落ちて来た天てん井じようの巨きよ大だいな開口部を見み詰つめる。

　ミューニシアが何かの拍ひよう子しに語っていたが、確かロイヤルハント号のゴンドラは四層構造だったはずだ。そして普ふ通つうに考えれば、後部から最下層にかけてが作業区画になるだろう。つまり自分は、二階ぶんの距離を一気に落下したことになる。本当によく助かったものだった。

　首を巡めぐらし周囲を探ってみれば、所々パイプやケーブルが剝むき出だしになった薄暗い通路のそこらじゅうに、ごろごろと瓦が礫れきが連なっていた。なぜかロロットは、その瓦礫の山を押しのけるようにして床ゆかに鎮ちん座ざした、大きなベッドの上に寝ねそべっている。

　このキングサイズのベッドは、間違いなくミューニシアの部屋にあった物だ。どうやら先んじて落ちたベッドこれが安全マットの代わりになり、自分は奇き跡せき的てきに事なきを得たらしい。

「え～と、なんだっけ？　確か日本の諺ことわざで、こういうの『怪け我がの功名』っていうんだよね」

　などと独ひとりごちながら、えっちらおっちら身を起こそうする。が、その直前、ふとロロットは眉まゆを立てた。近くで人の声が聞こえたからだ。

　勢い良くベッドから立ち上がる。探すまでもなく、声の主はすぐそこに転がっていた。

　通信水晶球コミユボールだ。どうも自分と一いつ緒しよに、ここまで落っこちてきたらしい。そばには拉ひしやげた台座もあった。たぶんこれが緩かん衝しよう材ざいの役目を果たし、水すい晶しよう球だまを落下の衝しよう撃げきから守ったのだろう。

『……クネリー……聞こえて……返事をしろ、ミューニシア・マク……』

　回線が開いたままの状態になっているらしく、通信水晶球コミユボールは淡い光を通路に零こぼしていた。なのでロロットは、これ幸いと床にぺたんと女の子座りして、喋しやべる水晶球と正面から向き合う。

「ううん、残念だけどハズレ。ごめんね？　ミューニシアさんじゃなくて」

　途と端たん、声がぴたりと止んだ。相変わらず通信水晶球コミユボールに映像は出ていないものの、こちらの様子は向こうに届いているらしい。まざまざと苛いら立だちの気配が伝わってきた。

『……そうか、やはり第一王女だったか。さきほどは何かの見間違いかとも思ったが……チッ、あの雌めす犬いぬめ。私と王女を引き合わせるなど、どこまで無ぶ様ざまを晒さらせば気が済むのだ』

　何やら男がぶつぶつと悪態をつく。発声の際の音の抜け方が、ちょっと特とく徴ちよう的てきだ。

「ヒーホウです、人ひと騒さわがせな黒幕さん。ぼくの自己紹介はいらないみたいだから、まずはそっちのお名前を聞かせてもらえるかな？　それとも、やっぱりナイショ？」

　僅わずかに逡しゆん巡じゆんの間が空く。やがて返ってきた言葉は、一転、慇いん懃ぎんなそれへと変じていた。

『──ヒーホウ、王女殿でん下か。御ご尊そん顔がんを拝すことが叶かない、まことに光栄の至り。ですが、素性に関してはどうかご容よう赦しやを。私如ごときが殿下の御おん前まえに面相を晒さらすなど、畏おそれ多いというもの』

　見みえ透すいた韜とう晦かいだと思う。後ろ暗いところがあり過ぎて、人前に出られないだけだろうに。

「でもさ、ここまできて正体を隠かくす意味とかあるかな？　ミューニシアさんもじきに御用だろうし、教団の人たちだってもうみんな捕つかまっちゃったんだよ？」

『お言葉ですが殿下、あやつらをいくら尋じん問もんしたところで無む駄だですぞ。マクネリーは元より、教団の手の者たちにも、この私に繫つながるような情報は一切与えていないのですからな』

　自分の足場は磐ばん石じやくという驕おごりが、ひどく鼻についた。ミューニシアも言っていたとおり、この男は利用すると決めた相手の前には、本当に顔さえ現さないのだろう。

『そう、マクネリーといえば──先刻は何やら面白いことを仰おおせでしたな？　あの無ぶ様ざまな雌めす犬いぬめが、私と友ゆう誼ぎを結びたがっていたと？』

「うん、言ったね。ミューニシアさんの気持ちを、代弁したつもりだったんだけど」

『おぉ、殿下。そのような馬ば鹿かげたこと、あるわけがございませぬ。人間が翅族アルフの友になど、他ひ人とが笑いますぞ？　地を這はいずる汚らわしい「翅はねなし」どもは、ただ届かぬものとして空をゆく我らを見上げてさえおれば良いのですよ。マクネリーもそれは重々承知していたはず』

　他者を扱こき下おろすときだけ熱が入る性分なのか、男がくつくつと笑う。

　別の誰だれかに汚れ仕事を押しつけて、自分は安全圏でふんぞり返ってさも清せい潔けつそうな顔をして──そんな生き方のほうが、よっぽど汚らわしいというのに。

『もし仮に、あやつめが分ぶも弁わきまえず本気で殿下の仰おつしやるようなことを考えていたのだとしたら、喩たとえようもなく不快ですな。無様な劣れつ等とう種しゆを友になど、身の毛がよだつというものです』

　これで通算四度目。脳裏で数字をカウントする。同時、再びカリカリという音。こちらは感覚で受け止める。けれど、心の大部分は別の方向に意識を飛ばしていた。

　ミューニシアがここにいなくて、本当に良かったと思う。

　もし彼女がこの場に同席していれば、きっとまた深く傷ついていただろうから。

「…………そっか。それが貴方あなたの言い分なんだ」

　腹の底でぐつぐつとマグマが煮にえていた。

　敵だ、と思った。

　完成された世界のなかに安あん穏のんと引ひき籠こもり、己おのれの価値観だけを妄もう信しんして人ヒ間トを平然と踏ふみ躙にじるこの男は、紛まぎれもなくロロット・ニエンテ・アートレイアの敵なのだ、と。

「ふふっ」

　ロロットは笑った。意図せず壮そう絶ぜつに。自分の内で荒あら立だつ激情が、ひどくいとおしかった。

「人間は『這いずるもの』で、翅族アルフは『届かないもの』かぁ。うん、なかなか上う手まいこと言うね。ほんとにそうだ。目線が合わないんじゃ、確かに話にならないし」

『ご理解頂けたようで何より。さすがは殿でん下か、ご聡そう明めいであらせられ──』

「うん、だからさ。ぼくはまず『話になるように』するのが重要かな、って思うわけ」

『……は？』

　単純なことだ。目線の高さが合わないなら、どちらか一方が相手に合わせればいい。合わせる気のない高こう慢まんちきが相手なら、力ずくでふん摑づかまえて引きずり下ろせばいい。

「翅族アルフが一番優れてるなんて妄もう想そうにいつまでも溺おぼれて、変わりたくない変わりたくないって──そう子供みたいに駄だ々だをこねてる貴方あなたたちの翅を、ぜんぶ毟むしってやりたいんだよ」

　貴方たち。今、対たい峙じしているこの男だけではない。妖精郷テイル・ナ・ノーグに住む大多数の翅族アルフたち。

『……まるで、ご自身は翅族アルフではないかのような物言いですな』

　次に通信水晶球コミユボールから返答があったとき、男の声はこれまでにないほど凝こごっていた。あまりに攻こう撃げき的てきなこちらの台詞せりふが、彼の逆げき鱗りんにはっきりと爪つめを立てたのだと分かった。

「ううん。違うよ」

　けれどロロットは、自信を込めてかぶりを振る。

「ぼくが、翅族アルフなんだよ」

　そう、誰だれよりもずっと。たぶん取り返しがつかないくらいに。

「つまりニセモノはそっち。ほんとの翅族アルフはね、貴方みたいにみっともなくないの」

　ときに持て余しさえする業深い己を誇こ示じし、敢あえて穏おだやかに言葉を重ねる。気分はさながら猛毒の鱗りん粉ぷんを振ふり撒まく妖よう蝶ちようだ。とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたか、男が嚇かく然ぜんと吼ほえ猛たけった。

『貴様……ッ！　言うに事欠いて、私を翅族アルフではないだと!?　常に貴とうとき者たらんと努めてきた、この私を!?　妖精郷テイル・ナ・ノーグの歴史と文化に唾つばを吐はきかける小娘が、翅族アルフの代表者ヅラか！』

「まさか。今の翅族アルフ社会からすれば、ぼくは異い端たんだもの。──でも、だからこそ保守派のヒトたちが後ご生しよう大事に抱かかえてる、『綺き麗れいなもの』を汚よごすのだって簡単だ」

　にへへ、と普ふ段だんの笑みが戻もどってくるのを自覚し、

「せいぜい翅を洗って待っててね♪　すぐに可愛かわいい悲鳴をあげさせたげるから」

　すぐに、というのは決して強がりではない。けれど、それを今ここで口にする必要もないだろう。どのみち相手には、もうこちらの言葉が届いているかどうかも怪あやしかった。

『殺してやるっ……殺してやるぞ、翅族アルフの面つら汚よごしめ！　やはり〈比ひ翅よくの騎き士し〉を消して人ひ間との身に堕おとすだけでは生なま微ぬ温るい！　いずれ必ず貴様の首を刎はね、衆しゆう愚ぐの前に晒さらしてくれる！』

　ちょっと普ふ通つうじゃない剣けん幕まくだ。どうやら自分は、よほど嫌きらわれているらしい。

　が、そのときだった。出だし抜ぬけに、背後から人の声が響ひびいたのだ。

「…………人ひ間との身に、堕おとす……？」

　驚おどろいて振り返れば、そこにミューニシアが佇たたずんでいた。

　いったい、いつから話を聞いていたのだろう？　分からない。けれど、我を失った男は、やはり突とつ然ぜん現れた彼女になんら疑問を抱いだくこともなく、

『どこまでもおめでたい奴やつめ！　〈比ひ翅よくの騎き士し〉と一三翅し族ぞくはなぁ、互いに共生関係にあるのだ！　ゆえに〈比ひ翅よくの騎き士し〉が死ねば、その翅族アルフは翅はねを失い、下げ賤せんな人ひ間との身に堕ちることになる！　貴様はあれほど執しゆう着ちやくしていたそこの小こ娘むすめを、己おのが手で貶おとしめようとしていたのだ！』

　それは、きっと語られてはならない真相だった。

　ミューニシアの顔から、あらゆる表情が剝はく落らくする。次に何が起こるのか理解し、ロロットはそっと通信水晶球コミユボールから離れた。ほぼ同時に、彼女が無言で手のなかの拳けん銃じゆうを構える。

　薄っぺらな主しゆ従じゆう関係の終わりは、どこか物悲しく響ひびいた。




　　　　○




　それは、さながら横なりに降り注ぐ流星雨。あるいは、光の洪こう水ずいだった。

「くそっ！　いくらなんでもずるいだろ、これは！」

　詮せんなく喚わめきつつも足は止めない。卓たく巳みはなるべく身を低くし、全速力で通路を駆かけ抜ぬける。

　肩越しに背後を振り返れば、既すでにアルマンとの距離はかなり離れていた。けれど、今となっては間合いなど、さしたる意味もない。もう防御はおろか、回かい避ひさえ不可能だった。

「っ！」

　身体からだのすぐ横を擦さつ過かした光の一いつ閃せんが、手近にあった壁かべを苦もなく引ひき裂さいた。その切断面は冗じよう談だんじみて滑なめらかだ。後ろから放たれるアルマンの謎なぞの攻こう撃げきは単発に留まらず、更さらに二度三度と連続する。立ち回りづらかった通路が、瞬またたく間まに切きり拓ひらかれていった。

　尋じん常じようではない切れ味を誇ほこるその光の正体は、高圧の水流。

　ダイヤモンドのカッティングにも用いられる、いわば水で出来た刃はこぼれ知らず業物だ。

　ただ、アルマンの放つ技は、速度も威い力りよくも卓巳の知る機械的なそれとは比べ物にならなかった。発はつ射しやから着ちやく弾だんまでが速過ぎて、ただの光としか捉とらえられないばかりか、頑がん強きようなはずの飛行船の壁や通路をバターみたく寸すん断だんしてのける。しかも秒間十数発にも及およぶ連射まで可能となれば、もはやこれは光学兵器の範はん疇ちゆうに収めるべきだろう。おかげでこちらは防戦一方だ。

「相手を舐なめていたのは、俺おれのほうか……っ！」

　誤算だった。アルマンが本気を出していないことくらいは卓巳も承知していたけれど、まさかこれまでずっと第三階かい梯ていの力だけで戦っていたとは。おまけにこれより更に先があるとなると、もう今の自分では逆さか立だちしたって手に負えない。大幅なプランの修正が必要だった。

　後方のアルマンは《氾濫せし暴れ馬スタンピード》に跨またがり、さして急ぎもせず優ゆう雅がにこちらを追って来ていた。その間かんも水のレーザーは釣つる瓶べ打うちにされ、一いつ時ときとして休む暇ひまがない。

「ハハハ！　きみが逃げ、わたしが追う！　初めて会った日を思い出すな！」

「やかましい！　まるで美しい思い出みたいに語るな！」

　振り向きもせず怒ど鳴なり返す。卓巳にとってこれは悪夢の再来でしかなかった。

「というか、正気か!?　そんなものバカスカ撃うってたら、このフネ、すぐに墜つい落らくするぞ!?」

「『なるようになるケ・セラ・セラ』だよ、玖く堂どう卓たく巳み！　前向きに考えようではないかね！」

　そういうのは、ただの楽観視というのだ。本当に元もと家庭教師か、この男。

「だがまぁ、心配は無用だろう！　さきほど艦橋ブリツジにお邪じや魔ましたとき、ミューニシアくんが不在のあいだに、こっそりフネの進路を沖に向けてもらったからな！　だから下界に迷めい惑わくが掛かることもない！　フェアリーガーデンに墜おとしさえしなければ、アヴァロンの面目も立つだろう！　せいぜい、このフネと逃にげ遅おくれたネズミが海の藻も屑くずになるくらいさ！」

「そうかい……っ！　段取りが良くて結構なこった！」

　叫さけびながら、続けて卓巳は足元の小こ人びとたちに合図を送った。

　作るのは壁かべだ。周囲の構造物のなかから、比ひ較かく的てきに頑がん丈じようなチタンなどを選んで用い、通路いっぱいに五層にも及およぶ壁を張り巡らす。卓巳が第三階かい梯ていに至ったからか、既すでに小人たちは以前よりもずっと難度の高い工作を行なえるようになっていた。これならば高圧水流でも生なま半なかには貫かん通つうできないはずだ。いつまで保もつかは分からないが、そのあいだに距離を──

「【エッヘ・ウーシュカの穿せん滴てき】」

　稼かせごうとしたこちらの目もく論ろ見みは、やはり甘かったのだろう。アルマンが静かに一言を発した直後、何かが猛もう然ぜんたる勢いで、たった今作ったばかりの壁を、のべつ幕なしに叩たたき始めた。

　壁の向こうのアルマンが何かしている。それは分かる。けれど、どうも先刻までの高圧水流とは別の攻こう撃げきのようだ。威い力りよくは一段落ちるらしいが、連続する激音の数が異常過ぎる。一切の途と切ぎれなく完かん璧ぺきに一ひと繫つながりとして聞こえるそれは、秒間で数百発は超えそうな勢いだった。

「まさか……水のつぶてを機き関かん銃じゆうの掃そう射しやみたく、壁の全面にぶっ放して……？」

　まずい。それはまずい。卓巳の作った壁は、あくまで高圧水流に対する防御策だ。貫かん徹てつを防ぐため硬こう度どこそ高いが、やたら滅めつ法ぽうに散らされる衝しよう撃げきを緩かん和わするほどの柔じゆう軟なん性せいまでは併あわせ持っていない。軟なん度どの足りない金属が衝撃を受け続ければ、必然、辿たどる末路も決まっている。

「──結果、きみは距離も時間も、ろくに稼げないというわけだ」

　やがて破は砕さいした積せき層そう防ぼう壁へきの向こうから、アルマンの台詞せいふと共に爆発的な勢いで水が押し寄せて来た。いや、海だ。もはやそうとしか呼びようがない、身みも蓋ふたもない壮そう絶ぜつな大だい海かい嘯しよう。

　大暴走スタンピード、という言葉が否いや応おうもなく脳裏を掠かすめる。

　なぜなら、その海はすべて大量の馬で構成されていたからだ。数百頭もの水馬が、混じり合い溶とけ合あい、随ずい時じ、発生と消しよう滅めつを繰くり返かえしながら、巨きよ大だいな一つの波は濤とうを成している。地じ響ひびきめいた蹄ひづめの音も勇ゆう壮そうに、通路一杯、それこそ逃げ場もなく。

　古代の戦いくささながらに、大量の騎き馬ばを並べてこちらに突とつ撃げきを敢かん行こうしたアルマンは、先頭で一ひと際きわ大きな水馬を駆かっていた。まるで己が軍勢を誇ほこる大将のように、剣代わりのパイプを掲かかげ、

「はーはっはははっ！　馬に乗るは騎き士しの本ほん懐かい！　だが、波に乗るは漢おとこの浪漫ロマン！　両者を兼ね備えれば、それ即すなわち紳しん士しの嗜たしなみだ！　きみもサーフィンと洒しや落れ込こみたまえ、玖堂卓巳っ！」

「ふっ、ざ……ッ」

　けんな！　と面めん罵ばしてやる時間さえもどかしく、慌あわてて通路を駆かけ出だす。

　だが、とき既すでに遅おそし。卓たく巳みは背後から到とう来らいした大津波ビツグウエーブに、抗あらがいようもなく吞のみ込こまれた。




　　　　○




　たった一発、それだけで水すい晶しよう球だまは呆あつ気けなく砕くだけ散ちった。自分が追い求めたユメ同然に。

　細く硝しよう煙えんを立ち昇らせる拳けん銃じゆうを、続けてロロットに照準し直しながら、ミューニシアは彼女に近づいて行く。ごうん、ごうん、と飛行船のエンジン音だけが相変わらず喧かまびすしかった。

「……気づいていたのですか？　私が、何も知らないまま利用されている、ただの傀儡くぐつだと」

　自分でも意外なほど静かな声音で尋たずねる。ロロットは僅わずかに躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりを見せ、

「うん、なんとなくね。ぼくのことを慕したってくれてる割に、タクミの命を狙ねらったりして、ちょっと変だなぁとは思ってた。教団の後うしろ盾だてがあるなら、知っててもおかしくないのに、って」

「……私が慕っていたことのほうが噓うそだった、とは思わないのですね」

「思わないよ。だってミューニシアさん、ぼくのこと大好きでしょ？」

　一歩一歩、ゆっくりと間合いを詰つめてゆく。ロロットのドレスは、もう見る影かげもなくズタズタになっていた。おそらく落ちたとき、どこかに引っ掛けたのだろう。本来なら遠過ぎる存在であるはずの少女が、今は自分と同じ場所に立っている。それが、ひどく愉ゆ快かいだった。

「私はさきほど、王女殿でん下かに『好きになれそうもない』と酷ひどいことを言われましたわ」

「あ、あれ、ちょっと前言撤てつ回かい。『今はまだ』って付け足すね？　ぼく、ミューニシアさんのこと少し誤解してたみたいだから」

　やがて彼女の元に辿たどり着つく。上の階でそうしたように、再び少女の額に銃じゆう口こうを押しつけた。

「誤解？」

「ミューニシアさんがほんとに欲ほしいもの、分かっちゃったから」

　けれど、ロロットは戯ざれ言ごとをやめなかった。撃うたれないと高を括くくっているわけでもあるまいに。

「で～もっ、いけないところも山積みだよ？　部下の人たちは大事にしなきゃだし、お熱になる翅族アルフは選ばなきゃだし、保守派に入れ込んで選民思想に傾かたむくのもバッテンテンのテン。だから『今はまだ』なの。早く、ぼくの好きなミューニシアさんになってね？」

　そうしたら友達になれるからさ、とロロットが続ける。

　なのに、なぜだろう？　ミューニシアは無性に泣きたい衝しよう動どうに駆られた。もう後あと戻もどりなどできないと、そんな思いばかりが募つのってしまって。

「ほらほら、またつまんなそうな顔してる。眉み間けんにすっごい皺しわが寄ってるよ？」

「……つまらなそうな顔、ですか」

　自分の声が、やけに遠い。ごうん、ごうん。きっとエンジンの音のせいだろう。

「そういえば、さきほども似たようなことを言っていましたね。私が楽しそうではないから──だから、本心では翅族アルフに腹いせなど願っていない、と」

「だってそうでしょ？　ほんとに自分のやりたいことをしてるなら、もっと楽しそうにしなきゃ。例たとえそれがなんの生産性もない無意味な復ふく讐しゆうでも、嬉き々きとして実行できなければ噓うそだよ」

　稀き代だいの悪党が『悪』を語る。余人には理解の及およばない、奇形の論理を。

「ぼくは自分の道に迷いはない。妖精郷テイル・ナ・ノーグに引ひき籠こもってる同どう胞ほうたちの都合や事情なんか、つくづくどうでもいい。翅族アルフの存在が露ろ見けんすれば、きっと人間社会も混乱するだろうけど、そのことにだって大して罪悪感はないんだ。一度、何もかも壊こわれて真っ平らになればいいと思ってる。そうでもしないと、翅族アルフと人間の親和なんて永久に不可能だからね」

「……その過程で、どれだけの血が流れるか分かって仰おつしやっているのですよね？」

　もちろん、とロロットは屈くつ託たくなく笑った。

「でも、だからこそ生まれる感情は激げき烈れつだ。怒いかりも、悲しみも、憎にくしみも、喜びも──そのとき初めて本物になる。妖精郷テイル・ナ・ノーグに、失われていた熱が返ってくるんだ。誰だれも彼かれも他ひ人と事ごとでは済まなくなる。みんながみんな揺ゆり籠かごから飛び起きる。ぼくは、その日が待ち遠しいよ」

　理解する。確かに、この娘むすめは『真正』だ。伊だ達てや酔すい狂きようで改革派の急きゆう先せん鋒ぽうを張っているわけではない。一切の欺ぎ瞞まんも虚きよ栄えいもなく、妖精郷テイル・ナ・ノーグと人間世界の双そう方ほうに変革を齎もたらそうとしている。やがて来る被害のことを考えられないほど愚おろかでもないし、狂気に取とり憑つかれているわけでもない。ただ、すべてを弁わきまえたうえで、なんの憂うれいもなく一線を踏ふみ越こえようとしていた。

　握にぎっていた銃じゆうが震ふるえた。そこからミューニシアの畏おそれを敏びん感かんに察したか、ロロットが続ける。

「ね？　これがほんとの人でなしの在り方。いや、美学かな？　悪の美学」

「…………ッ」

「ミューニシアさんがやってることの正否は別に問題じゃないんだ。ぼく個人の好すき嫌きらいはともかくね。ただ、やるからには目いっぱい楽しまなくちゃ噓うそでしょ？　そこでいちいち『なんで？』とか『どうして？』って自分に疑いを持っちゃう人は、たぶん無理なんだと思う」

　無理。自分には無理。いったい、何が無理だと言うのか。

「ミューニシアさんは、きっと『悪いこと』ができない人なんだよ」

　だから偽ぎ悪あくはやめろ。今のお前は見ていられない──そう暗に告げられたのが分かった。

　あぁ、とわけもなく溜ため息いきが出る。

　長く重たい、自らの肺まで凍こおりつかせるような溜め息が。

　そして、それを終えた頃ころには、ミューニシアは驚おどろくほど簡単に一つの結論に達していた。

　この娘を殺そう。

　速やかにこの場で、今度こそ躊躇ためらわず引き金を絞しぼろう。

　ミューニシアの最後の拠より所どころだった憎悪さえ「噓だ」と切って捨てた、どこまでも救い難い悪性の存在。もはや一分一秒さえ生かしておくのも苦痛だった。

　ミューニシアが無言で銃じゆうを握にぎり直なおせば、ロロットは観念したように瞼まぶたを閉じた。この期ごに及およんでも取り乱さず、いつの間にか身体からだの震ふるえさえも収めて、ただ気き丈じように微笑ほほえみながら。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、癇かんに障さわる娘むすめだ。でも、これでやっと苛いら立だちも収まる。だから、さあ──

「死ね」

　引き金は、とても軽かった。




　　　　○




　燎りようが鬼おに火びの一いち撃げきで壁かべをぶち破るのと、ミューニシアが発はつ砲ぽうするのは、ほぼ同時だった。

　ロロットたちの声が聞こえ、状じよう況きようを把は握あくした燎は咄とつ嗟さにショートカットを敢かん行こう。後あと先さき考えず反対側の通路に飛び出したのけれど、どうやらその甲か斐いはあったようだった。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきと、いきなりの乱入で、ミューニシアの手が大きく横にブレれたのだ。そのおかげで銃じゆう口こうも逸それ、弾だん丸がんはロロットの背後の壁を穿うがつに留まった。紙一重のタイミングだった。

　ミューニシアが啞あ然ぜんとこちらを見る。こんな奇き跡せきあってはならない、とでも言いたげな顔をしていた。仮面越しにロロットとも目が合った。しかしこちらは、一いつ瞬しゆん、ぱっと表情を輝かがやかせたあと、すぐにがっかりしたように肩を落とし、

「なんだー、リョウだけかー……」

「悪かったわね、わたし一人で！　何よ、そのハズレを引いたような顔!?」

　それが恩人に対する態度かと思う。あとで絶対、卓たく巳みの臀でん部ぶで憂うさを晴らそう。

「あ、ウソウソ！　よく来てくれたね、リョウ！　さっすが頼たよりになるーっ！」

　なんて調子のいい。まともに取り合うのも面めん倒どうなので、燎は無視してミューニアに向き直った。どこか傷ついた様子で佇たたずむ彼女は、それでも性しよう懲こりもなく再び銃を構えようとしていた。

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね。いい加減に諦あきらめなさい。貴女あなたはもう負けたのよ」

「……負ける？　何を今いま更さら」

　ずっと以前から自分は敗北者だった、とミューニシアは擦すり切きれたような笑えみを浮かべた。

「もはや勝ち負けなどどうでもいいのですよ。ただ私は、殿でん下かに現実を突きつけて差し上げたいだけ。現実はときに残ざん酷こくで、誰だれにでも平等に襲おそいかかるものだということを」

「……そう。それが、こんな茶番を引き起こした動機なの」

　くだらない。本当にくだらない。どんな経緯いきさつがあるのかは知らないが、彼女は信じていた何かに手て酷ひどく裏切られた。そして今は、その挫ざ折せつにロロットをつき合わせようとしている。

「させないわ」

「どうやってです？　貴女あなたのイットの悪戯ミスチフは強力過ぎるでしょう？　この距離では大切な殿でん下かの御おん身みまで傷つけてしまいますよ？」

　泣きそうな顔で勝かち誇ほこるミューニシアに、しかし燎りようは微み塵じんの動どう揺ようもなく淡たん々たんと応じた。

「貴女あなた、わたしの二つ名を知っている？」

　一〇代で第四階かい梯ていに到とう達たつした燎りようは、アヴァロンではそこそこ知れた名だ。けれど、ミューニシアは訝いぶかしむだけで、質問に答えようとはしなかった。こちらの真意を図りかねたのだろう。

　だから燎は、自ら告げた。告げながら、纏まとった衣服イツトのボタンを上から順に外してゆく。

「『焼執狂パイロマニア』『火炙りの魔女フアイアスターター』『人間火炎放射器マン・フレイムスロウワー』『蒼き松明ブルーウイスプ』──色々あるけど、一番有名なのがこれね。『魂魄の火葬者ソウル・インシネレイター』。その意味を、これから貴女の身体からだに刻んであげるわ」

　露あらわになった深い胸の谷間、左の乳ち房ぶさの上辺りに複雑な模も様ようが刻まれていた。妖精使いチエンジリングの力を抑よく制せいするための刻印だ。使えば問答無用で対象を死に至らしめてしまうため、ロロットに使用を固く禁じられていたが──やむを得まい。今ここで第四階梯の封ふう印いんを解除させてもらう。

「まさか……っ!?」「リョウ、それは駄だ目め！」

　ミューニシアが血相を変える。ロロットが叫さけぶ。だが、もう遅おそい。

　一ひと撫なでで刻印を取り払い、燎は久しく口にすることのなかった単語を粛しゆく然ぜんと紡つむいだ。

「【サァオインの魂たま篝かがり】」

　飛行船の床ゆかが、どくんっと脈打った。

　ミューニシアが慌あわてて拳けん銃じゆうをロロットに向け直す。今度こそ撃うつ気なのだろう。しかし、引き金が引かれることはなかった。その理由は、もちろん分かっている。彼女はもう指はおろか眼球さえ動かすことができないはずだ。銃じゆうを向けたところまでが、最後の抵てい抗こうといえた。

　いつの間にか、目に見える範囲のすべての床が、汚お泥でいに変質していた。

　沼だ。不思議な光こう沢たくを放つ沼が、床を遍あまねく覆おおい尽つくしている。

　その沼は粘ねん性せいが高いくせ、表面は異様なほど澄すんでいて、まるで水みず鏡かがみのように周囲の風景を取り込んでいた。さながら水銀の沼地だ。そして、そこに映った虚きよ像ぞうの世界には、実像の世界には存在しないはずの青い鬼おに火びが、数百数千と浮かんでいる。この世の光景ではなかった。

　ミューニシアの暴挙を止めたのもまた、虚像の世界の出来事だった。

　沼に映り込んだ燎の影かげ──その影が手に掲かかげ持ったランタンから、がりがりにやせ細った黒い腕が伸びており、同様に沼に映ったミューニシアの影の胸元に穿せん手しゆを潜もぐり込こませていたのだ。

　──ヒーホウ！　お菓子をトリツク・くれなきゃオア・イタズラするぞトリートッ！

　どこからか、けたたましい笑い声が聞こえた。

　その声を合図に、黒い腕がゆっくりとミューニシアの影から手を引き抜いてゆく。徐じよ々じよに露わとなる掌てのひらには、影の周りに浮かぶものと同じ、青く燃える鬼火が握にぎられていた。

　虚像の世界で繰くり広ひろげられる一方的な暴ぼう虐ぎやくを、燎は酷こく薄はくな眼まな差ざしで見下ろしながら言う。

「これが、わたしの《菓子好きの誘い火パンプキンヘッド》の真骨頂よ。人間の本質──魂たましいと呼ばれる概がい念ねんの、略りやく奪だつと焼しよう却きやく。普ふ段だん使っている力押しの炎は、あくまでこの悪戯ミスチフの付属品に過ぎないわ」

　説明するも、既すでにミューニシアには何も聞こえていないだろう。彼女は銃を取り落とし、がくがくと尋じん常じようでない痙けい攣れんを起こしながら、沼地と化した床に半なかば頽くずおれていた。その顔に苦痛はない。ただ、呆けたように、だんだんと表情が失われていく。瞳ひとみも昏くらく濁にごり始めていた。

「常人なら廃人。そして妖精使いチエンジリングなら、同時に自身の分わけ御み霊たまであるイットをも完全に破は壊かいされる。わたしの《菓子好きの誘い火パンプキンヘッド》はね、ごく稀き少しような『イット殺し』のイットなのよ」

　当然、その異質極まる悪戯ミスチフゆえ制約も多い。相手が妖精使いチエンジリングだと途と端たんに難度が上がるし、そもそも燎りようより上の階かい梯ていにはまるで効果がないという致ち命めい的てきな欠点もある。

「でも、ただの人間が相手なら、なんの問題もないわ」

　言いながら燎は思う。もういいだろう、と。

　充じゆう分ぶんに焦じらした。存分に恐きよう怖ふも与えた。そろそろ、この哀あわれな女を彼ひ岸がんに渡してやる頃ころだ。

「──ロロに銃じゆうを向けたことを後こう悔かいしながら、死者の沼に沈しずみなさい」

　憫びん笑しようを浮かべた燎は、僅わずかにランタンを手前に引いた。すると、沼の姿見に映った燎も同じ動作を取り、ランタンから生えた黒い腕が、ミューニシアの影かげから完全に手を引き抜く。

　いや、引き抜こうとした。けれど、その寸前、

「はい、ストーップ！　そこまで！」

　泡あわを食って駆かけ寄よって来たロロットが、必死の形ぎよう相そうで燎の腕を押おし留とどめた。

「……何よ？」

「それはこっちの台詞せりふ！　リョウこそ何よ！」

　おどけるような口調だが、こちらの腕を押さえつける力は本物だ。燎は納得がいかなかった。

「こんな女……生かしておいて、なんの得があるの？」

「得なんて知らないよ。ただ、ぼくがリョウにミューニシアさんを殺してほしくないだけ」

「なぜ？　まさか『彼女も犠ぎ牲せい者しやだ』とか、そんな偽ぎ善ぜんを言うつもりじゃないでしょうね？」

「いいえ、言っちゃいます！　そう、ミューニシアさんも犠牲者なのです！」

　裁判官に被ひ告こく人にんの無実を訴うつたえる弁護士みたく叫さけんだあと、ロロットはやや声量を落とした。

「しかも、ただの犠牲者じゃない。彼女はアヴァロンの──翅族アルフ社会の、犠牲者なんだよ」

　この意味、分かるよね？　そう目線で問いかけられ、燎は渋しぶい顔つきになった。

　無論、意味は分かる。でも、できれば分かりたくない。ミューニシアを生かしておくということは、後こう顧こに憂うれいを残すということだ。ここで完かん膚ぷなきまでに命脈を断っておくべきだろう。

　けれど、燎の幼なじみはそれを望んでいなかった。翅族アルフ社会の変革を目指すロロットにとって、そこで価値を否定されたミューニシアの存在は、どうあっても無視できないらしい。

「あ～、もうっ……すっきりしないオチね！」

　毒づきながら、それでも燎は悪戯ミスチフを解いた。こうなるとロロットが梃て子こでも譲ゆずらないと分かっていたからだ。たちまち床ゆかを埋うめ尽つくしていた沼が消え、ミューニシアの顔に血色が戻もどる。

　それを見届けたあと、燎は更さらに怒いかりの嵩かさを増し、ロロットに言いい募つのった。

「いつもそう！　貴女あなたは自分の主張を曲げず、最後には必ずわたしが折れる羽は目めになるんだから！　やってられないっ、ほんとにやってられないわ！　はい、何か言うことは!?」

「うん、ありがとう！　リョウ、大好き！」

　満開の笑えみだ。ここで「ごめんね」と謝らないのが、実にロロットらしい。これだけで簡単に腹の虫を収めてしまう自分は、やっぱりちょっと甘いのかもしれない。

　次いでロロットは、伏ふく臥がしたまま動かないミューニシアの元まで駆かけて行った。

「ミューニシアさん、まだ起きてる？」

　起きているわけがない。そう思ったけれど、

「……おう、じょ……でんか……」

　驚おどろくことに、ミューニシアはまだ意識を保っているようだった。燎りようの【サァオインの魂たま篝かがり】を受けておきながら、大した精神力だ。彼女を支えたのは憎ぞう悪おか、それとも別の何かか。

「にへへ、失敗しちゃったねぇ？　やっぱりミューニシアさんは悪役に向いてないんだよ。これに懲こりたら、もう半はん端ぱな気持ちでワルぶっちゃ駄だ目めだぜ？」

　ミューニシアは応こたえない。いや、何かうわ言めいた呟つぶやきは発していたけれど、どうせ意味などありはすまい。けれど、ロロットはそれでも構わないようだった。

「ぼくがさ、何人か知り合いの翅族アルフを紹介したげるよ。まぁ、ぼくの数少ない友達だから、みんな頑がん固こで偏へん屈くつでおかしな翅族アルフばっかりなんだけど、人間だからって変な差別だけはしないから。ミューニシアさんも、そういう方向に努力したほうが楽しいでしょ？」

　だからさ、とロロットは囁ささやく。聞く者の琴きん線せんを揺ゆらさずにはいられない、とても優しい声で。

「──もう一回、頑がん張ばってみようよ？」

　その瞬しゆん間かん、室内に響ひびいていたミューニシアのうわ言が、嗚お咽えつでぐしゃぐしゃに捩よじれた。

　彼女は子供のように泣きじゃくった。ちくしょう、ちくしょう、と恨うらみ節ぶしまで連発して。それでも聞こえてくる声には、どこか救われた響きがあるように感じられた。

　燎は思う。善意ではなくエゴで他者の心を解きほぐすロロットは、やっぱり悪党だ、と。




　　　　○




　卓たく巳みとアルマンの激げき闘とうは、いよいよ趨すう勢せいを大きく傾かたむけ始めていた。

「くそっ……はしゃぎ過ぎだろ、あんた！」

　幾いく度どとなく吹き飛ばされ、叩たたきつけられ、水すい禍かに見み舞まわれた。けれど、それでも卓巳は諦あきらめず、ここまで果か敢かんに起死回生の機会を狙ねらってきた。ときには逃げて待まち伏ぶせし、あるいは小細工に小細工を重ね、勝利の糸口を摑つかむため、あらゆる手段を講じてきた。が、しかし──

「……働け、小こ人びとたち！」

　横よこ薙なぎの高圧水流を屈かがんで避よけながら、卓巳は二つの手しゅ榴りゆう弾だんを工作。僅わずかに時間差をつけて、それらを通路の奥おくに投とう擲てきする。直後、激しいスパークと、貫つらぬくような高音が発生した。

　ショッピングモールで凸でこ凹ぼこコンビの片割れに用いた、あの電でん撃げきを撒まき散ちらす鎮ちん圧あつ兵装と、超音波を利用した音おん響きよう兵装だ。特に後者はかなり強きよう烈れつで、至近で喰くらわせれば対象の鼓こ膜まくを叩たたき割って、一いち撃げきで卒そつ倒とうさせるだけの威い力りよくがある。けれど、相手はそれを物ともしなかった。

「ふふん、甘いな。そろそろ底が見えてきたか？」

　にやにやと嘯うそぶき、水馬に乗ったアルマンが、まったくの無傷でなおも猛もう追ついして来る。電でん撃げきは絶ぜつ縁えん体たいである純水で防がれ、超音波は何重にも及およぶ水の紗しや幕まくによって完全に遮しや断だんされたのだ。

　例の地下駐車場での戦いをアルマンが観戦していた以上、前者に対応されるのは想定内。でも、だからこそ瓜うり二ふたつに作ったもう一方への警けい戒かいは薄れると踏ふんでいたのに。

《氾濫せし暴れ馬スタンピード》の悪戯ミスチフは非常に単純だが、ほぼ一いつ瞬しゆんで凄すさまじく大量の水を精製することができる。卓たく巳みの《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》では、それを物理的に突とつ破ぱするのも科学的に分解するのも難しいのだ。いくら小こ人びとが速く動けても、作られた道具を使うのは卓巳だし、そもそも飛行船のなかにある材料だけでは、どうしたって限界がある。何より、扱あつかう力の規模が違い過ぎた。

「これが第三階かい梯ていと第四階梯の差ってことか……っ！」

「いいや、一いち概がいにそうとも言えんぞ？」

　アルマンが《氾濫せし暴れ馬スタンピード》を駆かり立たてながら、悠ゆう々ゆうと語りかけてきた。

「私はこれでもまだかなり力を抑おさえているほうだ。第四階梯の状態でも、やろうと思えばこんな飛行船くらいは瞬しゆん時じに圧あつ壊かいさせられる。ただ、それは何も階梯の差だけが理由ではない」

　通路を後退しながら、卓巳は思わず顔を引ひき攣つらせる。この巨きよ大だいな飛行船を、瞬時に？

「憶おぼえておきたまえ、玖く堂どう卓巳。イットの性能は様々な観点から評価されるが、なかでも特に危険度の高い悪戯ミスチフが、俗に〈札つきノトーリアス〉のカテゴリで呼び習わされる。真ま崎さき燎りようの〈イット殺しソウルイーター〉や、この私の〈遍くものジ・テンペスト〉がそれだ」

　水の猛もう射しやはそのあいだも絶え間なく続く。卓巳は作った道具を端はしから使い捨ててゆく。

「〈遍くものジ・テンペスト〉は、世界の構成要素、即すなわちありとあらゆる場所に遍へん在ざいする自然現象そのものを司つかさどる。そのため、やれることがひたすら派手なのが特とく徴ちようでね」

　アルマンの力は天変地異──ショッピングモールでロロットから聞かされ、眉まゆ唾つばものと疑っていた話が脳裏で蘇よみがえった。あれが文字通りの意味だったなんて、いったい誰だれが想像できる？

「……どうしろってんだよ、そんなものッ」

　疲労と激痛に喘あえぎながら、殆ほとんど半笑い状態で呻うめく。同時、これは遂ついに『切り札』の使いどころかと、未いまだ冷静さを残している思考の一部が、ある意味、もっとも過か酷こくな判断を迫って来た。

　だがその直後、卓巳はある異常に気づいて、ぎょっと立たち竦すくんだ。立て続けに撃うち出だされていたアルマンの攻こう撃げきで、いつしか周囲が再び濃い水煙に閉ざされていたのだ。

　いや、それだけではない。後方にいたアルマンの姿も、いつの間にか消えていた。

「ッ、しまっ……!?」

　意識が緩かん慢まんになっていたのが災いした。視界不良のなかで、敵の居所を見失う──そのあまりの危険性に、とにかく場所を移そうと考えて走り出すが、

「どこに行くのかね？　私はここだぞ？」

　待ち構えていたように、すぐ真横から声がした。水煙のヴェールを肩で引ひき裂さき、インバネスを靡なびかせたアルマンの巨きよ軀くが、ぬっと現れる。こちらが思っていた以上に距離が近い。そのうえ彼は、なぜか既すでに《氾濫せし暴れ馬スタンピード》から降りてさえいた。

　一いつ瞬しゆん、判断に迷う。なんだ？　なぜ有利な間合いを捨て、わざわざ接近して来る？

「ところで、玖く堂どう卓たく巳み。きみはボクシングはお好きかな？」

　その迷った一瞬が命取りだった。やおらピーカブースタイルを取ったアルマンが、恐おそろしく軽い身ごなしで前に詰つめて来たのだ。そして繰くり出だされる、抉えぐり込こむような右ストレート。

　モロに喰くらった。首から上が綺き麗れいに消し飛んだかと思った。

　卓巳はたたらを踏ふみ、なす術すべもなく後あと退ずさりする。アルマンは更さらに踏み込んで来た。

「妖精使いチエンジリングの階かい梯ていとは力量のみを示すものにあらず。その者の心の成長をも表しているのだよ。ゆえに第五階梯ともなれば、性格的傾向の良し悪しはともかく、どこか突つき抜ぬけた曲くせ者ものばかりとなる。合理的な判断だけで、この私を量はかれると思うなよ？」

　言いながら、迅じん雷らいのような左ジャブ。なんとかパリングで応じるが、とてもではないが捌さばき切れない。何か新しく道具を作りたくても、重たい一撃を受けるたび思考が乱れに乱れる。

　相手がボクシングなら蹴けりはどうか。そう考えて遮しや二に無む二ににローキックを放つも、それがいけなかった。あろうことか蹴け足そくはジャブで迎げい撃げきされ、体勢が泳いだそこへすかさず右フック。

　モロに喰らった。首から上が身体を見捨てて逃げ出したかと思った。

「だから、私がこうして接近戦を仕掛けているのは、決して艦橋ブリツジで見事に一発入れられたお返しというわけではない。すべてはきみに教訓を説くためだ。よくも鼻血を噴ふかせてくれやがったなこの野や郎ろうとか、狭きよう量りようなことを言うつもりもさらさらないとも。いや、本当だよ？」

　アルマンが何か言っている。でも聞こえない。耳鳴りが酷ひどくてそれどころではない。下か肢しがコンニャクみたいに弛し緩かんしている。それでも果か敢かんに拳を振るが、力も速度も不充分だ。被かぶせるようにカウンターが来た。二メートル近い長身から放たれる、絶望的な落差の振り下ろしの右チヨツピングライト。

　モロに喰らった。今度こそ頭がなくなった。そう思うに足る比類なきフィニッシュブロー。

　もんどり打って倒たおれる。目の奥おくで盛大に爆ばく竹ちくが弾はじけた。けれど、根性で意識だけは手放さなかった。いつの間にか卓巳の肩の上によじ登っていた数体の小こ人びとたちが、手にした工具でこちらの側頭部を幾いく度どとなく引ひっ叩ぱたいてくれたおかげもあったろう。

　──すみません。でも、ピンチのご様子だったので。

　ああ、分かってる。ナイスフォローだ。痛かったけどな。

　縮こまる小人たちに内心でそう返すと、ふとアルマンが可お笑かしそうに声を洩もらした。

「クク、主人に活を入れるイットなど聞いたこともない」

　アルマンは既に構えを解いていた。卓巳も立ち上がり、何か減へらず口ぐちで応じてやろうとするも、しかし上う手まく喋しやべれない。口内が血で溢あふれ返っていることに、ようやく気づいた。

「口のなかを切ったか。暫しばらく食事には難なん儀ぎしそうだね」

「…………誰だれの、せいだ……」

　溜たまった血を吐はき出だし、やっとのことで嚙かみつく。しかし彼は気にしたふうもなく、

「見たまえ、玖く堂どう卓たく巳み。あれこそが現うつ世しよに作られし翅族アルフの箱庭、フェアリーガーデンだ」

　そう言って不意に右手を掲かかげてみせた。釣つられてそちらに振り向くと、視界すべてを埋うめ尽つくす空と海の鮮せん烈れつなブルーコントラストと対面し、思わずたじろぐ。戦せん闘とうに集中し過ぎるあまり、すぐそこに大窓があることに、まったく気づいていなかったのだ。

　先のアルマンの言げんどおり、確かに飛行船は沖に出ていた。視線を巡めぐらすと、ミニチュアみたく小さな港も認められる。どうやら高度を下げ、同じ空域をぐるぐると回っているらしい。

　フェアリーガーデンも、すぐに見つかった。

　ただ、アルマンが言うような大層な印象は、そこにはなかった。なんの変へん哲てつもない、ごくごく普ふ通つうの、やっと埋うめ立たてが済んだばかりの建設中の街が、ぽつんと海に浮かんでいるだけだ。

「……近くに住んでるのに、こうして直じかに見るのは初めてだよ。存外、ちっぽけなもんだ」

『アジア圏けんの新たな玄げん関かん口ぐち』という表のキャッチコピーも、『妖精郷テイル・ナ・ノーグのサミットなんてものまで開かい催さいが予定されている、翅族アルフが人間世界に進出するための足掛かり』という裏の大それた文句も、なんだかひどくミスマッチに感じられた。

　狭せまいな、と思う。ただ漠ばく然ぜんと、それだけを。

「ちっぽけに感じるのは、きみが姫ひめの〈比ひ翅よくの騎き士し〉だからさ。ときに改革派はフェアリーガーデンのことを『翅族アルフ解放区』などと呼ぶが、彼女からすれば少し仕立てのいい安あん楽らく椅い子すくらいなものだろう。何しろ姫にかかれば、妖精郷テイル・ナ・ノーグでさえ、しみったれた揺ゆり籠かご扱あつかいだからな」

　言い得て妙みようだ。ロロットは翅族アルフという種の完全な曝ばく露ろを望んでいる。相手取るのは、人間世界まるごとだ。一部地域限定の解放など目もくれないだろう。

「スケールでかいよな、ほんと。おかげで俺おれの感覚まで少し狂くるってきた」

　そうやってアルマンと会話を交わすあいだも、卓巳は必死で呼吸を整え続けた。もはや逃げも隠かくれもできない間合いにいる相手に矢のような視線を向け、虎こ視し眈たん々たんと機会を窺うかがいながら。

「不ふ屈くつの目だな、玖堂卓巳。いったいこの状じよう況きようで何を狙ねらっているのかね？」

　どこか期待の込もった口調でアルマンが言った。やはり気づいていたらしい。

「……なのに律りち儀ぎに待っててくれるんだから、あんたはとことん自信家だよ」

　アルマンは強い。どうしたって今の自分には荷が勝ち過ぎている。それはもうここまでの戦いで嫌いやというほど実感した。けれど、それを大前提としたうえでなお、卓巳には逆転の一手が存在していた。非情に危うい、できれば使いたくなかった賭かけにも等しい奥おくの手てが。

「ほんとは嫌なんだけどな、こういうの。でも、あんたが張り切り過ぎるせいで、他ほかに用意していた策は軒のき並なみ潰つぶれた。俺にはもう他に切れるカードがない」

「つまり、次がきみの最後の悪わる足あ搔がきというわけだ。面白い。やってみたまえよ」

　言われなくても、そうするつもりだ。既すでに小こ人びとたちからは、すべての準備が整ったと報告を受けている。この飛行船に突とつ入にゆうしてから地道に各所に配置してきた《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の精せい鋭えいたちは、いつでも掛け声一つで動かせる状態だ。あとは卓たく巳みが決断するだけだった。

　死なば諸もろ共とも──そんな言葉が脳裏に浮かぶ。嫌いやな言葉だ。けれど、それでも卓巳は意を決して腕を振りかぶった。そして号令一声、今度は勢い良くそれを振り下ろそうとして、

「駄だ目めだよ、タクミ！」

　この場で聞こえてはならない声が聞こえたのは、そのときだった。

　凝ぎよう然ぜんと振り返る。背後、十数メートル先の通路の角に、小こ柄がらな人ひと影かげが佇たたずんでいた。綺き麗れいな蜂はち蜜みつ色いろの髪をわやくちゃに乱れさせ、肩で息をしながら、しかしなぜか仁に王おう立だちの体勢で。

「ぼくを、いきなり独ひとり者ものにするつもり!?　そ～いうのは感心しません！」

「ロ、ロロット!?」

　ロロットだった。自分は夢でも観ているのかと、卓巳は目を瞬しばたかせる。度ど肝ぎもを抜ぬかれたのはアルマンも同じだったのだろう。咥くわえていたパイプが床ゆかに落ちて、硬こう質しつな音を奏でた。

　空気を読まないにもほどがある。燎と一いつ緒しよに、とっくに逃げたものとばかり思っていたのに。

「おまっ……なんでここにいる!?」

　たまらず訊きけば、ロロットは組んでいた腕を腰に当て、胸を反らして豪ごう快かいに言い切った。

「それはもちろんっ！　ぼくがロロット・ニエンテ・アートレイアだからさ！」

　凄すさまじい説得力だった。卓巳とアルマンは揃そろって、ぽか～んとなる。

「──タイミングを逃がす前に言っておくけど、わたしもいるわよ？」

　続いて通路の角から現れたのは燎だった。卓巳は仕方なく、そちらに食ってかかる。

「なんでロロットを連れて来た!?　逃げろよ、お前！」

「断だん腸ちようの思いよ。ロロが一刻も早く貴方あなたとイチャつきたいって騒さわぐんだもの」

　しれっと答える。どいつもこいつも、どうして理り屈くつが通じないのだろう？

「というわけで、タクミ。こんな足あし手で纏まといなぼくですが、勝利の女神にお一ついかが？」

「えぇい、お荷物め！　ちょっとこっちに来い！　抱だき締しめてやる！」

　わ～い、とロロットが駆かけ込こみざまにダイブしてきたので、卓巳は前言どおり彼女の矮わい軀くを抱だき止とめた。そして、そのまま暫しばらく抱ほう擁ようを交わす。あぁ、これで自分も馬ば鹿かの仲間入りだ。

「な、なかなか強きよう烈れつなのだね、きみたちは。……最近の若者は、皆こうなのかな？」
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　珍しくアルマンが狼ろう狽ばいしていた。燎も胸焼けでも起こしたような顔で、目をどんよりとさせている。卓巳とロロットは、その間かんに互いの耳元に唇くちびるを寄せ合い、まんまと密談を成功させた。

「……マクネリーさんは燎がなんとかしてくれた。部下の人たちと一緒に、さっきフネを降りたよ。だから、今、飛行船に残ってるのは、もうここにいる四人だけ」

「……そうか。なら、心置きなくやれるな」

「……うん。でも心置きなくはいいけど、ぼくのことを忘れちゃ嫌やだよ？」

　確かに。一いつ瞬しゆんでも死なば諸もろ共ともなんて考えたのは、あまりにも無責任だったか。

　卓たく巳みは大きく頷うなずくと共に、再度、腕を高く掲かかげた。あらかじめ『切り札』の概がい要ようを説明してある燎りようはもちろん、アルマンもこちらの動きに反応して警けい戒かいを露あらわにする。

「まったく……きみたちには恐おそれ入いるな。これから世に混乱を招く予定の大悪党が、まさか本気で自分たちだけが幸せになれると思っているのかね？　そんなご都合主義がまかり通るとでも？　ありもしない楽園に住んでいるつもりなら、今すぐ認識を改め直したまえ」

　皮肉の利いたアルマンの忠告に、しかしロロットは分かってないなぁと、かぶりを振った。

「老ふけたね、アルマン。さっきから見当違いのことばっかり言ってるよ」

「ほう？」

「他ひ人との不幸を食い物にして、自分たちだけハッピーエンドを決める──それが真の悪党ってものでしょ？　ご都合主義かどうかなんて、ぼくには関係ないよ。それに楽園うんぬんって指し摘てきも大きく的を外してる。アルマンだって知ってるはずだよ？」

　ロロットは倣ごう岸がんに笑った。笑いながら両腕を広げ、世界中に届けとばかりに大おお見み得えを切った。

「ぼくは、自分の意思で楽園ネバーランドを出たんだ！」

　ときめく台詞せりふだ。自分は夢を壊こわす道を選んだのであって、二度と優しいだけの世界に閉とじ籠こる気はない──そう胸を張って豪ごう語ごできる彼女を、卓巳は素直に格好いいな、と思った。

「ったく、とんだピーターパンだな」

「にへへ、そこでティンカーベルって言わないのが、タクミのセンスだよね」

　胸の奥おくで『ネジの歓かん声せい』がどんどん大きくなる。ロロットの横に並び立ちたい、対等の存在になって彼女のすべてを独ひとり占じめにしたい。その想いが止とめ処どなく加速する。

　だから、今度は自然に決断することができた。悲ひ壮そうも帯びず、自じ棄きにも駆かられず、ただロロットと共に変わり、そして変えてゆくために。裂れつ帛ぱくの気合いを込めて、卓たく巳みは腕を振り下ろす。

「正念場だ！　働け、小こ人びとたち──っ！」

　傍かたわらの大窓が、びりびりと震ふるえるほどの雄お叫たけび。けれど、これまでと違い、反応はすぐには現れなかった。アルマンが肩かた透すかしを食ったような顔になり、燎りようもまさか失敗かと眉まゆを顰ひそめる。

　だが、しかし──

「…………？　なんだ……？」

　アルマンが呻うめいた。先の卓巳の声で震しん動どうした窓が、なぜか一向に静まる気配を見せなかったからだ。いや、そればかりか震えは次第に大きくなり、遂ついには窓ガラスが粉こな々ごなに砕くだけ散ちってしまう。そしてその頃ころには、既すでに異変は誰だれの目にも明らかなものとなっていた。

　初めはほんの微び震しんだった。けれど揺ゆれは一秒ごとに激しさを増し、いつしかバランスを取るのも難しいほどの突つき上あげるようなそれへと変わる。外からの砲ほう撃げきや、内部での爆ばく発はつといった局所的なものではない。飛行船全体が、ただごとではない揺れに襲おそわれていた。

　めりめりとゴンドラが軋きしむ。天てん井じようからひっきりなしに埃ほこりが落ち、床ゆかの随ずい所しよに亀き裂れつが走る。

　卓巳たちとアルマンをちょうど隔へだてる位置に、一ひと際きわ大きな裂さけ目めが出来たとき、異常はより明確な脅きよう威いとなって表れた。これまで水平に保たれていた通路が、裂け目を境にゆっくりと船せん尾び側と船せん首しゆ側に傾き始めたのだ。卓巳たち三人は船尾に向けて、アルマンは船首に向けて、それぞれ角度のついた通路を滑すべり落おちて行きそうになる。かつて北大西洋に消えた彼かのタイタニック号よろしく、今や空の豪ごう華か客きやく船せんは半なかばから真っ二つにへし折れようとしていた。

　もはや疑うべくもないロイヤルハント号の崩ほう壊かいを前に、さしものアルマンも顔色を変える。

「まさか、きみはッ……このフネを丸ごと分バ解ラすつもりか!?　正気かね!?」

　その一ひと言ことを待っていた。卓巳はやせ我が慢まんで顔を引ひき攣つらせながらも、用意してあった台詞せりふをここぞとばかりにアルマンに叩たたきつけた。

「『なるようになれケ・セラ・セラ』だッ！」




　　　　○




　誰かが自分の名前を呼んでいる。何度も何度も、とても真しん剣けんな声色で。

　こちらの身を案じてくれているのが手に取るように分かる、そんな声だった。なんだかいつまでも寝ねているのが悪い気がして、ミューニシアはそっと瞼まぶたを開ける。

「マット、レイ……？」

　目の前に、無骨な顔立ちの部下がいた。マットレイだ。そろりと首を巡めぐらせれば、周りにはブルートやライナス、他ほかの部下たちの姿もある。皆あちこち負傷していたけれど大事はないらしく、また欠員も見当たらない。一様に心配げな面おも持もちで、こちらを覗のぞき込こんでいた。

　状じよう況きようがよく吞のみ込こめない。自分が寝かされているのは、どうやらどこかの港の埠ふ頭とうらしいが、なぜこんな場所にいるのだろう？　いやに頭が朦もう朧ろうとして、上う手まく思し索さくが行なえなかった。

　ともあれ、まずは起き上がろう。そう考えて身体からだに力を入れると、こちらの肩を抱だいていたマットレイが慌あわてた。少し心配性のきらいがある彼を、ミューニシアはやんわりと手で制す。

「いえ……大だい丈じよう夫ぶよ。ありがとう」

　そう言うと、なぜかマットレイが驚おどろいた顔になった。他の皆も、揃そろって似たような表情を浮かべる。不可解な反応だ。けれど、今は現状の確認を優先することにした。

「それで、いったい何がどうなっているの？　なぜ私はこんな場所に……？」

「貴女あなたはリョウ・マサキに無力化されたあと意識を失い、俺おれたちと共にフネを降りたんです。ライナスのイットで港に転移してから、まだそう時間は経っていません」

　簡単な説明を受ければ、あとは芋いもづる式に記き憶おくが蘇よみがえった。事態の推移も大まかに理解する。

「なら、殿でん下かや彼らはまだ……？」

「心配しなくても、じきに降りてくると思うぜ。あぁ、いや……墜おちてくる、かな？」

　答えたのは、あさっての方角を仰あおぎ見みているブルートだった。その言葉に不ふ穏おんなものを感じ、ミューニシアも彼の視線の先を辿たどる。驚おどろきのあまり、また失神するかと思った。

　ロイヤルハント号が──あの超ちよう弩ど級きゆうの規模を誇ほこるアヴァロン第三大使館が、今まさに胴どう体たいを無む惨ざんに泣き別れにさせて、重々しい轟ごう音おんと共に海に墜つい落らくしようとしているではないか。

　もしあのなかに、この場にいない四人がまだ残っているなら、ひとたまりもない。そう思わずにはいられないほど、それは圧巻の光景だった。彼らは無事だろうか？

「王女たちもアルマン・レイニードも健在です。あれが見えますか？」

　知らず心情が口に出ていたのだろう。マットレイが上空を指し示した。

　飛行船のやや下方、降り注ぐフネの残ざん骸がいの隙すき間まを縫ぬうようにして、何かが空を飛び回っていた。妙な形状をしているが、どうも飛行機のようだ。付近には海からせり上がった莫ばく大だいな水が、まるで塔とうの如ごとくそそり立っており、その頂いただきにはインバネスを纏まとった偉い丈じよう夫ふの姿も認められた。

　戦いはまだ続いているのだ。その事実を、ミューニシアは戦せん慄りつと共に受け止めた。




　　　　○




　断だん末まつ魔まの軋きしみをあげて、ロイヤルハント号がゆっくりと目の前を墜ちてゆく。その巨きよ大だいな船体の陰かげに機体を潜ひそませながら、卓たく巳みは新たに作った飛行機械の操そう縦じゆう桿かんを押し込んだ。

「ほ、ほんとに……こ、ここ、この方法が、最良なんでしょうね!?」

　震ふるえる口調で叫さけんだのは燎りようだ。ロロットを抱かかえて後部座席に収まった彼女は、案の定、顔を青あお褪ざめさせていた。来るときと違い、今度は安全面を重視して格納庫にあったレシプロの水上機に改造を施ほどこしたのだけれど、ちゃんとしたコックピットがあっても怖こわいものは怖いらしい。

「ああ！　アルマンのイットが、本当にお前の言うとおりのスペックならな！」

「間違いないよ！　《氾濫せし暴れ馬スタンピード》が昇のぼれる高度は、せいぜい二〇〇メートルが限界！」

　微び妙みように頼たよりにならない燎に代わって叫んだのはロロットだった。こちらは毛ほどの怯おびえもなく、寧むしろこれから始まる熾し烈れつな空中戦闘ドツグフアイトの予感に興奮してか、頰ほおを上気させている。

「なら、俺おれの判断は正しいはずだ！　わざわざ飛行船をオシャカにした甲か斐いがあったな！」

　現在の高度はおよそ八〇〇メートル。墜つい落らくのどさくさに紛まぎれて艦かん内ないでアルマンを撒まき、そのあいだに卓たく巳みたちはレシプロ機を失敬してきたのだが──なるほど、確かにロロットの言うとおりだ。一足先に飛行船から脱だつ出しゆつしてこちらを待っていたらしいアルマンは、しかし普ふ段だんのように《氾濫せし暴れ馬スタンピード》の背には跨またがらず、持ち上げた数万トンもの海水を足場とすることで、どうにか空中に留とどまっている状態だった。

　さすがは〈遍くものジ・テンペスト〉。とんでもない力ちから業わざだ。その気になれば飛行船を一いつ瞬しゆんで、というあの言葉は決して法ほ螺らではなかったらしい。けれど、逆をいえばそれは、アルマンが空に一定のあいだ身を置くためには、ここまで大掛かりな真ま似ねを必要とするという意味でもあった。

　アルマンの空中機動力の低さは、もはや明白。三次元的な自由度では、自分たちのほうが遥はるかに分ぶがある。この状じよう況きように相手を引きずり込むことこそ、卓巳の用意した切り札だったのだ。

「やってくれたな、玖く堂どう卓巳！　地の利を活かして実力差を埋うめる気かね！」

　屹きつ立りつした水の塔とうの上、そこに佇たたずむアルマンが、両目を爛らん々らんと輝かがやかせながら叫さけんだ。こちらの狙ねらいを看かん破ぱしているくせ、不利を厭いとう気配はまったくない。顔には闘とう争そうの悦よろこびだけがあった。

　宣むべなるかな、アルマンはまだ第五階かい梯ていぶんの力を温存しているのだ。余よ裕ゆうがあるのも頷うなずける。

「おい、燎！　いい加減にシャッキリしろ！　やることは分かってるな!?」

「あ……当たり前でしょ！　誰だれに向かって言ってるの！」

　燎は震ふるえながらも、毅き然ぜんと言い返してきた。上等だ。これだけ元気があれば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　卓巳たちが今乗っている飛行機械は、極限まで手を加えたレシプロエンジンをそのまま使っている。敵の誘ゆう導どう兵器を警けい戒かいする必要がなくなったため、常識的な動力で良しとしたのだ。今度は燎も攻こう撃げきに参加できるのだから、意地でも気張ってもらわなければ困る。

「タクミ！　アルマンが──」

　不意にロロットが言い差した。アルマンの隣となりで足場の海水と半なかば同化していた《氾濫せし暴れ馬スタンピード》が、突とつ如じよ、天を衝つくような嘶いななき声ごえを発したのだ。見れば、水の塔の一部が横に大きく膨ふくれ上あがっている。割れる寸前の水風船を思わせるその様さまに、卓巳は慌あわてて操そう縦じゆう桿かんを切った。

「大おお盤ばん振ぶるる舞まいだ！　受け取りたまえ！」

　アルマンの叫びに応じ、膨ぼう張ちようしていた水が急激に収縮。のち、爆ばく音おんを伴ともなって破は裂れつした。

　飛散した大量の水は、たちまちレーザーと機き銃じゆう掃そう射しやの洗礼となって卓たく巳みたちに襲おそいかかる。先の戦せん闘とうで見せた、【アッハ・イーシュカの洸こう剣けん】と【エッヘ・ウーシュカの穿せん滴てき】だった。

「やっぱり、そうきたか……っ！」

　どちらも高性能の飛び道具だけに、併へい用ようしてくるのは予想の範囲内。機動力で劣おとるアルマンが、手数でこちらを圧あつ倒とうしようとする展開も折り込み済みだ。卓巳は進路上に存在する落下中の残ざん骸がいを遮しや蔽へいにしながら、常にアルマンの頭上を取るかたちで機体を駆かり立たてた。

　型落ちのジェット機クラスにまで性能を高められた水上機が、本職顔負けの曲芸飛行で弾だん幕まくの嵐あらしをいなしていく。不思議と操縦に苦く慮りよするようなことはない。コックピットの内部は、各種計器から座席の位置に至るまで、すべて卓巳の扱あつかいやすいように一新されていた。

　道具は使いこなせなければ意味がない。だから小こ人びとたちは、必ず卓巳が理解し操れる範はん疇ちゆうで欲する物を作ってくれる。いちいち命じなくても、その点だけは現れた当初から一いつ貫かんしていた。

「これで二度目になるけどな！　お前ら、やっぱりちょっと優ゆう秀しゆう過ぎるぞ！」

　ある意味、自じ画が自じ賛さんだ。褒ほめられた小人たちが、コックピットのなかでわぁと沸わいた。

　そのあいだも、アルマンからの攻こう撃げきは絶え間なく続く。近代兵器の威い力りよくを凌りよう駕がする水の爪そう牙がが荒あれ狂くるい、宙を舞う残骸の群れを片かたっ端ぱしから引ひき裂さいていった。

　けれど、卓巳の操縦する飛行機械は、その悉ことごとくを紙一重で凌しのいでのけた。

　躱かわす。ひたすらに躱す。旋せん回かいし、反転し、捻ひねり込こんだかと思えば、ときに激しく錐きり揉もみし──機械のハネが縦じゆう横おう無む尽じんに空を翔かけ、水の猛もう攻こうを寸でのところで躱し切る。

「この飛行性能……ッ、そうか！　やはりそうなのだな!?」

　己おのれの攻撃が一向に成果を上げないことに、アルマンが歯は軋ぎしりせんばかりの形ぎよう相そうで叫さけんだ。

「かつて大戦中、イギリス空軍において相次いだ戦闘機の墜つい落らく事故！　それを引き起こしていたのは、謎なぞの小さな生き物たちだったという！　妖よう精せい学者グリムの名を冠かんせし、ちっぽけな空の覇は者しや──グレムリン！　きみの《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》は、その系けい譜ふに連なるイットなのだ！」

　この状じよう況きようでも薀うん蓄ちくを忘れないとは、ある意味、教師の鏡だ。卓巳は嘲あざけるように返した。

「興きよう醒ざめだな、アルマン！　そんなごたくより、もっと他ほかに言うことはないのか！」

「そうだよ！　ぼくは翅族アルフで、タクミはぼくの〈比ひ翅よくの騎き士し〉なんだよ!?」

　以心伝心か、卓巳の言葉を継ついだのは後部座席のロロットだった。

「翅はねがこうして二枚揃そろってるんだもん！　飛べないわけがないじゃない！」

　そう、飛べないわけがないのだ。今や卓巳は、はっきりとそれを感じていた。

　振り返らずとも分かる。初めて会ったあの日、雨のなかのバス停で口づけを交わしたときと同じように──ロロットの背中に、眩まばゆい一いつ対ついの輝かがやきが生まれているのを。

　薄うす緑みどり色いろのチョウの翅。それは翅族アルフの証あかしであるのと同時、卓巳とロロットを繫つなぐ絆きずなのカタチでもあった。他者の目には決して映らない、当事者の二人だけが視みることの適かなう、奇き跡せきの具現だ。

　肩けん甲こう骨こつの辺りが疼うずいた。そこに、確かにロロットの誇ほこりが宿っているのだと『確信』した。

　だから卓たく巳みは飛ぶ。いよいよ業ごうを煮にやし始めたアルマンと、最後の交こう錯さくを果たすために。

「大おお詰づめだ！　仕掛けるぞ、燎りようっ！」

　返事はない。それは彼女が、これから為なす大技のために精神を研とぎ澄すましているからだ。

　ジクザク飛行で自分に向かって来る卓巳たちを見て、アルマンの口元が凄そう絶ぜつに歪ゆがんだ。ショッピングモールでの戦いを観戦していた彼は、やはり《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の悪戯ミスチフに時間制限があることを知っているのだろう。こちらが苦くるし紛まぎれの賭かけに出たと踏ふんだらしい。無論、反はん撃げきには細心の注意を払っているだろうが──それでも今、アルマンは確実に油断していた。

　その根こん拠きよは単純だ。ここまでの戦せん闘とうから、アルマンは卓巳の駆かる飛行機械が非武装だと既すでに気づき、絶大な火力を誇る燎に神経を注いでいる。しかし同時に、こうも考えているはずなのだ。最近まで師弟関係にあった彼女なら、その手の内はだいたいのところ読める、と。

　でなければ、ああしてこちらを待ち構えるはずがない。至近から過あやまたず一いち撃げきを加えるため、敢あえて卓巳たちを懐ふところに呼び込むつもりなのだ。けれど、その思考こそが致ち命めい的てきな陥かん穽せいだった。

　燎が立ち上がり、手にしたランタンを掲かかげる。途と端たん、機体の周りを無数の鬼おに火びが躍おどった。

「勝負は常に初しよ見けんが大事──それが貴方あなたの教えだったわね、アルマン！　さぁ、お披ひ露ろ目めよ！」

　煌こう々こうと揺ゆらめく青い炎の群れが、やがて何かの形を取り始める。

　それがウスバカゲロウに酷こく似じした虫の姿だと、そうアルマンが悟さとったときには、既すでに燎の力ある一言が解き放たれていた。

「【ナユタの陽炎かげろう】」

　直後、羽虫を象かたどったおびただしい数の人ひと魂だまが、標的目掛けて一いつ斉せいに堰せきを切った。

　一匹一匹がとてつもない熱量を秘めた数百匹ものウスバカゲロウは、さしずめホーミングミサイルの乱みだれ撃うち。あまりの威い力りよくのために地上では禁じ手となっていた燎の絶技が、蒼そう穹きゆうをより呵か責しやくなき青へと塗ぬり変かえる。余波で射線上の大気が焦こげ落おち、雲が根こそぎ焼き払われた。

　アルマンも瀬せ戸と際ぎわで咄とつ嗟さに対応していた。迎げい撃げきに高圧水流のレーザーと水すい滴てきの掃そう射しやを放ち、更さらに持ち得る力のすべてを総動員して、ほぼ一いつ瞬しゆんで巨きよ大だいな水の壁かべを作り上げていたのだ。けれど、それも今となっては単なる悪わる足あ搔がきにしかならなかった。

　アルマンは、取り返しのつかないミスを犯した。例えなかなか効果が表れなくても、焦じれずに地道に遠間からの射しや撃げきを続けているべきだったのだ。そうすれば、飛距離や回転率で劣おとる燎の奥おくの手ては出せず、こちらの持ち時間を削けずることで手て堅がたく勝利を摑つかめていただろうに。

　その場から殆ほとんど動けないアルマンが、燎と真正面から大技の撃ち合いを演じれば、どうしたって競り負ける。足場として海水を八〇〇メートルもそびえ立たせているから、攻こう撃げきにつぎ込める力の量が平時よりも格段に少ないのだ。第五階かい梯ていの刻印を解除すればともかく、同じ第四階梯との対決で、それはあまりに大きなハンディキャップといえた。いくら大規模攻撃を得意とする〈遍くものジ・テンペスト〉でも、ここまで雁がん字じ搦がらめに布石を打たれてしまえばどうにもできまい。

「雄々ぉぉぉおおあああああッ！」

　アルマンが咆ほう哮こうする。己おのが失態を理解したうえでなお、執しゆう念ねんで敗北を覆くつがえそうとしていた。

　しかし、蒼そう炎えんの尾おを赫かく灼しやくと曳ひいて飛んだウスバカゲロウの群れは、その大部分が迎げい撃げきを物ともせず獲え物ものに殺さつ到とうした。立たち塞ふさがる水の壁かべは、業ごう火かの炸さく裂れつと同時にごっそりと体積を減じさせ、たちまち膨ぼう大だいな水蒸気へと変へん貌ぼうする。桁けた外はずれの熱量と水量の激げき突とつだから、撒まき散ちらされる蒸気たるや、もはや物理的な衝しよう撃げきを伴う気化爆ばく弾だんのそれだ。アルマンに逃げ場はなかった。

「きみは……きみたちは、これほどまでに……っ！」

　一いつ瞬しゆん、アルマンと目が合った。彼は爆発的に発生する水蒸気を、それでも懸けん命めいに水の幕で押さえ込もうとしていた。その僅わずかな隙すきに、卓たく巳みは速やかに機首を巡めぐらせる。

「老いってのは厄やつ介かいだな、アルマン！　歳とし食くった奴やつは、すぐに守りに入ろうとする！」

　危険空域から全力で遠ざかりながら、卓巳はありったけの声で叫さけんだ。

「『変わること』がそんなに怖こわいなら、指を咥くわえて見てろよ！　俺おれたちが、これから世界のネジを回してやる！　あんたが羨うらやましくなるくらい、この上なく完かん璧ぺきにな！」

　卓巳たちは止まらない。何が待ち受けているかも知れない変革の道を、ただ突つっ走ぱしる。

　やがて、均きん衡こうが崩くずれた。水の幕が弾け飛び、その内側から猛もう然ぜんと爆ばく煙えんが溢あふれ出だす。空が悶もだえるように鳴動し、背後から押し寄せた凄すさまじい衝しよう撃げき波はが、逃げる飛行機械の尾び翼よくにも迫った。

　ロロットと燎りようが悲鳴をあげた。卓巳も肌はだを粟あわ立だたせ、機体の制せい御ぎよに掛かり切りとなる。

　後方に、雲の化ばけ物ものが出現していた。

　内部に焦しよう熱ねつの地じ獄ごくを渦うず巻まかせた、途と方ほうもない大きさの雲煙だ。

　その中心に取り残されたアルマンの姿は──もう見えない。

　けれど、操そう縦じゆう桿かんを握にぎり必死で機体を立て直そうとしていた卓巳は、混乱の渦か中ちゆう、確かに聞いたような気がした。

　轟ごう音おんに混じってどこからか響ひびく、アルマンの爽そう快かいな笑い声を。




　高度を下げて地上に戻もどる途と中ちゆう、海に何かが浮いているのを発見したのはロロットだった。

　卓巳は機体の速度を落とし、胴どう体たいに収納されていたフロートを出して海面に着水する。コックピットから身を乗り出せば、波間を漂うそれの正体は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……えらく寛くつろいだ土ど左ざ衛え門もんだな。というか、なんであんた無事なんだよ？」

　身体からだの前で手指を組み、悠ゆう々ゆうと海に寝ねそべっていたアルマンが、心外そうに眉まゆを上げた。

「何が無事なものかね。全身大おお火や傷けどのうえ、あの高さから海面に叩たたきつけられたのだぞ？」

　ひどい話だよ、とぼやくアルマンだけれど、言葉とは裏腹にきっちり五体満足の姿だ。どう考えても形が残っているほうがおかしいのに、つくづく人間離れしている。

「アルマン、なんだかすごく嬉うれしそうだね？」

　負けたにも関わらず満ち足りた様子のアルマンに、こちらもご機き嫌げんのロロットが呼びかけた。

「あぁ、まったく。実に甘かん美びな敗北だったよ。膝ひざを屈くつしたのなど何年ぶりかな？」

「……負まけ惜おしみは口にしないわけね。貴方あなたらしいけど」

　燎りようがそう指し摘てきすれば、やはりアルマンはお決まりのように「紳しん士しだからね」と嘯うそぶいた。

「何をどう言いい繕つくろったところで黒星は黒星さ。勝かち鬨どきをあげたまえよ、掟おきて破やぶりの王女御一行。このアルマン・レイニードを下したきみたちは、紛まごうことなき妖精郷テイル・ナ・ノーグの先駆者パイオニアだ」

　その言葉に卓たく巳みは微笑ほほえみ、やおら振り返って後こう席せきの二人に手を伸ばした。すぐにこちらの意図を察したか、ロロットは大はしゃぎで、燎は若じやつ干かん照れながら、それぞれ掌てのひらを掲かかげる。

　そして交わされる、息の合ったハイタッチ。

「「「ヒーホウ！」」」

　三人で声高に勝利を謳うたったその瞬しゆん間かん、事件は幕を下ろしたのだった。













　　　エピローグ







　騒そう々ぞうしい足音が邸てい内ないになだれ込んで来たのは、夜もだいぶ更ふけた頃ころだった。

「なんだ、何事だ！　これはいったいなんの騒────ッ!?」

　寝ね間ま着きの上にガウンを引っ掛け、右往左往する使用人たちをどやしつけながら、ようやくホールまで辿たどり着ついた彼は、しかしそこで思わぬ光景に直面する羽は目めになった。

　ずらりと並んだ騎き士したち。その数、ざっと三〇名余り。

　それが、不ぶ躾しつけな訪問者の正体だった。

　騎士たちが着込んだ鎧よろいは、アヴァロンの国章が刻まれた正規のもの。装備から憲兵団だということも、彼には一目で分かった。つまり全員が妖精使いチエンジリング、しかも高こう階かい梯ていのエリートだ。

　なぜ、憲兵たちが……？　嫌いやな予感を得る彼の前で、突とつ如じよ、騎士たちの隊列が左右に割れた。

　その向こうから現れた人物は、彼の胸中に更さらなる驚きよう愕がくを──否、戦せん慄りつを齎もたらした。

「ヒーホウ、侯こう爵しやく。夜分遅おそくに大勢で失礼しますね」

　吹き抜けのホールに穏おだやかな声が響ひびく。瀟しよう洒しやなドレスの裾すそを揺ゆらし、白しら木きの杖つえを突つきながらこちらに歩いて来るのは、物もの腰ごし柔やわらかな初老の女性だった。物々しい騎士たちのなかに在っては場違いとしか言いようがない、おっとりとした笑みが彼に向けられる。

「マ……マカル、パイン卿きよう…………？」

　イグレンシア・ジュネビス・マカルパイン。円えん卓たく一三翅し族ぞく、マカルパイン家の先代当主であり、かつてアヴァロン憲兵団の団長として『綱こう紀き粛しゆく正せいの鬼おに』と呼ばれた大貴族。しかし隠いん遁とんしてからは、まるで人が変わったように穏おん和わになったと評され、だが同時にそれさえも獅し子し心しん中ちゆうの虫むしを油断させて燻いぶり出だすための演技であると陰かげ口ぐちを叩たたかれる危険人物だ。

　喉のどの奥おくが一いつ瞬しゆんで乾ひ上あがり、全身の毛穴が開いて脂あぶら汗あせが噴ふん出しゆつした。

　まさかそんな、という絶望感がじわじわと足元から這はい上あがってくる。とにかく何か言葉を発さねばと思うも、それよりも早く、

「私が訪れた理由は、説明しなくとも分かっていますね？」

　弓なりに細められた蒼そう眼がんが、こちらを射い抜ぬいた。彼は身体からだから力が抜けて行くのを感じた。

「心当たりがあるでしょう？　ええ、そう。私の用向きは『それ』ですよ」

「そ、そんな……なぜ、いや……しかしっ！」

「狼ろう狽ばいするのも無理はありませんね。実際、貴方あなたは上う手まくやっていましたから。憲兵団のほうでも完全にノーマークだったうえ、あれだけの事件を起こしておきながら、それでも尻しつ尾ぽを摑つかませない。私の騎士も『実行犯たちを尋じん問もんしても埒らちが明かない』と嘆なげいていましたよ」

「……アルマン・レイニード」

「ええ。危険を承知でミューニシア・マクネリーを泳がせ、網あみを張っていたというのに……私も歳としを食いましたね。危うくスカを摑つかまされるところでした」

「ならば、なぜ……いや、どうやって私に辿たどり着つくことができた……？」

「その説明については、私よりも適任者がいます。あの娘この口から語ってもらいましょう」

　あの娘？　と訊きき返かえす前に、イグレンシアの背後に控ひかえていた憲兵の何人かが、ガラガラと台車を押して前に進み出た。台車の上には〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉級とおぼしき通信水晶球コミユボールが乗せられている。彼が何事かと見守るなか、やがて通信水晶球コミユボールからおぼろげに光が洩もれた。

　直後、そこから聞こえてきた威い勢せいのいい声が、夜の静寂しじまと彼の疑問を吹き飛ばす。

『──ヒーホウ！　ザカライア・クノーヴァス侯こう爵しやく！　ちゃ～んと翅はねは洗っておいた？』

　水すい晶しよう球だまに映ったのは、彼がこの世でもっとも嫌きらいな少女の満面の笑顔だった。




　　　　○




　ザカライア・クノーヴァス侯爵。アヴァロン財務大臣。

　それが、今、イグレンシアの前にいる老人の名前と役職だった。

　想像以上に大物が絡からんでいたな、と思う。保守的活動にいたく熱心で、その延長で貴族のクラブを幾いくつか自身でも主しゆ宰さいするほどの人物だが、しかしこれまでの調査では一度もブラックリストに名前が挙がったことはなかった。今回の大使館占拠事件──いや、既すでに墜つい落らく事件と呼ぶべきか──でも、関わった者たちの誰だれ一人としてクノーヴァスを浮上させる手掛かりを持ち合わせてはおらず、正直、王女の助言がなければ、こうして追おい詰つめることは叶かなわなかったろう。

　ともあれ、その立たて役やく者しやが放った一言で凍こおりついていたクノーヴァスが、ようやく我に返った。

「ばっ……」

『馬ば鹿かなっ、とか言うのはやめてね？　なぜ分かった!?　ってステレオな切り返しもナシ。たったあれだけの会話でも、得られることは結構たくさんあるんだよ？』

　しかし、ロロットは相手のターンを許さなかった。へへんっ、と得意げに胸を張って、

『喋しやべり方が特とく徴ちよう的てきだから、声だけ若作りしてても一発で分かったよ。口調にちょっぴり癖くせがあるんだよね、クノーヴァス侯爵。普ふ通つうに聞いてるだけじゃ分からないけど、実際に声を出す前の音の抜け方が、少したどたどしいんだ。それに、興奮したときカリカリ変な音をさせてたのもまずかった。あれ、何かを爪つめで引ひっ搔かいてたでしょ？　普ふ段だんはよく胸の勲くん章しようを弄いじってるけど、あのときは机とかティーカップの縁ふちかな？　気分がいいときの侯爵の手て癖くせなんだよね。でも一番の決め手は、やっぱりあの『無ぶ様ざま』ってやつ。無意識のうちに出ちゃってたんだろうけど、それでもたったあれだけの会話のなかで四回は、ちょっと言い過ぎだよ』

　緩ゆるやかながらも滔とう々とうと畳たたみ掛かけられ、クノーヴァスが再び大きな石でも飲まされたように押おし黙だまる。けれど、今度はすぐに反論を試みようとして、

「それがっ……」

『それがどうした？　そんなものは、なんの証しよう拠こにもならない？』

　またしてもロロットに、あえなく言葉の先を奪うばわれた。

『開き直っても遅おそいよ、侯こう爵しやく。ある程度でも当たりがつけば、あとはそこを叩たたいて埃ほこりを出すだけだもの。大使館の占せん拠きよなんて大おお事ごとをしでかしちゃった以上、どうしたって隠かくし切きれないあれこれが出てくるでしょ？　自分に疑いの目が向くようなミスをした時点でペケ三つだよ』

　そう、砂さ漠ばくのなかから一ひと粒つぶの砂金を発見するのは難しいが、しかし探す場所があらかじめ分かっているなら話は別だ。ロロットの言葉を信じ、クノーヴァスのここ最近の行動を重点的に洗い直した結果、既すでにイグレンシアたちは動かぬ証拠を幾つか摑つかんでいた。

『あ～あ、油断しちゃったね。式典や舞ぶ踏とう会かいでぼくと何度も顔を合わせてるんだから、もっと用心しとかなきゃ。ぼく、頭はあんまり良くないけど、記き憶おく力りよくはけっこう自信あるんだよ？』

　という彼女の台詞せりふに、イグレンシアは思わず苦笑する。自分の孫まご娘むすめと歳としが同じこともあって、昔からこのお転てん婆ばにはそれとなく目をかけてきたけれど、確かになかなか侮あなどれないところがあるのだ。見るべきところは見ているし、聞くべきところは聞いている。

『なんで飛行船ですぐに指し摘てきしなかったのかっていえば、当然、侯爵を逃がさないため。宣言なしで王手チエツクメイトをかけたほうが効果的でしょ？　あと、侯爵の情報を渡す代わりに、お婆ばあちゃんと取り引きがしたかったっていうのもある。──お婆ちゃん、ちゃんと約束は守ってよ？』

「分かっていますよ。ミューニシア・マクネリーと、その部下たちの処しよ遇ぐうでしょう？　……まったく、貴女あなたという娘こは。みんな無む罪ざい放ほう免めんにしろ、なんて無茶を言い過ぎですよ」

『いいじゃない。侯爵に全部、罪なすりつけちゃおうよ』

　けろっと言うものだから、たまらない。立場上、際立った改革派であるロロットに肩入れをするのは厳禁だけれど、それでもイグレンシアは彼女のこういうところが気に入っていた。

『──で、何か言いたいことはあるかな、侯爵？　今なら文句ぐらいは聞いてあげられるけど』

　瞬しゆん間かん、それまで黙だまっていたクノーヴァスが、凄すさまじい声で絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせた。

　次いでホールに飾かざってあった花か瓶びんや絵かい画がに、片かたっ端ぱしから八つ当たりを始める。もはや殆ほとんど半はん狂きよう乱らんの体ていだった。けたたましい音と声に、イグレンシアは知らず嘆たん息そくする。

　アヴァロンでも一ひと角かどの存在として知られる男が、地位や名声といった権けん威い的要素を根こそぎ剝はぎ取とられ、我が身の破は滅めつを嘆なげくただの老人に成り下がっていた。普ふ段だん、財務大臣として公的な場に立つ際の面おも影かげなど既に微み塵じんもない。哀あわれなほどみすぼらしい単なる俗ぞく物ぶつがそこにいた。

『うん、それそれ。侯爵みたいな小悪党は、やっぱり最後は「無ぶ様ざま」に振ふる舞まってこそだよ』

　くすくすと、ロロットが別人めいて艶なまめかしい笑えみをこぼす。底抜けに無む邪じや気きに、目め眩くるめくほどの邪よこしま可愛かわいさで。まるでしゃぶり甲が斐いのある飴玉ロリポツプを、舌先で弄もてあそぶかのような風ふ情ぜい。

『どう、毟むしられた気分は？　でも、ミューシアさんはもっと痛かったんだよ？』

「このッ……誰とも知れぬ者ニエンテめっ！　穢けがれた妖よう精せいめ！」

　クノーヴァスが金切り声で、彼女のミドルネームを吐はき捨すてた。

　さすがのイグレンシアも、このときばかりは少し眉まゆを顰ひそめた。それが翅族アルフにとって、特別な意味を持つ名前だったからだ。無論、とても悪い意味で。

「貴様はやはりっ、生まれて間もない時分に『中身を取とり替かえられた』のだ！　貴様のような真正の『取り替え児チエンジリング』は、誰だれがなんと言おうと早々に殺しておくべきだったのだ！」

『──あぁ、そっか。侯こう爵しやくが内心でぼくのことを嫌きらってるのは知ってたけど、それって「あの噂うわさ」が原因だったんだ？　だから、ぼくを誘ゆう拐かいして飛行船ごと消そうとしたんだね？』

　ロロットがただ目め障ざわりなだけなら、〈比ひ翅よくの騎き士し〉を狙ねらって翅はねを奪うばってしまえばいい。しかし、それだけで満足できないということは、より個人的な感情を含むからなのだろう。

『でも、おあいにくさま。そんなのは根も葉もない……こともないけど、やっぱり単なる噂だよ。ぼくはぼくだ。傍はた迷めい惑わくでお調子者な、ただのロロット。それだけだよ』

　彼女がそう言うあいだも、クノーヴァスの癇かん癪しやくはいよいよ酷ひどくなっていく。これ以上は見るに堪たえないと判断し、イグレンシアは「もういいでしょう」と言葉を差さし挟はさんだ。

「貴女あなたも気は済んだでしょう？　ならば、あとは私たちにお任せなさい」

　僅わずかな沈ちん黙もく。のち、ロロットはあっさり頷うなずいた。

『ん、そうだね。お年寄りは大切にしなきゃだし。あんまり苛いじめるのも可哀かわい想そうかな』

「もう手て遅おくれですよ。相変わらず容よう赦しやがありませんね」

『にへへ。じゃ、くれぐれもマクネリーさんたちのこと、お願いね？』

　そう念押ししてから、交信を終了する──かに見えた、その間ま際ぎわ。

　彼女は先刻までとは打って変わった、まるで夜の水面みなものように凪ないだ笑みを浮かべた。そして、未いまだに喚わめき続けているクノーヴァスを見やると、

『ばいばい、クノーヴァス侯爵』

　ひどく透とう明めいな声色で、しかしきっぱりと別れの挨あい拶さつを口にしていた。




　通信水晶球コミユボールが再び沈黙し、ひとくさり吼ほえたクノーヴァスもようやく静かになった。

　ただ、彼はもはや数分前とは別人のようだった。この短時間でやつれ切り、あらゆる希望を失った死人のように虚うつろな瞳ひとみが、今はぼんやりと宙を彷徨さまよっている。それでもイグレンシアは、仕事を果たすために彼に向けて言った。

「アルマンが言っていました」

「…………？」

「計画実行に使われていた教団員たちがあまりに脆もろく、本気で大事を成なすつもりがあったのか分からない、と。──私も同感です。貴方あなた個人はどうだったか知りませんが、あの大使館占せん拠きよ事件は、少なくとも貴方の後ろに控ひかえている方々にとっては、さして重要な活動ではなかったのではありませんか？　これまでその正体の端たん緒しよさえ摑つかませなかった謎なぞの教団が、サミットの開かい催さい中止などという分かりやすい目的で、しかも声明文さえ出して、というのは違和感がありますしね。結局のところ、貴方あなたは本当に教団の意向で動いていたのですか？」

　彼は何も言わない。答えたくないのか、はたまた答えられないのか。

　違和感について考えられる可能性は幾いくつかある。大きなものでは二つ。一つは、大使館占せん拠きよ事件はただの目め眩くらましに過ぎず、教団の真の狙ねらいがまったく別のところにあった場合。一つは、すべてがクノーヴァスの独断専行であった場合。

　両者に共通しているのは、この男を締しめ上あげて、果たして本当に有益な情報が出てくるのかどうか、ということだった。とんでもない大おお騒そう動どうの末に、ようやく確保した情報源なのだ。すべてが徒労だったなどとは思いたくないけれど。

「ともあれ、ここから先は優ゆう雅がとはほど遠い生活が待っていそうですね、侯こう爵しやく」

「…………」

「情けをかけてもらえる、などという期待は抱いだかないように。私はあの娘ことは違い、法の側に立つ者です。正義の名の下、いくらでも非常に徹てつし切れるのですから」

　クノーヴァスの空くう虚きよな瞳ひとみに微かすかに恐きよう怖ふが宿る。そのまま彼は、最後の一片までも力を失ったようにその場に崩くずれ落おちた。悲ひ嘆たんの言葉も嗚お咽えつもなく、ただ落ちた果実が潰つぶれるみたいに、ぐしゃりと膝ひざをついて。イグレンシアは構わず、騎き士したちに彼を連行するよう命じる。

　クノーヴァスと騎士たちが邸てい内ないから消えたあと、やがて一人残ったイグレンシアは呟つぶやいた。

「紅あかき果実をこの手に、ですか」

　分かっている数少ない情報、彼かの教団内で用いられるという符ふ丁ちようを嚙かみ締しめる。

　まったく、返す返すもふざけた文句だ。皮肉が利き過ぎているだろうに。

「……いつまでも林ア檎ヴのア王ロ国ンから貪むさぼれると思っていたら大間違いですよ、果くだ物もの泥どろ棒ぼうさん」

　言って、杖つえを突ついて歩き出す。もはや主あるじ不ふ在ざいの屋や敷しきなど顧かえりみることもなく。




　　　　○




『──と、このように「ピクシーインダストリー」社は飛行船の整備状態が万全であったことを強調しており、墜つい落らくの原因について未いまだ詳くわしいことは分かっていません。これに対し、かつて「子供市長」の名で一世を風ふう靡びした羽は々ば根ね市市長、佐伯さえきネアラ氏は次のように──』

　駅ビルの壁かべに設置されたプラズマビジョンの大画面で、先刻から昨日の事件の概がい要ようが報道されている。今は中学生くらいの歳としの女の子が、何やらぼそぼそと遺い憾かんの意を表明していた。

　誰だれだろう？　ぼんやりと思うも、本気で興味があるわけでもない。

　観ているようでその実ニュースを聞き流していただけの卓たく巳みは、やがてそれにも飽あきて、いつものように空を見上げた。麗うららかな陽ひ射ざしと透とう明めい度どの高い青空に、自然と笑えみが零こぼれる。

　五月一〇日の日曜日。天気は晴れ。ひさしぶりに春らしい陽気だ。

　暑くもなければ、寒くもない。昨日きのうまでの季節外れが、まるで噓うそみたいに過ごしやすい。

　何かの陰いん謀ぼうかと勘かん繰ぐりたくなるほど空振っていた天気予報も、やっと名めい誉よを挽ばん回かいした。今け朝さの気象予報士は、見た目は冴さえないおじさんだったけれど、なかなかデキるらしい。休日だから駅前は相応に混んでいるも、それによる体感温度の上昇だって微び々びたるものだ。寧むしろもう少し厚着をしてきても良かったかもしれない。そう思えるくらい今日きようは涼しかった。

　卓たく巳みはといえば、駅前の広場に並んだベンチの一つに腰掛け、気も漫そぞろに人待ちだ。時間を確かめれば、もうすぐ約束の一一時になる。そろそろ来てもおかしくない頃ころだけれど──

「ヒーホウ！　お兄さん、もしかして独ひとり？」

　と、背後から声。振ふり返かえればそこに、ワニをおんぶしたピーターパンがいた。

「寂さみしいね～。もし良かったら、ぼくとお茶しない？」

「……そんなナンパの仕方、今どき原始人だってやらないからな？」

　なんだとぅ、と剝むくれるロロットは、今日はロックに決めていた。エナメル地のジャンパーに、チェックのスカート。頭にはドクロの描かれたニット帽ぼうを被かぶっている。こうなるとワニのリュックが浮き過ぎで、いつも背し負よっているそのなかに何が入っているのか、とても気になった。

　ロロットが膨ふくらませていた頰ほほを緩ゆるめ、日向ひなたのような笑えみを浮かべる。

「まぁ、冗じよう談だんはこれくらいにしておいて──待った？　タクミ」

「うん、すごくな」

　正直に答えた。もちろん、悪いのは一時間も前に来ていた自分のほうなのだけれど。

「もぉ！　こーいうときは『今来たところ』って答えるのが、デートのお約束でしょ！」

「それは初デートのときに済ませたろ？　だから今度は変化球だ」

「ほほう、つまりはサプライズってこと？　なかなかの試合巧こう者しやだね、タクミ！」

「びっくり箱みたいなお姫ひめ様さまに言われてもなー」

　他愛もない会話をして、お互い笑い合う。やがて、どちらともなく並んで歩き出した。

「さ～て、今日はどこに行く？　実は素でノープランなんだよ」

　何しろデートのお誘さそいがあったのは、つい二時間ほど前のことだ。まさか昨日の今日で遊びに行こうなどと提案されるとは思っていなかったため、電話が掛かってきたときは少し慌あわてた。

　打ち身やら擦すり傷きずやらであちこち身体からだが痛かったから、本当は今日は一日中、家でごろごろしている予定だったのだけれど。まぁ、お姫様の誘いとあっては断わるわけにもいくまい。

「おぉ、野放図だねぇ。──とりあえず、ご飯にしよ？　ぼく、お腹すいちゃった」

「そうだな。もういい時間だし。どっか入るか？」

「ううん、せっかくだから食べ歩きがいい。ほらほら、これもデートの定番っ！」

　なるほど。確かにそれは、とてもカップルっぽい。キスに比べればハードルも低いし。

「あ、そだ。タクミに伝言があるんだった」

「伝言？　誰だれから？」

「色んな人たちから。燎りようは『もしロロに変なことしたら、例たとえデート中だろうが燃やすわよ？』だって。アルマンは『私は暫しばらくこの街にいる。近々、再戦しよう』とか言ってたね」

　げんなりする。アルマンの再戦云うん々ぬんもそうだが、燎の言い草も微び妙みようにおかしい。どこからか自分たちを監かん視ししているのではなかろうな、と卓たく巳みは辺りを見回した。

「にしてもアルマンの奴やつ……結構な重体だったくせに、全然懲こりてないのな」

「そりゃね。だってアルマンだよ？」

　まぁ、医療型の妖精使いチエンジリングが部隊にいるおかげで、どんな怪け我がもすぐに治るらしいけれど。

「それでね？　あとマクネリーさんは『ご迷めい惑わくをおかけしました』って、部下の凸でこ凹ぼこさんたちは『礼は言う』『でも憶おぼえてやがれ！』って、それぞれタクミに伝えてほしいってさ」

　あの二人組の捨すて台詞ぜりふはともかく、ミューニシアの言葉は意外だった。今日きよう中じゆうにでもアヴァロン本国に送そう還かんされる予定とは聞いていたし、昨晩のうちにロロットが何かやって彼女の罪を帳消しにしたとも説明されていたけれど、それでもてっきり恨うらまれていると思っていたのに。

「変わっていくんだよ、タクミ」

　不意にロロットが呟つぶやいた。通りを吹き抜ける涼りよう風ふうに、気持ち良さそうに目を細めながら。

「みんなみんな、変わっていくんだ。いいことも悪いことも、全部引っくるめてさ」

　あぁ、と卓巳は嘆たん息そくする。知らず、口端に微び苦く笑しようが滲にじんだ。

　改めて痛感したのだ。この娘この隣となりに在り続けることは、きっと何よりも難しい、と。

　しかし、だからこそ──

「ね、タクミ。走ろっか？」

　そう言って差し伸べられたロロットの手を、卓巳は迷わず取ることができた。

「ま、せいぜい置いてけぼりにならないよう頑がん張ばるさ」

　きちんと伝わったのだろう。えへへ、とロロットが相そう好こうを崩くずし、やがて走り出す。

　こちらの手を引き、背中に翅はねでも生えているような勢いで、自らの道を颯さつ爽そうと駆かけてゆく。

　その後ろ姿を眩まぶしげに、しかし確しかと見み据すえながらあとに続く卓巳に、ロロットが訊きいてきた。

「ねぇ、タクミ！　今、奇き跡せきを感じてる──!?」

　もちろん、卓巳の答えは決まっていた。





〈Ｆｉｎ〉















　　　あとがき




　どうでしたか、うちのやんちゃ姫ひめは？

　存分に振り回されていただけましたでしょうか。もしそうなら、僕としても感無量です。

　というわけでヒーホウ、物もの草ぐさ純じゆん平ぺいです。ええ、何を隠そう作者です。ここだけの秘密ですが駆かけ出だしのペーペーでもあります。つまりは新人作家です。

　──新人作家っ！

　おぉ、なんて甘美な響ひびき。ちょっと震ふるえが来ましたね、今。

　こうして自分の書いたお話が一冊の本になるなんてまったく夢のようで、誰だれよりもまず僕自身が「ばっ、馬鹿な!?」って感じになりますが、あとがきまで書かせてもらえるあたり、どうも本当のことみたいです。未いまだ凝こったイタズラという線も完全には捨て切れないのですが、気分がいいのでもう暫しばらくはこのイタズラに引っ掛かったままでいたいと思います。

　そう、イタズラといえば、本書のテーマでもある『妖よう精せい』もまたイタズラのプロです。

　善良な人たちを陥おとしいれて喜ぶ性悪のくせ、見た目が可愛かわいいのでなんとなく許してあげたくなるというズルイ生き物。そんな『顔さえ良ければすべて良し』という昨今の風ふう潮ちように一石を投じるため書き上げられたのが本作です。……すいません、噓うそです。無理に話を繫つなげようとするもんじゃありませんね。でもほら、この煙に巻く感じはいかにもイタズラっぽい。

　ヒロインのロロットが書きたかったのは間違いありません。難しい設定とかストーリーはあとにして、とりあえず頭のなかにモヤモヤと浮かんできた、この怪かい獣じゆうみたいなお姫様を野に解き放ちたいという衝しよう動どうに駆かられたのが、たぶん第一動因だったはずです。

　特とく撮さつ、お好きですか？　ええ、パワフルな彼女のことです。きっと都庁を壊こわし、大阪城も壊すでしょう。自衛隊を出動させ、光の巨人とも戦うかもしれません。果ては世のヒロイン像まで壊してしまい、にへへと笑って誤ご魔ま化かそうする可能性も大です。でも、きっとお姫様は壊したもの以上に何かかけがけえのないものを、皆さんの心のなかに作ってくれるはずです。などとイイ話ふうに語っておけば、書店でこのあとがきを立ち読みしている方も本編に興味を持ってくださるものと信じております。さあ、レジへ。




　そんなわけでどんなわけなのか、このあたりで謝辞を。

　僕みたいな変わり者を拾ってくださった担当の清きよ瀬せさん。もう今後一生、貴方あなたのいる方角には足を向けて眠れません。なので最近は立ったまま寝ています。イラストレーターの皆みな村むら春はる樹きさん。出来上がったロロットのラフがあまりにもイメージぴったりで驚おどろきました。いよいよエスパー疑惑が深まります。拙せつ作さくの出版にＧＯサインを出してくださったアスキー・メディアワークス様。その懐ふところの深さに戦せん慄りつです。涙で前が見えません。色々と苦労をかけている家族っつーか主に母。お菓子ばかり食べるのは健康に悪いのでやめてください。パソコンに疎うとい僕を何度も助けてくれた友人のＹ・Ｋくん。そういえばお金借りっぱなしですね。

　そして最後に、本書を手に取ってくださった読者の皆さん。

　ありがとう、本当にありがとう。

　自分の文章を読んでくれる人がいる。書き手にとってこれほど嬉うれしいことはありません。

　ただ、もしあと少しだけ高望みが許されるのであれば、皆さんのなかに今いま暫しばらくロロットたちを住まわせてやってください。更さらに高望みが許されるのであれば「こいつらが大騒ぎしている話をまた読みたい！」と願ってください。更に更に高望みが許されるのであれば、その願いを手紙にしたためて編集部までお送りください。

　待ってます。

　正直それはどうよ？　っていうくらい粘ねん着ちやく質しつに、お便り待ってます。




　では、どこかでまたお会いできることを祈りつつ、そろそろお別れの挨あい拶さつをば。

　皆さんと出会えたこの奇き跡せきを祝してっ──

　力の限りヒーホウ！





二〇一二年　五月某日　　　　　物もの草ぐさ純じゆん平ぺい
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物もの草ぐさ純じゅん平ぺい

日本生まれの日本育ち。でも、一番好きなお祭りはなんと言ってもハロウィーン。洋モノかぶれと言うなかれ、だって楽しいじゃん。古典的クリーチゃーに扮して町内を練り歩いたり、お菓子くれなきゃイタズラすんぞって一般家庭を襲撃したり。みなさんはどうですか？
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皆みな村むら春はる樹き

福岡県出身、千葉県在住のイラストレーター。

挿絵やイラストを中心に活動中。

二次元の女の子が好きです。性別・年齢は問いません。









電撃文庫





スクリューマン＆フェアリーロリポップス











物もの草ぐさ純じゆん平ぺい








二〇十三年七月十一日　配信
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